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　　　序　─　遠い夕景／或ある少年の願い







　記憶の奥底に封ふうじられた、ある日の学校帰りの会話。

　見慣れた故郷の町並みを落陽が染め上げていた。季節は秋、時刻は夕。少年はブランコ前の鉄てつ柵さくに腰こしかけたまま空を見ている。長い長い影が東に伸び、きいきい揺ゆれるブランコと柱の影が、少年のそれと一体になっている。

　竹たけ垣がきで囲われた田舎いなかの公園は、大して広いものでもなかった。右手には馴な染じみの店で買い求めたソースせんべい。ブランコの前では、帰途を同じくする友人達がああでもないこうでもないと自論をぶっている。その一人がこちらを向いて、

「なあおい、聞いてるか？」

「うん」

　生返事だった。特に何か深しん刻こくなことを考えているというわけでもなく、ただなんだか、夕焼けの空は見ていて気が遠くなる。

　呆あきれかえったように少年を見る友人達は、よく見ればそれぞれ制服が違っている。故郷が同じの顔馴な染じみでも、今在籍する学校は別々だ。とりわけ少年が着込む士官学校の黒い詰つめ襟えりは、それ自体が憧しよう憬けいの対象でもあった。とはいえ着ている人間がこれでは制服の威い光こうも知れたものだし、気の置けない友人を前にして衣服で序列を決めるというのも妙みような話だ。

「たまにぼーっとするよな、『　　』は」

『　　』というのは少年の名前だ。

　人間としての、本当の名前だ。

「うるさいな。いいだろそれくらい」

　流石さすがに少々心外に思えて顔をしかめる。意識が空から地上に戻り、思い出したように齧かじるせんべいはやたらに甘い梅うめの味がした。

「なんの話してたんだ？」

　結局聞いてなかったんじゃないか──という顔を誰もがした。四人いる学友の一人、この中ではお調子者で通っている奴が口火を切った。

「だからさあ、つまり俺達ワカモノはいかにして御お国くにに貢こう献けんするか！　って話よ。お前なんかいずれ将しよう校こう様だろ？　やっぱさ、俺達もそれに続きたいっていうかさあ」

　それはまあ、そうだ。

　八や洲しまというこの国において、若者はそれぞれが可能性を持っていて、それぞれの希望を持ってもいる。一兵士として最前線で武勇伝を築きたいという奴もいるだろう。或あるいは工学を学んで、近頃急速に発展している機械技術の一助となりたいという奴もいる。軍医を目指して一人でも多くを救いたいという奴もいるし、軍艦や陸上要よう塞さいの艦長を夢見る者だっている。

　いずれにせよ、到達点は誰しもが同じだった。ゆくゆくは八洲国にその者ありと言わしめる大人おとなでありたい──そんな希望を、この頃はみんな持っていた。

「うちの地元じゃやっぱお前が一番だよ。どんどん上を目指してくんだろ？　でさ、こう立派な軍服の大将様なんかになってさあ、故郷に錦にしきを飾るわけだ。なあ？」

　一人が聞いて、もう三人がうんうんと頷うなずく。

「いや──」

　白状すれば、それほど大きな望みは持っていない。

　友が述べる大たい志しの数々は、少年にとってはあまり等身大の実感を伴ともなわないものだ。きっと気が小さいからだろうと自分でも感じているが、別に悪いこととは思わない。

「別にそういうんじゃない。ぼくは、ぼくの好きなものを護まもれればいい」

「好きなもの？」

「ああ。家族とか、友達とか、故郷とか……。そういうのが大事だから」

　建たて前まえだけならいくらでも並べ立てられようが、なにもこんな時にまで気張らなくたっていいだろう。国の為ためは故郷の為、故郷の為は家族や友達の為で、巡めぐり巡って自分の為だった。

　友人たちは目を丸くし、やがてお互いに顔を見合わせて苦笑した。

「これだもんなあ」

「『　　』ってなんつーかほんと無欲な」

「なんだそれ、茶ちや化かすなよ。本当のこと言ってるんだぞ」

　遠えん慮りよ会え釈しやくのない茶々が心に馴な染じむ。身を包む詰つめ襟えりがどんな意味を持とうとも、彼はただの、人間の少年だった。好きなものがあって、それらが在あり続けることを望む一人の子供だった。

「──本当なんだ」

　静かに呟つぶやく。夕陽に長く影が伸びる。

　永久に失われた、帰る場所の風景。




　その少年が未来に得る新たな名は、鬼き虫ちゆう九番式《蜂はち・金きん翅しの九く曜よう》。

　その、本当の名前は──
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　金の翅はねが半円を描き、硝しよう煙えんのけぶる戦場に躍おどり出る。

　何を為なすべきか、何を打倒すべきかを九曜は一いつ瞬しゆんで理解していた。コントロールを失った量産型、甲こう虫ちゆうの特とつ機きが天と地にそれぞれ一機。刻こく一いつ刻こくと推すい移いしていく戦況の中、最速でこちらを照しよう準じゆんに納おさめる者は遥はるか上空にあった。

『戦せん闘とう機き動どう開始、全機能禁きん制せい解かい除じよ！　これで決着を付けるぞ──《蜂》！』

『了解／最大戦速／攻コウ撃ゲキ開始』

　全てを貫つらぬく光こう弾だんが、広げた翅いっぱいに圧縮される。複眼で見上げる空に、闇やみそのもののような黒い機影が存在する。深い紅くれないの単眼は、距離を隔ててこちらを見下ろしていた。




『▽告／被照準／蜂ノ稼カ働ドウ率ノ急上昇ヲ確認』

　告つげる半身の声を主脳で受け止めながら、甲虫式／特機五号丸《鍬クワ形ガタ》の朧おぼろは最優先攻撃目標を切り替える。直前までの状況から、移動要よう塞さい《神しん鯨げい》で何が起こったのかはわかる。それが九曜にとって何を意味することなのかも。

　彼は今また、新たに何かを「失った」のだ。

「──かくあれかし、か」

　全力の戦闘機動に移行しながら、朧は呟つぶやく。

　誰もが何かを失い、何かを得て、何かを目指し進むのだ。

　それ以外に道を知らぬから、行く果てに何があるのかわからずとも。













　　　壱いち　─　過去







　物事には必ず終わりがあるように、必ず始まりもあるものだ。それは誰一人として例外ではなく、誰しもがそれぞれの道を辿たどり、偶然と必然を積み重ねた結果としての現い在まに至る。

　阿あ達だち夕せき馬ま。

　島しま田だ宗しよう吾ご。

　そして、空く閑が透とおる。

　彼らにも、また。
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　一人の鬼おにが生まれたのは、半世紀以上前の夏の夕ゆう刻こくだった。

　ヒグラシの声がけたたましく鳴り響く中、阿達夕馬は父を殺した。

　凶きよう器きは父が保管していた自動拳けん銃じゆう。口こう腔くうを経由して一発で脳のう幹かんを撃うち抜き、即死だった。銃じゆう把はには持ち主である父自身の古い指紋しか検出されず、自決という形で処理された。

　その日のことを今でも覚えている。とっくに人の形をしていなかった父は、人と機械の狭はざ間まで蠢うごめく何かに過ぎなかった。引き金を引いたのは自分だ。だが、自決という言い方もそれはそれで間違ってはいないのかもしれない。確実に即死できるよう銃口を噛かむ顔ばかりが人のままで、夕せき馬まは昔を思い出した。引き金を引く手に父の固い手が添そえられていた。その手は、冷たい機械だった。

　開け放たれた障しよう子じ戸どと、その向こうに黒々と横たわる山々。薄暗い畳たたみの部屋と家族写真。

「父上。今まで、お世話になりました」

　銃声は、ヒグラシの声に紛まぎれて聞こえなかった。
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　父は確かに「立派な軍人」ではあった。夕馬も、弟の静しず馬まも、父を誇りとしていた。

　それも過去の話だ。

　彼は、北方の戦せん役えきから深しん刻こくな傷しよう痍い軍人として帰還してきた。

　前線指揮を執とった父は多くの部下を引き連れ、まことに壮そう烈れつな闘とう争そうを演じたという。彼の功績は大きく、帰還後に何とかいう大きな勲くん章しようを受け取っていたことを夕馬は覚えている。

　それだけ言えばめでたい話だが、問題は彼が受けた傷にある。戦いの中、至近で炸さく裂れつしたある砲ほう弾だんが、地面ごと父の体を吹き飛ばしてしまったのだ。生死の境をさまよった父は辛かろうじて一命を取りとめたものの、ぼろぼろの四し肢しは壊え死ししており、切断を余よ儀ぎなくされた。

　父は前線に立てないばかりか、普通に生活することさえままならなくなってしまった。

　これに対して上は一計を案じた。欠けつ損そん部位の、機械による補ほ填てんである。

　その時点で、人体の機械化という発想は既すでにあったものだ。神経接続した機械の「手足」を取り付ける──医療用、または軍事用として極めて高い可能性を秘めるこの技術は、帝てい都と南部に位置する登と坂さか研けん究きゆう所じよを中心として着々と研究を進めていた。

　そうした観点から見れば、父のような傷痍軍人はある意味で貴重だったと言えよう。彼は機械化手術を受け、人体のそれとはまだかけ離れた手足アームを持つこととなる。

　とはいえ、それで全て上う手まくいくわけではなかった。

　発展途上にある当時の機械化技術は、特に人体に接続するという点において未発達だった。

　夕馬は覚えている。肉と機械が入り混じった奇き妙みような人体の姿を。上手く歩けず床に倒れ伏ふす父を。力ちから加か減げんを間違えて握にぎり潰つぶしてしまった椀わんを。肩を貸して支えた両腕の冷たさを。

　夕馬が思うに、父は態ていのいい実験台にされたのだろう。

　ある日を境に、父は何人もいた使用人を全て故く郷にに帰すことを決断した。

　それでもまだ仕えるつもりだった古こ参さんの使用人もいたが、父は断固として一人も残さなかった。「坊っちゃん」と呼ばれていた二人の兄弟も父の判断に従い、これまでの賃金に謝礼を添そえて渡し、見送った。思えば、この時点から親子は家族の終しゆう焉えんをなんとなく予感していたような気がする。

　弟の静しず馬まはあくまでも献身的だった。元々優しい性格だからでもあるだろうが、夕せき馬まにはそれがある種の逃げにも見えた。淡々と父を助け兄を補佐し、いつも通りの生活を守ろうとしていた弟は、父の変化に目を背そむけてはいなかったか。機械に肉体を浸しん食しよくされた男の変容は誰の目にも明らかで、しかも止める手立てが無かった。夕馬の苛いら立だちは、血を分けた父に対し何もできぬ自分自身への苛立ちでもあったのかもしれない。

　父は徐々に精神を病んでいった。

　使用人が全ていなくなって一月ほど経つと、あとは坂を転げ落ちるようだった。何かわからないことを喚わめき、電話やラジオを異常なまでに恐れ、家具を破は壊かいし、野良犬を機械の手で縊くびり殺してその死し骸がいをつぶさに観察していることもあった。自分自身の肉体を傷付け、機械の指に付着した我が身の血液を飽くことなく眺ながめてもいた。

　解かい剖ぼう学の書物を何時間も読み耽ふけることがあったし、息子達の生なま身みの四し肢しと自みずからの機械のそれを見比べる目には狂気があった。立って歩くのもままならない彼を支える時、一いつ瞬しゆん、機械の手に万まん力りきのような異様な力が漲みなぎったことがある。父も無意識のことだっただろうが、その時の青黒い痣あざは後年になるまで夕馬の腕に残ることとなる。

　肉体と精神は切っても切れぬ関係にある。不完全で不ぶ格かつ好こうな機械は父の心をも浸食し、確固たる血肉を持つ「人間」の自我を軋きしませ続けていたのだろう。

　夕馬は、父を尊敬していた。

　それ故ゆえに、生き恥を晒さらす父の苦悩も痛いほどわかった。

　確かなことは二つ。父はもう戻れないこと。これ以上、このままにしてはおけないこと。

　父の存在は有用だったのだろうか、と考える。

　戦いくさの駒こまとして働き、機械化技術の踏み石となりて息子の手で引いん導どうを渡された男。彼と彼が遺のこしたものの意味を知る者は何人いただろうか。機械に心と体を蝕むしばまれた哀あわれなる兵は、後世に語るに足る有用性を示すことが果たしてできたのだろうか。

　言うまい。全ては起こるべくして起こったことなのだから。

　そうして夕馬は、夏の夕暮れの中で父親を射殺した。

　罪を被かぶる気は更さら々さらなかった。地じ獄ごくへの道連れとなるにはまだ早い。やることがあるからだ。

　わざわざ手袋まで用意し、晩年の父の有あり様さまを近きん隣りん住民に知らしめることで自決に見せかけた周しゆう到とうさは、肉親への情とは違った次元にある己おのれ自身の思想に基づくものだった。

　阿あ達だち夕馬はこの日を境に、自分の──人間の有用性というものに取り憑つかれることとなる。
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「父君のことは残念だったな。立派な軍人だったのだが」

　壮年の男は、腕組みをしたままそう言った。

　父の死から、夕せき馬まと静しず馬まは別々の親しん戚せきの家に預けられた。異論は無かったし、連絡を取り合うこともほとんど無かった為ため、少年期の弟がどのような道を辿たどったのか夕馬は知らない。

　夕馬自身は諸々の手続きを終えて一年後、八や洲しま軍の士官学校に入った。その時教えを乞うた男は、どうやら父のことを知っていたらしい。

「──父のお知り合いで？」

「うむ。聞いておらなんだか？　私としちゃあ奴とは友達だと思ってたんだが、そりゃちと寂さびしいもんがあるな」

「晩年の父は外部との繋つながりを絶っていました。元より我々に御友人のことを話したりはしなかったというのもあります。ですがもともと寡か黙もくな父でしたので、少なくとも貴方あなたを友人と思っていなかったというわけではないでしょう──島しま田だ先生」

　島田宗そう吾ごはこの当時、夕馬が通う学校の教官を務めていた。

　徹底した現場主義者であるから、最初は教官になること自体にかなり反発したらしい。とはいえいつどんな時も戦時というわけではないし、後進を育てるという仕事も重要であるから結局は島田が折れる形でこのポストに納まった。

　島田は最初から夕馬に何かと目をかけていた。自決した父の友人でもあったから、残された息子に同情的なのだろうと夕馬は最初思っていた。

　夕馬は模範的な学徒だったと言えよう。問題行動はおろか誰とも衝しよう突とつすることなく、訓練の全てを乾いた土のように吸収し、優秀な成績を残して首席での卒業を迎えることになる。




　卒業が近くなったある日、夕馬は島田とある会話を交かわした。

　結局のところ、その会話が夕馬自身にとっても大きな転機の一つであっただろう。

「近頃、軍部においては機械技術が急速に発展していると聞きます」

　資料室から借り受けた本を整理しながら、夕馬。他に誰もいなくなった教室の教卓に腰こし掛かけたまま、島田は意外につぶらな目を丸くした。

「そう大っぴらにしちゃおらん筈はずだが。どこで知った？」

「個人的興味で、調べています」

　ふむん──と、島田は顎あご鬚ひげを撫なでて、

「確かにそうだ。人工知能と光学神経系の技術が向上してな、登と坂さか研けんじゃ人型自律機械の第一号が完成したと聞く。見た目は人間のそれで、うまくやれば人間の何倍もの身体能力を実現するとさ。ゆくゆくは戦車にも電脳やら脚が着くって言うし、突き詰めれば戦場に『人間』なぞ要いらんようになる時代も近いかもしれんなぁ」

「……なるほど。よくわかりました」

「しかしその……機械兵っちゅうのか？　そいつの第一号も調整がまだまだらしくてな。特に人工筋肉の精せい密みつ動作性なんか、こう、」

　と、島しま田だが真ま似ねをした。ペンを掴つかむ動作だが、手がぷるぷる小こ刻きざみに震ふるえている。

「こんな感じで、アル中の老人のように拳けん銃じゆうを握にぎることすら上う手まくいかんそうだ」

「そうでしょうね。機械の手では、引き金を引くことも難しい」

「──ふむ」

　相あい槌づちを打つ夕せき馬まを見返し、島田は相手の言葉の「裏うらの意味」に勘かん付づいた。

「機械の手で、引き金は引けんか。得たり。今はまだそうだろうな、まして人工筋肉ですらない一世代前の技術では」

「……それが何か？」

「ずうっと喉のどに引っかかっとる小骨のような謎なぞがあってなあ」

　教卓の上で島田が伸びをする。教官職にあっても全く衰おとろえを見せない筋肉を搭とう載さいした巨体のせいで、教卓は彼が何かで動くごとに悲鳴のような軋きしみを上げた。

「実を言うとだ。私は一度だけ君ら兄弟を見たことがある。まだまだ幼い頃だった」

　初耳である。

　阿あ達だち家は、さして大きくない山村にある大きな家だった。体の弱い母は、彼女自身の強い希望もあり、負担を押して静馬を産んだ──それからはあっという間だったという。赤子だった静馬はもちろん、当時まだ幼かった夕馬も記憶がおぼろげで、母の顔は写真でしか知らない。

　このことを知っているから近きん隣りん住民も同情的で、幾度となく助力を受けてきた。往年は使用人を何人も抱かかえていたし、生活する上で不自由を感じたことは一度も無かった。そういえば、幼少期は父に連れられて友人と思われる軍部の人間と会ったこともあったように思う。

「あの頃の君らは実に可愛かわいらしい子供だった。将来のことに希望を持つ者の貌かおだった。それこそ子供の財産だな、誇張抜きに目がきらきら輝いておったよ。それが今はどうだ」

　ずい、と身を乗り出し、島田が夕馬と視線を合わせる。

「君は時とき折おり、恐ろしく冷たい目を見せる。人のそれとは思えん。機械だと言われた方がまだ信ぜられるというものだ。常人ならば生半可な鉄てつ火か場ばを潜くぐったとてそうはならんぞ」

　夕馬は、無言。

　胸の内に巣食う闇やみを言い当てられて、夕馬の視線が急速に冷えていく。

　氷の視線をまともに受け止め、島田は恐ろしい顔でにたりと笑った。

「私と同類の眼めだ」

　──。

　追及が始まるかと思ったが、直後に島しま田だが示したのは親愛と同調の意だった。冷たさとは無縁のように思える豪ごう放ほう磊らい落らくな巨漢の背に、夕せき馬まは彼が今まで巧みに包み隠かくしていた得え体たいの知れぬ怪かい物ぶつ性を垣かい間ま見みた。

「私は晩年の君の父君を知らん。見たわけでもない。だが色々と話を聞く度に思うのだが──ありゃ本当に自決だったのか？」

　島田は夕馬の表情を興味深げに観察している。そこには老練さとは別種の稚ち気きめいた好奇心があって、建たて前まえでしかない教官の威い厳げんもとっくに捨てているように見える。

　これがこの男の本性の一端なのだろう。十数秒後、夕馬は唐突に質問を返した。

「──島田先生。人間の有用性とは、いかなるものなのでしょうか？」

「なんじゃそりゃあ」

　不意打ちめいた物言いに島田は鼻はな白じろむ。

　夕馬は、ここで初めて口元に笑みを含ふくんだ。或あるいは夕馬自身もまた、島田の見せた深しん淵えんの一端に同調したが故ゆえかもしれない。

「お教えしましょう。晩年の父の有あり様さまを」

　そして夕馬は、事の顛てん末まつを語った。ごくごく簡潔に、一つ一つの要点を押さえて、一度で全て事足りるように余すことなく説明した。

　島田は最後まで一言の茶ちや々ちやも入れず、夕馬の独白を聞いていた。

　細められた巨漢の目は、深淵に息づく怪物を見る目だった。

　獣けものの唸うなりに似た溜息の後、島田は試すような質問を投げる。

「私がそれを憲けん兵ぺいに告つげ口ぐちすると言ったら？」

「口を封ふうじます」

「できると思うのか？」

「少なくともやる理由はあります。自分には目的があります故。なに──直接的な手段に訴うつたえずとも、父の遺産から口止め料を出す程度のことは考えていますよ」

　眉まゆ一つ動かさず答える教え子に、島田はくつくつ笑った。

「面おも白しろい餓が鬼きもいたものだ。貴様は見ていて飽きん」

　褒ほめ言葉とも思えず、夕馬はつまらなそうに鼻を鳴らした。「面白い」や「飽きない」ということが、島田にとって最大級の賛辞であることを知るのはもう少し後になってからである。

「先生。自分は、立派な軍人になるなどとお決まりのことは申しません。ただ、絶対に父よりも上へ行く。どんなことでも為なし遂とげてみせる」

　島田は丸太のような腕を組み、夕馬の真っ黒な瞳ひとみを覗のぞき込んで一度大きく頷うなずく。

「──よかろう。貴様は私が盛り立ててやる。その口で言うたこと、必ず遂げてみせい」

　夕馬は冷静な表情を崩くずさぬまま島田を見返した。この男に確固たる思想があるかどうかは疑問で、全てを遊興のように捉とらえて「面白いかどうか」を全ての価値基準としているように思えた。いや、その面おも白しろさを最優先する姿勢こそが島しま田だ宗そう吾ごの信念そのものなのか。

「阿あ達だち夕せき馬ま。貴様はこれから、黒くろ塚づかと名乗れ」

「黒塚とは？」

　問う夕馬に、島田は歯を剥むいて笑みかけ答えた。

「鬼おにが棲すみおる場所の名だ」
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　それから数年が経過した。

　空く閑が透とおるは、黒塚夕馬の最初の部下である。

　島田が彼を拾い上げたのは、曰いわく「貴様と相性が良いと思ってな」とのことだが、彼には人を見る目があるのかないのかわからない。

　空閑に対する黒塚の見解は、最初から現在に至るまでも「不ぶ器き用ような男」で一貫している。

　前しか見ることがなく、巌いわおのような無ぶ骨こつさに服を着せたような人間だ。たまの気まぐれや気の抜けた冗談は、そうした狷けん介かい固こ陋ろうな性格から漏もれ出る一種のガス抜きだろう。

　仕事はきっちりこなし、余よ計けいな口出しを一いつ切さいしない。そうした人間はもちろん手て駒ごまとしてこの上なく優秀だったが、当初黒塚はこの男に一種得え体たいの知れぬものを感じていたのも事実だ。

　使う分には便利だから、黒塚は他の者では二の足を踏むような仕事を次々と空閑に任せた。

　空閑は文句一つ言わずそれらの全てを片付け、ただ淡々と黒塚の下にあった。寡か黙もくな彼が語るに曰く、

「おれはご覧の通りの人間だから、舵かじを取る相手がいないと前にも後ろにも動けない。あんたのような上司なら丁ちよう度どいいってものだ」

　もう少し上う手まく立ち回れていれば幾らでも良い思いをしていたろうに、それができずまた望まないのが彼だった。どうにも世間というものに馴な染じめない人間は、国と時代に拘かかわらず必ず存在するものだ。彼もまたその一人だったのだろう。

　或あるいは黒塚自身も、そうなのかもしれないが。




　夜、皆が寝静まりつつある街の片かた隅すみに、空閑の最初の家はあった。もともと家族四人で暮らしていた家だそうだがそれでも小さく、兄と妹の二人きりで過ごすにしてもいささかみすぼらしさの目立つボロ家だった。

「空閑」

「ああ」

　玄関から回り込み、外がい套とうと帽ぼう子しで闇やみに紛まぎれた黒塚は申し訳程度の広さの庭に踏み入った。壁かべに背を預けて声をかけると、薄く開いた障しよう子じ戸どから弱い光が漏もれ、縁えん側がわの空閑が返事をした。

「わざわざ家まで来るなんて珍しいな。幽ゆう霊れいか何かかと思った」

　黒くろ塚づかは周囲を入念に見渡して、自分ら以外の気配が一つもないことを確認する。

「似たようなものだ。ともかく、お前に一つ伝えておくことがある」

　空く閑がは黙だまって先を促うながす。

「──自分の隊を持つことになった。吾わたしが、長だ」

「へえ」

「奴ら、我々に汚れ仕事をさせたいらしい。どこでも一つや二つは抱かかえている裏うらの懐刀というやつだな。認められたということでもあるだろうが、老人共の腐ふ臭しゆうを嗅かがされることになると考えると少々気が滅め入いる」

「そいつは災難だ。おれなら断ことわるがね」

　正直な奴だ、と黒塚は思う。しかし口ではなんと言っても、断るという選せん択たく肢しは黒塚にとって最初からない。

「……ついては、その手の裏の似たような連中を集めることから始めている。今までの部隊は一度解体して再編成だ」

「するというと、おれは馘く首びか？」

「どうするかはお前が決めろ。改めて吾の下に着くかどうか、それとも今言った通り断るか」

　いわばこれは勧誘だ。部下の意向を問い質ただす黒塚に、空閑はさして考える風も見せず返す。

「嫌いやだと言ったら？」

「本件について黙って貰うことになる。遺い憾かんながらもう語ってしまった後だ」

　ふん、と空閑が小さく忍び笑いを漏もらす。どのみち逃がすつもりはないということだ。

　敢あえて脅きよう迫はくめいた言葉を選んだのは、この転機と言える夜に空閑を試す為ためだ。ここでたじろぐようなら使い物になるかは怪あやしい──が、空閑は小さく肩を竦すくめ、当然のように返した。

「どうもこうもない、あんたについていくだけだ。そう決めたのはおれ自身だからな」

「……わかった。後でまた連絡する。備そなえておけ」

　それだけ言い残し、外套を翻ひるがえして足早に去ろうとする黒塚。

　空閑はその背に何も言わず見送るが、ふと第三者の声が後ろから聞こえた。

「──にいさま？」

　少女の声だった。今の今まで奥で眠っていたのだろう、少しふにゃふにゃした声はいかにも眠たそうだった。反射的に振ふり返ると、黒塚は珍しいものを見た。

　空閑が少し慌あわてている。

「譲ゆず葉は」

　──そうか。この娘が空閑の。

　話に聞いたことはある。空閑の肉親は、妹がただ一人いるばかりだった。両親は既すでに他界しているという。空閑自身の口から妹について聞くことはこれまであまり無かったが、何より大切にしていることは伝わった。

「声がしたから……。どなたかと、お話ししてたんですか？」

　少女は柱に手を当てて、寄り添そうように立っていた。なにも眠いからというだけではないのかもしれない。ぺた、と歩み出そうとすると少しよろけた。

　予想外の事態に硬こう直ちよくしている空く閑がはすぐには答えられない。ここで黒くろ塚づかがさっさと退散すればまだ良かったのかもしれないが、我が家の気配の変容に敏感な少女は、庭先に立つ真っ黒い人影にすぐに気付いてしまう。

　少女は、お化けを見たような顔をした。

　それはそうだ。黒塚は夜中でもなお黒い衣服に身を包んでいるから、夜目が利きかないままでは真っ黒な靄もやのようにしか見えまい。譲ゆず葉はは目をくしくし擦こすって黒塚を凝ぎよう視しし、おずおずと、

「あのう、この人は？」

　空閑が観念したように目を伏ふせる。今いま更さら気にするななどとも言えない。

「友達さ。近くに寄ったというから少し世間話をな。そうだろ？」

「……ああ。そんなところだよ、お嬢さん」

「そうだったんですか、にいさまのお友達……」

　口から出まかせを譲葉はあっさり信じた。

　兄の友達というのを見たのが初めてだったのか、譲葉が黒塚を見る目は一点、とても珍しく貴重なものを見るそれに変わった。慌あわてて居住まいを正し、ぺこりと一礼。

「その、にいさまのこと、よろしくお願いします。ちょっと口くち下べ手たですけど、とっても優しい人なんです。あた……譲葉はお仕事をしているにいさまをお助けできませんから、どうか」

　流石さすがに返答に困った黒塚は、曖あい昧まいに頷うなずくしかできない。ふと空閑が立ち上がり、妹の細い肩に手を添えた。

「それより譲葉、もう夜も遅い。早く寝直さないと鬼おにに取って食われるぞ」

「吾わたしが鬼か？　言うようになったな、空閑」

「──ふふ。仲が良いようで、譲葉は安心しました。……それではおやすみなさい、にいさま」

　最後にもう一礼し、譲葉は家の中に戻っていく。ふう──と、空閑は人ひと心ごこ地ちついたようにため息をついた。黒塚は閉じた襖ふすまを見るともなしに見ながら呟つぶやく。

「あれが空閑譲葉か」

「ああ。──良い子だよ。あいつの為ためならおれは何でもできる」

「結構なことだな」

「あんたに家族はいないのか？」

　黒塚は数秒だけ黙だまり、

「……さてな。覚えていても詮せん無ないことだ」

「そうか」

　今度こそ踵きびすを返し、黒くろ塚づかはその場を辞す。

　結局のところ、彼が空く閑が譲ゆず葉はの生きた姿を見たのは、この夜が最初で最後だ。

　この夜からさして日を置かず、少数精せい鋭えいによる裏うらの部隊、特トク四ヨン〇マル四ヨン旅リヨ団ダン・通称《黒塚部ぶ隊たい》が発足する。
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　黒塚部隊は、常に影として存在した組織だ。

　構成員たちは皆「表の立場」というものを持っていた。空閑透とおるが八や洲しま陸軍歩兵の「伍ご長ちよう」であるように、島田も黒塚も、それぞれの仮の姿があった。それは部隊の存在を隠かくすと言う理由の他に、多様な立場からあらゆる情報を得るという目的もあった。

　黒塚夕せき馬まは、表の姿として八洲軍の技官を務つとめていた。

　彼が注目したのは、着々と発展しつつある機械技術だった。島しま田だが語る自律機械兵や脚付き戦車もそうだが、特に気にかけていたのは人体の機械化についてだ。あの父の姿が、脳のう裏りにこびりついていたせいかもしれない。

　それでも、機械化技術に向けられる黒塚の眼めは冷静だった。思うところがないわけではないが、少なくとも感情的な嫌けん悪おの念は一片たりと抱いていない。

　機械と人間の混成となった父の姿に、少年の日の夕馬は確かな可能性を見出していた。

　機械化技術が行き着く先まで行った時、生み出されるものは何か。

　技官として装いを整え、登と坂さか研けん究きゆう所じよに視察に向かったことも一度や二度ではない。己おのれの尻尾しつぽを掴つかませることなく、誰からも一いち抹まつの疑いすら持たれることなく情報を集めた。これは、黒塚の直属の上司がすなわち部隊と通じていたからできたことでもある。

　そしてある時、機械技術の示す「行き付く先」の一端が明らかになる。

　片かた霧ぎり巴は月づきという、一人の天才の手によって。

　これまでも着実に発展しつつあった機械化技術が、彼女の台頭で劇的に飛ひ躍やくした。多くの実験や試し行こう錯さく誤ごが実を結び、片霧博士の主導のもとで更さらなる加速と進化を遂とげたのだ。

　その結けつ実じつたる、全く新しい自律戦せん闘とう兵器、《鬼き虫ちゆう》。

　黒塚は、鬼虫の計画からはあくまでも慎重に距離を置いた。

　鬼虫は八洲の技術の粋すいを集めた最終兵器。その一つ一つが切り札にして英雄的存在であり、つまりは光と影のまさしく光の側にいる、表舞台で八洲軍の象徴となるべき者達だ。興味は尽つきないが、下へ手たに深入りすると黒塚達の存在が明るみに出てしまう危険性もあった。鬼虫と黒塚部隊は、その性質においても真ま逆ぎやくの二者と言えた。

　計画初期、黒塚は片霧巴月を肉眼で見たことが何度かある。計画の主導者に決して自みずからの姿を見せぬよう努つとめたのは、この時点で自分がいずれ「何」を行おうとしているのか、おぼろげながら考え付いていたからかもしれない。

　口元に不敵な笑みを浮かべ、鼻歌と共に歩を進める巴は月づきはその時誰かを同行していた。

　微動だにしなかった黒くろ塚づかの表情が、眉まゆ毛げ一つ分だけ、ぴくりと動いた。

　成長した我が弟の姿がそこにあった。

　阿あ達だち静しず馬ま一等兵。後のちの鬼き虫ちゆう壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜胆りんどうである。




　四天の竜胆と直接会うには、それなりの苦労を要した。

　自分が持つ伝つ手てを利用して、羅ら刹せつの巴ともえ──信じがたいことに、竜胆の直後に片かた霧ぎり巴月は自分自身をも機械化した──が傍そばにおらず、竜胆が一人の時を見み計はからった。ほんの数十秒のことであり、竜胆はこのことを覚えていない。黒塚は己おのれの名も告つげず、顔を見せることもなかった。

　彼が操あやつる《蜻蛉》の操そう縦じゆう訓練と、副脳の調整作業の合間だった。登と坂さかの鬼虫開発班は蜻蛉に手を入れており、竜胆は通路を歩いていた。

「鬼虫とやらの調子はどうだね？」

　竜胆は、外から聞こえる声に足を止めた。一つだけ開いた連絡通路の窓の外に、誰かがいる。窓まど枠わくに背を預けるように立つ男は、こちらに顔を見せぬまま問いかけてきた。竜胆にとって見覚えのない背せ格かつ好こうから、登坂の人間でないことはわかる。

「──貴官は？」

「ただの技官だ。登坂の人間ではないが、音に聞こえし鬼虫というものに興味があってね」

「視察ということですか。しかし、お話しできることはそう多くありませんが」

「いや、なにも鬼虫の実態に迫ろうというつもりはない。あくまで君個人の考えを聞きたい」

　記憶操作。どうやら人間だった頃の記憶が無くなっているというのは本当のことらしい。初対面の他人に接する竜胆の態度に、黒塚はそう確信した。もっともそうでなくては困るし、仮に覚えていたところで気付いたかどうかは疑問だ。なにしろ十何年も会ってすらいない。

　竜胆は背を向ける男を見ながら、あくまで真しん摯しに返答した。

「自分のことに限ってでしたら、多少はお答えできるでしょう」

「それでいい。……手短に済ませるつもりではいるがな。一本どうだね」

　黒塚は懐ふところから紙巻の煙草たばこを取り出し、一本取り出して見せた。だが竜胆は首を横に振る。

「いえ、自分は遠慮しておきます」

「嫌きらいか」

「という訳でもないのですが……。酒精アルコールや煙草の類たぐいは毒物と判定され、体内で即座に分解されるそうです。摂取できないこともありませんが、この身では嗜し好こう品ひんに酔うこともできない」

　背後に苦笑の気配。この男は今や自律兵器だ。煙草を差し出したことで、まだ相手を人間扱あつかいするつもりだった自分に気付き、黒塚はむしろそのことに内心驚いた。そうか、とだけ返して、自分だけ咥くわえて火をつける。黒塚とて酒や煙草を旨うまいと思ったことは一度もないが、これも人の特権と思えばやる意義はあるような気がした。

「単刀直入に聞きたい。君は鬼き虫ちゆうの力をもって何とする？」

　紫し煙えんを吐はき出し、

「もうじき戦いくさが本格化する。機き甲こう兵力の直接的なぶつかり合いとなることもしばしばだろう。その最前線に立つ者として……つまりは我が軍の尖せん兵ぺいとして造られた君が、何を思い戦うのかが知りたい。国の為ためか、自分の為か、他人の為か？」

　背せ筋すじを伸ばして立つ竜胆りんどうは、黒くろ塚づかの質問にしばし黙もつ考こうする。

　黒塚の中では、父の姿と弟の姿が重なっていた。

　機械化技術黎れい明めい期の実験台と、天才たちの最さい先せん端たん技術を結集した切り札では仕上がりに天と地ほどの開きがある。だが両者は本質的に同じものだ。一つの極致に至った弟は、我が身の有用性についてどのように考えているのか。

「まるで人にするような質問ですね」

「そう違いがあるとは思えんがね」

　鬼虫が人間だったということは機密とされている。

　無論この場における黒塚は、竜胆をあくまで「人型の機械」として扱あつかうポーズを取っている。だが各方面に伝つ手てのある夕せき馬まは鬼虫に関する情報を全てではないにせよ掴つかんでいるし、何より弟の顔を見間違えはしない。

　竜胆は、「人間」から放たれた「思考する自律機械」の立場でもって答えた。

「──自分は、戦う者達の意思を見届けたいと思っております」

　壱いち番式・四し天てんの竜胆は、「人の意思」を何よりも重んじる男である。

　それが、最初から最後まで一貫してぶれることがない彼自身の思想だ。誰が相手でも。

「そんなものを知ってどうする」

「単なる自己満足以上であるつもりはありません。無論課せられた使命として、敵を討うち、仲間を守ることには全力をもって臨のぞみます。そうして、願わくば……待ちたい、と」

「待つ？　何をだ？」

　そこから先は、地に足の付かぬ夢物語のような理想に過ぎない。それを竜胆も自覚しているが、彼は己おのれの思想に恥じぬようにはっきりと答える。

「自分を越えて往ゆく者を。この身は単なる通過点に過ぎません。戦争も鬼虫も長く続く時代の上に生じた一つの事象に過ぎない。そうした流れの中で、我らを踏み越え進む強き者たちが現れることを待ちます。若木の如ごとく強き意思を。それさえ見届ければ、自分はどこで命を落としてもいい。死に場所が戦いの中であれば兵器としては最上ですが」

　黒塚の表情が硬こう直ちよくした。

　声には出さなかったから、相手が気付くことはなかっただろう。

「……そうか。よくわかった」

　──それが、お前の答えか。

　そんなものが。

　黒くろ塚づかは言葉を切り、さしたる別れの挨あい拶さつも告つげずに歩き出した。口元から漂ただよう紫し煙えんが風に揺ゆれ、白い霞かすみとなって拡かく散さんする。背後で竜胆りんどうが一礼する気配。黒塚は最後まで、ついぞ一度も振ふり向いてみせることはなかった。

「いずれ、またどこかで」

「……ああ」

　兄弟の道が分かたれたのは、父が死んだあの夏からだ。

　弟は弟の意思を持ち、彼自身の道を往ゆく。しかし黒塚はそれを理解できない。父の姿と弟の姿が、巨大な機械に組み込まれた一つ一つの歯車として重なる。彼らだけでなく、自分自身も同じ機械の一部に過ぎないのだろう。

　それから暫しばしの時を経て、八や洲しまは本格的な戦せん闘とう態勢に移行する。九機の鬼き虫ちゆうが揃そろっていき、黒塚部隊もまた暗あん躍やくを続ける。

　軍の暗部に居続け、部隊は徐々に力を付けていくこととなる。

　最初から予想していた通り、任務はほとんどが汚れ仕事だ。極めて危険なルートを用いた輸送任務、独自の機き甲こう中隊を用いたゲリラ作戦、あるいは口くち封ふうじも含めた機密情報の隠いん蔽ぺい、捕ほ虜りよの尋じん問もん、秘密裏りに行われた人体実験。任務によっては時として、その牙きばは八洲の内部に及ぶこともあった。実働の多くは空く閑がが主導し、全てで高い成果を挙げた。

　徹底的に隊の存在を秘ひ匿とくし、実体を掴つかませることはない。だが軍に深く関わる者には、隊の名前だけを知る者がじわじわと増えつつあった。敢あえてそうしたのだ。正体不明の影の部隊に畏い怖ふを抱く者は少なくなく、時として有能な人間を引き入れることもあった。軍内部において黒塚部隊という名は、幼子が伝え聞かせられる鬼おにや化け生しようの類たぐいに似た、茫ぼう漠ばくたる存在感だけが異彩を放つものだった。

　黒塚夕馬率いる影の者達は、着実に軍内部に見えざる手を広げていった。

　その手は、鬼虫の開発班にすら届いていた。
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　そしてこれは、戦局が山場に差し掛かった昭和七十年代後期のことだ。

『新たな任務を通達する』

　秘匿通信。機器の向こうで、黒塚部隊に通じる将しよう校こうが厳おごそかに切り出す。隊の創成から居た最初の者達だけがそれを聞いている。黒塚と島しま田だ、そして空閑の三名である。突然の要よう請せいで、当然備そなえる時間も与えられなかった。

「隊員は各所に散らばっています。こうして中ちゆう将じよう殿が直接通達なされるのですから重要任務なのでしょうが、内容によっては遂すい行こうが難しい場合もある」

『考慮に入れた上での要よう請せいだ。諸君は余よ計けいな気を回さず黙だまって手を動かせばよい』

　──ち。

　居い丈たけ高だかな態度に内心で舌打ちする。進んで手を汚す連中と会話すること自体が身の穢けがれとでも思っているのか、相手は一いつ切さい譲歩せず、対話の余地も無く要求を突き付けるだけだ。

　振ふり返ると、島しま田だと空く閑がは頷うなずいて先を促うながす。どのみち拒否するという選せん択たく肢しはあり得ない。

「内容は？」

　さして間を置かず、彼はこう言った。

『暗殺だ』

　その任務内容は、にわかには信じ難がたいものだった。

　暗殺の対象は、他ならぬ八や洲しまの、帝てい都との官かん僚りようや将しよう校こうだというのだから。

　泥どろ沼ぬまの消しよう耗もう戦にもつれ込みつつある戦争末期、「この国は負ける」という噂うわさが各所でまことしやかに囁ささやかれつつあった。決して的まと外はずれな噂でもあるまい。いかに少数精せい鋭えい主義を極めた高性能兵器がこちらに揃そろっていようと、大国との地力の差は如何いかんともしがたいものがある。このまま戦い続けても必ず限界が生じ、そしてそうなってしまうともう取り返しがつかない。

　政府の中に、そうした考えを持つ停戦派は少なくなかった。暗殺の対象とは、つまり、彼らだったのだ。徹底抗戦派が、戦争を終わらせない為ために仕組んだことだ。

　狂気の沙さ汰ただった。

「おれはあんたに従う。今いま更さら後戻りができるとも思わん」

　空閑がいつもと全く変わらぬ様子で一言。島田もまた何一つ変わらず、どこまでも楽しそうに含ふくみ笑いを漏もらす。

「くくくっ。面おも白しろいことになりおったわい」

　黒くろ塚づかは、ゆっくり立ち上がった。

「……ふん。連中、我々をとことんまで使い倒す気か」

　今更、他人の狂気を咎とがめだてられる立場にはない。

　狂っているというのなら、自分達だってそうなのだ。

　この仕事こそ、黒塚部隊が過去行った全ての任務の中で最も忌いむべき凶きよう行こうとなる。

　黒塚の脳のう裏りには、淀よどむことなく動き続ける歯車のイメージがこびりついていた。




　何人目の標ひよう的てきだったか。

　血を流し倒れるその老人は、停戦派の中でも中心人物と目もくされる官僚だった。

　上層部の抗戦派、あるいは黒塚と島田の伝つ手てを駆く使しし、空閑を彼の元へ送り込むことに成功した。真夜中。整然とした執しつ務む室。月明かりの差しこむ窓。倒れる老人。軍ぐん帽ぼうと外がい被ひで徹底的に姿と顔を隠かくした空閑。消音機を装着した前ま科えのない拳けん銃じゆう。

　血の臭においが濃くなっていく。胸からとめどなく流出する命を止める術すべもなく、老人は空く閑がを見上げている。黒くろ塚づかは周囲を警けい戒かいしながら、半開きになった扉の隙すき間まから会話を聞いている。

「……君は……誰だ」

「たとえ冥めい途どの土産みやげにも、名前を教えてやるわけにはいきませんね」

　二射目の銃口を額ひたいに向けながら、空閑は淡々と返す。自分の運命を理解した老人は、これまでの標ひよう的てきのようにみっともなく足あ掻がいたりはしなかった。死に際ぎわに、一つだけ問うた。

「…………君の正義は、一体どこにある？」

　銃じゆう把はを握る空閑の手は、ほんの僅わずかもぶれることはない。

「家族を……妹を守り、養う。他のことなんかどうでもいい。それだけがおれの正義です」

　ドアの隙間から、黒塚もそれを聞いていた。

　続く銃弾だんが、今度こそ老人の命を奪うばう。空閑は相手の死亡を確認すると黒塚に合図を送り、足早に現場から姿を消した。

　家族を守り、養う。本人の言う通りそれが、それだけが空閑透とおるの正義だったのだろう。

　黒塚部隊に所属する構成員たちの情報は、当然彼らを掌しよう握あくする将しよう官かん達の手にある。空閑譲ゆず葉はの名も所在地も知られ尽つくしている。而しかして空閑透は、前に進む以外の道を知らない。




「──妹は息そく災さいか？」

　薄暗い列車の中、黒塚の問いに空閑は意外そうな顔を見せた。

「驚いたな。あんたからそういうセリフが出てくるとは思わなかった」

　束つかの間の帰き還かんの列車である。

　黒塚達が身を休める拠きよ点てんは、帝てい都とから離れた八や洲しまの南側にある。とはいっても複数ある隠かくれ家がの一つに過ぎないのだが、その近くに、空閑の家があった。近頃あまり帰れていないということで妹の世話を近きん隣りんの老夫婦に任せがちだという。車内のオレンジ色の灯りに照らされた空閑は、膝ひざの上に小さな折おり詰づめを乗せている。お萩はぎだった。

「お前が甘党だという話は聞かん。それは土産か何かかと思ってな」

　空閑は肩を竦すくめた。

「お察しの通り、譲ゆず葉はの好物だよ。しょっちゅう家を空あけちまうんでな、これくらいは用意しておかんといじけられる」

　黒塚は、一度だけ見た譲葉の姿を思い出す。背が小さく、くりくりした大きな目は仔こ犬いぬのようで、後ろで一本にまとめた三つ編みはその尾のようでもあった。空閑は折詰を抱えながら窓の外に眼めをやる。夜、車窓から見える景色は闇やみの中でぽつぽつ瞬またたく光の粒しかなかった。

「全部終わったら、あいつをちゃんとした学校に行かせてやりたいと思ってる。内容はともかくこの仕事は金の入りがいい。これから先、あいつに苦労をさせることはない筈はずだ」

　事実、空閑はかなりの額の金を貯めこんでいた。

　支払われる多額の金は、給金であるのと同時に口止め料としての意味もあった。空く閑がはたまの気まぐれ以外は無趣味な男で、金を使うこともほとんどない。この分だと貯蓄そのものが趣味なのかと思われる程ほどだったが、そういう目的があったのかと黒くろ塚づかは得とく心しんがいく。

「体が弱くて寝込みがちでさ。特に足が良くなくて、一人じゃそう自由に歩けないんだ。おれもどうも色々ごたごたして、暇ひまが無かった。駄目な兄貴だよ。事が済んだ後は一いつ緒しよにいてやりたいもんだ」

「どうだろうのぉ」

　座席にいたもう一人、島しま田だがいきなり割り込んだ。腕組みしたまま船を漕こいでいたから居眠りしているのかと思ったが、話を聞いていたらしい。
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「平へい穏おん無事に暮らしたいなら、こんな国はとっととおん出た方が良いかもしれんぞ？」

「……そうか？」

「金なら持っとるんだろう。大おお手でを振ふって出るのが難しいようなら、こっそり乗せられる船を案内してやってもいい。密みつ航こうっちゅう奴だ。浪漫ロマンだな」

「そんな伝つ手てがあるのか。あんたもいずれは出ていくつもりで？」

「まさか！　ちょっとした知り合いがおるってだけよ。私はこんな殺気立って騒がしい国を出ていくなど、勿もつ体たいないことをするつもりは毛もう頭とうない。まだまだ面おも白しろくなりそうだしなぁ！」

　島田の言っていることも間違いではない。

　仮に何かの形で戦争が終わったとして、更さらに仮に自分達が生き残ったとすれば、その後の八や洲しまに空く閑がの居場所など無いと考えた方がいいだろう。ここにいる全員が手を汚しすぎた。自分達を知る者が上にいる限りはまず間違いなく口を封ふうじにかかると考えていい。

　島しま田だは不本意ながら、死を装よそおって一度雲くも隠がくれする予定だった。裏うら方かたに回るのは性分に合わないそうだが、立場上やむを得ない部分もある。

　これもまた先のことを見み据すえた上での立ち回りだったが、その「先」とやらも、言ってしまえば仮定に仮定を重ねた上での予想に過ぎない。もとより汚れ仕事の使い走り、今を生き残らねば今後も何もありはすまい。

　それでも空閑にとって、先のことを考える意味は十二分にある。唯ゆい一いつ無む二にの家族、決して失ってはいけないものがあるというのなら。

「そうだな。それもいいかもしれない。あいつと一いつ緒しよなら、どこだって良い場所だろうさ」

　妹について語る時だけ、空閑は少し饒じよう舌ぜつだ。窓の外を見る男は今だけは一人の兄で、先に待つ家族のことで頭が一杯に違いない。

　空閑透とおるにとっての全ては、唯一の肉親である妹だ。

　自分自身から家族に背を向けた黒くろ塚づかとは真ま逆ぎやくであると言ってもよい。

　共感はできなかった。そもそも自分には空閑に共感する資格も無いだろうと思っている。だが、一見すると無ぶ骨こつなこの部下の強きよう靭じんさの源みなもとが妹であることを黒塚はよく理解していた。




　それからほんの数日後、空閑譲ゆず葉はが死んだ。

　黒塚は、空閑と共に遺体をその目で見た。
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　家がある街は、黒い影と灰と、赤い炎ほのおが支配する地じ獄ごくになっていた。

　敵の空くう襲しゆうである。空閑と黒塚は、燃える廃はい墟きよの只ただ中なかにぽつんと立っていた。

　背後からヘリのローター音が聞こえて腹まで響く。一帯の惨さん状じようを目まの当たりにして、黒塚は眉まゆをひそめる。間に合わなかった。いや、仮に爆ばく撃げきに間に合ったとしても何ができたかわからない。いっそ自分らが巻き込まれなかっただけでも僥ぎよう倖こうと考えるべきか──そこまで思考したところで、じゃり、と足音が聞こえた。

　そちらを見ると、空閑がとある建物の残ざん骸がいに歩み寄ってしゃがみ込んでいた。

　地面に転がる焼けた表札には、彼自身の姓が記しるされてある。

　岩のように揺ゆらがぬ男の姿が、その時ばかりは不ふ思し議ぎと頼りなく見えた。

　空閑は何も言わない。まだ彼女の姿が見えさえしなければ多少の救いにはなったかもしれない。しかし炎より赤い色と、哀あわれなほど小さい少女の姿がそれを許さない。

　血と炭で服が汚れるのにも構わず、むしろそれを望むようにしっかりと、空く閑がは変わり果てた妹を抱き締しめた。とっくに事切れているのにまだ少し温かく、柔らかい。足が弱い少女は、走って逃げることもできなかったのだろう。

　妹の顔をじっと見下ろしながら空閑は呟つぶやく。

「これで……全部、なくなっちまった」

　彼の声も姿も、黒くろ塚づかには何かひどく透とう明めいに思えた。

　そこには一いつ切さいの感情が乗っていなかった。呆ぼう然ぜんとしているのでもない。怒りも悲しみもないし、狂気に至る危あやうげな響きもない。最も端たん的てきな形で示された現実を五感の全てで受け止め、空閑はただ帰り道を失った迷まい子ごのように立ち尽つくしている。

　さしもの黒塚も、今の部下を前にかける言葉が思い浮かばない。

　失ってはいけないたった一つのものを失った男に残されたものは、大きすぎる虚きよ無むだ。

　だが、空閑透とおるにとっての怖気おぞけを振ふるう悲劇とは、その先にこそあった。

「……嫌いやになるよな。おれはまだ、駄目になれないらしい」

　人の死に、人の血に慣れすぎた。

　この手で殺した人間達を、空閑は一人残らず覚えている。

　それ故ゆえに、命を失った肉体がただの物体でしかないことを彼は実感として知っていた。

　今の空閑は、死した妹が妹でなく、空閑譲ゆず葉はの形をしたモノであることを感覚で理解している。いっそ狂うことができれば楽だった。自じ棄きになれればまだましだった。無気力に逃げ込めれば、自己の心の救いにはなりえた。なのに、幾多の死を目まの当たりにし、多くを自みずからの手でもたらした凶きよう手しゆの「正気」がそれを許さない。

「おれみたいなものは、もう人間じゃない。ただの一匹の、人食い鬼おにだ」

　妹の死もまた、慣れに慣れた日常の一部に組み込まれた現象だ。

　いつか彼自身が言った通り、今いま更さら後戻りなどできるわけもないのだ。

　──ならば、どうする。

　黒塚は思う。

　ならばお前は、その命をどう使うつもりでいるのか。

「空閑」

　あらゆる意味を込めて呼ぶ名に、空閑は静かに返した。

「わかってる。まだ終わっちゃいないんだろう」

　体ごと振ふり返り、空閑が黒塚を正面から見返す。赤黒く汚れた胸に抱かれる妹の姿は、まさかと思うほどに小さい。彼女の腰こしから下が失われていることを、黒塚はようやく知った。

「確認するぞ。ここが最後の分ぶん岐きだ。全て降りたいと少しでも思うならそれもいい。妹の後を追うなら、今ここで手助けをしてやる。──どうする？」

「冗談言うなよ。ここで止まればおれは、今度こそ本当に何者でもなくなっちまう」

　どこまでも不器用な、前に進むことしか知らぬ錻力ブリキの兵士のような男だと黒くろ塚づかは思う。

　空く閑がは、黒塚と同じ種類の人間だ。今この瞬しゆん間かんまで頭のどこかで躊躇ためらいがあった「空閑透とおるの処遇」について、黒塚はここに一つの答えを得る。

　闇やみの集団の中で一ひと際きわ深い業ごうを背負い、ついには現世に繋つながる唯ゆい一いつの縁えにしさえ失った、掛け値なしの「鬼」が目の前にいる。どう転ぼうと生きるも死ぬも地じ獄ごくの身の上、お互い血の海に首まで浸つかった亡もう者じやだ。空閑は問う。

「──さあ、おれは次に何をすればいいんだ？」

　この時、黒塚には既すでに一つの野望があった。

　抗戦派の上層部に良いように使われ、いよいよ泥どろ沼ぬまに陥おちいる戦局の中で、彼らは着実に独自のパイプを築いていた。ただの手て駒ごまに甘んじているつもりなど毛もう頭とうない。血と汚お泥でいに塗まみれた雌し伏ふくの時の終わりは近い。

「上に喰らい付く」

　空閑は表情を変えない。

「潮しお時どきだ。当部隊は今この時をもって、何者の命令も受けず独自の行動を開始する。準備はできている。貴様は帝てい都と第五拠きよ点てんに帰投し別命を待て。この黒塚夕せき馬まの、共犯者となれ」

　命令を受けとり、空閑がすっと目を細める。

「了解」

　熾おき火びを写し取って赤く光る瞳ひとみは、正気を保ったまま底知れぬ虚きよ無むを抱いている。

　──そうだ。

　黒塚は、自みずからが持った初めての部下にして、恐らくは終しゆう生せいの部下でもある男を見み据すえた。

　──そうだ。お前とこの黒塚は、似ている。

　後に黒塚部隊が保有する甲こう虫ちゆう／特とつ機き、その最強個体である《鍬クワ形ガタ》の朧おぼろとなっても、空閑透とおるの深しん紅くの瞳は、波一つ立つことがない。
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　昭和八十年の春先の深夜、黒塚自みずからが率ひきいる少数の部隊員が一人の将しよう校こうの邸てい宅たくを襲しゆう撃げきした。

　星も出ていない曇どん天てんの闇に紛まぎれ、彼らは影そのもののように行動を起こした。

　邸宅には護ご衛えいの機械兵が張っていたが、問題にもならなかった。黒塚が機械兵の編成と巡じゆん回かい路ろや私邸の構造を熟知しており、島しま田だの手回しで「甲こう種しゆ指令」発令権を得ている。指揮官級の個体は死角から接近した空閑が音も発さず殺した。対機械の電でん磁じナイフを用いて、生身で。

「わざわざ護衛を用意するとは。これも、正体不明の暗殺者に対する備そなえでありますか？」

　表向き、黒塚部隊はそういうことになっている。

　誰かの差し金か若き士官達の暴走か、答えは出ておらず、官かん僚りようたちは腹の探さぐり合いで帝てい都とにいても気の休まることがないらしい。独自の手て駒ごまを使って周囲を嗅かぎ回っている連中は知っているだけでも八組はあるが、黒くろ塚づかは誰にも徹底して尻尾しつぽを掴つかませていない。目の前の「上司」も、建たて前まえとして護ご衛えいや調査員を用意しているのだろう。

　あっという間に周囲を制せい圧あつし、黒塚は無駄に広い寝室の椅い子すにゆったり腰こしかける。洋風のベッドの上には身を起こした将しよう校こうがいて、後頭部に消音機越しの銃じゆう口こうを当てられている。

「き、貴様ら……!?」

「ご安心下さい。なにも今ここで貴官まで手にかけるつもりは無い」

　部屋中が取り囲まれていた。逃げ場などどこにもなく、初老の将校は身動きも取れない。黒塚はそれを嘲あざ笑わらうように椅子に背を預け、本題に入った。

「──貴官は、闘とう争そうの継続を希望しましたね？」

「い、今いま更さら何を……」

　会話しようなどとは思っていない。いちいち交渉がしたくてここまでやったわけではない。

　ただ一方的に、こちらの方針と要求を突き付けるのみだ。黒塚は相手を冷然と見下し、

「望み通り戦争を続けましょう。この国がどうなろうと、どれほど時間がかかろうと。それが貴官らの戦いになるか、我々の戦いになるかの違いだ。貴官には戦後も生き残って、色々と便べん宜ぎを図って頂きたいのです」

　将官の喉のどがひくつく。銃じゆう把はを握にぎる空く閑がが、相手の背後から静かに告つげた。

「嫌いやなら嫌で構わない。あんたが駄目でも似たような連中は大勢いる。あんたは正体不明の暗殺者の手にかかった、ただの新しい犠牲者になるだけだ」

　空閑にとってみれば、殺すことまで含めて日常的ないつもの作業である。薄うす闇やみに浮かぶ虚こ空くうの眼めは、ぞっとするほどに冷たい。

　黒塚は、悪あく魔まのように穏おだやかに微笑した。

「この場をやり過ごして、後から翻ほん意いしようなどとお考えにならぬよう。我々はこれまで受け取った指令などのあらゆる証拠を保有しています。──判ったら、今すぐここで『了解』と言え」

　選択の余地など、相手には最初から無かった。

　皮肉にも、彼自身がこれまで黒塚部隊に汚れ仕事を押し付けたのと全く同じ構図だった。




　黒塚部隊は、混迷を極める時代の中で更さらに力を付けていった。兵力を整え、帝てい都と内部の深くにまで影響力を及ぼし、更に先へ、その先へと進まんとする。終わりと停滞を望まぬ者達を吸収し、鬼き虫ちゆうの開発班すら手中に納め、更に更に先へ。

　時代は変へん遷せんしていく。暁あかつきが訪れる前の最も暗い闇やみの中で、彼らは炯けい々けいと目を光らせていた。













　　　弐に　─　泡沫うたかた







　昭和一〇一年十月二十日、八や洲しま国北部大型防ぼう衛えい都市《落地おろち》。

　時刻は十九時を回っており、鬼虫と甲こう虫ちゆうの闘とう争そうは、雪解けの廃はい墟きよで佳境に入っていた。

　陽の光は彼方かなたに消え、夜が来る。
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　叶かな葉はは、移動要よう塞さい《神しん鯨げい》の狭い通路を全力で走っていた。

「──九く曜よう!!」

　円い窓の外に、ちらりと不ふ可か解かいな光が見えた。

　あれは九曜の、蜂はちの光だ。

　星ではない。だが眩まばゆい金色の光は上昇する流星のようだった。光の動きが速すぎて人間の動体視力では残光の色しかわからないが、他の何を見み紛まがおうともあれだけは間違える筈はずがない。

　そして、飛行体はもう一つあった。

　驚異的な速度と密度でやり取りされる電でん撃げきと光線の狭はざ間まを縫ぬい飛ぶそれは、光というより闇やみの塊かたまりと言うべきものに見えた。宵よいの中でなお黒く、ジグザグの軌き道どうに光が歪ゆがんで闇が滲にじむ。それが飛び進むごとに、夜が深くなっていく気さえする。

　二転三転し続ける状況の中で叶かな葉はは翻ほん弄ろうされていた。戦せん闘とうの気配は「音」と「揺ゆれ」でしか知覚できないが、何か大きな変化が起こったことはなんとなくわかる。叶葉が直感した通り、九く曜ようがこの落地おろちに突入してから数時間、状況は激烈なペースで進行し続けていた。




　八や洲しま国第三皇こう女じよの複製・鴇とき子こは、姉である鵠こう子こと対話するべく叶葉と別行動を取った。

　鬼き虫ちゆう八番式《蜉蝣かげろう》・無む明みようの柊ひいらぎが復活。束つかの間の「残された時間」を活いかし、神しん鯨げい最深部に構えられる《蟻あり塚づか》を永久停止させた。

　併あわせて六番式《蟋蟀こおろぎ》・鉤こう行ぎようの庵いおりならびに七番式《蟻》・霖りん鬼きの楓かえでも機能停止。

　帝てい都とからの追跡隊が組まれ、菊きく丸まる、菘すずならも同行し落地を目指している。

　先行した四番式《蜈蚣むかで》・弩ど将しようの井い筒づつは、特とつ機き一号丸《兜カブト》と交戦し、激闘の末に敗れる。

　少し遅れて到着した参さん番式《蟷螂かまきり》・夜や叉しやの剣けん菱びしは量産型を薙なぎ倒しながら戦場へ到着。

　壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜胆りんどうが覚かく醒せい、兜カブトの虎杖いたどりと交戦開始。

　九番式《蜂はち》金きん翅しの九く曜ようと特機五号丸《鍬クワ形ガタ》の朧おぼろも、また。




　この中で叶葉が把は握あくしているのは、鴇子と鵠子のこと、そして九曜が何かと──恐らくは朧と戦っていること、竜胆が動き出したことぐらいだ。

「あっ!?」

　足元が大きく揺れた。上昇しかけた艦体がバランスを崩くずし、重力制せい御ぎよに緩ゆるみが生じたのだ。通路が突き上げられるように波打ち、たまらず転んだ叶葉は顔面から倒れ込んだ。

「……っつぅ……！」

　鼻の奥がつんとして血が垂れる。叶葉は手の甲こうでぐいっと鼻血を拭ぬぐい、顔面をぱっぱと払はらってまた走り出した。鼻血くらい何だ。

　自分は何をするべきか。

　自分に何ができるのか。

　いつもどんな時でも自問自答していたことを、今また己おのれに問い直す。「やりたいこと」ならある。九曜と朧に出会い、叶かなうことなら朧ともう一度対話がしたい。今度は挫くじけない。鴇子が鵠子に向かおうとしたように、この言葉が届くことを諦あきらめたくはなかった。

　どこかから外に出るか、それとも通信設備が使える場所を探さがすか。

　前者は無む茶ちやだと思う。やはりもう一度艦かん橋きようへ行くべきかと思った。そこが場所的に最もわかりやすいし可能性もある。艦内の経路図を辿たどって通路を走り抜ける最さ中なか、不意にある分ぶん岐きに差し掛かった辺りで叶かな葉はは妙みようなものを見た。

　片方の分岐の奥に人影のようなものが見えた。

　その影が一いつ瞬しゆんぶれたことを、奇妙に思う。古い映画のフィルムの乱れか、そうでなければ消える寸前の幽ゆう霊れいのようだ。だがその人影が辛かろうじて実像を結んだ時、叶葉は目を見開いた。

　人が倒れている。

　遠目に見ても小さな子供並なみの体たい躯くであることがわかり、しかも、その姿に見覚えがある。

　一時は捕ほ虜りよとして登と坂さか研けん究きゆう所じよにいたその少年と、叶葉は何度か会話したことがある。

「日ひ足あしさん!?」

　特とつ機き四号丸《天テン道トウ》の日足──であることは、間違いない筈はずだ。

　なのに、つい半日前までとはあまりにも様子が違う。極度の消しよう耗もうにより、もう歩くことすらできないようだった。顔色は真っ白なのに脂あぶら汗あせがびっしり浮いている。杖つえ代わりに使っていただろう小しよう銃じゆうが傍そばに転がっており、床に身を投げ出す少年は浅く呼吸を繰り返している。

　日足は叶葉の存在に気付いたようだった。顔を挙げて落ち窪くぼんだ目で相手の姿を認め、言葉を出すこともできず呻うめいた。

　彼の身体は幽霊のように半はん透とう明めいで、夢む幻げんのように明めい滅めつを繰り返している。
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　風が吹いている。

　凍り付いた落地おろちは、街をそうさせた《凍結結界ゼロ》を操あやつる柊ひいらぎの完全停止により、丸ごと融とけているようだった。氷の街が一点、水の世界になりつつある。そこら中の建物から水が滝のように流れ落ち、地面に注がれて飛ひ沫まつを上げた。

　浅く水没しつつある地表に、二匹の虫が立っている。

　刀のように鋭利な、深緑色の《蟷螂かまきり》が一匹。

　もう一匹は、蟷螂の三倍はあろうかという大きさの、分厚く堅けん牢ろうな装そう甲こうを持つ《金亀コガネ》。

『一つ聞きてえんだがな』

　飛び去った蜂はちと鍬クワ形ガタは、遥はるか上空で激しい光を散らし戦っている。

　その様を見上げながら、参さん番式・夜や叉しやの剣けん菱びしは相手に通信を入れた。

『俺が来るちょっと前に……つまり九く曜ようと柊が突っ込んでくる前ってことなんだが、火力バカが一人そっちに行かなかったか？』

『黒くろ塚づかの奴めに負けおった。良い勝負をしておったよ。私も混ぜて欲しかったがそこはほれ、無ぶ粋すいっちゅう奴だ。二対二ならまだ良いが、これが二対一や一対二になるとうまくない』

『は、そりゃいい。後ろから女の腹ぁブチ抜くジジイが、粋いきがどうだと気にするか』

『ふはは。そう言ってくれるな。なにしろ立場ってものがある。だが……』

　特とつ機き二号丸《金亀コガネ》の烏え帽ぼ子し──またの名を島しま田だ宗そう吾ごは、含ふくみ笑いと共に言い放った。

『やはり、喧けん嘩かは一対一が華はなよな』

　──ふん。

　どうやら最初からそのつもりだったというのは、既すでにわかっていた。蟷螂かまきりが単たん騎きで敵の群れを食い止めている時も、金亀は本気でこちらを潰つぶしにかかって来る気配が無かった。

　今もそうだ。こいつは蟷螂の自己修復を待っている。

　量産型は下がり、誰も二者の間合いに入ってこない。そもそも蟻あり塚づかの停止で連れん携けいが崩くずれていて迂う闊かつに飛び込めば蟷螂に瞬しゆん殺さつされるに違いないから、一度退ひいてネットワークの再構築を行うのは必然の判断と言えた。現在進行形で進む蟷螂の自己修復を待ちながら、剣けん菱びしは数十メートル向こうに鎮ちん座ざする金亀の姿を睨にらむ。

　修復完了まで残り二十秒。

『それから、もうちっと聞いときてえことがある。つまりあんたがどういうつもりでこういうことをやってんのか、だ』

　烏帽子は意外そうな声を上げる。

『ほお？　これは異なことを言いよる。君はただ戦うのが好きな、私のご同類かと見たが。案外細かいことを気にする性質なのかね』

『なあに。今から斬きる奴の遺ゆい言ごんくらい、聞いといてやるのが筋すじってもんだろ？』

　剣菱の受け答えは飄ひよう々ひようとしたものだが、その裏うらには研とぎ澄まされた戦意がある。

『ふむ』

　修復完了まで十八秒。

　さも当然のことであるかのように烏帽子は答える。

『そんなの、面おも白しろいからに決まっておろうが』

『また随分と単純な答えもあったもんだな』

『とかくこの世を規定するのは、都つ合ごうと言う不ふ可か視しの糸だ。権けん謀ぼう術じゆつ数すう損そん得とく勘かん定じよう面めん従じゆう腹ふく背はいに主義主張。敵を殺さねばならんのに後ろから味方に刺されることもあるし、こっちから刺したことも数え切れん。そういうのは、もうつまらん。ついさっきまでそうしておったこの私が言うから間違いない。だが長い長い前準備ももう終わりだ』

『現場主義が行き過ぎたかい。上う手まく立ち回ってりゃ戦後に甘あめぇ汁しるだって吸えたろうに』

『いらんわいそんなもん。私は遊びたいのだ！　戦場で、我が身の持つ力で、思う存分にな！　強き敵と鎬しのぎを削るも良し、弱き敵を蹂じゆう躙りんするもまた良し。まことこの遊びは、敵がおらねば成り立たんものだからな！』

　だろうな──と剣菱は思う。

　修復完了まで十五秒。

　御大層な思想やらを掲かかげなくとも、戦うだけでいいという奴は存在する。どこにどう折り合いを付けるかは個人の裁量だが、闘とう争そうを遊びと嘯うそぶく烏え帽ぼ子しはその遊び自体がこの世で最も好ましいものだと信じ、生き甲が斐いにし、待ち望んでいたのだ。

　楽しみの中には、生き残った鬼き虫ちゆう陣じん営えいとの戦いも入っているに違いない。

『弐に番式には悪いことをしたと思っておる。あそこで答えを急がねば、きっちり虫に乗って遊べる場を用意できたのだが……。もっとも昔ならいざ知らず、あの姿ではただ蹂じゆう躙りんする方になってしまったかもしれんが。なあ？』

『つまりこうかい。あんたは遊び相手を探さがして、この状況をお膳ぜん立だてしたってわけだな？』

『ご明めい察さつだな。流石さすが、私と似に通かよった部分を持っている男だ』

『鬼ウ虫チの連中を好き勝手に弄いじくり回してもか』

『その方が面おも白しろかろ？　ここだけの話、面めん倒どうが済んだら連中とも手合せしたかったのだよ』

『とばっちりで八や洲しまがしっちゃかめっちゃかになってもか』

『何か問題があるのか？』

　十三秒。

『別に。わかりやすくて結構だよ』

　そういう部分は剣けん菱びしにもある。烏帽子のやりたいこともわかる。わかるが、だからといって共感するというわけでは断じてない。いちいち論あげつらってもキリが無いほどに、やることなすことがとっくに腹に据すえかねている。

『ついでに一つ教えてやるぜ。俺はあんたが嫌きらいだ、マジにな』

『嬉うれしいことを言うのう、手て加か減げん無しという意味だな？　お互い楽しもうではないか』

　十秒前。

　表情こそまったくのいつも通りだが、剣菱はかなり久々に怒っていた。

　とはいえ、怒ったところで強くなるわけではない。少なくとも剣菱はそうしたタイプではない。しかしこの狒ひ々ひ爺じじいの抜かすあれやこれやが、一周回って剣菱の精神をいつも通りに戻していた。波を立てぬ剣士の平静に。

『楽しもう……か。なるほど確かに、そいつはいい』

『然しかり。所しよ詮せんこの世は泡沫うたかたの夢よ。ならば私は醒さめる時まで、良き夢に酔ようていたい』

『そうだな──』

　五秒前。

　場所は落地おろちの地上。巨大な神しん鯨げいの壁かべは近くに思えるが、視覚では距離感が狂うので実はそこそこ距離があるかもしれない。港こう湾わん地帯、落地西側の大部分を占める八や洲しま軍廃基地。二匹の陸戦型《虫》は、広大なヘリ発ポ着ー場トで対面している。そこかしこの施設から氷が流れ落ち、地表の薄氷も融とけてしまい地上はどこも水みず浸びたしだ。

　四、三、二──

　海と同化したかのような地面に、幾つもの波紋が刻きざまれている。

　新たに、近くの照明灯の先せん端たんから垂れる水滴が落ち、地面に弾はじけて波紋を生んだ。

　それが契けい機きだった。

　剣けん菱びしは、修理完了の一秒前に仕し掛かけた。

　白はく刃じんが閃ひらめく。剣菱は金亀コガネの出掛かりに合わせて、左の刃を鼻はなっ面つら目掛けて投とう擲てきしていた。

『おおっ!?』

　虚きよを突かれた烏え帽ぼ子しが頓とん狂きような声を上げる。咄とつ嗟さに振ふり上げた左のアームが刃を真上に弾はじき上げ、その隙すきの一息に蟷螂かまきりは急接近していた。

　地に溜まる水の膜まくが疾しつ風ぷうに巻き上げられた。速すぎて水の動きが追いつかない。爆ばく発はつする飛ひ沫まつを背に蟷螂の緑の複眼が輝き、右。掬すくい上げるような半円軌き道どうの斬ざん撃げきが情け容よう赦しやなく頭部を狙ねらった。

『むぅん！　《物体透過フレア》起動ッ!!』

　金亀の機体が、透けた。

　ち、と舌打ち。左右から挟はさみ込むようにアームが迫る。片方だけでも蟷螂を握にぎり潰つぶせるほどに巨大な腕部に挟まれれば、機体が見る影もなくぺしゃんこにされてしまうことは必ひつ定じようだ。

　蟷螂は跳ちよう躍やくと同時に脚部を振り上げ、一いつ肢しにつき三撃、合計十二の蹴けりを放った。先端の鋭利な肢あしによる蹴りは装そう甲こうを貫つらぬく刺し突とつさながら。しかしそれらも全て空を切り、互いに間合いを外はずす。回転しながら飛び上がる蟷螂は、弾き飛ばされた左の刃を空中で装そう填てんし直した。

　最初の一秒が過ぎ、蟷螂が短く鋭く告げた。

『▼告／機体修復完了／残刃数ザンジンスウ【二】／当機セツシヤニ依イ然ゼン問題無シ・至近ニ依ヨル合カツ戦センヲ所望スル』

　当たり前だ。考えることは同じだ。

　獲え物ものは奴で狩人かりうどは己おれ。直接この手でぶった斬ぎる、ただそれだけのことである。

『──いつも通りの剣し客かく商売だ。最さい期ごの遊びを楽しみな、クソジジイ！』

『はっはァ!!』

　凶きよう暴ぼうな笑いと共に金亀が動く。

　アームを含ふくめて四十メートルに及ぶ金亀の巨きよ躯くは、「最大の鬼き虫ちゆう」と呼ばれた四番式《蜈蚣むかで》にも迫るサイズだ。だが火力偏へん重ちよう型の蜈蚣と違って、金亀は格かく闘とう型。重火器の代わりに余すことなく人工筋肉を搭とう載さいし、純粋な馬力なら鬼虫・甲虫全ての中で最強かもしれない。

　そして「大きければ遅い」という概がい念ねんは通用しない。偏へん執しつ的なまでに分厚い装甲の裏うらに隠かくされた筋肉が激動し莫ばく大だいな運動量を生んだ。

『▼警ケイ告コク／敵機右腕部急速旋セン回カイ／横ニ薙ナグ打撃ト予測』

　空中機動はできない。ここから回避は間に合わない。

『軌道計算！　来るぞ！』

　蟷螂かまきりの副脳に短く叫ぶ剣けん菱びし。予測の通りだった。金亀コガネはその場で一回転し、伸ばし切った極太のアームを空中の蟷螂に叩たたき付けんとしたのだ。

　鋭さなど欠片かけらもない、荒々しくしかし異常に素す早ばやいアームは巨大質量による打だ撃げきとなって蟷螂を襲う。金亀の右腕は暴風と共に薙なぎ払われ、軌き道どう上に乗った蟷螂の姿が消えた。

　金亀の腕にも「当たった」手て応ごたえはあった。蟷螂の姿は見えない。どこか遠くへ殴なぐり飛ばされたか──否いな。

『むぅ……っ!?』

　一拍遅れて烏え帽ぼ子しが気付く。

　果たして、蟷螂の姿は振り抜かれたアームと共にあった。

　極限の脱力で衝しよう撃げきを受け流し、二に刃じんと四し肢しを用いて敵の腕に取り付いていたのだ。

『ち、流石さすがにちとクラクラしやがる……！』

　陸戦型最高クラスの運動性をもってしても、金亀の打撃力はいなし切れない。だがこんなものは被害のうちにも入らない、剣菱は瞬しゆん時じに頭を切り替えて刃を閃ひらめかせ、取り付いたアームをその場で断ち切らんと斬ざん撃げきを放つ。

　途と端たん、アームが消失した。いや消えたのではない、瞬時に一いつ切さいの手応えを失い、奇術のようにすり抜けたのだ。

『▼告／金亀ノ信号ニ依ヨル特トツ攻コウ術発動確認』

『ご器用なこったぜ！』

　第二撃、左のアームが間合いの外から伸びて来た。

　即断した。刃を引っ込め、蟷螂は二つの前肢と四つの後肢を縮め、更さらに細長い機体を空中で限界まで丸めたのだ。

　拳こぶしは蟷螂の機体の大部分を埋めるほど巨大だったが、烏帽子は確実に殺すため頭部を狙ねらっていた。丸まったのは経験と勘かんによる瞬時の判断だったが、読みが的中したようだ。

　掠かすめた。即座に頭と肢あしを引っ込めた為ため、拳は直撃を避けた。しかし暴力的な質量の打撃は主しゆ砲ほうに匹ひつ敵てきする威い力りよくで、装そう甲こう表面に触れただけでも風圧と共に尋じん常じようでない衝しよう撃をもたらした。

　機体は独こ楽まのように強きよう烈れつにスピンし、蟷螂が緑色の球状になって見える。余りの衝撃に秒間数十回転しながら落下する蟷螂はそれでも前後左右上下の方向感覚を失わず、地面に激突する寸前機体を開いて完かん璧ぺきな着地を見せた。

　また飛ひ沫まつが散り、深く大きな波紋が生まれる。

　金亀の姿は、もう地上には無い。

　ならば空中かどこかに隠かくれているかと見るのが自然だが、烏帽子に関してそれは当てはまらない。奴は、地中にいるのだ。

　特別攻撃術《物体透過フレア》。自機全体に作用し、巨大な機体をあたかも霞かすみのように透かせて、あらゆる物体をすり抜ける超常の力。その能力は物理攻撃の回避はもちろんのこと、地面や壁かべなどといった地形そのものへの潜せん行こうすら可能とする。

『▼告／敵反応感知』

『真下か！』

　地中、蟷螂かまきりの真下まで潜せん行こうした金亀コガネが、両腕だけを伸ばして蟷螂を挟はさみ込んだ。

　瞬しゆん時じの見切りで半円軌き道どうを描いて真横に移動、アームの包囲を逃のがれると共に相手の右腕に回り込む。射しや程てい距離ではこちらが負けている。自みずから距離を取るわけにはいかなかった。

　敵も格かく闘とう型。蟷螂の感知能力と剣けん菱びしの勘かんならば、攻こう撃げきを見切ることは決して難しくはない。

　問題は──

『超ちよう振しん動どう刃じん、当たればこれ必殺──だが当てられるか！　この金亀にィイッ!!』

　水滴を纏まとって疾はしる刃は、巨木の幹のようなアームを両断することは、やはりなかった。

『ちぃ……っ！』

　接近して斬きる、蟷螂を規定するのはただそれだけの単純明快な論理である。

　特別攻撃術《超振動ジエツト》は振しん動どうとそれに伴ともなう衝しよう撃げき波はを操あやつる能力。高周波振動を付与した刃で両断できぬ物質は自然界に存在しないと言ってもよく、戦艦すら両断する斬ざん撃げきは装そう甲こうや防ぼう御ぎよを無視する一撃必殺のそれ。苦にが手てなものは「飛び回る奴」と「（有り得ないが）蟷螂より速い奴」の二つのみという陸戦格闘型最強の虫に、苦手な相手がもう一つ増えたようだ──すなわち「斬撃を透とう過かする奴」。

　金亀のアームが高速で巻き戻る。巨大なマニピュレータが蟷螂を掴つかみ取り、そのまま、高速で地中に両腕を引っ込めた。

『▼警告／対衝撃』

　剣菱は歯を食いしばる。

　金亀は透過して地面に潜もぐり、蟷螂は透過できない。直後に起こることは、簡単だった。

　激突させられる。

　アームで急速に引き寄せられた蟷螂は、ヘリポートのアスファルトにこの上なく強きよう烈れつにぶち当てられていた。細身の機体が大きくバウンドして空中に浮き上がった。緑の複眼がちかちか瞬またたき、脳に多大なるエラーが発生する。ただでさえ装甲の薄い蟷螂、まともに戦闘機動を取るならば数秒のインターバルが必要なほどのダメージだ。

　だが、追撃が来る。動かなければ死ぬ。

　直感で理解して、剣菱は驚くべきことに十分の一秒で全てのエラーを封ふう殺さつして主脳副脳の戦闘状態を維い持じし、空中で態勢を立て直した。来る。もたもたするな、と自分自身に銘めいじる。

『──脆もろいッ！　脆い脆い脆い脆い脆い脆ぉぉおおいッ!!』

　空中に叩たたき上げられた蟷螂が見たのは、波紋と共に上体を露出させる金亀と、回転式機き関かん銃じゆうの如ごとき勢いで打ち上げられる無数の鉄てつ拳けんだった。

　──乱打!!

　刃を盾たてにして身をよじる。一いち撃げき一撃が必倒に値あたいする拳こぶしが嵐となって襲おそい掛かる。

　どこまで捌さばけるかは、どこまで生きられるかと同義だった。蟷螂かまきりは自由の利きかない空中で二に刃じん四し肢しと全身を旋せん風ぷうのように全力駆く動どうさせ、打撃を逸そらしていなし、掠かすめて防ぎ続けた。だが圧倒的優位は向こうにあり、無む慈じ悲ひなほどの威い力りよくに晒さらされ続け、やがてもとより防ぼう御ぎよに向かない蟷螂の全身が悲鳴を上げ始める。

『右腕部振シン動ドウ刃ジン損ソン壊カイ／残刃数【一】』

　蟷螂の言う通り右の刃が砕くだけ散る。それから数秒も待たずに、

『左腕部振動刃損壊／【危険】保有残刃数【無】』

　一撃。

『どぉしたァッ!!』

　刃を失い躱かわし切れなかった右の拳こぶしが、蟷螂を捉とらえていた。

　剣けん菱びしは呻うめき、虫の中で喀かつ血けつした。

　今度こそ天高くに打ち上げられる。膨ぼう大だいなエラーを副脳が叫び、半なかばから粉々になった刃が散り散りになって舞う。

　熱を失わぬ剣菱の思考は、それでも高速で回転し続けていた。

　──斬きれない、透とう過か、触れた時にわかった、振動？　機体が、奴の？　だとすれば何の、どのようにして、或あるいは──超振動ジエツトの派生？　一対一で集中されれば奴はどんな攻撃でもたちどころに透過して無効化するだろう──打つ手は、

　ある。

　あるが、刃が無い。斬きる為ための、投げる為の、そして閃ひらいたある手段に使う多数の刃が──

　エンジン音が、聞こえてきた。

『──おう？』

　烏え帽ぼ子しがそちらに気を取られる。蟷螂も落下しながらそちらを見る。

　帝てい都との増ぞう援えん、追跡隊が間に合ったようだ。

　爆ばく走そうする装そう甲こう車しやと輸送用コンテナが近付いてくる。氷の融とけた街を突き抜け、遠目にも巨大な神しん鯨げいを追ってここまで辿たどり着いたのだ。中には機械兵と自律多脚戦車、そして菊きく丸まるがいる筈はずだった──だが剣菱は彼らの増援を望まなかった。出てきてくれるな、とさえ思った。これは一対一の戦いなのだ。こんな時でさえ、果し合いを愉たのしむ心が剣菱の中にはあった。

　無む論ろん剣菱がそう思うであろうことは、装甲車の中の者達もよくわかっていた。

　特に、菊丸と菘すずなは。

　それ故ゆえに彼らは決して武器を取って蟷螂の援護をしようとはしない。帝都の追撃隊は自分たちの為なすべきことに備そなえていた。ただ一つの、ささやかな手助けを最後として。

　突撃する装甲車の上に、菊丸が立っていた。

　立って、投とう擲てきの姿勢を取っていた。

『ありゃあ……！』

　砲ほう丸がん投げのような姿勢だが、持っているのはそんなちっぽけなものではない。

　表面に《参さん》と記しるされた、蟷螂かまきりの繭まゆであった。

　鬼き虫ちゆうの専用装備と修復機能を格かく納のうした繭は、大人おとなが十人がかりでも持ち上げることすら叶かなわない重量を持っている。菊きく丸まるはそれをたった一人で持ち、あまつさえ投とう擲てきしようとしているのだ。砲ほう丸がん投げとしてはいっそ馬鹿馬鹿しくなるほどのサイズ差だが、彼の全身に漲みなぎる力と強きよう靭じん極まる人工筋肉は決して伊だ達てではない。

　言葉は要いらない。菊丸は装そう甲こう車しやの上で数回転し、圧あつ縮しゆく空気の全力噴ふん射しやの勢いも乗せて、剣けん菱びし目め掛がけて参の繭をブン投げていた。

　──来た!!

『恩に着るぜ、菊丸サンよ!!』

　剣けん菱びしはエラーをねじ伏せて着地と同時に全力疾しつ走そう、四し肢しを限界までたわめて力を溜ため、繭を迎え撃うつように跳ちよう躍やくしていた。

　球状の繭が月に被さる。蟷螂は両腕に半分程度残った刃で、躊躇ためらわず繭に斬きり込んでいた。

　中から飛び出したのは、百は下らぬ銀の光だ。

　通常、繭の中には鬼虫の専用装備の弾だん薬やくなどが格かく納のうされている。《蜂はち》ならば電でん磁じ加か速そく針しんや電磁投射砲の砲弾、《蜈蚣むかで》であれば各種重火器の弾といったように。反面、蟷螂は火器を持たない。ならば繭に納められているものとは何か。

『替えの刃か!!』

　烏え帽ぼ子しが思わず叫ぶ。然しかり、と剣菱は行動で答える。

　繭の中に格納されていたありったけの蟷螂の刃が、夜の闇やみ空ぞらに散り散りになった。蟷螂は地上の金亀コガネを照しよう準じゆん。砕くだけた刃を解除パージして、宙を舞う刃を装そう填てんした。

　そして間かん髪はつ入れず、振動付与したそれを、投げ付けた。

『そぉらああああああああああああっ!!』

　装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲　装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲、装填・投擲を手当たり次第に繰り返し高速回転する無数の刃を地上に叩たたき込む。並大抵の機動兵器なら最初の一秒で原型を失う「刃の豪ごう雨う」、直ちよく撃げきすなわち即死の振動刃が弾丸より速く降り注いで金亀の巨きよ躯くすら埋うめ尽つくす。

『ぬぅぅぅううううううううううんッ!!』

　即応し、金亀は刃を透とう過かしながら地中に逃のがれた。次々と地面に突き立つ刃はそれと同時に地面を揺ゆるがし、アスファルトに幾いく筋すじもの亀き裂れつが走り抜けて、地を覆おおう水は底からめくれ上がるようにして激しく波打ち浮き上がった。

　宙の刃を投げ尽くし、蟷螂が着地する。

　地面に突き立ったままの、無数の刃の中心に。
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　幅広の銀の刃鋼はがねはさながら墓ぼ標ひようで、只ただ中なかに立つ蟷螂かまきりは大おお鎌がまを構える墓場の死神にも似る。

　手近な地面に刺さった刃を二振ふり回収し、新たに装着し直した。水面が大きく波立ち、水没した戦せん域いきの中、数え切れぬほどの白はく刃じん全てが月光を跳はね返していた。

　呼吸を整える。細く吸い、吐はき、剣士の眼めで敵を見み据すえる。間合いを外はずした向こうに、とぷんと顔を出す金亀コガネの姿。

　被害は大きい。さりとて意気軒けん昂こう。上等だ。

『つまんねぇ戦い見せちまって悪かったな。退屈させちまっただろうが、もうちょい付き合ってくれや』

『おお……何と、これほどまで……』

　対する烏え帽ぼ子しは、感動に声を震ふるわせていた。

　刃の墓標の中心で、蟷螂の剣けん菱びしは戦いくさの継続を宣告する。

『──さあ、一対一の修しゆ羅らの巷ちまただ。まだまだ終わりゃしねえよなあ！』

『おおぉッ!!』

　狂喜し、烏帽子は獣けもののように吼ほえた。

　機体下部を地中に潜もぐらせたまま、刃の墓ぼ標ひようを透とう過かしつつ全速で接近する。その様さまは海に潜ひそむ獰どう猛もうな怪かい魚ぎよを思わせ、獲え物ものを求めてうねる両腕は先せん端たんの鋏はさみ状じようのマニピュレータと合わせて海かい竜りゆうの二つの頭のようでもあった。

　蟷螂かまきりはその場から動かない。ゆっくりと刃を構えるも、その双そう刃じんから斬ざん撃げきの気配は無い。大きくリーチに勝まさる金亀コガネの伸しん縮しゆく自じ在ざいのアームが今にも射しや程てい圏けん内ないに蟷螂を納おさめようとしている。

　ただもう一度深呼吸をした。大きく息を吸い、吐き──

　裂れつ帛ぱくの気合と共に、最大出力の振しん動どう波はを放射した。




『吧ハァッ!!』




　──!?

　金亀の機体が、揺ゆれた。

『なにぃッ!?』

　烏え帽ぼ子しが予想だにせぬ一発。それはほぼ全方位から、金亀の体内にすら伝でん播ぱした振動の衝しよう撃だった。胃の腑ふに捻ねじ込まれる打撃のような一撃の正体が、烏帽子にはわからない。蟷螂の振動波は自機を中心として放射状に広がるもので、刀より広い範囲に及ぶものの決して飛び道具にはなり得ない。どのように飛び、どうして金亀にまで届いたのか。烏帽子はさして間を置かずして異常に気付いた。

　二機を囲む空間全体が、大きく鳴っている。

　空気全体に高鳴る高周波振動が音となって響き渡り、揺れる水面は水みず煙けむりとなって地表を白く埋うめている。それらの源は、蟷螂を中心として地面に突き立つ無数の刃達だった。

『共鳴だと……ッ』

　音おん叉さというものがある。

　細長い棒ぼう状じようの音響器具で、Ｕ字状になった本体を軽く叩たたくことで特定の高さの音を発す。その間音叉は振しん動どうし続け、かなり長い間音を発生させることができるというもの。蟷螂は刃を音叉の一種として、音という次元を遥はるかに超えた衝撃波を伝でん播ぱさせたのだ。

　もとより蟷螂の振動を十二分に受け止められるよう造られた特注の刃は、狙ねらい通りの役目を十分に果たした。

『《超振動ジエツト》共鳴発動／敵分子振動解析／＊＊＊＊／──完了』

『あいよ』

　流石さすがに、蟷螂の副脳でも解かい析せきには少し時間が必要だったようだ。

　特とつ攻こう術《物体透過フレア》の正体は、機体を震えさせることによる一種の振動能力だ。微細にして精せい妙みような振動があの巨体を構成する分子に作用し、他の物体の分子と波長を合わせ透とう過かする。力馬鹿のように見せかけて、金亀コガネと烏え帽ぼ子しの演算能力はかなり高度なものに違いない。

　金亀の力は、蟷螂の《超振動》の延長線上にある。

　奴の透過を狂わせるには、反対波長の振動をぶつけてやればいい。

　動きが止まった金亀コガネに、蟷螂かまきりは一いつ瞬しゆんで距離を詰めていた。透とう過か振しん動どうの演算が狂った金亀が地面から露出して跳ちよう躍やくし、拳こぶしで迎撃する。打ち込んだ反対波長の振動が体内に響いていると見えた。遅い。この間合いは、剣けん菱びしの庭だ。

『──斬きるッ！』

　追って跳とび、白刃を閃ひらめかせる蟷螂。視認不可能な速度で疾しつ走そうする切きっ先さきが伸び来たるアームに滑すべり込み、みっちり詰まった人工筋肉ごと縦に割いて金亀の本体に届いた。

　手て応ごたえがあった。だがまだ生きている。流石さすがの見切りで致命傷を避けたか。

『おぉおぉおおおぐぅぁああああぁぁぁあぁあぁあああッ!!』

　右腕と頭部右側面から火花を吐はき散らしながら、烏帽子が絶ぜつ叫きようした。

　回転しながら金亀が落ちる。そこから少し離れたところに蟷螂が着地し、振動波の構えを取り直す。金亀は落下と同時に剛ごう腕わんを振ふり回し、手近な刃を叩たたき折った。

　既すでに種は割れているだろう。奴はまず刃から狙ねらう筈はずだ。

　集中を緩ゆるめない蟷螂の前で、金亀が無ぶ様ざまに、いっそ大おお袈げ裟さなほどにのた打ち回った。

『ぐぅうううッ!!　ううおおおおおおッ!!　痛いッ！　なんと！　なんと痛い一撃かぁあああああはぁはあははははッ!!』

　──やれやれ。

　嬉うれしそうに痛がる相手に、剣菱は嘆たん息そくした。どうやら奴は戦せん闘とう時の痛覚制せい御ぎよを切っているどころか増ぞう幅ふくしているようだ。

　まあ、剣菱にもその気持ちはわかる。痛いというのは嫌いやなことではない。

　痛みは、とりもなおさず戦っているという実感そのものでもあるから。

『とはいえ、痛がらせたのは剣士の不ふ覚かくだな。──次は何も感じねえ速さで斬きってやる』

　苦く悶もんの声を上げ続ける烏え帽ぼ子しは、金亀の中で笑っている筈はずだった。

　仕し掛かける。

　蟷螂が疾しつ走そうした。機体から発生させた衝しよう撃げき波はを刃に次々と伝えて、耳が潰つぶれるほどの甲かん高だかい残響と共に急速接近する。金亀が応じる。斬られた部位を高速で修復しながら間合いを外はずし、腕と肢あし全体で目に付いた刃を片かた端はしから破は壊かい。波紋や水滴や水みず煙けむりから「波」の伝でん播ぱする位置と範囲を極めて正確に割り出し、隙すきを突いてその穴に潜せん行こうし、時にはアームのみを潜もぐらせて死角から蟷螂を殴なぐり付けんとする。

　金亀の体に深い切り傷が、蟷螂の体に打撃の痕あとが一合ごとに増えていく。

『──くくッ』

『ふ、ふふふふふ』

　やがて、どちらからともなく、抑おさえきれなくなる。

『くっくっ……くはははッ』

『ふぅっははははははははははははははァッ!!』

　哄こう笑しようする二人は、互いの瞳ひとみにもはや狂気を孕はらんでいた。

　拮きつ抗こうする二者の戦いは、狂気に入ってからが佳か境きようとなる。

　目を見開き歯を剥むいて、複眼を光らせ牙きばを鳴らし触角を敵に向け続ける。荒れ狂いさりとて冷静、次の一手を決断すると共に相手の動きを予測し直感し誘ゆう発はつし理解し、恐れ、怒り、楽しみながらいずれかが死ぬまで戦って戦って戦い続けるのだ。狂きよう奔ほんの熱の中に戦士の冷れい徹てつさを抱かかえ、激戦の境地に至る彼らの意思はもはやほとんど無我のそれに近い。

　全ての外面をかなぐり捨て、殺意と闘とう争そう本能を剥き出し、絶ぜつ叫きようのように言葉をぶつけ合う。

『まだッ、まだまだ、まだまだまだまだまだまだァ!!　まだ遊ぶ!!　まだ戦う!!　こんなところで、敗れて、なるかァッ!!』

『いいから、さっさと、くたばりやがれェッ!!』

　冠かん水すいしたヘリポートの海の只ただ中なかで、二匹の虫が激闘を繰り広げている。

　どちらかが死ぬその瞬しゆん間かんまで、止まることは決してないだろう。




　菊きく丸まるは車内に取って返し、自分と味方の装備を確認した。

　問題ない。いつでも突とつ撃げきが可能だ。

　といっても、蟷螂かまきりの応援をするわけではない。そんなことは余よ計けいな手出しというものだ。あの状態に入った剣けん菱びしの援えん護ごをしようにも、逆に斬きられる可能性だってある。

　先せん陣じんを切るのは、万ばん全ぜんの状態まで戻った菊丸。防ぼう弾だん・防刃じん繊せん維いに黒い特とく殊しゆ樹脂を塗り込むことで偽ぎ装そう効果も付与させた外がい套とう、大型パイルバンカーを仕込んだシールドに、全身に備える圧あつ縮しゆく空気の吸入・噴ふん射しや機構も万全。

　随ずい伴はんするのは、特とく殊しゆチューニングが施ほどこされた機械兵が十四体──うち六体は軍刀をカスタマイズした高熱刃を主兵装とする格かく闘とう型、もう八体は各種銃じゆう火か器きを備えた射しや撃げき型だ。

　更さらに、殿しんがりとなり盾たてともなる自律多脚戦車《兇まがつ》を四機。彼らは本来の機銃に加え、鬼き虫ちゆうと甲こう虫ちゆうの戦闘データを基に急造した新装備を搭とう載さいしている。

　菊丸は仲間に目め配くばせし、すぐさまコンテナから飛び出そうとして足を止めた。

　ぎゅ、と外がい套とうの裾すそを掴つかむ手があった。

　そちらを見ると、菘すずなが物言いたげな目で菊丸を見上げていた。この後、整備班を載のせた車両は全戦力を送り出した直後にすぐさま離脱する手て筈はずになっている。いつまでもここに人間達を残しているわけにもいかないのだ。

「ねえ、わ、私も……！」

　言いたいことはわかる。

　機械兵達の複合部隊の任務は、神しん鯨げいに突入しての内部制せい圧あつ。神鯨の中には、叶かな葉はも鴇とき子こもいる筈なのだ。だが菊丸は、菘の頭に手を置いて静かに首を振ふった。「一いつ緒しよに捜さがしに行きたい」という菘の願いは、主あるじの大事な友人であるからこそ聞き入れるわけにはいかなかった。

　彼女達はもう十二分に役目を果たしているではないか。

　後は、兵士達が存分に戦う番だ。

　ただで突とつ破ぱできるとは思っていない。量産型の甲こう虫ちゆうだろうが敵方の機械兵だろうが、向こうにだって動ける奴らは当然いくらでもいるだろう。これ以上世話になった人間達を、ましてや年とし端はもいかぬ少女を道連れにするわけにはいかない。

　物言わぬ機械の兵士達は、誰もがそのように思っている。機械兵の一体が装そう甲こう車しやを早く発進させるよう促うながす。

　不安げな人間達は、もちろんこんな危険地帯には一秒だって長く留とどまれないと誰もが思っていた。コンテナを切り離し、装甲車に全員が乗り込む。菊きく丸まるは菘すずなをそこに押し込んだ。

「あっ、ちょっと！　待ってよっ!!」

　重い揺ゆれと共に装甲車が走り出し、菊丸達が飛び出す。最後に振ふり向くと、遠ざかる菘が車から身を乗り出しているのが見えた。驚きと困こん惑わく、不安と心配が顔全体に現れている。

　場に残したコンテナには予備の弾だん薬やくが詰まっているが、機動力を優先するため多くは持っていけない。それからもう一つ──九く曜ようの為ために積んでおいた、「九」の繭まゆも奥に鎮ちん座ざしていた。菊丸はひとまずコンテナを厳重に施せ錠じようして周辺を索さく敵てきする。

　と、十四体の機械兵と四機の多脚戦車が一いつ斉せいに体ごと一八〇度振り返り、走り去る装甲車に一いつ糸し乱れぬ敬礼をした。多脚戦車は敬礼する手を持たぬ為、彼らなりの傾注で見送る。

　あっ。

　菊丸一人だけ出遅れた。軍属ではないから敬礼をする習慣自体がなかったのである。やっぱりそういうことはしておいた方がよかったのだろうかと、まごついている間に敬礼を終えた機械兵達がやはり一いつ糸し乱みだれぬ動きで振り向いた。

　どうしたのか、という質問信号を受け取った。

　どうもこうもない、という風に首を振って、菊丸は決まりが悪そうに先を急いだ。

　目算で距離を測るのに一いつ瞬しゆん惑まどう、そんな神しん鯨げいの艦体が聳そびえている。

　目標地点は、あそこだ──列を組んで疾しつ走そうする隊が敵反応を感知し、疾走しながら各おの々おのの電脳を戦せん闘とう態勢に移行、武装のロックを解除して構える。

　量産型甲虫は生きている。

　蟻あり塚づかによるネットワークの崩ほう壊かいにより、以前ほど完かん璧ぺきな連れん携けいではないにせよ、無傷の個体だって存在するし武装した機械兵も少なくない。彼らは連携系統を無線通信主しゆ軸じくの自律判断に切り替え、激戦の隙すきを突いて接近する木こっ端ぱ兵どもを迎え撃うたんと構えていた。

　基地施設を覆おおう水を蹴け立たてて、飛ひ沫まつの向こうに無数の光学センサーが鬼おに火びのような光を滲にじませている。菊丸を先頭とした突入隊は、一いち抹まつの躊躇ためらいすらも見せない。

　木っ端かどうかは、戦ってから決めさせればいい。




　加速していく大きな装そう甲こう車しやの中で、登と坂さかの研究員達は気き忙ぜわしげに窓から外を眺ながめている。

「……鬼き虫ちゆうも戦ってるみたいですね」

「我々はやるだけやった。あとはこっちが巻き込まれんようにするしかないよ」

　進行ルートの安全は確認している。このまま安全圏けんまで走り去ればとりあえず巻き込まれることはあるまい。やるだけやった、というのは実際その通りで、今いま更さら戦せん闘とうの心こころ得えも無い人間達にできることなど一つも無いと言ってよい。万ばん全ぜんの装備で送り出すまでが、人々の役目だ。あとは彼らの健闘を祈るしかなかった。それでこの場のほぼ全員が納得していた。

　ただ一人、菘すずなを除いては。

　菊きく丸まるに押し込められてからずっと、菘は何やら隅すみっこでもぞもぞしていた。愛用の工具箱の中身を確認して、把とつ手てを握にぎり締しめる。防災用の分厚いポンチョを引っ被かぶる。やけに静かだと思ってそちらを見た一人が、とうとう気付いて訝いぶかしげに声をかけた。

「……君、さっきから何やってるんだい？」

　バレた。

　菘はすっくと立ち上がって、勇ましく鼻息を吹く。装甲車の窓を開け、もう結構なスピードが出ている車体から適当なポイントを探さがした。落地おろちはもう街全体が水没している有あり様さまで、そこかしこに小池のような水たまりが生まれてもいる。

　あった。車は小さな橋に差し掛かかる。下にあるのは融とけた氷で水かさの増した小川だ。

　深呼吸して振ふり返り、告つげた。

「──ごめんなさい、私やっぱ行く！」

「え、は？　ああっ、ちょっと!?」

　言うが早いか、窓から跳とんだ。

　体を丸めた菘が、水柱を上げて小川に飛び込んだ。

「ぶぁはっ！」

　がばっと顔を出す。水に飛び込んだおかげでほとんど無傷だ。菘は減速もできず離れていくばかりの装甲車を見送ることなく、ざぶざぶ泳いで岸に上がる。そしてびしょ濡ぬれの上着を脱いで絞しぼり、腰こしに巻き付けて全力で走り出した。

「いっつも置いてけぼりなんてゴメンよ……っ！」

　大体いつもそうだった。ついさっきまでとか、帝てい都とで九く曜よう達を送り出す時とか、尽じん天てんで九曜一人を向かわせた時とか、飛び去る蜂はちを見送る時とか。自分はいつも安全圏けんにいた。いつまでもそうして自分だけ危険から逃げるなんて真まっ平ぴらだった。あそこには友達がいるのだ。

　菘は一人、元来た道を逆戻りして落地おろちの街を駆かけ抜ける。




　　　　[image: くぎり]




「…………なに…………してんだよ」

　日ひ足あしの第一声はそれだった。

　叶かな葉はは日足を見つけるや、まだ息があることを確認した。何が起こっているのか正確にはわからないが、彼女は日足を放っておくということはしなかった。半はん透とう明めいの体に触れることがわかるや否いなや、何も言わず日足を背負ったのだ。

　それまで日足は喋しやべる余裕すらもなかった。叶葉の背におぶさり、ようやく搾しぼり出した言葉はやはり「どういうつもりなのか」という質問だった。

「おんぶしてます」

「……なんで」

「なんででもです」

「…………イミわかんねーし。……やめろよ、ふざけんな、ボクはな……」

　敵なんだぞ。

　やることがあるんだぞ。戦わないといけないんだぞ。

　そうしたことを、言おうとして言えなかった。

　抵抗する力が無い。日足の体は十を少し過ぎたかという程度の少年のそれだが、叶葉だって小柄だ。身長もそう開きがない小娘なのに、今の日足は為なす術すべも無く叶葉に背負われている。

「一体、なんのつもりなんだよ……オマエ……くそ……っ」

「理由なんてない」

　辛かろうじて実体を保つ日足には重みもある。非力な叶葉が背負って歩くのはそれなりの重労働な筈はずだが、叶葉は一歩一歩をのしのし踏み進めながら、彼女にしてはぶっきらぼうに言った。

「ただあなたが、あんなとこで一人で苦しんでるのを、ほっとくのだけは嫌いやでしたから」

　直前に竜胆りんどうに出会ったからだろう。叶葉は、いつもの自分を取り戻している。

　やるべきことは叶葉にもある。けれど日足は放っておけない。非情にはなりきれないし、自分の目的も見失わない。

「日足さんは……何か、良くない状態なんですよね？　でもきっとまだ間に合います。今、人がいるとこに向かってるんです。あなたを預けられればきっと……」

　機械のことをあまりよく知らないし、まして虫の特とつ攻こう術のことなんかほとんどわからないくせに暢気のんきなことを言う。日足は自じ嘲ちよう気ぎ味みの引きつった笑いと共に否定した。

「……知るかよ、そんなの」

　特攻術の臨りん界かい突とつ破ぱという現象を、日足も知ってはいた。思い出したのは不調に喘あえぎつつ通路を進んだついさっきのことだ。

　曰いわく──自分が操あやつる特とつ攻こう術を、何らかの形で限界以上に引き出してしまえば、自分自身がその能力に浸しん食しよくされるものだと。

　日ひ足あしも、自分に何が起こったのかはなんとなく勘かん付づいていた。蟻あり塚づかに組み込まれて、本人が望まぬままに恐るべき広範囲の《空間転移ジヨウント》を実行させられたのだ。それは日足自身のキャパシティを遥はるかに逸いつ脱だつしており、もう自分の意思で特攻術を制せい御ぎよすることができない。暴走した能力は日足の肉体に干かん渉しようし、どことも知れぬ場所へと少年を消し去ろうとしているのだろう。

　だが、それでも。

　それでもまだ打つ手はあると、復活する可能性はあると、日足は頭の隅すみで信じていた。まだ戦えるし転てん移いだってできる。自分で信じているから間違いはない。

　──隊長──。

　日足は、一号丸《兜カブト》の虎杖いたどりを、黒くろ塚づか夕せき馬まを思い出す。

　お前の有用性はどこにあるのだ。そうしたことを、彼は最初に会った時に聞いてきた。

　自分が役に立つことはこれまで十二分に示してきた筈はずだ。虎杖も烏え帽ぼ子しも朧おぼろも、日足の力を認めていることは疑いようもない。もうすぐ、もう少し頑がん張ばれば、久く留る守すの奴の鼻を明かすことだってできる。──ああ、それにしても、体が動かない。意識が朦もう朧ろうとする。

　ぐるぐる考えを巡めぐらせる中で、叶葉の後ろ頭を見上げる。ほつれかけたお下げが右へ左へ揺ゆれている。体温を感じる。

　──なんだろう。

　頭の奥、記憶の中の何かがじんわり熱を持っていくような気がする。ただでさえ朦もう朧ろうとする意識の中で、何かこの場にそぐわない感情が芽め生ばえるのを日足は自覚した。

　──なんで、安心するんだろ。




　日足の脳のう裏りに、不意に思い出されるものがあった。

　今はもうこの世にいない日足の両親は、優秀な研究者だった。昔から同年代より聡そう明めいな日足をよく可愛かわいがったことを覚えている。日足も研究員として働く両親が好きだったし、人より出来の良い自分自身も誇りだった。

　いつからだろうか、両親が研究に取り憑つかれるようになったのは。

　軍事技術の研究をしているということは敏さとい日足にはわかっていたのだが、具体的に何をしているかまではわからなかった。ただある日を境に、二人とも仕事にのめり込み、やがて目に見えてやつれていったのは覚えている。

「こんなことじゃ駄目だ」「虫が」「片かた霧ぎり博士」「どうすれば」「この理論ではまだ」「何な故ぜあれほどまで」「まるで追いつかない」「これではまるで」「才能が」──激論を戦わす二人の言葉の意味を全て把は握あくすることはできなかったが、彼らが徐々に追い詰められていることだけはわかったし、そんな両親に自分が何かできることはないかと考えた。

　ある日、日ひ足あしは巨大な虫の前に立ったことがある。

　両親と同じ服を着た職員に体のあちこちを調べられ、そのうち一人が首を振ふった。

　──駄目だ。この子は使えないよ。

　実情はどうあれ、それは死刑宣告にも等しい言葉だった。

　自分の存在そのものを否定されたような気がしたのだ。両親も同じショックを受けたようでしつこく食い下がっていたが、結果は芳かんばしくなかった。いつから歯車が狂ったのかはわからない。最初からこうなることが決まっていたのかもしれない。

　けど、思い出すことが今でもあるのだ。

　今よりもっと幼い日、母に背負われていた時のことを。
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　地上に光の無い廃はい墟きよの夜だった。星の瞬またたく空を、一直線に貫つらぬく眩まばゆい炎ほのおの光があった。

『もうすぐみたいね』

『うん』

　二匹の虫が飛行している。

　一機は、かつて黒くろ塚づか部ぶ隊たいに身を置いていた少女、特とつ機き三号丸《蛍ホタル》の久く留る守す。彼女は破は損そんした蛍を鬼き虫ちゆう伍ご番式《蛾が》のパーツを用いることで修復し、自身の特とつ攻こう術『火焔制御フロギストン・改かい』の出力で落地おろちに急行している。装備しているのは、炎を最大限推すい進しん力に変換する蛾の追加装備《奔ほん翅し》である。とはいえこの修理自体も突とつ貫かん作業であり、奔翅の助けで長距離飛行はできるが、戦せん闘とうは覚おぼ束つかないだろう。

　もう一機は、鬼虫弐に番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴ともえ。一時は生死の境をさまよう傷を受けたが、登と坂さかの必死の修復作業に加え、尽じん天てんから急行してきた安あん東どう老ろう以下整備班の助力で辛かろうじて復活。蜘蛛に飛行機能は無いので、ワイヤーでどうにか蛍にくっついて運うん搬ぱんして貰もらっている状態だ。

　また、彼女の電脳は後こう遺い症しようで著いちじるしく失調していたが、それも持ち直した。これは久留守の電脳と巴のそれをリンクさせることで久留守に演算補助をさせるというもので、今や二人は一いち蓮れん托たく生しようと言うに相応ふさわしい。

　はっきり言うと、戦闘力は二人合わせて量産型の一機に届くかどうかという程度。それでも無理を押して出しゆつ撃げきしたのは、彼女達にもやらねばならないことがあったからだ。

　飛びながら、久留守はふとこう切り出した。

『……ねえ、ともえ。さっきのばんごう、いま入れてもいいかな』

　さっきの番号というのは、出発直前に巴が久留守に教えたあるコードだ。

　二十以上にも及ぶ桁けた数すうで、それはつまり、虫の起動年月日を秒数単位まで正確に記録したものだ。蛍の機体は、蛾がのそれと合体する形で修復されていた。残った蛾の副脳に件くだんのデータは入っている。

『んー？　今じゃなきゃダメ？』

　今じゃなければいけない、という理由は無いが、今はいけないという理由もない。

　万まん字じと蛾がに関することは何でもすぐに知りたかった。それに、今から向かうのは死地だ。死ぬにしても安全圏けんにいる間に知っておかなければならないと思った。

『いまがいい』

『やっぱりどうしても駄目って言ったら？』

『このね、ワイヤーをね、やいて、おとす』

『恐ろしい子……！　……ま、でもいいかもね。操そう縦じゆうしくじらないようにしなさいな』

　なんとなく、不ふ思し議ぎな気持ちだった。

　かつて敬愛する万字が操あやつった虫の一部が、今自分と同化している。飛びながらふっと目を伏ふせ、心を落ち着かせるように深呼吸し、蛍ホタル／蛾の副脳にアクセス。

　そして久く留る守すは、番号を打ち込む。

　情報が入ってくる。




『──────っ』




　主脳に返ってきた情報は膨ぼう大だいなものだった。

　ほんの数秒で終わったが、久留守にはそれで十じゆう二に分ぶんに過ぎる。

　前方の闇やみを見ながら、巴ともえが問う。

『どうだった？』

『……うん』

　久留守の声は少しだけ震ふるえている。胸の奥に何か熱い、懐なつかしい感触のものが満ちている。久留守は熱を持った息を慎重に吐はき出して、

『……おじさんの、声をきいたよ』

　受け取ったあらゆる情報の中で、万字の音声が残っていた。

　久留守に向けられた言葉だった。恐らくは最さい期ごの──自爆して果てるその寸前、万字の独どく白はくが副脳に残っていたのだろう。




【＃音声記録／再生開始】

　さて。

　吾わが輩はいはここにて果てることと相あい成なったわけか。

　機体損害は甚じん大だい、敵戦力未いまだ多数──なんともはや、吾輩的にも少々業ごう腹はらだが、ここで一ひと泡あわ吹かせんことには死んでも死にきれんというもの。まあそれもよかろう、もとより生死不定の世でしかも吾わが輩はい戦略兵器である。あの世でゆっくり……ぬん？　機械のあの世なるものあるや否いなや？　つまりあれか、吾輩の死はそれを確認する旅でもあるか。愉快だ。

　戦友諸君、先に逝いくぞ。のんびり待つぞ。

　蛾がよ、世話になった。もうしばらく付き合って頂きたい。

　それから──。

　もしかしたら吾輩を待っているかもしれん、あの小さな君に、何かしら言っておかねばならなかった。もう遅いなあ。聞くのは蛾のみか。無念。まあ、よいか。

　吾輩は死ぬ。死んで灰になる。だがそれは当たり前のことなのだ。貴き君くんよ、吾輩のことを忘れろとは言わん。だがそれとても引きずらないで貰もらいたい。吾輩は思い出なのだ。貴君の人生に重なり、その一助となったのは一つの経過に過ぎないのだ。貴君の人生は続くのだ。

　誰がなんと言おうとも、貴君は貴君の人生を続けねばならんのだ。それこそが、命を持った者の唯ゆい一いつ絶対の義務なのだ。

　どうか誰も恨うらまず、何も憎まず、人としての生を全まつとうしてほしい。

　戦後の世を、健すこやかに生きて欲しい。

　達者で。ミナ君。

【／再生終了】




　大おお嶺みねミナ。三号丸の久く留る守すとなった少女の、それが本当の名前だ。

　捨てるに惜しい名ではなかったし、今でもそう思っている。本名で呼んで欲しい相手はもうこの世に無かったから、そんなものは過去の一部でしかなかった。

『──おじさん、ごめんね』

　ただ、言いつけ通りにできなかった。戦せん闘とう兵器となった万まん字じは、久留守にはあくまでも人として生きて欲しいと思っていたのだ。

　最初に彼の言葉を聞いていれば、もっと違う道があったのかもしれない。

　万字に対し申し訳ない気持ちはある。だが、不ふ思し議ぎと悔くやむ気持ちはあまりなかった。結果論に過ぎないとしても、何も知らぬまま人として生きるのではなく、この姿になってあらゆることを知ったことに後悔はない。

　彼の言葉を直接受け取ることで、答えは得たようなものだった。

　だからといって止まる気はない。久留守は奔ほん翅しに更さらなる火力を与える。

『でも……こうなっても、あたしにはまだ、きっとできることがあるから』

　落地おろちには自分が深く関わったあらゆる者達がいる。自分が向かうことで何かが変わるかもしれず、誰かを助けることができるかもしれない──かつて万字が大嶺ミナにそうしたように。

　そして正直に言えば、行く先で死ぬかもしれないと考えていた。ついさっきまではそれでもいいとすら思っていた。もとより自分の命に執しゆう着ちやくがあるわけではない。求める答えが見つかりさえすれば、万まん字じと同じ場所へ行くことに何の恐れもなかった。

　今は違う。何が起こってもきっと生きて帰ろうと、久く留る守すは思い始めていた。

　万字の言葉を受けた、彼女自身の意思で。













　　　参さん　─　兵達つわものども







　地上に生まれた複数の味方反応を気にする暇ひまは、九く曜ようには無かった。

『▼告／被ヒ照シヨウ準ジユン／自律飛行体ニヨル直射雷ライ撃ゲキガ予想サレル』

　蜂はちの警けい告こくを受け、九曜はコマンドを飛ばした。

『真下に回避機き動どう！　推すい力りよくを上方に維い持じしたまま敵機を照準し光こう子し圧あつ縮しゆく！』

　九曜は鍬クワ形ガタから片かた時ときも意識を外はずさず、広角度に及ぶ複眼の視界に滲にじむ「黒」を睨にらんでいる。

　鍬形の周囲を囲むように浮き、超音速の飛行にぴったり随ずい伴はんするものは、朧が黒こく牙がと呼んでいる専用装備である。名の通り牙のような形状で、大型・中型・小型で八つが三セット。

　鍬形は大型の八つを展開し、我が手肢のように縦じゆう横おう無む尽じんに操あやつっている。磁じ力りよくと重力で従えているのだ。全てが端はし々ばしまで帯電しており、そのうち二つが蜂を前後で挟はさみ込んだ。

　九曜は蜂を操り、機体を直下に方向転換させる。

　黒牙の先せん端たん同士を、眩まばゆく激しい雷光が繋つないだ。

　間かん一いつ髪ぱつで回避に成功し、九曜は電子系の僅わずかなノイズを殺して鍬形を照準する。

　向き合った黒こく牙がが放つ電でん撃げきの威い力りよくは小規模の落らく雷らいに匹ひつ敵てきする。朧おぼろの特とつ攻こう術は、驚くべきことに二つ存在した。一つは九く曜ようが操あやつるものとほぼ同じ《電磁制御エレキテル・深しん》、もう一つはその進化型とも言うべき《重力制御グラビトン》──全ての虫が操る力の中でも最強格に位置するもの。

　だがそれに対抗する力は、九曜と蜂はちにもある。




『▽告／被ヒ照シヨウ準ジユン／光コウ子シ斬ザン撃ゲキ発動確認』

　鍬クワ形ガタが告つげる。朧は蜂を追い立てながら、夜を切り裂さく「金」をひたと見み据すえている。

『斬撃軌き道どうを予測。偏へん光こう重力装そう甲こうを前部に集中展開』

　落地おろち上空はもうすっかり夜だった。宵よい口くちの群ぐん青じようの空は、深い藍あいからじわじわと黒に沈みつつあり、西の彼方かなたから色は失せつつある。

　黒こく牙がの雷撃を回避して急降下する蜂は、機体を高速回転させ白い光の粒りゆう子しを束たばねていた。

　その後部から伸びる多関節の可か動どう肢しが光に染まった。形状は蜂の針を思わせるがその実、あれは全てを断ち切る超高温の光の剣だ。

　朧は鍬形の飛行速度と軌道から蜂が及ぼす斬撃範囲を計算し、瞬しゆん息そくの判断でコース変更。黒こく翅しを前面に突き出して速度を殺し、急停止したのち後方斜め上に回避した。

　顎あごのすぐ先を光が掠かすめる。黒翅の片方を半なかばから斬きられる。即座に再形成、その隙すきを追って蜂が追撃、朧が迎撃する。機体前面に電気を纏まとった蜂が電でん磁じ加か速そくによるニードル弾だんを射出。鍬形は黒牙を小刀の如ごとく振ふり回して弾はじき飛ばす。

　九曜の特とつ攻こう術は、朧のオリジナルとも言える《電磁制御》。そして、一連の戦せん闘とうで覚かく醒せいした、最も新しい特攻術《光エ子ー制テ御ル》だ。光こう子しの収しゆう束そくによる光線や光剣のみならず、周辺の光を歪ゆがめることで光学迷めい彩さいや自機の分身すらも可能とする能力は重力制御に十分匹敵する。

　何よりも、蜂を操る九曜の技量そのものが、これまでの戦闘で飛ひ躍やく的に上昇している──いや、上昇し続けている。

　手数は鍬形の方が多い。だが、蜂が放つこの威い圧あつ感は何だ。

　蜂は掛かけ値ねなしに速く、そして強い。「最強の甲こう虫ちゆう」たる朧をして一瞬の緩ゆるみも許さず、攻撃を巧みに回避するばかりか的確な反撃で逆にこちらを攻せめ立てる。

　斜め五十度ほど下から追つい随ずいする蜂の向こう、地上に咲く幾つかの光が見えた。

　あれは、地上で生じた戦いの火だ。
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　地表で激動する風と水みず煙けむりは、剣けん菱びしの激闘の痕こん跡せき。

　遥はるか上空に閃ひらめく金の光は、空中戦を繰り広げる九曜の翅はねだということがわかる。

　そして空の逆方向の彼方にもう一つ、細長く展開する銀の閃せん光こうを見た。菊きく丸まるにとってそちらは見慣れぬものだったが、明らかに戦せん闘とう機き動どうであることから、「何」がいるのかはなんとなく察した。

　彼らも戦っているのだ。




　そちらに意識を向けるのはほんの一いつ瞬しゆん。菊きく丸まるの隊も、戦闘の間合いまであとわずか。

　菊丸は拳こぶしを握にぎり締しめる。

　八体の格かく闘とう型機械兵──個体識別名は甲こう一号から八号。

　高熱刃を一いつ斉せいに抜ばつ刀とう、まず八はつ相そうに構える。

　十体の射しや撃げき型機械兵──個体識別名は乙おつ一号から十号。

　散さん開かいしながら、小しよう銃じゆう・短機関銃・重機関銃・散さん弾だん銃・狙そ撃げき銃などそれぞれの間合いの銃器をめいめい構えて頭部に取り付けられた広角／遠視スコープを起動。

　四機の多脚戦車は、後こう衛えいが丙へい一・二号／前衛が丁てい一・二号

　丙の二機が後方から距離を取って長射しや程てい銃火器のロックを解かい除じよし、丁の二機が先せん陣じんを切る菊丸に続いて巨大な盾たてを構えた。菊丸が構える盾より数倍大きい、スクラップになった戦車の装そう甲こうを引っぺがして幾重にも重ねた急造の盾だ。

　戦場は軍基地施設内。両軍は、完全な目もく視し距離に入る。




　敵が動くのを視認。距離約三百メートル。散開する甲こう虫ちゆうに先んじて、敵方の機械兵が隊列を維い持じしたまま最大戦速で接近。

　まず菊丸が仕し掛かけた。脚部の圧あつ縮しゆく空気を一気に噴ふん射しや、加速と共に全力で踏み込んで残り三百メートル弱をものの十数歩で吹っ飛ばし、先頭の敵兵を射程に収おさめる。

　反応すら許さず、最初の一撃を叩たたき込んだ。

　速く重い丸太のような鉄てつ拳けんが、相手の顔面にまともに炸さく裂れつした。

　一撃だった。加速のままぶん殴なぐられた敵兵は余りの威い力りよくに顔面どころか上半身ごと爆ばく散さんし、台風さながらの勢いに押されほとんど散り散りになって吹き飛ぶ。残ざん骸がいが他の敵兵や甲虫の頭部を豪ごう速そくで過ぎて、敵軍の更さらに遥はるか後方にあった神しん鯨げいの壁かべにぶつかり、やっと止まった。

　挨あい拶さつ代わりだ。

　機械同士の戦闘に、鬨ときの声は無い。

　低く鋭い駆く動どう音。高速でやり取りされる膨ぼう大だいな指令や信号や合図。それがほぼ全てであり、そもそも事ここに至って言葉など不要。必然、両戦力は全くの無言のままに戦闘に突入した。

　軍刀を構えた敵兵が一斉に菊丸に跳とびかかった。自身に向けられた無数の照しよう準じゆんを認識し、刀の切きっ先さきが間合いに入った瞬間に弾はじかれたように即応する。

　頑がん健けんな巨きよ躯くが信じがたいほど素早く機動した。身に纏まとう外がい套とうが黒い旋せん風ぷうのように彼の身を覆おおい隠し、狙ねらいと出掛かりを読ませぬ打撃が瞬時に二十発炸裂する。間合いに入った十機の敵に確実に二発ずつ、頭と胸を拳こぶしで射い貫ぬいてあっという間に返り討うちにしてのける。

　菊きく丸まるは殴なぐり飛ばされた相手が散らばる中で低く跳ちよう躍やく、新たに間合いに入った三機を飛び後ろ回し蹴けりで薙なぎ払う。風圧が「ぼっ」と鳴って、子供の胴体ほどもある蹴しゆう撃げきは敵の体を上半身と下半身とでまとめて両断していた。

　甲こう班の六機が続く。抜き放たれた刀にスイッチが入り、幅はば広ひろの刃が鍔つば元もとから赤熱化した。

　巻まき上がった水滴が、刀身に触れる端はしから蒸発。白い蒸気の尾を引いて赤い刀身が駆かけ抜ける。熱の剣は敵兵の防ぼう刃じん戦せん闘とう衣いをまるで問題にもせず、密集する敵に斬きり込んで残敵を一いつ閃せんのもとに斬り伏せて残ざん心しん。噴ふき上がる蒸気と敵の血ち飛沫しぶきで、七対ついのカメラアイが炯けい々けいと光る。

　前ぜん衛えいがものの数秒でほぼ壊かい滅めつ状態に追い込まれ、後衛の敵兵が重火器を一いつ斉せい掃そう射しやした。

　敵の重機関銃が、「面」を埋め尽つくす勢いで秒間総計数千発の弾だん丸がんを噴ふいた。菊丸ら本体に照しよう準じゆんを付けるより、相手がいる地点そのものを丸ごと埋め尽つくすような掃射。水蒸気に加えて分厚い硝しよう煙えんが辺りを埋め尽くし、一帯が十メートル先も見通せないほどの白で埋まる。

　菊丸と甲六機は散さん開かいした。菊丸はもとより、前衛の味方機械兵も運動性や反応速度において大きく飛ひ躍やくしている。弾だん幕まくを張る敵に無理に接近することはせず、後方に合図を出した。

　視覚を光学感知から熱源感知に切り替えた後方の乙おつ班が、支し援えん銃じゆう撃げきを開始した。

　彼らは前衛の切り込みに紛まぎれ、ステルス状態でそれぞれのポイントに付いていた。前衛が反応速度と運動性ならば、彼らは照準精せい度どと精密動作性を向上させていた。

　立ち並ぶ煉れん瓦が製の倉庫の屋上から、全く同じタイミングで狙そ撃げき銃が発射される。

　大口径徹てつ甲こう弾だんが、重機関銃を構える敵兵の頭部を吹き飛ばした。それぞれのポイントにいる狙撃班は、離れつつも一いつ糸し乱れぬ動きでボルトハンドルを引いて排はい莢きよう。狙撃の名手として知られる六番式《蟋蟀こおろぎ》・鉤こう行ぎようの庵いおりには及ばないまでも、彼のデータを参考にカスタマイズした狙撃兵の照準は正確無む比ひだ。

　敵が陣じん形けいを変えた。狙撃を警けい戒かいして散開し、それぞれが突撃銃を構えるも、それはこちらの思うつぼだ。

　菊丸の鉄てつ拳けんが唸うなり、甲班の高熱刃が走る。煙けむりに紛れて駆かけ回る前衛は敵を逃がさない。間合いを外はずれた敵には間かん髪はつ入れず投げナイフを投とう擲てきし、額ひたいから電脳を貫つらぬいて破は壊かいした。

　淀よどむことを知らぬ戦闘機動の中で、菊丸は警戒を緩ゆるめない。

　いかに連れん携けいが取れていたとて、敵の機械兵とこちら側とではそもそもの性能に大きな開きがある。まともにぶつかってこちらが負ける道理は無く、現に今は傷一つ付いていない。

　こんなものは小こ手て調べだ。本当に恐るべき相手が、まだ先にいる──

　裏うら拳けんで敵兵の顔面を粉ふん砕さいした時、菊丸の直感が「ぞわ」と沸わき立った。

　来る。

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいの機械兵が蹴け散ちらされるのを見るや、怪かい物ぶつめいた機影が恐るべき速度で急速接近。

　量産型甲こう虫ちゆう。砲ほう撃げき重視の《斑はん猫みよう》と、格かく闘とう戦を得意とする《天牛かみきり》──いずれも帝てい都との機械兵には、殊ことに菊きく丸まるにとっては因いん縁ねん深い敵だ。菊丸はすぐさま全機に通信を入れ、「甲こう虫ちゆう接近」の信号を発した。

　丙へい班、シールドを前面に構えた兇まがつ二機が全速で最前線に出た。水を蹴け散ちらし爆発的な速度で突とつ撃げきする様さまは、それ自体が威い力りよくを持つ大質量の鉄てつ塊かいだ。

　急速接近する天牛かみきりの一機と丙一号が正面からぶつかり合い、地面が揺ゆれる。

　それを契けい機きとして、菊丸率ひきいる突入部隊と十機余りの甲虫が交戦に入った。

　チューンした機械兵だとしても、まともに対面してしまえば勝ちの目は薄い。攪かく乱らんと陽よう動どう、奇き襲しゆうを駆く使しして最小限の被害で最大の効果を出すほかない。四機の兇が一気に前に出て巨体を全開駆く動どうさせ、機関砲ほうや散さん弾だん砲ほうをばら撒まいた。その隙すきに甲こう班機械兵が裏うらを取り、乙おつ班が対甲虫用の重兵装を装備して支援する。

　甲班のうち三機が、身に纏まとうバンダリアから缶かん状の物を取り出して味方に合図を出す。応じて全員が視覚センサーをシールドで守り、六機は甲虫目め掛がけてそれを投げつけた。

　人外の強肩が唸うなり、投とう擲てき物はほぼ地面と水平に飛んで、敵の只ただ中なかで光と共に破は裂れつした。

　対機械用・閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんである。

　本体性能もさることながら、甲虫の強みは極めて高いセンサー感度にある。特に、複数での運用が想定されている斑はん猫みようと天牛は、発達した複眼による驚異的な視野の広さを誇る。

　ならば、その複眼全てを光で埋めてしまえば──少なくとも、幾らかの隙は生み出せる。

　甲虫達の動きが一いつ瞬しゆんだけ鈍った。シールドしていない視覚センサーに叩たたき込めば、どんなに優秀な電脳でも十秒弱は稼かせげる筈はずの強きよう烈れつな閃光を、奴らは文字通りの一瞬で克服した。

　だが、いける。

　一瞬の緩ゆるみでもあれば好機には十分だ。

　残響が水面を揺らす中で光が収おさまる時、菊丸は相手の戦闘パターンを頭の中で反はん芻すうしながら、地を這はうような低姿勢で接近していた。

　狙ねらうは斑猫の一機。菊丸は外がい套とうで全身を覆おおい隠かくし、砲撃を警けい戒かいしながら速度を緩めない。相手もまた瞬時に視覚を回復させて菊丸の影を捉とらえる。そのリカバリー速度は流石さすがの一ひと言ことだが、何度となく甲虫と対面した菊丸から見ればそれくらいは予測の範囲に過ぎない。

　斑猫が大口径機銃じゆうを構え、黒い塊かたまりのように見える外套越しに菊丸を狙った。

　だが直後、斑猫は外套の向こうに菊丸の反応が無いことに気付く。

　ひらひらと翻ひるがえる分厚い布の向こうに、菊丸の姿は無かった。それが風に巻かれて空中に舞い上がる時、鉄の肌を露出させた菊丸は既すでに斑猫の死角に回っていた。

　真上である。

　盾を構える。圧あつ縮しゆく空気を発射機構に溜める。纏う風の全てを全身に吸い込み、防ぼう御ぎよも回避も許さぬ速度で落下──撃うつ。

　ずん、と貫かん通つうと振しん動どうの音がした。

　菊きく丸まるが放った空気噴ふん射しや式パイルバンカーは、斑はん猫みようの胸部ごと本体の頭部を射い抜ぬき、更さらに貫かん通つうして真下の地面にまで突き立っていた。

　まず一機、仕留めた。

　機能停止した斑猫の一体を蹴けって高く跳ちよう躍やくし、菊丸は杭くいを格かく納のうして圧あつ縮しゆく空気を充じゆう填てん、次なる敵に視線をスイッチ。眼下の地上では、完かん璧ぺきな連れん携けいで全角度から甲こう虫ちゆうに攻せめ入る味方の姿がある。まだ、誰も死んではいない。

　菊丸に表情があれば、その時にやりと不ふ敵てきに笑んだに違いない。

　最後の突入部隊を、ただの烏う合ごうの衆だと思ったら大間違いだ。

　帝てい都との兵士も成長し進化している。最初の会敵から、星ほし鉄がねの争そう奪だつ戦、白しら萩はぎにおける追つい撃げき戦などといった甲虫との戦闘は一つとして無駄ではない。甲虫どもに撃うち殺され、斬きり殺され、噛かみ殺され、それでも戦い抜いてきた先の機械兵達の戦闘記録はデータとして在ある。

　人ならぬ彼らが遺のこすものは「遺い志し」ではないが、確実に受け継つがれ昇しよう華かされる記録という名の「遺産」がある。戦って死んだ仲間のデータを電脳に全て活いかし、持てる技術と物資の全てをつぎ込んで改造した最さい精せい鋭えい部隊がそう簡単に負ける道理はない。

　受け取ったあらゆるものは、決して無駄にはしない。彼らにはその覚かく悟ごがあった。




　戦局は、拮きつ抗こう状態にあった。

　これまでの機械兵対量産型甲虫の結果を考えれば、この状況は驚異的と言ってもよい。

　激闘の中で一機も失わず、彼らは足を止めることなく物もの陰かげに隠かくれ、死角に回り、離脱と接近を繰り返して確実に敵にダメージを与え続けていた。必殺の一撃を誇る菊丸のパイルバンカーは勿もち論ろんのこと、分厚い装そう甲こうに斬り込む高熱刃も甲虫にとっては警けい戒かいに値あたいする。それらをはじめとした全ての武装は、完全に甲虫対策として用意されたものだ。

　その拮抗がある瞬しゆん間かんから崩くずれる。

　神しん鯨げいから、甲虫の増ぞう援えんが来たのだ。

　新たな反応が四機、こちらに急速接近してくる。座ざ標ひようを確認したところ、にわかには信じがたいことに、空からだった。

　飛行型。

　翅はねを広げる四機の甲虫が、急降下しながらこちらを狙ねらってくる。

　危き惧ぐしていた敵が現れた。記録の閲えつ覧らんで奴らの存在は周知している。神鯨登場と同時に護ご衛えいとして現れた、新型量産型甲虫《郭カツ公コウ》だ。

　郭公は戦せん域いきに降下しながら、機体に取り付けられた機き銃じゆうを掃そう射しやした。空から放たれた攻撃に味方は即応し散さん開かいするも、空を取られたことによる不利は計はかり知れない。

　ぐん、と郭公が後方で銃を構える乙おつ班に急接近した。胴体が音を立てて開き、格かく納のうされた内部兵装が牙きばを剥むく──投下型爆ばく雷らいだ。

　郭カツ公コウが滑かつ空くうする一直線の軌き道どうをなぞるようにして、無数の爆ばく雷らいが弾はじける。

　局地的な爆撃げきに味方はたまらず退避し、結果、前ぜん衛えいと後衛が一時分断される形になる。乙おつ班は銃じゆう器きを構え、物もの陰かげから応戦するも急速離脱した郭公には弾たまが当たらない。菊きく丸まるら前衛は斑はん猫みようと天牛かみきりを牽けん制せいしたまま、後衛と合流するべく後退。だがその動きが結果として隙すきになった。

　尋じん常じようではない速度で、横合いから天牛が飛び込んできた。

　乙三号の反応が遅れた。接近戦用の軍刀を抜く猶ゆう予よさえなく、甲こう虫ちゆうの強きよう靭じんな顎あごで胴体を噛かみ砕くだかれる。胴の人工筋肉と骨格が一撃で粉ふん砕さいされ、彼の電脳は「戦せん闘とう不能」の結論を下し、あくまでも冷静に数秒後に迫る「死」を把は握あくして、過あやまたず最後のスイッチを入れた。

　乙三号の全身が、膨ふくれ上がるように青白く発光した。




　──私、こんなの積ませたくない。

　あの時菘なずなは「それ」に対し、悲しそうな顔で言ったものだ。

　この落地おろちに着くまでの作業の傍かたわら、最後まで渋しぶっていたのが彼女だった。

　もちろんそんなものを積むこと自体に何か後ろ向きな決意があることは、誰もが承知している。機械兵達が生き残る可能性が薄いと積極的に肯こう定ていしているようなものだからだ。

　だが、他ならぬ機械兵らがそれを望んだ。

　言葉を持たぬ兵士達が心臓部に搭とう載さいしたのは、小型の電でん磁じ爆ばく弾だんだった。

　人型機械兵は主として電力で駆く動どうする。心臓とは核かくのメインバッテリーで、それと直結した電磁爆弾はサイズに反して高い威い力りよくを誇る。至近で爆発させれば、甲虫もただでは済まない。

　もともと最初から機能停止は怖こわくない。戦死を恐れる回路を彼らは持たない。

　もしも恐ろしいことがあるとしたら、それは何もできず死ぬことだ。彼ら一機一機の活躍と死が、戦局に大した影響も及ぼすことができないことこそ恐るべき最さい期ごだ。

　退路の無い戦いに赴おもむく彼らには、最期の時まで一片の迷いも無い。




　後方で電磁波を伴ともなう爆発が起こり、菊丸は何が起こったかを振ふり向くことなく察した。

　菊丸は電磁爆弾を仕込まれていない。事実上の隊長に当たる彼は誘ゆう爆の危険性も考慮して、万一にも捨て駒こまとするわけにはいかなかった。そんな彼が自爆した仲間にできることは、最後まで生き残り戦って、神しん鯨げいに突入し目的を果たすことだ。

　爆発の源を噛んでいた天牛はひとたまりもなかった。電磁パルスで脳をまともに焼かれ、顎が砕け散り、頭部がばっくり裂さけて鮮血のような火花を散らした。それでもなお主脳は生きており、びくびくと痙けい攣れんしながら蠢うごめくそいつを兇まがつの太い脚部が踏み潰つぶした。

　もはや誰も止まらない。

　甲虫らは当然、菊丸達への認識を「おろそかにできぬ大きな脅きよう威い」と改めている。

　今いま更さら気付いたところでもう遅い。こっちはとっくに腹を括くくっている。全力で抗あらがうからせいぜい受け止めてみせるがいい──菊きく丸まるは踏み込む。

　至近に入った斑はん猫みようが流石さすがの反応速度で振ふり返る。菊丸は機関砲ほうに盾たてをそのまま投げ付けて潰つぶし、更さらに牙きばを掴つかんで止める。その斑猫に他の機械兵が高熱刃を構えて突とつ撃げき、もはや知れきった本体の位置目め掛がけて胸部に刺し突とつ。

　気を緩ゆるめる間もなく、飛び込んだ天牛かみきりが菊丸に打撃を叩たたき込んでいた。

　高熱化した触角が太い鞭むちとなって襲おそい掛かる。菊丸は右腕を立てて防ぼう御ぎよするも、殺し切れなかった衝しよう撃げきで吹き飛ばされ、内部機関が軋きしんだ。その天牛に砲ほう火かが集中する。相手も完かん璧ぺきな連れん携けいをもって迎撃し、吹き飛ばされた菊丸は地面を削けずって着地し尚なおも飛び込む。

　空から飛来する郭カツ公コウ、跳ちよう躍やくを絡からめて立体的に攻せめ込む天牛、双方の支援をしつつ隙すきを見て敵を蹴け散ちらす斑猫らは初めての会敵から一つも変わらぬ怪かい物ぶつじみた強さのままだ。特に郭公の存在がまずい。

　新たに一機が自爆した。

　郭公の狙そ撃げきが致命傷だった。だが徹底して敵から離れなかった位置取りが功を奏し、爆発は近くの斑猫二匹に命中する。決定打ではないが動きが鈍った。仲間の死が作った隙を見逃すことなく、機械兵達は猛もう獣じゆうの如ごとく凶きよう暴ぼうに、機械らしく静かに殺さつ到とうして集中攻撃のもと撃破は。

　二度の爆発で、甲虫達は機械兵全員が爆弾を仕込んでいることを理解し、どうやらそれは胴体部分にあるらしいと把は握あくした。

　学習した奴らの動きが変わった。機械兵に対する「殺し方」を変えたのだ。

　四機の郭公が中心に動く陣じん形けいとなった。まず空中から攪かく乱らんしつつ動きを制限し、天牛または斑猫の攻撃で機械兵の頭部を潰つぶし、続いて両手両足を斬きるか吹き飛ばして機動力を完全に奪うばって停止させる。

　後に残るのは胴体だけとなった機械兵の残ざん骸がいのみで、電でん磁じ爆ばく弾だんに起爆する暇ひまも与えない。

　ぞっとするほど鮮やかな手て際ぎわで、三機の機械兵があっという間に沈ちん黙もくした。

　こちら側の陣形が崩くずれる。二機の郭公が凄すさまじい速度で降下し、機き銃じゆうと爆雷で兇まがつに襲い掛かる。真上を取られた丁てい班二機は迎撃が間に合わず、まともに銃撃と爆撃に晒さらされた。一機は傷付きながら辛かろうじて離脱したが、もう一機は郭公の鋭い顎あごで電脳を噛かみ砕くだかれて停止した。機械兵と違い、彼らは電磁爆弾を搭とう載さいしてはいなかった。

　菊丸は降下した郭公に向かって全速で踏み込んだ。

　途中、地面に突き立った軍刀を抜く──柄つかには千ち切ぎれ飛んだままの機械兵の腕があって、なおも強く握にぎり締しめている。高熱刃にスイッチを入れてそのまま大きく振りかぶる。

　全身の筋肉を使って投げた刀は、上昇する郭公の首を狩る軌き道どうで飛んだ。

　郭公の反応は早かった。顎に兇の電子機器の残骸をぶら下げたまま鋭く旋せん回かいし、肢あしで軍刀の峰を蹴って弾はじき飛ばしたのだ。しかし、軍刀の投とう擲てきが本命ではない。

　その時にはもう、菊丸は跳躍していた。

　届く高さだ。軍刀を弾はじいた動きで姿勢が崩くずれた郭カツ公コウはまともに迎げい撃げき態勢を取れない。

　郭公が最さい期ごの瞬しゆん間かんに見たのは、視界全部に広がる菊きく丸まるの右足の裏うらだったに違いない。

　狙ねらうは頭部、菊丸は跳ちよう躍やく力に圧あつ縮しゆく空気の勢いを乗せ、上昇するロケットのような飛び蹴げりを放っていた。

　まともに命中し、郭公が羽虫のように弾き飛ばされ、推すい力りよくを失って落ちていく。下で待ち受けるのはシールドを構えた丙へい班の兇まがつ。四つの脚部いっぱいに力を込めてシールドを構え、落下する郭公を駄目押しに殴なぐり飛ばす。

　四し散さんする郭公の死を確認する暇ひまは無かった。空中にある菊丸に、残り三機の郭公や地上の斑はん猫みようの照しよう準じゆんが集中するのを知覚していた。

　全身を外がい套とうで守る。頭を地面に向け、脚部の空気噴ふん射しやで疑ぎ似じ的な空中機き動どうを取った。進行方向は直下、全速の急降下だ。

　隕いん石せきのように落下する菊丸を砲ほう火かが追った。的確な偏へん差さ射撃に晒さらされて、防弾繊せん維いの外套が裂さけて幾つもの傷が刻きざまれる。火花の中を降下する菊丸は半なかば激突する形でどうにか着地し、頭のエラーを振ふり払いながら大急ぎで立ち上がる。

　その着地際ぎわを天牛かみきりが狙ねらっていた。

　菊丸にとって見切れぬ速さではなかった。だが立ち上がりが遅すぎる。天牛の大きな高熱刃が横よこ一いち文もん字じに迫る様さまを目まの当たりにし──菊丸はむしろ、天牛の背後に釘くぎ付づけになった。

　横合いから傷付いた機械兵が飛び込み、天牛に追いすがっていたのだ。握にぎる軍刀は半なかばから断ち折れ、片腕が吹き飛んで傷だらけになっている。菊丸には彼の動きが奇き妙みようにゆっくりと見えた。天牛は敵方の主戦力たる菊丸を殺すことに集中しすぎて背後に気付かない。

　それこそ好機と見たのだろう。機械兵が、自じ爆ばくした。

　今度は自決の形だった。彼は折れた軍刀を自分の心臓に深々と突き立て、胸に仕込んだ最後の武器を起爆させたのだ。背後の反応と膨ふくれ上がる熱源に、天牛が気付くのは少し遅れた。

　近くで起こった爆発に、菊丸は耐えた。両脚を踏ん張って両腕を交差させ脳に電でん磁じシールドを施ほどこして、仲間の死を全身に刻きざみ込む。爆ばく煙えんの向こうに鋼はがねの音が聞こえる。戦っている。菊丸は両りよう拳こぶしを握り直し、まだ動く両足で地を蹴り、煙けむりと残ざん骸がいを蹴散らして前へ進む。

　夜と水で支配された廃はい墟きよの街で、人工の兵士達が戦場を再現する。

　時間感覚が粘ねん性せいを帯びて、拡かく張ちようした感覚の中で血と火花と硝しよう煙えんが幾つも幾つも瞬またたいた。

　激闘の中で仲間達は戦い、次々と死んでいく。可能な限り動こうと抗あらがいながら、時として為なす術すべも無く殺され、あるいは一いつ矢し報いて果てていった。

　機能停止する瞬間、あるいは電磁爆弾を起爆する瞬間、菊丸ら生き残りに対して向けられる最後の通信はみな同じだった。




　──健ケン闘トウヲ祈ル。




　この戦場に、生物の血は流れない。

　人間の死は無い。

　死ぬのは機械仕掛けの戦せん闘とう兵器のみ。人の代わりに戦い、人に造られた血を流し、人の代わりとなって死んでいく。戦う為ための道具として生み出された人工物の必然の帰結だ。

　彼らは泣きも笑いも怒りもしない。ただ任務を、造られた兵士の本ほん分ぶんを、戦う者達の意地と呼ぶべきものを抱いて突き進むのみ。




　どれほど戦い抜いたか。

　永遠のように感じたが、実際のところ大した時間は経たっていないのかもしれない。

　機械兵はそのほとんどが死に、戦せん域いきを駆かけ抜けた四機の兇まがつも原型を留とどめてはいない。菊きく丸まるも傷付き、今にも前のめりにぶっ倒れてもおかしくない。だが敵に与えた被害も甚じん大だいだ。地上の斑はん猫みようと天牛かみきりは、実にその全てが機能停止していた。更さらに四機いた郭カツ公コウの二機を撃げき墜ついして地に這はわせている。

　虫を擁ようさぬ帝てい都との部隊が、機械兵と多脚戦車のみでそれをやったのだ。無む論ろん犠ぎ牲せいは大きかった。こちらの生き残りはたった三機、菊丸と、仲間の武器を拾い集めて過か剰じように武装した傷だらけの甲こう・乙おつ機械兵。

　敵は郭公二機。彼らも無傷ではない。無傷ではないからこそ必死にこちらを殺しに来る。

　勝つか、負けるか。

　生きるか死ぬか。

　ノイズの走った視界の中で、二機の郭公が縦たて一列に並んで仕し掛かけてくる。前の一機が機き銃じゆうで退路を断たち、後ろの一機がありったけの爆ばく雷らいで焼き尽つくす算さん段だんだ。菊丸は相手の動きを予測して回避機き動どうの指示を下し、

　その腹を、斑猫の砲ほう弾だんが貫つらぬいていた。

　立て続けに三発、大型機関砲の運動エネルギーが菊丸の胴体を掻かき乱して貫かん通つうし、腹に抉えぐり抜いたような三つの穴が開いた。あり得ないことだった。地上の敵はみな死んだ筈はずだ──そちらを見ると、死にかけた斑猫が地に伏ふせたままこちらを見ていた。最後の砲撃げきを放ち、その成果を見届けた上で、今度こそ死んだ。

　菊丸の動きが止まり、意図せずして膝ひざを突く。致命的な隙すきをついて郭公が迫る。回避機動が取れず、機銃がこちらを睨にらんでいるのがわかる。彼ひ我がの距離は数百メートルあるが、相手は完全にこちらを射しや程ていに捉とらえている。死を直感する。

　郭公の機銃が発射された。

　生き残った二体の機械兵が、菊丸の前に立った。

　菊丸を庇かばったのだ。電でん磁じ爆弾が起爆しないよう胸部を守りながら、避けられた筈の機銃掃そう射しやに立ちはだかった。ただでさえぼろぼろだった防ぼう弾だん戦せん闘とう衣いが完全に吹き飛び、装備もあっという間に破は壊かいされ、ついに頭部が吹き飛んだ。またあの通信が菊きく丸まるの思考を叩たたいた。

　健ケン闘トウヲ──、

　両手に両足、とうとう頭部までも失った二つの胴体が全機能を停止する。

　だが、それは「勝ち」を意味している。

　頭のエラーを完全無視して菊丸はほとんど本能のみで動いていた。急降下する敵を睨にらみながら両腕を突き出した。距離が恐ろしい勢いで縮まっていく。次の掃そう射しやが来る。間に合う。次はこちらの番だと戦闘意思が絶ぜつ叫きようしている。

　菊丸の両腕は、それぞれ目の前の機械兵の胴体をぶち抜いていた。

　その手に鷲わし掴づかみにしているのは、バッテリーごと引き抜いた彼らの電でん磁じ爆ばく弾だんだ。

　こちらを見る甲こう虫ちゆうの眼めに一いつ瞬しゆんの戸と惑まどいが見えた。奴らは最高速に達していた。菊丸はすかさず圧あつ縮しゆく空気を全て腕に──両腕に回す。タービンが回転する。菊丸は体重を後ろに移し、体勢を崩くずさぬよう尻しりを突いた姿勢で空を見み据すえる。思い出したように崩くずれ落ちる仲間の死体の向こうに敵の眼光が見えた。

　外はずさない。




　二連鉄拳射出装置ダブルロケツトパンチ、発射。
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　前に突き出した二本の腕が、砲ほう弾だんもかくやという勢いで空を斜めに貫つらぬいた。

　完全なる決定打だった。

　二機いる郭カツ公コウに一発ずつ、電でん磁じ爆ばく弾だんを握にぎり締しめたままの鉄てつ拳けんが炸さく裂れつする。

　矢となった二つの拳こぶしは大きく開いた敵の顎あごに刺さり、そのまま、大爆発を起こした。

　郭公の頭部の残ざん骸がいが雨のように降り注ぎ、大部分残った胸部から胴体にかけての死骸が落ちて砕くだけ散った。それから少し遅れて、黒くろ焦こげになった菊きく丸まるの両腕だったものが落ちてきた。爆発の衝しよう撃げきで太い指が十本全部吹き飛んでしまい、手首の辺あたりまでがガタガタに崩れ、ぱっと見た限りでは何やら焦げた変な丸太のようにしか見えないが。

　自分以外に動くものが何も無くなってしまったことを確認し、菊丸は立ち上がった。

　まだ先へ進まなくてはならない。

　一度だけ仲間達の死骸を振ふり返るが、それきりだった。残った上腕を使って拾い上げ、先の方が原型を留とどめていない前腕をどうにか装そう着ちやくし直す。フレームそのものが歪ゆがんでいてはめ込むのには苦労したが、無いよりはましだと思う。

　そう、まだ進まねばならないのだ。

　鴇とき子こを探さがさなくてはならないのだ。

　菊丸は主あるじの顔を思いながら歩を進める。えっちらおっちら必死に進み、やがて大きすぎるダメージが全身の動きを止めた。体が言う事を聞かない。

　限界が来た。菊丸は鴇子のことを思いながら前だけを見て、やがて前のめりにぶっ倒れた。
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『──吩フンッ!!』

　金亀コガネが、地上で右のアームを振ふるった。

　唸うなる剛ごう腕わんが金亀の前方約九十度を扇おうぎ状に薙なぎ払い、水を蹴け散ちらした。小さな対象にいちいち照しよう準じゆんを付けるなどというせせこましい真ま似ねはせず、金亀の攻こう撃げきはもはや一撃一撃が豪ごう快かい極きわまる範囲攻撃に転じている。

　地面すれすれを舐なめるように払われたアームは、軌き道どう上の刃を次々と叩たたき折った。

　つくづく滅め茶ちや苦く茶ちやな野郎だな──と剣けん菱びしは思う。

　特別な専用武装など一つも持たないのは、必要が無いからだ。あれほどの装そう甲こうと人工筋肉が生み出す質量と運動エネルギーが、既すでに他を圧倒する制せい圧あつ兵器だ。砕くだけて散り散りに舞う刃の破片は、とうに絶えた筈はずの雪にも似る。剣菱は敵の近接範囲攻撃を切り抜け、ぼろぼろに刃こぼれしたブレードを外はずして、地面に突き立った新たなそれに換かん装そうする。

『▼告／残ザン刃ジン数スウ【八】／自機損そん壊かい七割四分マデ増大』

『はっ！　構うこたねえ、近接照しよう準じゆん!!』

『承知』

　同時に、サイズ差をものともせず挑いどみかかる蟷螂かまきりを追いながら、烏え帽ぼ子しもまた金亀コガネに問うていた。どこまで戦えるか──いつまで遊べるか。

『▽告／自機損ソン壊カイ七割八分／右腕修復可能範囲限界／及ビ、左後方二に肢しノ駆く動どうニ障害ガ発生シテ居マス』

『ふははッ!!』

　駆かけ抜ける一機と待ち構える一機は火花と共にあった。蟷螂かまきりは表面装そう甲こうがひしゃげ、腹部の内部機関が半なかば露出しているし、右側の後部装甲が弾はじけ飛んで刃の格かく納のうスペースが剥むき出しになっている。

　一方で金亀もまた、幾つもの刀傷から火花を漏もらしていた。機体には断ち折れた何本もの刃が突き立っていて針山のようだが、死ぬどころか疲ひ弊へいする気配も見せない。胸部右から胴体の半ばにかけての装甲は缶切りで切られたように斬きり飛ばされていて、別の生き物のように蠢しゆん動どうする人工筋肉が外気に晒さらされている。

　剣けん菱びしとしてもかなり斬った筈はずだが、それでも斃たおれぬ耐久性は驚嘆の一ひと言ことに尽つきる。これが普通の相手ならば、師し団だん規模の兵力が八回は壊かい滅めつするほどの激戦である。

『楽しいなぁ、参さん番式よ!!　これほど楽しいことがあろうか!?　そうとも、陰いん謀ぼうだの何だのはもういいのだ!!　ここから先は腕っぷしのみが全てを決する世界だ!!　この一戦だけでも、わざわざお膳ぜん立だてした甲か斐いがあったァ!!』

　金亀の中で烏帽子が歯を剥むき、興奮そのままに捲まくし立てる。

『そうかよ、だったらこの一戦で満足してとっとと墓に帰んな！　──決めるぜ蟷螂！』

　身を低くして急速接近すると共に、機体から振しん動どう波はを放射した。

　ぃん──と、人の可か聴ちよう域いきを超えた高音が付近一帯に鳴り響く。

　蟷螂を中心とした大気の振動が波紋を生み、地面の刃に共鳴していく。金亀の《物体透過フレア》を解析した、反対波長の振動波だ。

『む……ッ！』

　波に撃うたれ、金亀が硬こう直ちよくした。

　間合いに入った。

　真正面から接近しながら蟷螂は双そう刃じんを投げる。どちらも頭部を狙ねらった急所への投とう擲てき、金亀がそれに即応して弾はじき飛ばす隙すきで地面の刃を拾い上げ再装そう填てん、アームが刃を叩たたき折った時には蟷螂はもう相手の視界にいない。

『上か!!』

　烏帽子の反応速度も流石さすがのものだった。刃の目め晦くらましから瞬しゆん時じに意識をスイッチして蟷螂の姿を追うも、伸びきったアームを迎げい撃げきに使う時間が無い。

　上を取った蟷螂かまきりの複眼が光る。

　透とう過かはさせない。狙ねらいは胸部、金亀コガネの中の烏え帽ぼ子しに剣を突き立てるのだ。

　鋭い機体を逆さかさまに構え、空気を文字通り切り裂さいて左の振しん動どう刃じんを突き下ろす。よしんば回避機き動どうを取ったとしても右の刃が追うのみ、間合いに入ればもはや逃がさない。

　緑色の矢が直上から射られ、蟷螂の剣は狙い過あやまたず金亀の胸を貫かん通つうしていた。

　手て応ごたえは、あった。刃は巨大な敵機に根元まで突き刺さり、切きっ先さきを確かに烏帽子まで届かせていた──筈はずだ。

　金亀が動いた。

『……!?』

『▼警告／金亀機能停止セズ／本体生存確認』

　──わざと受けやがったか!!

　振動刃に防ぼう御ぎよは不可能。余よ計けいな回避機動はそれだけで甚じん大だいな隙すきを生む。烏帽子はそれを百も承知で、致命傷だけは絶対に避けることを考えたのだ。

　金亀は咄とつ嗟さに全身の筋力を使って、自機──すなわち本体の位置を、ほんの僅わずか右に逸そらしていた。結果、蟷螂が狙った胸部の座ざ標ひようを烏帽子は人一人分程度ずらしていたのだ。剣菱の狙いは標ひよう的てきの頭部から一ミリもずれていないほどの正確さで、逆に言えば、正確すぎた。烏帽子は剣菱の近接照しよう準じゆんの巧たくみさを深く深く知っていた。

『ぐ……くっくっ……ぐっくくくくくぅ……』

　だが烏帽子は、もちろん、甚じん大だいなダメージを被こうむっていた。

　人間のサイズと比すれば巨大な鉄板に匹ひつ敵てきする蟷螂の刃は、烏帽子本体の左半身を切り裂さいていた。刃は筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの肉体に深々と斬きり込み、太い左肩から先を完全に切断している。

『痛い……痛いなァ……そんなものか参さん番式ィッ!!』

　結果として生まれるのは、金亀の肉体に自みずから縫ぬい止められた、華きや奢しやな一機の蟷螂だ。

　斬り込んだ部分の人工筋肉が隆起し、刃を挟はさみ込む。とぐろを巻くアームは既すでに蟷螂のすぐ背後まで迫っている。

『ちぃっ──!!』

　咄とつ嗟さの判断で、金亀に突き刺したままの左の刃をパージした。追つい撃げきが間に合わない、相あい討うちはごめんだ。取り付いた機体を蹴けり、複眼の端はしでアームの位置を確認しこれを迎撃しようとする。右に残った一ひと振ふりを構える直前、足場が──つまりは金亀の機体全体が大きく躍やく動どうした。

　左半身を血で真っ赤に染め上げ、烏帽子は吼ほえた。

『まだッ！　まだだ！　まだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだまだァアアッ!!』

　本体全長四十メートル、体中に分厚い装そう甲こうと筋肉を搭とう載さいする、そんな鋼はがねの山のような機体がその場で急速旋せん回かいを開始した。

　全力を傾けた旋回は豪ごう風ふうを生み、地上の水を巻き上げて真っ白な飛ひ沫まつと化した。

　巨おおきな風が轟ごう々ごうと唸うなりを上げる。アームを左右いっぱいに伸ばして荒れ狂う様さまは、まるきり質量を持った竜たつ巻まきだ。強きよう靭じんな金属が次から次へと砕くだけ折れて吹き飛ばされ「ばきばきばきばきばき」と高い音を立てる。しまった、と剣けん菱びしは思う。金属音は蟷螂かまきりの刃だ。金亀コガネは、共きよう鳴めい振しん動どうを生む刃を蟷螂ごと一いち網もう打だ尽じんにする時を待っていた。とどめの攻こう撃げきを放つ時こそ、逆に最も隙すきを見せる時だと知っていた。虎こ視し眈たん々たんと生死のラインを見み極きわめ、肉を斬きらせて骨を断つと。

　蟷螂が振ふり飛ばされてバランスを失う。空中に投げ出された蟷螂は高速で転ずる視界を複眼で正確に捉とらえ、上下感覚を取り戻して敵との距離と位置関係を計るが、それ故ゆえにもはや間に合わないことを悟さとった。右側から、振り回されるアームの先せん端たんがまるで容よう赦しやのない勢いで迫り来る。その先せん端たん速度はもはや音に近い──

『対、衝しよう撃……ッ！』

『了解／防ぼう御ぎよ態勢ニ入────　　　　　　　　』

　空白が生じる。

　思考が千ち切ぎれ飛ぶほどの一撃だった。

　質量と筋力に遠心力を上乗せした渾こん身しんの横よこ薙なぎが、蟷螂にまともに命中していた。

　斜め下に弾はじき落とされた。単純な打撃だけでも洒落しやれにならないのに物もの凄すごい勢いで地面に叩たたき付けられ、水でも殺し切れない落下の衝撃が上乗せされて何が何だかわからなくなる。全ての電脳が真っ赤に染まり、物理的な衝撃で中の剣菱自身も血まみれになった。自己修復がどうとかの問題ではなく、蟷螂は地面に亀き裂れつを刻きざんで水を蹴け散ちらしながら何十メートルも転がりうつ伏ぶせになってようやく止まった。

『【危険】被害甚ジン大ダイ／残ザン刃ジン数スウ【一】／機体損ソン害ガイ九割超過／戦セン闘トウ機キ動ドウニ支障アリ』

　ここまでやられたのは、かつての戦争で何万もの敵戦力を斬り伏せたあの時以来だと思う。

　烏え帽ぼ子しは強い。すぐ隣となりにまで迫ってくる死の気配を色濃く感じる。装そう甲こうの隙すき間まから漏もれ出した血で、蟷螂の周囲の水が赤く染まっている。

　蟷螂は本能的に右腕の刃を庇かばっていた。これを防ぼう御ぎよに使えばまだもう少しは被害を抑おさえられた気もするが、剣菱の直感はそれを許さなかった。

　他の刃が、どうやらまとめて叩たたき折られたようだからだ。残るはこの一ひと振ふりだ。

　参さん番式の判断は、まだ戦い続けることを諦あきらめていない。

『どうしたッ！　君の刃は、そいつで刃たま切れか!?』

　──うるせえな、今立つから黙だまって待ってろ。

　猛たけり狂う烏帽子と金亀に相あい対たいし、蟷螂はゆっくり立ち上がる。烏帽子の本体も深いダメージを刻きざまれている。奴の叫びは吐と血けつのそれに似ている。

『まだまだ……。──まだまだ……ってか、へっ……』

　呟つぶやき、蟷螂の複眼がぼんやりと発光した。

　緑色の眼光を受け、表情を持たぬ金亀コガネの貌かおが笑ったように見えた。

　戦いの終わりを予見したか、金亀の巨体から立ち上る気配はあらゆる感情を秘めているようだった。勝利を確信したことによる会心、強者の喪そう失しつに対する哀あい惜せき、そして何より死力を尽つくして楽しんだ「遊び」が終しゆう焉えんを迎える切なさ。悲喜こもごもを込めて、烏帽子はぼそりと呟つぶやく。

『……寂さびしいなァ』

　どの口がそれを抜かすのか、と思う。

　棺かん桶おけに片足突っ込んだどころか、棺桶に一度全身まで入ったようなところから這はい上がった化ばけ物ものジジイだ。いや、死に損ぞこないはお互い様か。

『がたがた抜かしてねえで早く来な。終わらせようぜ、この遊びをよ』

　ざわ、と烏え帽ぼ子しの気配が沸わき立つ。後に下がる道は何も無い。

　ここは戦場。双方どちらかが斃たおれる死神の庭だ。

　それに、勝算が絶えたわけではない。夜や叉しやの剣けん菱びしはなおも不敵に笑って言い添そえる。

『──当然、俺の勝ちって形でな』

『かァッ!!』

　狂喜を秘めて、烏帽子が咆ほう哮こうした。

　最後の一いち撃げきが放たれた。真っ直ぐ伸びる右のアームの打撃は何の捻ひねりも無い直線軌き道どうだが、今の蟷螂かまきりではまともな回避機き動どうも取れない。まともに動けぬまま圧殺されることは目に見えていた。蟷螂はその様さまを奇き妙みように粘ねばる感覚で捉とらえ、アームの表面に刻きざまれた刀かたな傷きず一つ一つまでも認識しながら、考えていた。思い出していた。

　最初に剣を握にぎったのはいつだったか。

　鬼き虫ちゆうになってからは、蟷螂の二に刀とうを極きわめる日々だった。本体のままでも虫に乗っても、明けても暮れても訓練していた。実戦で腕に更さらなる磨きをかけ、強者を求めて技を究きわめた。だがそれは鬼虫になった後の、戦せん闘とう兵器としての剣だ。剣菱の根元に染み付いた感覚はそれよりもっと古く深い。

　小さな手に馴な染じまぬ古びた柄つか、

　少し大きく感じる厚手の剣道着、

　朝霧の冷たさと床板の軋きしみ、

　基本として体に叩たたき込んだ構えの型、

　あれはどう握ったか、最初の剣は──そうだ。

　来る。

　合わせろ。




　電でん瞬しゆんの斬ざん撃げきが、一いつ閃せんのもとにアームを斬きり飛ばしていた。




　烏え帽ぼ子しはそれを見切れなかった。そればかりか、視認さえできたかわからない。蟷螂かまきりはほぼ停止状態からゆらりと機体を傾かせ、突とつ如じよとして神しん速そくで機き動どうし、身を低くしてアームの下に潜もぐり込み先せん端たんを切断した。極端なまでに緩かん急きゆうをつけた動きには、流水のごとく無駄が無い。

『まさか、こいつに賭かけてみることになるたぁな──』

　頭の隅すみに蘇よみがえる、奇き妙みような懐なつかしさがあった。

　蟷螂の中にいる剣けん菱びしも無傷ではない。衝しよう撃げきでばっくり裂さけた額ひたいの右側から、夥おびただしい量の人工血液が流出している。血が右目を塞ふさぐも、剣菱は口元まで垂れたそれをぺろりと舐なめ上げた。

　感覚が戻ってくる。

　頭の芯しんに燻くすぶる剣の感覚は、これまで操あやつった鬼き虫ちゆうの戦せん闘とう法とは一味違うものがある。

　蟷螂は、白はく兵へい戦による一対多数の斬り込みを旨むねとする白兵戦用機体である。迫り来る無数の敵をばったばったと斬きり伏ふせる「二刀×多た刃じん装そう填てん」の流儀こそ蟷螂の神しん髄ずいだが、今この機体を支配するのは違う哲学だった。もっと古い、頭の奥まで染み付いた一対一の剣技の記憶だ。

　突然の変化。先せん刻こくまでとは異なる精せい彩さいを放つ蟷螂を前に、烏帽子は呻うめく。

『……一刀流か……!!』

　最初の剣は、両手で握にぎっていた。

　今もそうだ。一ひと振ふりに腕が二本。とはいえ肢あしは四本、身体構造は随ずい分ぶん違うが感覚は通じる。

　蟷螂は、ただ一振り残った最後の刃を、正せい眼がんに構えた。

　両者の間に静せい寂じやくが満ちる。

　激しい戦せん闘とう機き動どうの果てに、一周回って古典的な立ち合いの様相を呈ていする。烏帽子は頭の中で攻せめ手を演算し、アームを巻き取り、百メートル以上距離を隔てた蟷螂を見み据すえている。対する剣菱は、無心。雑念の一いつ切さいを捨て、ただ両手に構える一刀とそれが及ぼす必殺の間合いに全ての意識を集中させる。

　次なる有効打を一いち撃げき与えた方が勝つ。喰くらった方が負けて死ぬ。単純な構図だった。

『──往ゆくぞッ!!』

　先に動いたのは、果たして、金亀コガネだった。

　事ここに及およんで、圧倒的な優位は烏帽子にこそある。

　金亀は敢あえて真正面から攻める。残った左のアームを伸ばすことなく、代わりに全身の力をその一本に溜ためる。当たればまさしく必殺、今度こそ原型を残さない一撃だ。巨大な金亀が信じ難い速度で疾しつ走そうし、一秒かからず距離を詰めて間合いに入った。二つの虫の目が格かく闘とう戦の間合いでかち合い、刹せつ那な、蟷螂の姿が烏帽子の視界から消えた。

　瞬しゆん間かんの速度において、一刀の蟷螂は金亀に圧倒的に勝まさっていた。

　──それでいい。

　烏帽子は得たりと頷うなずく。全力で振ふり抜かれた剣速はこれまでで最高のもの。狙ねらいも金亀の胸部を捉とらえて離さない。風を斬きり巌いわおを裂さいて鉄を断たつ、どんな存在をも真っ二つにしてのける夜や叉しやの斬ざん撃げきは獲え物ものの生存を許さない──それが、当たればの話だ。

《物体透過フレア》。

　金亀コガネの機体は全てを透とう過かする特とつ攻こう術を発動していた。もはや共きよう鳴めい振しん動どうを放つ刃の群むれは存在しない。その一いつ瞬しゆん一いち合ごう、乾けん坤こん一いつ擲てきの切きっ先さきがむなしく金亀をすり抜け、更さらには烏え帽ぼ子しをも透過していくのを感じる。あとに残るのは剣を振ふり抜いた蟷螂かまきりと、腕に渾こん身しんの力を溜ためる金亀──烏帽子はすぐそこにある勝利を視みた。

『私の勝ちだッ──』

『あんたの負けだよ』

　膨ふくれ上がった思考の中、剣けん菱びしの静かな囁ささやきが、頭にぽつんと残る。

　爆発が起こった。

　少なくとも、爆発としか思えぬほどの力の爆発だ。それは他ならぬ金亀の中、胸部で爆はぜた衝しよう撃げきだった。烏帽子の本体が強きよう烈れつに掻かき乱される。何が起こったかわからない。全ての感覚が塗り潰つぶされて頭が真っ白になる、混乱する電脳が致命的なエラーと共に「これ」が何なのかの結論を吐はき出す。

　振動。共鳴振動だ。

　刃が走ったのは確かに金亀の胸部だった。だが真の狙ねらいは胸部にいる烏帽子ではない。

　同じく胸部に突き立ったままの、蟷螂の左の刃だった。

　進みゆく戦局と膨ふくれ上がる戦意の中で、烏帽子はこの存在を半なかば忘れていた。無理に抜いてしまえば隙すきが生じ、また人工血液の更さらなる出血が懸け念ねんされたから捨て置いていたのだ。

　だが、これこそが、剣菱の残した置き土産みやげにして最後の布ふ石せきだった。

　透過されることなど百も承知で斬きり込んだ。敵が蟷螂の一いつ閃せんを透過することもだ。こちらの斬ざん撃げきは最初からそれを読んだ上での軌き道どうにあり、目的は金亀の切断でなく、軌道上に存在する取り残された刃だ。刃先がそれに触れた瞬しゆん間かん──最後の振動を内部に叩たたき込んでいた。

　刃と刃の共鳴が起こる。巨大な波が金亀の内部に余すことなく伝でん播ぱする。

『がはぁッ!!』

　烏帽子本体の受けたダメージは甚じん大だいだった。なにしろ刃そのものに接触していたのだ。

　金亀がコントロールを失う。あれほどの威い圧あつ感を放っていた全身から噓うそのように力が失うせ、肢あしを折り、その場にずしんと倒れ伏ふした。

　数秒の後、金亀の胸部のハッチが開く。剣菱は蟷螂の複眼越しに、金亀からよろぼい出る血だらけの烏帽子の姿を見た。

『【警ケイ告コク】駆ク動ドウ限界超過／──駆動不可能』

『わかった。あとは自分でやる』

　蟷螂が動きを止める。複眼から光が失せ、剣菱もまた生なま身みで外へ出た。

　風が冷たい。冠かん水すいしたままの地面に降り立つと、踝くるぶしの辺あたりまでが水に沈んだ。まだ少し、落地おろちの風は冬の匂においがした。剣けん菱びしが金亀コガネの方を見ると、烏え帽ぼ子しが身をもがいてこちらへ向かってくるのが見えた。

「ぐお……ッ、がふッ！　──だ……！」

　見るも無残な有あり様さまだ。左腕は肩から先が斬きり落とされ、更に振しん動どう波はをまともに受けたせいで体中ぼろぼろになっている。生身でもなお目立つ筋肉はそこかしこが断だん裂れつし、目と鼻と耳から粘ねばついた血液を垂れ流している。

　もっとも、傍はたから見れば自分だって大した違いは無いのかもしれない。

　それでいて、烏帽子は「まだ」と唱となえ続けていた。

「まだ死なん……！　まだ敗けん!!　これからなのだ!!　これから戦って、遊んで遊んで勝って勝って勝たねばならんのだ!!　まだ!!」

　残った右手が剣菱に伸ばされる。震ふるえる指先に込められているのは、恐らくは今なお燻くすぶり続ける、救いようもないほど強い戦意。剣菱はゆっくり二刀の柄つかに手をかけた。烏帽子の足がもつれて倒れかけるが、傷付いた足で地面を蹴けり砕くだくように踏み締しめて留とどまり、歯を剥むいた。

　闘争本能に燃える眼めで剣菱を睨にらみ上げ、うわ言のように繰り返す。

「まだ夢は、私の良き夢は、醒さめては──」

　ひゅん、と細い笛のような音を立てて刃の切きっ先さきが弧こを描いた。

「──いいや。あんたの夢はそろそろ終しまいさ」

　剣菱の宣告を、烏帽子が最後まで聞き届けることはない。

　振ふるわれた一いつ閃せんが、烏帽子の首を刈かり取った。

　水面を蹴けり上げ、血払いの軌き道どうに巻まき上げた水滴を合わせて刃を洗う。

　鍔つば鳴なりの音が、両者の格かく闘とう戦を静かに締しめ括くくった。

「楽しかったかい、クソジジイ」




　がくん、と意図せずして膝ひざを折った。

　烏帽子／金亀の完全停止──死亡を確認して、剣菱の張り詰めた糸が切れる。

「…………やれやれ」

　もちろん、水を染めているのは烏帽子の血だけではない。見下ろすと自分を中心に濃い赤がじわじわと広がっていくのがわかる。蟷螂かまきりはその場に蹲うずくまって動かない。改めて見ると、ただでさえ装そう甲こうの薄い機体がよくぞここまで保もったと思えるほど傷付いている。

『敵テキ将シヨウ、討ウチ取ッタリ──』

「は。首級しるしはそこらにうっちゃってるがな……」

　軽かる口くちを叩たたきながらも目が霞かすむ。ノイズにまみれた蟷螂の声は、その一ひと言ことを最後にふっつりと止まった。そろそろこちらも限界が近いようだ。

　今いま更さら特別な感かん慨がいはない。生きるの死ぬのといった話はいつもすぐ傍そばにあったことだ。どうやら二十年前に拾った命を、ぼちぼちここで使い尽つくす形になるらしい──と思った。あとは、生き残った奴が上う手まくやればいい。あいつらなら何とかなるだろう。

　身体からだの芯しんから滲にじむ妙みように心ここ地ちよい気だるさに任せて眠りにつきかけるが、ぼやける視界の中で何か強い光の点を見た。その眩まばゆさに瞼まぶたをこじ開けられる形でもう一度だけ目を開くと、光源の正体に気付く。夜空の中で不自然なほど眩く輝く炎ほのおの光だ。

　──万まん字じ？

　違う。あいつは死んだ。

　だが、近付いてくるものは確かに万字の炎だ。

　彼の《蛾が》が広げる大きな炎の翅はね、そして過去幾度か見た、蛾専用の推すい力りよく増ぞう幅ふく機構《奔ほん翅し》の、太陽にも似た火の煌きらめき──

《火焔操作フロギストン・改かい》を操あやつる、小さな少女と一匹の甲こう虫ちゆうが不意に思い出される。

　間違いない。彼方かなたから飛んでくるのは、甲虫式／特とつ機き三号丸《蛍ホタル》。であれば乗っているのは久く留る守すだ。精一杯の集中で目を凝こらすと、蛍のフォルムは細部が微妙に記憶と違うことがわかる。どこかしら、蛾に似ている。

　確かあいつ虫が壊こわれてた筈はず、どうしてまた、そもそも何をしに──とぼんやり考えている剣けん菱びしがふと、蛍の下部にくっついている妙な機影を見た。見覚えのある丸みを帯びた機体だ。

　物もの凄すごい速さで飛来する蛍は慌あわてて減速するが微妙に間に合わず、奔翅の火が消えても慣性と落下の勢いが残り、斜めに着地して果てしなくごろんごろん転がっていった。

　流石さすがに呆あつ気けに取られた。見覚えのある丸い奴は、直前に角度を見み計はからって蛍から離れていた。

　そいつだけ、絶妙なバランスで剣菱の目の前に着地する。球状に近い本体と放射状に伸びた八つの肢あし、本体の眼の色と同じ紫むらさきの単眼がまばたきするように明めい滅めつした。

『──っあ～～～～～～～～熱かったなもぉ～～～～～～っ!!』

　鬼き虫ちゆう弐に番式《蜘く蛛も》・羅ら刹せつの巴ともえである。

　何してんだこいつ、とも思ったし、腹の穴はどうしたんだ、とも思った。

　自分は死んで、巴の奴ももう悪あく霊りようか何かになって地じ獄ごくへ引きずり込みに来たのかもと思ったが違う。生きているようだ。奇き行こうに事欠かないこの女だが今回の件は極きわめつけのような気がしたし、「こいつなら来てもおかしくない」という気持ちもまた頭の隅すみに湧わいた。

　とはいえ、すぐにかける言葉が浮かばない。というより喋しやべる気力自体もうあまりない。

　蜘蛛は有う無むを言わさなかった。自機から何本ものケーブルをしゅるしゅる伸ばして蟷螂かまきりと接続し、損そん傷しようを確認して特別製修しゆう復ふくプログラム【弐番式すぺしゃる】を起き動どうし、本体の巴は蜘蛛から飛び出して剣菱本体の修復に取りかかった。

　仰あお向むけにぶっ倒れる剣菱を見下ろし、巴はにたりと笑う。

「どうやら間に合ったみたいね！　よしよし！　剣菱くんだいじょぶー？　生きてる？　寝てる？　寝てるんならお姫さまのちゅーで起こしてあげちゃおっかしらん」

　剣けん菱びしは気力を振ふり絞しぼって、

「……それだけはやめろ」

「あ！　起きてた！　おっけおっけ、じゃちょっとじっとしててねすぐ直したげるから。応急処置だから戦えるようにはなれないけど。ていうか二度も命救っちゃったわねこれ？　キミ一生アタシに頭上がんないよ？」

「……うるせえな……そりゃ前からだろ」

「あらそう？」

　いざ作業に入れば、巴ともえの作業は惚ほれ惚ぼれするほど迅じん速そくだった。もともと鬼き虫ちゆうの隅すみから隅まで知っている上に、実戦でも何度も僚りよう機きの修復を行っていたからこの手の作業はお手の物だ。

　ふともう一機が転がっていった方を見やると、蛍ホタルは転がる先の管かん制せい塔とうに頭から激突してどうにか止まっていた。久く留る守すが蛍から降りて機体の周囲をぽてぽて歩き回り、それほど深しん刻こくなダメージは無いらしいと確認してほっと一息ついている。

「……他の連中がどこで何やってんのかわかるか？」

「待って。今ちょうど確認してるとこだから。…………んー」

　巴はもどかしげに唸うなりながら蜘く蛛もの副脳に質問信号を飛ばす。戦せん闘とう能力はさほどでもないがセンサーに優すぐれる蜘蛛は、一から九の全ての識別信号を最優先で認識することができる。蜘蛛の紫むらさきの眼めがじんわり光りながら信号を探さがし、数秒して巴は答える。

「……まず、四の信号は消えてないみたい」

「生きてんのか。先行したがどうやらヘタこいちまったらしいな……場所は？」

「あのデカブツの中。余よ計けいなことされる前にとっとと迎むかえに行かなくちゃ……とにかく生きてはいるみたいね。──ああ、ただ」

　ただの先は剣菱にも予想できる。

　ただ──六・七・八が見当たらない、と。

　庵いおりと、楓かえでと、柊ひいらぎの信号は完全に途と絶ぜつしている。

「そっちは間に合わなかったなあ──」

　巴がぽそりと呟つぶやく。

　神しん鯨げいの内部で決着がついたのだろう。してみると、蜂はちと蜉蝣かげろうが突入する寸前が、剣菱が柊と話した最後の瞬しゆん間かんになるわけだ。「元気そうで何より」という会話が最後になるとは皮肉なものだが、二十年後の今になって柊を見られただけでも儲もうけものだったかもしれない。

　それに庵と楓と柊の最さい期ごは、九く曜ようがその目でしかと見た筈はずだ。

「あとの二人は？」

「壱いちと九ね？　──っと」

　巴は空を見上げた。

　空という領りよう域いきは、巴にとっては届かぬ世界だ。剣菱にも。

「生きてる。戦ってるわ」

「そりゃ二人ともか」

「ええ」

「……そうか」

　それからあれやこれやと索さく敵てきし、菊きく丸まる率ひきいる機械兵部隊がどうにか量産型どもを片付けたこと、神しん鯨げいの内部深くは大おお雑ざつ把ぱにしかわからないし人間の反応に至っては細かく判別できないことなどがわかった。

　なら後の問題は──と考えたところで、久く留る守すが巴ともえのすぐ後ろに立っていることに気付く。

「ともえ」

「先に行くの？」

「うん」

　久留守は急いで神鯨の中に潜せん入にゆうする気でいた。探さがさなければいけない相手がいる。叶かな葉はと鴇とき子こ、それから黒くろ塚づか部ぶ隊たいにいた久留守にとっては日ひ足あしの存在も気がかりだろう。それから、他の搭とう乗じよう員いんも。もともと久留守の主目的はそちらだ。巴は作業の手を止めず忠告した。

「あんま際きわどいことしないでちょうだいねー？　久留守ちゃん単体なら全然戦えないってことはないけど、キミになんかあったらアタシまで駄目んなっちゃうんだからね」

「わかってる。そういうことは、あんまりしたくない」

　もとより傷付いていた蛍ホタルや巴／蜘く蛛もならともかく、久留守単体ならばある程度の自じ衛えい能力はある。とはいえ、彼女自身あまり荒っぽいことはしたくないようだ。

「それからこの空くう域いきじゃあんまり高く飛ばないこと。入る前に気付かれたらおしまいよ」

「もう。わかってるから」

　安定した着地すらままならないほどの速度で高度を下げてきたのは、敵に捉とらえられないようにだ。神鯨の対空迎げい撃げき機構が生きているかどうかはともかく、兜カブトか鍬クワ形ガタに見つかったらまず命は無いと思った方がいい。

　久留守の遠隔操作で蛍がぱっと起き上がり、六本の肢あしでのそのそ這はってきた。久留守は蛍の装そう甲こう表面を愛いとおしげに撫なで、静かに搭とう乗じようする。

　奔ほん翅しとの連結を外はずした蛍は脚力を使い、決して飛ひ翔しようすることなく跳ちよう躍やくしながら神鯨へ急行した。小石の水切りのような動きで、一ひと跳とびごとに炎ほのおを小さく噴ふん射しやさせて加速し、その熱で白い水蒸気が等とう間かん隔かくに噴ふき上がるのが見えた。

「……いつの間に仲良くなってやがったんだ、お前ら」

「んふふ。女のヒミツ」

　二人して「女」ってナリかよ──とは言わないでおく。剣けん菱びしは今も戦っている仲間について考えながら、ろくに動かない身体からだに今いま更さらながらもどかしくなる。さっきはそのまま死ぬつもりでいたのに現金なことだ、と我ながら思った。

「とにかく鬼き虫ちゆうをみんな回収してからが本番よ。だいぶ回り道しちゃったけど。やりたいことはまだあるからねぇ」

　剣けん菱びしはかつて彼女の口から聞いた言葉を思い出した。

　まだ二人しかいなかった頃、《帝てい國こく》と渡りを付けてからの潜せん伏ぷく期間中、巴ともえが剣菱にだけ明かした「ある目的」についてだ。

「前言ってたことか……。マジでやんのか、それ」

「当たり前じゃない。そうでもしなきゃ明るい未来なんて夢のまた夢なのよー」

　死にかけて小さくなってまた死にかけてを繰り返しても、目的とやらについて思いを馳はせる巴の紫むらさきの眼めは炯けい々けいと光っている。

「……明るい未来ねぇ」

　地上における二つの戦いは、ここに終しゆう焉えんを見た。

　あとは、空だ──九く曜ようと竜胆りんどうの空戦を思い描きながら、剣菱は目を閉じた。
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　同じ頃。

　菊きく丸まるは、こちらを心配そうに覗のぞき込む菘すずなの顔を見上げていた。

　これからが正しよう念ねん場ばなのに、いつの間にか倒れていたらしい。

　何か叫んでいるが、聴覚センサーまで麻ま痺ひしているのかよく聞こえない。必死に手を動かしているのはわかる。それにしても危ないから離脱しろと言った（言ってはいないが）のに、こんなところで何をしているのか、と菊丸は訝いぶかしんだ。

　ぷつっ、と神経が繋つながる感じがした。

　麻痺した電脳と傷付いた全身とが連れん携けいを取り戻し、動けるようになった証しよう拠こだ。

「やった……っ！」

　音が聞こえるようになり、菘すずなのガッツポーズが見えた。水と人工血液と機械油でずぶ濡ぬれになっている菘は、軍手をはめた両手に愛用の工具を握にぎり締しめていた。

　菊丸は立ち上がる。立ち上がることができた。

　驚いた。とんでもないことだと思った。菊丸は死にかけていたのだ。そうでもなくとも歩行さえままならないほど消しよう耗もうしていたのに、そんな状態にある彼をさして時間も使わず直してのけたのだ。それも、たった一人で。

　この娘は、本当に天才なのかもしれない。

　言いつけを破やぶってここまで来た彼女の頭に、菊丸は軽くチョップを当てた。拳こぶしはまったく使い物にならないが、肘ひじ関節までを動かすことはできた。それから感謝の一礼をして、辺りに散乱する敵味方の残ざん骸がいを見渡した。

「あんたのパーツ、中で駄目になってるのが多かったから……みんなのを使ったの」

　もちろん、工具だけで何もかもできたわけではなかった。

　菘すずなは戦せん闘とう後の惨さん状じようを目まの当たりにし、見込みのある仲間を探さがし回ったが、結局は菊きく丸まるだけだったらしい。

　幸運だったのは、通常の機械兵と菊丸の内部機関にはある程度の互ご換かん性があったことだ。菘は爆ばく散さんあるいは機能停止した機械兵の内臓を必死に掻かき集めた。中には今にも死に行く中で辛かろうじて自我を保ち、最後の力で自分のパーツを差し出して事切れた個体もいたそうだ。

　四し散さんした機械兵達の残ざん骸がいを一いち瞥べつし、菘はぐしゅっと鼻を啜すすった。

　気にすることはない、というように、菊丸は菘の頭に手を乗せた。人ならぬ者の身を案じ、その「死」を悲しむことができる相手を、菊丸は掛かけ値ねなしにありがたいと思う。

　そういう少女は、菘の他に二人いる。今はまだ神しん鯨げいにいる主あるじ達。

　菊丸は菘を回れ右させて、自分だけえっちらおっちら神鯨へと歩いていく。

「……ってちょっと！　ここまで来てそりゃないでしょ!?　私も行くんだってば!!」

　ええー。

　量産型は片付けたが、中が安全だという保障は全く無いのだ。そこまで付き合わせるのには流石さすがに戸と惑まどう。首をふるふる振ふったが菘は引き下がらない。

「外だってまだ危ないかもしんないでしょーが！　一人で来た道戻って車に追い付けっての!?　それとも何、あんた命の恩おん人じんのたっての願いが聞けないの!?」

　むう。

　結局、菊丸が折れた。言っても聞かないだろう。確かに、今いま更さらまた単独行動をさせてまで街の外まで行かせるというのもそれはそれで危険な気もする。

　結局、菘を伴ともなって進むことにした。

「大丈夫？　歩きづらいんなら肩貸そうか？　ほら」

　無理だと思う。が、菘はふんと肩を突き出して聞かない。

　ひょいと彼女の肩に手を回し、ほんのちょっと体重をかけてみる。

「あ重っ！　重いってこれ！　ごめん今のなし潰つぶれる潰れる!!」

　すぐ離した。

　菊丸は一歩一歩を確かめながら進み、仲間のそれを使ったという内部機関の駆く動どう状況を確認した。問題なし。ふと振ふり返り、まだ生々しい戦いくさの跡あとを眺ながめた。

　もう拳こぶしも握にぎれなくなった右手を見下ろす。

　あれは、どのように動いていたのか思い出す。

　お粗そ末まつなものだと自分でも思う。近この衛えの護ご衛えい兵だった菊丸にそういう習慣はないから見よう見まねだ。直立不動、右手を挙あげ、戦って果てた兵達に対するせめてもの礼を尽つくす。

　彼なりの敬けい礼れいだった。













　　　四　─　現在







　水に沈む落地おろちの地上、二つの地上戦が繰くり広げられているのと同じ頃、神しん鯨げいの艦内でも状況は推すい移いしていた。日ひ足あしを背負って艦内を進む叶かな葉は、そちらへ向かっている菊丸と菘と久く留る守す、そして対たい峙じする皇こう女じよ達についても。

「……まだ、そんなことを気にしているのか」

　姉の声に初めて感情が滲にじんだことに、鴇とき子こは確かに気付いていた。
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　多少、時間は前後する。神鯨に拉ら致ちされた鴇子は、行動を共にしていた叶葉と一時別れ、自分の意思で自分が会うべき相手のもとに急いだ。

　鴇子の姉──第一皇女・鵠こう子こである。

　機械兵はあくまでも鴇子を丁てい重ちように扱あつかった。外で行われている戦いに思いを馳はせながら、幾つもの通路を経由して神しん鯨げいの艦かん橋きようへ案内された。

　甲こう虫ちゆうの特とつ機きと思おぼしき者達は──少なくとも知った顔はいなかった。艦橋にいる搭とう乗じよう員いんは全員が男で、若い者でも五十は過ぎているものと思われた。その中でただ一人、不ふ釣つり合いなほど若く美しい姉の姿があった。

　おお──と、感嘆の声が聞こえた。第三皇こう女じよ──その複製だとしても──の生なま身みの姿は、彼らの目にも感かん慨がい深いものとして映うつったらしい。

「鴇とき子こか。あまり心配をかけるな、悪い子だ」

　鵠こう子こは振ふり向いて微笑ほほえんだ。言葉こそ叱しかるようだが、咎とがめ立てるような声色ではない。

「……ええ。鴇子は、少し姉上とお話がしたく思います」

　鵠子は鴇子と違って複製などではない。八や洲しま国の第一皇女その人だ。鴇子の家族のことも、鴇子本人のことも知っているに違いない。更さらに、黒くろ塚づか部ぶ隊たい全体に対し大きな発言権を持っている筈はずだ。

「そうか？　すまんな、ならもう少しだけ待っていてくれ。ところで友達はどうした？」

「別のところにいます。けど姉上、あいつがいなくても、わたしさえいればいいでしょう？」

　友達──叶かな葉はについて、鴇子は敢あえて突き放した言い方をして鵠子を試す。不器用な鴇子には心が痛んで少しぎこちない言い方になったが、鵠子は気にしなかった。少し考えるような素そ振ぶりを見せた後、やはり微笑んで頷うなずいた。張り付いたような笑顔で。

「ん……まあ、それもそうだな」

　鵠子は、鴇子にあくまでも優しく接する。鴇子の友達である叶葉に対してもそうだ。

　だがその優しさの裏うらには、どこか薄ら寒い白々しさがある。

　優しく親切なのは、上っ面だけだ。

　心の底から鴇子らのことを想っているわけではない。叶葉のことを気に掛けるようなことを言ったのも、なにも心から彼女を心配してのことではあるまい。お気に入りの可愛かわいい人形が一つ足りないが、まあ別にいいだろうという程度の認識でしかないのだ。

　間接的に叶葉を侮ぶ辱じよくされたような気がして、鴇子の頭が熱を持ったが耐える。かっとなりやすい性格は自覚しているが、今はなんとか自制できたように思う。

　鴇子は騒がしい艦橋を大おお股またで横切りながら質問する。

「……今、外はどうなっているのですか？」

「鴇子が気にすることじゃないさ。安心して待っていなさい」

「知りたいんです。わたしの友達がいるんだ」

　語調を強めた鴇子の態度に、鵠子は鼻はな白じろんだ。

「友達？　あの子ではなくか？」

　強く頷く。思えば鴇子は外のことをはっきりとは知らない。

　鴇子は有無を言わさず鵠子の横に並び、外のモニターを凝ぎよう視しした。

　甲こう虫ちゆう／特とつ機き及び量産型・並びに蟻あり塚づかの稼か働どう状況、敵機のデータ等の細かいことはわからないが、複数ある大きなモニターには多角度から監かん視ししている映像がある。高感度の視覚センサーを積んだ偵てい察さつ用郭カツ公コウの視点だ。

　映像の中には、無数の甲虫の中を乱れ狂う光の軌き跡せきが描かれている。

　それはまさに、蜂はちと蜉蝣かげろうが神しん鯨げいに突入を仕し掛かけている映像だった。

「九く曜よう……！」

　鴇とき子こは思わず呻うめく。隣となりにいる見たこともない鬼き虫ちゆうと巧たくみに連れん携けいし、蜂は戦場を駆かけ抜けていた。彼の機影を目もく視しすることは郭公のアイセンサーでさえ難しく、ほとんど残像しか見えない。翅はねの金と複眼の赤が引く光のラインが目に焼き付く。

　ほんの一時、状況を忘れてその様さまに見入った。

　鴇子は《蜂はち》を知らない。九番式の戦いを目まの当たりにしたことがない。鴇子にとって九曜は出会った頃から既すでに蜂を失っていたのだから当然だ。モニターに映る蜂からは、あの生き真ま面じ目めな少年の顔など全く見えない。

　だが間違いなく九曜だと思った。たとえ何も知らずに戦せん闘とうを見ても気付く自信がある。ひたむきで迷いを知らず、己おのれが信じる正しさの為ために突き進む姿。鴇子はそれを、美しいと思った。

　九曜はここまで来ているのだ。自分の眼めでそれを確認し、鴇子は急に胸の辺あたりが締しめ付けられる思いがした。

　菊きく丸まるのことが思い出される。置いてきた叶かな葉はや、今は帝てい都とにいるかもしれない菘すずなのことも脳のう裏りをよぎった。

「姉上」

　鵠こう子こは鴇子を横目に見て、訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。固い声で口火を切る、

「何も心配しなくていい、とさっきは仰おつしやいましたね」

「……、ああ」

　──おまえ達は何も心配しなくていい。事が済んだ後も、わたしが大事にとっておくから。

　半なかば監かん禁きん状態にあった鴇子と叶葉に、鵠子は笑顔でそう言った。

　鵠子が鴇子と叶葉に向ける眼は、人形遊びの人形に向けるそれでしかなかった。そこに真しん摯しさは無く、人と人が向き合う上での本音は一かけらもありはしない。今だってそうだ。鵠子は思いのほか強い鴇子の語調に違和感を覚えているようだった。

「でもそんなの無理です。心配に決まってるんだ。叶葉のことや、帝てい都とのあいつらのことだって、……あそこで戦ってるわたしの友達だって、心配です！」

「……鴇子？」

「鴇子を妹だと思って下さっているのなら、このわたしのお願いをどうか聞いてください」

　そうこうしている内にも戦いは続いている。

　鴇子は一歩前に出て、体ごと鵠子に向き合った。自分より背の高い、すっかり大人おとなになってしまった姉と目を合わせて、毅き然ぜんと要求した。

「この男達を止めてください。あなたの言葉で、今すぐ！」

　よく通る強い声が、正面から鵠こう子こを打つ。

　各々の作業に追われる管かん制せい官かんの多くは、刻こく々こくと進む状況への対応に追われて気付かない。だが皇こう女じよの只ただならぬ雰ふん囲い気き、そして鴇とき子この凛りん然ぜんとした声に思わず振ふり返る者も何人かはいた。

　鵠子はしかし、首を縦には振らなかった。

「それはできない」

「どうして！」

「今いま更さら……やめるわけにはいかんからだ」

「そんなのは勝手な都つ合ごうだ！　あの黒くろ塚づかとかいうのに何と言われたのか知りませんが、父上がこんなことを望んでいるとお思いか!?　帝てい都とが今どれだけ復興してるのかも知らないのに、戦いなんてやってる場合じゃないでしょう！」

　鵠子は能面のような無表情で鴇子の訴うつたえを聞いている。鴇子は家を思い出し、絞しぼり出すように言った。

「……菊きく丸まるだって、姉上達の帰りを待ってるはずだ……っ！」

　ぴく、と鵠子の眉まゆが動いた。

　菊丸とは、鵠子にとって過去に置いてきた者の名だ。それでも鴇子と同じく、幼少期を共に過ごした家族には間違いない。鵠子は何か不ふ思し議ぎな生きものを見るような目で鴇子を見て、薄い笑顔を剥はがし、僅わずかに表情を歪ゆがめた。

「──おまえは、」

　その時、神しん鯨げいが大きく揺ゆれた。

　艦全体が垂直に跳はねるような振しん動どうだった。鴇子は思わずよろけ、何が起こったのかわからず慌あわててモニターの方を向いた。最悪の事態にどよめく男達は口ぐちに状況を伝達しているが、鴇子には内容の半分もわからない。

「六番式信号消失、完全停止を確認……！」

「《蟻あり塚づか》機能停止！　甲こう虫ちゆうのネットワークが無効化されます！」

《蟻塚》──七番式・霖りん鬼きの楓かえでを基き幹かんとした中央管かん制せいシステムは、神鯨全体の大部分を支配している。彼女の特とつ攻こう術《知覚疑験シムステイム》のネットワークは、量産型甲虫の統とう制せいのみならず、神鯨の制せい御ぎよにも不ふ可か欠けつな存在だった。移動要よう塞さいというだけあって、本来の計画における神鯨はもっと大人数で動かすものだったのだ。蟻塚を利用して艦体を管制する少数精せい鋭えいは、作業用の機械兵を含ふくんでも想定された人数のほんの一割にも満たない。

　だからこそ万全の防備を敷しいた。完かん璧ぺきな連れん携けいを見せる無数の甲虫、場所は神鯨の最深部、護ご衛えいには六番式や蟻の子機だ。しかし、それが崩くずれた。鴇子は事態の急変を確信し、その中心人物に違いない少年を思って思わず会かい心しんの笑みを漏もらした。

「──九く曜ようがやったんだ。はは、あいつ、凄すごいじゃないか……！」

　誤算は九番式から始まった。

　元より、帝てい都と東ひがしの海上戦で蜂はちが再起動したこと自体が想定外だった。金きん翅しの九曜は過去の記録を圧倒的に上回る成長を見せ、神しん鯨げいに追つい随ずいし、転てん移いに飛び込んで、たった一機で八番式を奪だつ還かんした。そこから開いた穴は加速度的に広がり、ついに被害がここまで及およんだのだ。

　鵠こう子こが男達を見渡して舌打ちし、短く指示を飛ばした。

「艦を接地。艦内制せい御ぎよ機構を最低限の稼か働どうに抑おさえろ」

　乗員はすぐさま立て直しにかかる。神鯨が徐々に高度を下げ、地響きを上げて着地した。艦体の制御システムを緊急モードに移行、今すぐ必要な機関のみを絶やさず駆く動どうさせ続ける。艦かん橋きようやドックの機能不全は回避したが、今のままではかなりの機能が制限されるだろう。

「黒くろ塚づかはどうした。島しま田だは？」

「二号丸は三番式と、一号丸は壱いち番式と、五号丸は九番式と……それぞれ交戦中です」

　戦局は既すでに、虫達一つ一つの武力に左右される状況にまでなっている。

　三つの場所で行われている戦いの行方ゆくえ如何いかんでどうなるかが大きく変わるだろう。何しろ表にいる男達はそれぞれ、ただ一機で戦況の趨すう勢せいを揺ゆるがす一いつ騎き当とう千せんの戦略兵器なのだから。鵠子は鴇とき子こを一いち瞥べつし、もどかしげに口の端はしを歪ゆがめつつ続ける。

「艦の迎げい撃げき装備は使えんのか」

「火器管かん制せい機構の立て直しに時間がかかっています。他の自律兵器も同様です」

「蟻あり塚づかに直接手を入れることは？」

「既すでに数人が急行しています。状況の確認が取れ次第連絡が入る筈はずですが……」

　と、小型モニターに映像が送られてきた。防寒装備に身を固めた技術者が複数名、護ご衛えいの機械兵が四機、蟻塚にまで降りていた。

　だが映像を見る限り、蟻塚の復旧は絶望的と言わざるをえない。

　薄暗い蟻塚の中心に、真っ白な氷の柱が聳そびえているのだ。

　八番式・無む明みようの柊ひいらぎが圧あつ縮しゆくした静止の世界だった。氷の中心には楓かえでを抱いて目を閉じる柊の姿があり、その脇わきには蟋蟀こおろぎにもたれかかって眠る庵いおりがいる。いずれも、もう二度と動くことはない。それらを振ふり切って飛んだ蜂の軌き跡せきが、破は壊かいされた通路という形で残っていた。

　艦体がまた揺れた。外の戦闘の煽あおりだと思われるが、事実上の要よう塞さいである神鯨をここまで揺らすという時点で尋じん常じようではない力だ。乗員が事態を重く見て、鵠子を振り返り言った。

「奥にお隠かくれください」

「……」

「いざという時の為ために脱出艇ていの用意を致します。ここも安全ではなくなりました」

　艦内の各所には、特に堅けん牢ろうに造ったシェルターとも言うべき小部屋が幾つか存在する。中でも最も安全性が高いのは、艦かん橋きようの直下に併へい設せつされている小部屋だ。定員はせいぜいが五名から六名といったところで、少数の要人を保護する為ために造られた部屋だということがわかる。

「ち……わかった。この子も連れていく」

「ええ、お早く」

「……行こう、鴇とき子こ」

　鵠こう子こは鴇子の手を引いて足早に歩き出す。握にぎる手には必要以上に力が入り、僅わずかに汗ばんでいるのがわかった。鴇子は手に姉の体温を感じながら、彼女が心の中に封ふうじ込めた本当の感情が確かにあることを確信した。

　二人は艦かん橋きようを出て、下へ続く螺ら旋せん状の細い通路を通った。目当ての小部屋に向かう。その様子を最後まで見送ることなく、神しん鯨げいの乗組員は己おのれの職務に戻った。




　それから、さほど間を置くことはなかった。

　戦況を見守る艦橋の乗組員達は、地上の変化も手に取るように把は握あくしていた。

「──《金亀コガネ》、反応消失……！」

「……機械兵ならびに量産型甲こう虫ちゆう部隊、全ぜん滅めつ」

　二つの決着は、ほぼ同時についた。

　烏え帽ぼ子しが死んだ。敗北一歩手前だった剣けん菱びしが逆転を繰くり返し、ついに金亀を討うったのだ。

　そして帝てい都との機械兵部隊も、真まっ向こうから量産型とぶつかり合い、そのほぼ全てを失いながら殲せん滅めつに成功していた。二つの場における戦いは両方とも半なかば相あい討ちに近い形で終わり、あとに残るものは戦いくさの余よ韻いんを残す墓場めいた残ざん骸がいばかりだ。

『──そうか』

　その件を兜カブトに通達すると、若じやつ干かんのノイズと共に、虎杖いたどりが答えた。

　いつも通り落ち着き払っているように思えて、その声音には油断なく研とぎ澄まされた戦意と集中の気配がある。

『朧おぼろは？』

「五号丸は尚なおも戦せん闘とう中。若干こちらの優勢と見られます。蜂はちは鍬クワ形ガタ以上に消しよう耗もうが激しい」

『すぐ奴にも状況を伝えろ。それから第三・第四ドックを開放、無人戦闘機を出しゆつ撃げきできるだけ出撃。併あわせて艦体上部の対空火器を展開しろ』

「ですが隊長、無人機の自律稼か動どうは恐らく」

『構わん。今すぐだ。──まだ戦える、急げよ』

　烏帽子の死を知ろうとも、虎杖の感情には一片の揺ゆらぎもない。感傷に浸ひたる気配もないのはその余裕が無いという以上に、まだ何も諦あきらめてはいないからだ。

　待ったなしの緊急事態でありながら、奇き妙みようなことに男達の瞳ひとみにも諦めは無い。

　彼らの眼めは一様に、狂気をすら宿して炯けい々けいと光っている。絶望も諦てい念ねんも呑のみ込んだ意思の先にあるのは、燃え尽つきる前の火にも似た執しゆう念ねんだ。




　分厚い機密扉が閉じられ、鴇とき子こは鵠こう子こと二人きりになる。

「姉上」

　情勢が変わりつつあることを鴇子は直感で理解している。艦かん橋きようの男達を止めることはできなかったが、結果として鵠子と二人になれたことは僥ぎよう倖こうだった。

　鴇子の目的は、あくまでも鵠子と話をすることだ。

「何度だってお尋たずねします。聞きたいことがあるんだ」

　鵠子は答えない。

　鴇子とよく似た美び貌ぼうはやはり無表情で、至って落ち着いた立ち居振ふる舞いで椅い子すに腰こしかけた。

「鴇子、落ち着きなさい。ここは安全だから。暫しばらく待っていればすぐに騒ぎも収おさまる」

　会話になっていない。思えば鵠子は一方的な言葉をこちらに投げるのみで、ろくな受け答えもしようとはしなかった。最初からそうだ。鴇子は覚かく悟ごを決め、核かく心しんに迫る。

「やめられない理由に、父上たちがあるんですか？」

　鵠子の表情が強こわ張ばった。

　よく見なければわからないほどの変化だったが、鴇子がまさか姉の表情の変化を見み逃のがす筈はずはない。つまるところ、最も知りたいところはそこだ。鵠子が知らない筈はないのだ。

「……まだ、そんなことを気にしているのか」

　こちらを見もせず返す鵠子の声色には、初めての感情の発はつ露ろがあった。

　その態度に確かな手て応ごたえを感じた。

「気にもなります……！　わたしだって、みんなに会いたい！　無事でいて欲しいと思うのは当たり前なんだ！」

「おまえには関係のないことだ」

　静かな失望と苛いら立だちに心を閉ざし、鵠子は目を伏ふせる。この期ごに及およんでまだそんなことを言っているのか──鴇子は焦じれて声を荒げかけるが、しかし、逆に何故ここまで頑なに説明を拒むのかという理由そのものに対して心当たりはある。

「……お話しになりたくない理由が、あるのですか」

　実を言うと、今より前の段階でなんとなく勘かん付づいてはいた。

　鴇子を安心させる為ためなら、まず家族の現状を伝え聞かせる筈だ。ここまで固く口を閉ざすのには余よ程ほどの理由がなければ説明がつかない。

　所しよ詮せんは複製人間と民間の少女──そのような木こっ端ぱにやんごとなき方々の所在を口外するわけにはいかない、という理由も考えたが、それならそれで幾らでも方便は使えた筈。何も語らないという事実は、それ自体が重大な意味を持っているように思われた。

　気付いた時点ですぐに言えなかったのは、その可能性を口にしてしまうこと自体が怖こわかったからだ。だがもう、それしかないように思われた。

　鴇とき子こは恐る恐る、一つの可能性を言葉にした。

「──父上はもう、お隠かくれになられたのですか？」

　僅わずかに震ふるえる鴇子の声に、鵠こう子この肩がぴくんと跳はねた。

　沈ちん黙もく。

　鵠子の態度に真実を見て、鴇子は胃の腑ふを抉えぐられる思いがした。

　やはり当たっているのだ。父は、当代の帝みかどは、既すでにこの世にいないのだ。

　なら他の家族は、鴇子のオリジナルはどうなっているのか。声が震えるのを自覚しながら鴇子は重ねて追求する。

「答えてください。何があったのか、どうしてこうなってしまったか教えてください！　わたしが覚えている姉上は、こんなことをする方じゃなかった！」

「…………ふふ」

　不意に、鵠子が薄く笑った。

　声色こそ穏おだやかだが、低い笑い声はどこか不ぶ気き味みなものがあった。

「流石さすがに察しがいいな。昔からおまえは、そういうところは敏さとかった。……いいだろう、そんなに聞きたければ聞かせてやる」

　鵠子は居住まいを正す。下から見上げるような視線は得え体たいの知れぬ情念を秘めているように思われた。

「察する通り、父上は崩ほう御ぎよなされた。天てん寿じゆを全うされたのだ」

「……っ」

「最さい期ごまで八や洲しまのことを案じておられたよ。帝てい都とに……臣しん民みんの許もとに帰れずにいたことを、ずっと悔くやんでもいた。後は頼むと、わたしにそう言い残して眠った」

　胸元を無意識に押さえる。姉から語られる真実はある種の恐怖だった。しかし、ここでやめるわけにはいかなかった。

「……では、では母上は？　鶫とう子こ姉上は、何ど処こに……？」

「ここより更さらに北の、ある地下壕ごうにいる。要人専用のいっとう頑がん強きような奴だ。そこで、もう長いこと冷凍睡眠についているよ」

　つまり生きているということだ。鴇子はそこに救いを感じた。深い哀あい惜せきと確かな安あん堵どで落ち着かない心の内に、もう一つ知りたいことが思い浮かぶ。父のこと、母と次女のことを鵠子は話した。最後にもう一つ。

「──あの」

　奇き妙みような気分だった。安否を知りたい最後の一人は、家族であって家族でない、自分としか言いようのない人物なのだから。

「では、わたしは……？」

　鵠子は、表情を変えぬまま鴇子を見み据すえて告つげた。




「鴇とき子こは、死んだ。病気だった」




　ずっと、何度もそう思ってきたことが、ついに姉の言葉で確定した。

　オリジナルに会おうと思っていたわけではない。だが、心の中では間違いなく彼女の生存を期待していた。その方がずっといいからだ。いつか国が元に戻る時、御ご所しよに菊きく丸まるを返して全すべてが元の鞘さやに納まる。複製の自分がどうなるかは考えていなかったが、それがきっと正しいと思ってここまで来た。

　だがオリジナルは死んだ。肉体を持つ「鴇子」という存在は、もう自分しかいないのだ。その重圧が肩に重くのしかかる。菊丸のことが思い出された。

「──そう、ですか」

　俯うつむいて、拳こぶしをぎゅっと握にぎり締しめる鴇子。

　鵠こう子こは取り繕つくろうようにぱっと笑った。一転して不自然なほど、白々しいまでに明るい。

「だから、おまえの姿が懐なつかしくてな。ついつい引っ張り回してしまった。面めん倒どうかけてすまないと思っているが、これからが一仕事だ。傍そばにいてくれるな？」

　鴇子は深呼吸を繰くり返す。

　父は死んだ。自分も死んだ。

　母と姉は生きている。知りたいことはみんなわかった。ここから先は自分が何を思い、何を言ってどう立ち回るかの段だ。

　皇こう女じよの影ではない、自分だけの答えを出す時だ。

「こんなことは、もうやめにしましょう」

「……何か言ったか？」

「もう潮しお時どきです。わたしは九く曜ようたちを信じてる。あいつらなら、きっとどんな奴だってやっつけて、この神しん鯨げいだって止めてみせる！　だから──」

　かたん、と音がした。椅い子すの倒れる音だった。

　鴇子は思わず言葉を失う。

　手の届く距離で向き合う姉の顔に、初めて表情が生まれていた。仮面のような笑顔でも無表情でもない、それは静かな怒りだった。

「──わたしが優しくしているからといって、調子に乗るなよ」

　不意に、姉に叱しかられた記憶が蘇よみがえり反射的に足が竦すくむ。

　普段は優しい姉だが、鵠子は厳格な人だった。何か無ぶ作さ法ほうをすると、鷹おう揚ような父母に先んじて鴇子を真っ先に叱った。長姉として責任感が人一倍強かったせいもあるだろう。叱られる時はいつも首を竦めていたが、鴇子はそんな姉が誇りだった。

　今目の前にいる大人おとなになった鵠子は、苛いら立だちを滲にじませたまま、いつも鴇子を叱る時と同じような口調で続けた。

「これはわたし達の問題だ。細かいことなどいちいち気にしなくてもいい。……いいな？」

　だが、違う。鴇とき子こはそう思った。

　雰ふん囲い気きこそ似ていても、妹の無ぶ作さ法ほうを叱しかる時のような思いやりなどありはしない。そこにあるのは、鴇子を核かく心しんへ至らせない突き放しだ。人形を人形として飼う為ためだけの意思の封ふう殺さつだ。

　屈するわけにはいかなかった。鴇子は至近距離で鵠こう子こと向き合い、叫んだ。

「違う！　これは姉上達だけの問題なんかじゃない！　黒くろ塚づかなんかが勝手に決めたことに、どうして従う必要があるんです!?」

「やめろ鴇子。これ以上は本気で怒るぞ」

「怒ってみればいい！　姉上はさっきから誤ご魔ま化かしてばっかりだ！　逃げていないで、心の内を見せてみろ!!」

「このっ──」

　鴇子の体が横に弾はじけ飛ぶ。

　平ひら手てというには手て加か減げんのなさすぎる一発だった。女と言えども、大人おとなの力で張り飛ばされて子供の鴇子はひとたまりもなく床に転がった。頭が揺ゆれ、目がくらついて、頬ほおと口の中が熱い痛みを孕はらむ。口の中が切れたようで、血の味がする。

「人形が……！」

　叩たたいた手をさすりながら、鵠子が忌いま々いましげに吐はき捨てる。身をもがいて起き上がろうとする鴇子の目の前にしゃがみ込んで、じっとりした執念を孕む重苦しい声で言い聞かせ始めた。

「いいかよく聞け。わたしには、責任があるんだ」

　鴇子は、姉の視線に射られて声も無い。美しい黒こく瞳どうの奥に渦うず巻まくのはいかなる感情かもわからない。

「わたしは、この国を導かなくてはいけない。それは身しん命めいを賭として為なすべき責務だ。今のままでは未来など無い。今いま更さら、敵国と手に手を取って和解するなど夢物語だ」

「だけど……！」

「だけど？　中央にはもう協定の話が来てるんだろう？　弐に番式の女が持って来た話だとな。それで全て片付くと思うのか？」

　何のことだかわからない。

　弐番式、巴ともえが持って来た帝てい國こくとの休戦協定の話だって鴇子は知らないままでいるのだ。

「……知らずにいたのか。向こうで生きていたあの女が、あっちの政府からそうした話を取り付けたのさ。二十年前に終わらなかった戦争を終わらせて、お互い手を取りましょうと。どんな条件を呑のんだか知らんがな。そして参さん番式を引きつれて戻ってきた」

　鴇子の中に、驚きと共に希望が生まれた。

　荒こう廃はいした八や洲しまが、変わるかもしれないのだ。

「じゃ、じゃあ、全部終わるってことだ！　それこそこんなことしてる場合なんて！」

「いいや違う。たとえ協定が結ばれたところでそう上う手まくはいかん」

　鵠こう子こはゆっくり首を振ふる。

「形こそ双そう方ほう手打ちの協定だとしても、裏うらにはれっきとした優劣が存在する。その時、力が無い方の国がどうなるかわかるか？　──簡単さ、奪うばわれるんだ、全てな。国土を占せん領りようされ、武力や文化の徹底した解体を迫られる。名前さえ変わるかもしれない。八や洲しまは、八洲ではいられなくなる」

　叩たたかれた頬ほおがじんじん痛む。鴇とき子こは頬を押さえながら、半なかば圧倒されるようにして鵠子の言葉を受け止めていた。

　誰かの受け売りの言葉では、ないと思った。でなければ声と表情にこれほどの熱を滲にじませはすまい。ならばその感情の正体とは何だろうか。幼子に言い含ふくめるようなゆっくりとした口調の底にあるものは怒りか、哀かなしみか。或あるいはその全てなのか。

「こんな島国が、大国をああまでぼろぼろにしてしまったんだ。連中としては恨うらみ骨こつ髄ずいだろうさ。特に鬼き虫ちゆう周りの技術は喉のどから手が出るほど欲しいに違いない。待つのは徹底した搾さく取しゆだ、ならどうする？　あちらとこちらとでは国としての地じ力りきが違う。八洲は二十年使ってやっとここまでだが、帝てい國こくは遥はるかに復興が進んでいる筈はずだろう」

　鵠子は、これまで寡か黙もくであったことの反動であるかのように捲まくし立てる。彼女の眼めはぴたりと鴇子の眼に据すえられていた。

「打つ手は一つ、もう一度、決定的な形で我々の強さを見せつけなくてはならない！　信じられるものは確かな武力だけだ！　優劣を決定付けて、余よ計けいな手出しをさせんようにすることが国を守ることに繋つながる！　わたしは、──わたしは、今も生きる人々を守らなければならないのだから……!!」

　──ああ。

　この人は、もしかして。

　鴇子は、昔とは変わり切ってしまったと思われた鵠子の姿に、過去と変わらぬものを見たような気がした。自分の記憶にある姉と今ここにいる鵠子はやはり、奥の奥で同じなのだ。

　頬の痛みをありのままに感じながら、鴇子は鵠子をきっと睨にらんだ。

「姉上。あなたは、かわいそうな人だ」

　思いがけぬ言葉に、鵠子は絶句した。

「…………かわいそう、だと？」

「だってそうでしょう。それはあなたの勝手な思い込みだ。姉上は、一度だってその目で今の八洲を見たことがありますか？　帝てい都とは、下した街まちは!?　自分で見てわかってもいないくせに、あなたは勝手に民たみの力を見限ってるようなものだ!!」

「まだ言うか、貴様……!!」

　鵠こう子こが鴇とき子こに掴つかみかかり、至近距離から火を噴ふくような目で睨にらみ付ける。両肩が軋きしむほどに強く鷲わし掴づかみにされても、鴇子は怯ひるまない。

　もう気付いていた。こちらを見み据すえる姉の言葉はいつしか、鴇子に言い聞かせているのではなく、鴇子の瞳ひとみに映うつった自分に向けられていたことに。

「遺い恨こんは消えない。大国は今度こそこの八や洲しまを食い潰つぶしにかかるだろう。あの御お方かたは……父上はわたしに、皆を頼むと仰おおせられた！　だから戦うんだ!!　その為ための力はまだ残されている！　だから……っ」

　己おのれの意思を秘めた鴇子の目は、片時たりと鵠子から離れない。

　限界が訪れ、先に目を逸そらしたのは、鵠子だった。

「だからあの子と同じ眼めで、これ以上わたしを責めるな……!!」

　父は確かに、鵠子に後を託たくしたのだと思う。皆を頼むとも間違いなく言ったのだろう。

　信じた上で託した言葉が、娘にとっては呪のろいとなった。

　鵠子は責任感が人一倍強かった。決して表には出すことのなかった父の苦悩をすぐ傍そばで見ていたのも彼女だ。鵠子は強すぎる責任感の結果、後を託す父の意思を曲解し、極端な道へと走ったのだろう。その手を引いたのが、黒くろ塚づか部ぶ隊たいだ。

「……もう一度申し上げます、姉上。こんなのやめにしましょう。もういいんです。わたしは姉上のお気持ちが全てはわかりませんが、せめてお助けすることはできますから」

　ふっと力が抜けた。鵠子は少し俯うつむき、気の抜けた笑い声を漏もらす。

「そうだな。もういい」

「ええ、──？」

　その気配が怪あやしいことに気付いた。顔を上げる鵠子の表情には凶きよう気きがあった。

　離れるのが遅すぎた。

　そうするべきだと頭が判断した頃にはもう、鴇子の首に鵠子の両手がかかっていた。

「形の似た人形を愛めでようとしたわたしが愚かだった。鴇子は──思い出のままでいい」

「っ、ぐ……!?」

　鵠子の細い指に信じ難いほどの力が籠こもり、ゆっくり、ゆっくり首を絞しめていく。鴇子も自分の両手で鵠子の腕を掴つかんで引き剥はがそうとするが、今いま更さらもう遅い。

「おまえはああ言ったが、やはり、八や洲しまの民たみは弱いとわたしは思う。やっと地に出た新芽のようなものだ。だから、だからな、誰かが守らなくてはいけないんだ」

「ッあ、ぇ、ぅく…………っ」

「──ありがとう、目が覚めたよ。おまえは鴇子じゃないんだな」

　息が詰まる。目が霞かすむ。滲にじむ視界いっぱいに映うつるのは、薄い笑顔の仮面を捨て、怒りと強きよう迫はく観念の本音を晒さらし、そうしてなお捨て切れぬ妄もう執しゆうを秘めた氷のような無表情。鴇子には抵抗の術すべはない──いや、──動ける、──それでも、姉を傷付けたくは、ない。

　最後の力を振ふり絞しぼって動いた。

　鵠こう子この懐ふところに手を突っ込むと、硬かたい手て応ごたえがあった。それを掴つかんで引っ張り出す。

　照明に鮮やかな朱しゆ色が映はえた。取り出したのは、皇こう女じよが持つ小刀だった。

　鵠子がそれに気付いて瞠どう目もくする。鴇子は構わず鞘さやを払う。刃を滑すべらせて肌に宛あてがう。

「なっ!?」

　鵠子が驚きの声を上げた。

　刃が傷付けたのは鵠子の体ではなく、鴇とき子自身の手だった。

　真っ赤な鮮血が噴ふき出た。小刀は、鴇子の手の甲を中指の付け根から手首までざっくり切り裂さいていた。飛沫しぶきは左の手から前腕までをあっという間に染め上げ、雫しずくが鵠子の服や顔にまで散って、鴇子はそれを「熱い」と思った。

　予想だにしなかったことが起こり、鵠子の腕から力が抜ける。その隙すきを見み逃のがさない。

　鴇子は体ごと大きく踏み込み、右手で鵠子を突き飛ばした。

　鵠子が後ろに倒れ込んで尻しりもちをついた。驚き覚さめやらぬ彼女に鴇子はそれ以上どうともせず、二、三度咳せき込んだ後、血の滴る左手を突き付けて叫ぶ。

「ただの人形だと思うなっ!!」

　ちなみに、当たり前だが死ぬほど痛かった。思い切って切り込みすぎた傷と溢あふれる血にうっかりベソをかきそうになるが耐える。頬ほおの痛みも手の傷も、温かい血も自分だけのものだ。

　人形のものではない。まして、死んだオリジナルのものでもない。

「見ろ。これはわたしの血だ。第三皇女の血じゃないし、あなたと本当に同じ血でもない造り物かもしれない。けど、わたしの血だ！　今ここにいる、わたしだけの血だ!!」

「……おまえ」

　鵠子は唖あ然ぜんとしたまま鴇子を見上げている。

　感情のまま一気に捲まくし立てた。

「みんなそうだ。みんなにはみんなの血が流れてて、みんなちゃんと生きてるんだぞ！　帝てい都とじゃなあ、大人おとなも子供もじじいもばばあもおっさんもおばさんも山ほどいるんだ！　みんな店とか作って家とか住んで飯とか食ってて働いてる！　あっちこっちに色々あってちょっと買い物するにも大変なんだぞ！　こないだなんか近所の敷しき島しまさんちに女の子が生まれてなあちっちゃくて丸くて温かくてなあ!!　なんだ勝手に弱いだとかなんとか!!　自分だけで限界決めてなんでもかんでも思い通りになると思うなっ!!」

　考えがとっちらかってもう論理的な説得もクソもあったものじゃなかった。

　ただ──本物の鴇子は、姉に対しこんなことを言うだろうかと思った。

　いや、自分ではない人間のことなどわからない以上、無意味な想像だとも思う。それでも、昭和一〇一年に目覚めて帝都で暮らし、ここまで来た鴇子だけが知っているものもある。

　人は弱くなんかない。

　鵠こう子こは立ち上がれなかった。ただ感情の奔ほん流りゆうに任せるまま、頭の中を一気にぶちまけた鴇とき子この気き迫はくに圧倒されていた。刺そうと思えば鵠子を刺せた筈はずなのに、そうしなかった鴇子の決意に打ちひしがれているようでもあった。

　鵠子は鴇子の血と、床に転がった小刀を見比べて、やがて痛みに耐えるように顔を歪ゆがめた。

「だったら。──だったら、どうすれば良かったんだ……っ」

　責任感の故ゆえに姉は歪んだ。安全のため母と次女を眠らせ、自分だけ目覚めて戦いの道を選んだ鵠子は、心の内を見せる相手が誰もいなかったのだ。鴇子は左手を下げて呼吸を落ち着け、静かな声でこう答えた。

「……このまま、流れに任せるままで良いと鴇子は思います。民たみは、姉上が思っているよりずっと強くて逞たくましい。一人で抱かかえ込まないで、みんなを信じなくちゃ」

　その時鴇子の脳のう裏りには、友達の顔がよぎっていた。

　叶かな葉はだ。鴇子は彼女に救われた。戦う力が無くとも、強い少女だと鴇子は知っている。

　それからもう一人の友達の菘すずなや、これまで出会ったあらゆる人々。帝てい都と下した街まちの労働者だとか商人だとか、中央の職員や登と坂さかの研究員達。

　当然、人ではない者も。九く曜ようをはじめとした鬼き虫ちゆうの面々、みんな同じに見えてよく見れば結構個性のある気がする機械兵達。

　そして、菊きく丸まる。

「短い間、わたしは街にいました。汚くてうるさくて、ごちゃごちゃしてて、全然落ち着かないとこでした。わたしの働いてる飯めし屋やなんか、働き盛りの男ばっかり来るもんだから汗あせ臭くさくって敵かなわない。でも、みんな活いき活きしてて、楽しかった。色々あって、大変だったりもしたけど……本当に、楽しかったんです」

　鵠子は、少し黙だまって鴇子を見上げていた。

　やがて眩まぶしそうに目を細め、鴇子の左手をゆっくり指差す。

「──手を、」

「え？　……あっ」

　ふらっときた。

　改めて見たら物もの凄すごい勢いで出血していた。傷自体はそこまで深くないのだが何しろ手の甲であって、皮膚が切れたらすぐ骨だ。血の中になんだか白いものが見えた気がして鴇子は今いま更さらのようにパニックになった。

「……わーっ！　わーっ！　やりすぎた!!」

「お、落ち着きなさい。応急処置くらいならできる。確かここに……」

　鵠子は四つん這ばいになって床を這い、鉄製の棚たなの下の段を開いた。中の救急箱を取り出して手招きする。鴇子は飛び付いて半泣きで手を差し出す。大体そもそも喧けん嘩かのケの字も知らない鴇子が痛みに強いわけがないのだ。

「消毒して……縫ぬう必要があるな。ちょっと痛いぞ」

「も、もうとっくにめちゃくちゃ痛いですが……っ！」

　一度意識してしまうと見ることも怖こわかった。顔を背そむけてぎゅっと目を瞑つむり、されるがままに治療を受けた。その最中ふと、鵠こう子こが呟つぶやくように聞く。

「……ひとつ聞きたいんだが」

「あうっ、いつっ、え、何ですか？」

「どうして、そこまでしてわたしを説得しようとしたんだ？　おまえは逃げ隠かくれすることもできたし、さっきわたしを刺すことだってできた」

　鴇とき子こはさほど考えなかった。傷口からはやっぱり目を向けられないまますらすら答える。

「──本当のことを知りたくて」

　とはいえ、言葉で説明するとなると少し手こずる。鴇子の言葉は簡潔で、端たん的てきだった。

「逃げちゃいけないって思ったんです。だってわたしは、姉上達と一いつ緒しよに帰りたいって思ってるから。ちゃんと色々けりを付けて、うちに帰って、うまい飯を食べて、それからなんだ。友達の受け売りなんですけど」

　鵠子は手だけを動かしながら、しばらく黙だまっていた。

　鴇子の傷に清潔なガーゼを当て、包帯を巻きながらしみじみと呟く。

「…………わたしの負けだな」

「？　なにか言いました？」

「いや。おまえには酷ひどいことをしてしまった。謝あやまって済むことじゃないが……すまなかった。思いもしなかったんだ、おまえがあんなにはっきりした考えを持ってたなんて」

「ん……」

　鴇子は小さく首を振ふる。

「いいんです。姉上はきっと考えすぎてたんだ。黒くろ塚づかの奴らめ、今に見てろよ」

　黒塚の名を聞き、鵠子の表情が曇くもる。その中ちゆう核かくにいたのが彼女だ。それに対する責任というのも、当然あると彼女は思っていた。

「……でも、今いま更さら後戻りなど。こんなことまでしたわたしに、そんな資格は……」

「戻れますよ。この騒ぎだってすぐに終わる。きっちり説明とかして、色々なんていうか落とし前みたいなのは山ほどありますけど……ちゃんと帝てい都とに帰れます」

「鴇子は、どうするんだ」

　複製人間の処しよ遇ぐうについては、現状かっちり決まった法があるわけではない。

　もともと表おもて沙ざ汰たにはできない計画で生み出された存在であるから、戸こ籍せきが無い。今まではどさくさに紛まぎれて暮らしていけたが、今の事態が落ち着いた後で鴇子がどうなるかは改めて審しん議ぎが必要となるかもしれない。

「わたしがこんなことを言う資格はないかもしれないが……家に来ないか？　母上や鶫とう子こにはちゃんと説明する」

　腹の底にむずりとくすぐったいものがよぎった。それも考えはしていた。のだが、いざ事が済んだ後で御ご所しよに帰れと言われても今いま更さらしっくりこない気がしている。

　確かに鴇とき子こは第三皇こう女じよの複製ではあるにしても、厳密には違うのだ。さっき自分で血を見せてまで違うと言ったばかりだし。

　なので、頭の中で少し考えていたことがあった。それを口にする時だと思った。

「姉上……その。もし、叶かなうならですが、全部終わったら、」

「なりません」

　割り込みを入れた声は、男のものだった。

　撃げき鉄てつを起こす音がした。

　いつの間にか機密扉が薄く開き、誰かが入り込んでいた。男は入り口に立ち、鴇子の頭に銃じゆう口こうを向けていた。

「……!?　お、おまえ、何を!?」

　二人は気付かなかったのだ。小部屋には監かん視しカメラがあり、姉妹の会話が筒つつ抜ぬけだったことに。そこから不ふ穏おんなものを感じ取った乗員の一人が急行していたことに。

「我々が始めたことは、我々の手によって終わらせなければならない。そしてそれは今ではありません。……今一度、御自分の使命を思い返して頂きたい」

　鴇子は動けない。男はゆっくり鴇子に近付き、人質に取る形で銃口を突き付けた。落ち窪くぼんだ眼は手負いの動物のように光り、言いようも無い狂きよう気きを孕はらんでいるように思われた。

　男の名は百も舌ず十じゆう蔵ぞう。かつての鬼き虫ちゆう開発班の一人にして、登と坂さか研けん究きゆう所じよの百舌喜き久く乃のの実父だ。
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　蛍ホタルは専用のコードを使い、第二ドックのハッチを外から開いた。

　管かん制せい官かんの導きはないが、ハッチの自動開閉システムが蛍を受け入れて口を開く。久く留る守すは蛍ごと神しん鯨げいの内部に飛び込んだ。来きたる本格稼か働どうに向けて蛍の信号も登録されていたようだが、久留守自身が神鯨に入るのはこれが初めてだ。

「ここでまってて」

　待機状態にある蛍から出て床に降り立つ。中は薄暗く、動く者は誰もいない。戦力になる者はみな出払っているものと思われたが、これではまるでちょっとした廃はい墟きよのようだと思った。

　内部をざっと索さく敵てきし、反射電でん磁じ波はで付近の構造を把は握あくしようとするが、広すぎて通路の端はし々ばしまではわからない。どこかに艦内構造の入ったデータが見つかればいいのだが──そこまで思ったところで、久留守はふと薄うす闇やみの中に蹲うずくまる大きな影を見た。

　──！

　反射的に駆かけ出す。影はほとんどがスクラップのようになっていて、原型を留とどめているのは頭部周りだけのように見えた。だがそのフォルムと、中で大たい儀ぎそうに起き上がる男の姿を見間違えようもない。

「いづつ！」

　四番式・弩ど将しようの井い筒づつは、兜カブトの虎杖いたどりとの一いつ騎き打うちに敗れてここまで回収されてきた。

　まだダメージが残っていて、うまく動けないようだった。井筒はぼろぼろになった体をどうにか立たせようとするが、破は壊かいされた蜈蚣むかでの残ざん骸がいをどかしきれない。久く留る守すはぱたぱた駆け寄って井筒を手伝う。

「……ンだテメェ……来るなっつっただろ、ボケガキが……」

　黒塚部隊の予定通りに事が進めば、彼もまた改造を施ほどこされて蟻あり塚づかに組み込まれていたに違いない。

　九く曜ようと柊ひいらぎが蟻塚を停止させ、状況が激変したから今になって正気のまま目覚めたのだ。だがそもそもの突とつ破ぱ口こうを開いたのが蜈蚣の砲ほう撃げきであることを思えば、井筒が危機を逃のがれたのも巡めぐり巡って彼自身の力によるものと言えるかもしれない。

「ひあしをみた？　みんなは？」

「知るか。ちょっと黙だまってろや」

　どうにか瓦が礫れきを脱した井筒はよろけつつも立ち上がり、まず蜈蚣の損そん傷しようを確認した。

　蜈蚣は見る影もなく破は壊かい──いや、分解されていた。完成した兜の特とつ攻こう術《念動波アクシオン》は蜈蚣のパーツ一つ一つに至るまで干かん渉しようし、恐ろしいほど精せい密みつにして迅じん速そくな操作によって井筒をここまで追い込んだのだ。

　だが副脳は残っていた。当然だ、そこまで破壊してしまっては元も子もない。胸部と頭部を残しつつ、幾つもあった肢や胴や火器がごっそり失われてしまっていた。

『オイ蜈蚣、生きてっか？』

『────／　　【自律稼カ働ドウ不可】【休眠状態ニ移行】』

　辛かろうじて、といった形で応答したものの、これ以上どうとも動きようがないのが実情だ。井筒は蜈蚣の頭を一度こつんと叩たたき、忌いま々いましげに呻うめいた。

「……クソッ、我ながら情けねェ……」

「どうするの？」

「決まってンだろ。バカ共がこれ以上バカやれねェように止めンだよ。テメェ元々黒くろ塚づか部ぶ隊たいだろが、どこに何があんのかくらいわからねェのか。管かん制せい室みてェな場所とかよ」

「わかんない。あたしもはじめてはいる」

「ケッ。使えねェガキだぜ」

　舌打ち一つ、井筒は内蔵火器が動くことを確認し、革手袋を外はずしてその場に投げ捨てた。

　少しふらつく足で歩き出す。トサカめいた髪が左右に揺ゆれる。目覚めたばかり且つつ消しよう耗もうしている井い筒づつの足取りはいかにも危なっかしい。

「……艦かん橋きようを探さがすしかねェか」

「……」

　久く留る守すは何も言わず、ぺたぺた歩いて井筒の後に続いた。井筒は肩越しに振ふり向いて心しん底そこ嫌いやそうに顔を歪ゆがめ、しっしと手を払った。

「ついて来ンなや」

「ついてきてない」

「ついて来てンだろォか」

「いきたいとこがおんなじなだけ」

　実際、久留守も艦橋に向かうつもりでいた。広すぎる神しん鯨げいの中を適当に走り回るのはどう考えても効率的とは言えず、であれば確実に誰かいる場所を目指す方がいいに決まっている。

「ざけんな、帰れっつってンだよ！　オレの足引っ張るようだったらシメんぞコラ!!」

「ともえもいる。あとでくるかも」

「……！　姐あね御ごが!?　おい、マジかよ!?　ご無事だったってェのか!?」

「ほんとう。うそなんてつかない。あたしといっしょにきて、いま、けんびしなおしてる。ほたるといっしょにとんできたの」

　久留守のたどたどしい口ぶりでは長い説明などできないが、身振り手振りを交えてなんとかそこまで伝えた。

「ともえは、あたしのばしょわかる。あたしといれば、あえる」

　井筒は蛍ホタルに視線を転じ、よく見れば細かいフォルムが少し違っていることに気付いた。どう見ても久留守一人でできることではない。巴ともえが噛かんでいるということの証しよう拠こでもあった。

　井筒は暫しばらく難しい顔をしていた。だが時間が無いことを思い出し、蛍をもう一度ちらりと見て、久留守を追い払うこともなく歩き出した。久留守はやはり井筒の三歩ほど後ろをぺたぺたついて来た。

「……おいガキ」

「くるす」

「うっせ、テメーなんざガキで十分だガキ。……アレにゃ、《蛾が》の部品を使ってンのか？」

　見ただけですぐわかったことに久留守は内心驚いた。

「……うん」

「あつっかましい真ま似ねしやがって責任重大だぞテメェ。あれに傷一つでも付けやがったらこのオレがヤキ入れてやっからなコラ」

「うん。……わかってる。あれは、すごくだいじなものだから」

「ケッ……」

　井筒はそれ以上追及しなかった。

　薄暗い通路を進み、井い筒づつと久く留る守すが艦かん橋きようへ向かう。













　　　伍ご　─　執しゆう念ねん







　途中、通路の奥に男の姿を見つけた。

　艦内見取り図を参考に回り道と後戻りを繰くり返して、ようよう艦かん橋きようのあるブロックに足を踏み入れた矢先のことだ。

　自分にはそれが誰なのかわからなかったが、追うと決めるのに時間はかからなかった。何かが起こっていると直感したのだ。彼の様子にはどこか鬼き気き迫るものがあり、右手に握にぎり締しめる拳けん銃じゆうがちらりと見えもしたから。

　気付かれないよう慎重に彼の足取りを追うと、どこもかしこも水一滴も漏もらさぬほど堅けん牢ろうに造られた神しん鯨げいの中ちゆう核かく部に入り込む。先へ先へと進むと、開かれたままの分厚い機き密みつドアが目に入り、そこまで差し掛かるや足音もなにも気にせず走り出した。

　知っている声が聞こえたのだ。




「百も舌ず十じゆう蔵ぞう……だったか」

「名を覚えていて頂き、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます」

　恭うやうやしく目礼する百も舌ずだが、右手には相変わらず拳けん銃じゆうが握にぎられている。鵠こう子こは迂う闊かつに動けないまま、焦あせりを押し殺して慎重に要求する。

「くだらん挨あい拶さつはいい。その子を今すぐ離せ」

　髪や髭ひげがもう半分以上は白い初老は、左腕で鴇とき子こをがっちり拘こう束そくしていた。こめかみに拳銃を突きつけてじりじりと後ずさる。

「申し訳ないが、従うことはできません。陛へい下かは心乱れておられるご様子。この娘がそうしたのなら、お早く目を覚まして頂かなくては……」

「あ、姉上……！」

　身をもがく鴇子を、百舌が押さえつける。鵠子は歯は噛がみしながら百舌を睨にらみ付けた。

「心配するな、撃うたせはしない。……何のつもりだ、百舌。こんなことをしてただで済むと思っているのか」

「思っておりませんよ。最初から、ただで済ませるつもりなど毛もう頭とうありません」

「……何が言いたい」

「貴女あなた様もそうだった筈はずだ、と申し上げています」

　不敬を知りながら、百舌は落ち窪くぼんだ目で鵠子を睨にらみ返した。

「不退転のつもりだったのではないのか。今いま更さらやめるなど虫が良すぎる。我々はもう後戻りなどできないんですよ、陛下」

　それは百舌のみならず、ここまで生きてきた黒くろ塚づか側の人間達全ての意向でもある。

　鴇子を人質に取られ、言葉に詰まる鵠子。百舌は油断なく相手を見つめながら、

「……貴女様はそのままでよろしい。あとは我々が行います。陛下は、来るべき時に備えて安全な場所で待っていられればよいのです」

　余よ計けいなことをせず、お飾りでいろと言っているのだ。表に掲かかげる人形であれと。拘束されたままの鴇子が身をもがいて叫んだ。

「姉上っ！　聞いちゃだめだ！　こいつら、みんなおかしいんだ！」

「そうとも、複製。何もかもおかしいんだ。狂っているんだよ、我々も時代も全てな。今更そんなことに気付いたのかね？」

「っく、この……っ！」

　こめかみに銃口を押し付けられ、鴇子はそれ以上どうともできなかった。百舌が鴇子を見る目は、人を見るものではなかった。非常事態の連続でもとより余裕を失いつつある彼は今、鴇子のことを「皇女を拐かどわかす障害」と認識している。

「だが人形にしてはよく喋しやべる。……これ以上余計なことを吹き込む前に、黙だまらせておいた方がいいかもしれないな」

「やめろ！　その子を離せ！」

　熱情と狂気を秘めた百も舌ずの眼めは血走り、黒目がせわしなく鵠こう子こと鴇とき子こを見比べている。神経症的な引き攣つれた早口で捲まくし立て、筋すじ張ばった手で拳けん銃じゆうを握にぎり直した。

「御お気きに病やむことはありませんよ陛へい下か。複製人間の製造なら、資料を保管してありますので再現可能だ。お待ちいただければ、余よ計けいなことを言わない代わりをご用意できるでしょう」

「……っあ、姉上、こんな奴の言うことなど……！」

「やめ……っ!!」

　三者の声が重なり、百舌の指が僅わずかに震ふるえながら引き金にかかる。

　鴇子はぎゅっと目を瞑つむり、鵠子は咄とつ嗟さに手を伸ばすが間に合わない。だが、視野狭きよう窄さくに陥おちいっていた百舌は、横から迫る小さな足音に気付かなかった。

　彼の横腹に、何者かが体ごとぶつかっていた。

「ぐっ!?」

　全く予期せぬ方向からの衝しよう撃げきに、百舌の体が大きくよろけた。

「……こんのっ!!」

　好機だった。鴇子は力が緩ゆるんだ腕から抜け、駄目押しに背中ごとの体当たりを仕し掛かける。

　たまらず百舌が通路の床に転がる。何が起こったのかよくわからないまま彼から距離を取って、鴇子は突然の乱入者を認め声を上げた。

「叶かな葉はかっ!?」

「はーっ、はーっ、はーっ……！」

　小さなイノシシのように突撃してきた叶葉は「ふんっ」と鼻息を吹き出し、首をぶるるんっと振ふって乱れた前髪を払った。

「鴇子さま！　無事だったんですね！　……あっ、日ひ足あしさんも大丈夫ですか!?」

　ほとんど考えなしに突とつ撃げきしたものの、背中には相変わらず日足を背負いっぱなしなのだ。日足はぐったりと頭を垂らしたまま何も言わないが、「……ぐぅ」と不満そうな声を漏もらす辺あたり意識はあるらしい。

「鴇子っ！」

　小部屋から鵠子が飛び出して鴇子を抱き締しめた。

　鵠子を見て叶葉は少し警けい戒かいしかけるが、彼女の様子がこれまでとは違うことにすぐに気付いた。額ひたいから汗を流し、裏返り気味の声で妹の名を呼んだ鵠子は、どう見ても本心から鴇子を心配していた。上うわっ面つらの態度だけでは、なかった。

　──そっか。鴇子さま、ちゃんとお話しができたんだ。

　すごい、と素す直なおに思った。流石さすがは鴇子だ。やる時はやるのだ。

「……くそっ！」

　と、百舌の呻うめきに一気に現実に引き戻される。立ち上がる彼はまだ拳銃を握っている。

　三人とも咄嗟に身構えるが、その必要は無かった。

　立ち上がり、こちらに拳けん銃じゆうを向けかけた百も舌ずが、あるものを見て動きを止めたのだ。まるで冷や水をぶっかけられたかのように硬こう直ちよくしていた。

　彼の目線は、叶かな葉はの背中に向けられていた。ぐったりとしたまま背負われている日ひ足あしに。

　日足はのろくさと顔を上げて百舌を見返し、ぼそりと言う。

「…………なんだ……誰かと思えば。アンタ、百舌のおじちゃんじゃんか」

「百舌？　……あなた、もしかして！」

　勢い込む叶葉を、日足が制した。身を乗り出して叶葉の肩越しに顔を出し、落ち窪くぼんだ眼めで百舌を見つめる。

「おじちゃん。一コだけ、聞かせてよ」

　日足は、百舌の顔を見るだけでもうなんとなくだが察してしまっていた。

　百舌は、もう消えかかっている日足の姿に驚いていた。彼の表情には驚きよう愕がくの他に一種の諦あきらめと絶望の気配があった。その三つが全て自分に向けられていることを、日足は直感していた。

　それだけで確信を得るに等しかったのだが、どうしても聞かずにはいられなかった。

「ボクはもう、ダメなのかな？」

　日足の問いに、百舌は険けわしい表情のまま、ぎこちなく頷うなずいた。

「……臨りん界かい突とつ破ぱ現象だ。君はもう戻れない。完全に消えるまでそう長くはない」

「………………」

　はっきりとした肯こう定ていを受けて、日足はただ俯うつむく。

　日足はもう戻れない。虫をよく知る技術者の口からそう言われ、叶葉は愕然とした。

「──そんな、だって、日足さんはまだこうやって生きて……！」

「時間の問題だ、と言っているんだ。……四号、君の犠ぎ牲せいは無駄にはしない。我々は止まるわけにはいかない」

　言って、百舌は右手を挙あげた。拳銃がゆっくり持ち上がる。

「……っ！」

　叶葉が息を呑のむ。

　突然、日足が片手を伸ばした。

　極小規模の《空間転移ジヨウント》が発動した。

　臨界突破現象は、限界を超えた出力での特とつ攻こう術の行使により起こることだ。その力は使用者を蝕むしばみ最終的には破は滅めつに導くが、その間に使用できる能力は、劇的に増大している。燃え尽つきる直前の火のように。

　敵意を感知し、日足はほとんど反射的に空間転移の精せい密みつ操作を実行していた。自分から離れた位置、百舌の手の中の拳銃だけをどこかへ転移させたのだ。

「な……っ!?」

　呻うめく百舌の手から血が噴ふき出した。拳銃に触れていた指の肉の一部分がもろともに転移され消えていたのだ。咄とつ嗟さに右手を押さえるが、血は滴したたり続けて床を汚した。

「……隊長……隊長はどこにいるんだろ……ボク、隊長に会わなくちゃ……」

　うわ言のようにぶつぶつ呟つぶやき続ける日ひ足あしは、今や正気を保っているかどうかすら定かではなかった。叶かな葉はは肩越しに彼を振ふり返るも、何と言葉をかけていいのかわからない。

　その時、唐とう突とつに銃じゆう声せいと爆ばく音おんが響いた。

　外からではない。明らかに中、小部屋の直上──艦かん橋きようからだ。




　艦橋の扉の一つがひとたまりもなく吹き飛び、ぼろ屑くずのようになって床に転がった。

　突然の闖ちん入にゆう者しやに艦橋は色めき立った。乗員は一いつ斉せいに小型拳けん銃じゆうを取り出し、ぽっかり口を開けた扉の向こうに銃口を向ける。機械兵も甲こう虫ちゆう特とつ機きもいないこの場所には、もう人間しかいない。

　そんな場所に、新たに二人が足を踏み入れた。

「よォ。久々だな」

　右手から硝しよう煙えんを漂ただよわせながら歩み出る男は、井い筒づつ。

　その隣となりには、懐なつかしい顔ぶれを見渡して複雑そうな顔を見せる久く留る守すがいる。

「……みんな……」

　乗員はみな一様に目を見開いた。捕ほ虜りよになってそれきりの三号丸と、直接顔を合わせるのは実に二十年ぶりの四番式が目の前にいるのだから。

　久留守にとって年老いた彼らと共にいたことは記憶に新しいところだが、井筒からしてみれば久しぶりどころの騒ぎではない再会だ。知っている顔は数多くあった。当然だ、黒くろ塚づか部ぶ隊たいの人間の構成員には鬼き虫ちゆうの開発チームが多く含ふくまれているのだから。

「随ずい分ぶん老ふけちまったな、ええ？　もうちょいマシな歳の取り方ってモンが無かったのかよ？」

「相変わらず手厳しいな……四番式」

「うるせェよ。誰のせいだと思ってンだ」

　舌打ちする井筒の胸中には、なんとも言い難がたい苦々しい感情があった。時間がない。井筒は剥むき出しになった機械腕の指先の銃口を突き出しながら、単刀直入に言い放った。

「今すぐこのデカブツを止めろ。こいつは命令だ」

　蟻あり塚づかを失ってなお神しん鯨げいは動いている。だが、艦橋さえ抑おさえれば制せい圧あつは可能だと井筒は踏んでいた。ほぼ全ての戦力が出払った今、それは当たっていると言えた。

「言っとくが、気ィ張って喧嘩ゴンタ仕掛けようなんて思うンじゃねェぞ。ここにいる全員が束たばになってかかって来ようがオレぁ負けねェ」

　神鯨のレーダーが彼らの背後で瞬またたき、空中を恐ろしい速度で飛び回る何かの反応を示している。そちらを一いち瞥べつし、井筒は間接的に仲間の無事を確認した。もたもたしてはいられない。

「井筒さん……っ！」

　ふと、後ろから声がかかる。

　ちらりと振ふり返ってみると、三人の女が艦かん橋きように足を踏み入れていた。黒くろ塚づか部ぶ隊たいに拉ら致ちされてしまった叶かな葉はと鴇とき子こ、見たこともないが鴇子に似ている女。

　それから、肉体の実像が薄らいで消えかかった日ひ足あしも。

「！　ひあし!!」

　その姿を見つけて、久く留る守すが叫んだ。そのままもつれるようにして叶葉に駆かけ寄り、背負われたままの日足に声をかけるが、彼はもう答える気力すら失っているようだった。

　──ち。

　少年に何が起こっているのか察し、決まりの悪い気分になった井い筒づつは男達に向き直って静かに言葉を投げた。

「……全員オレとも馴な染じみだ。身内みてェなモンだ、姐あね御ごもそう思ってるに違いねェ。オレに撃うたせンな。さァ、今すぐ止めやがれ」

　さして間を置かずに一人が答える。

「そういうわけにはいかない」

「テメェらなァ……!!」

　せいぜい二十人かそこらといった神しん鯨げいの乗員は、もう全員が銃じゆうを下ろしている。

　今いま更さらここで全員が抵抗したところで、井筒一人に傷一つ付けられないことは誰もが承知していた。しかしあくまでも強きよう硬こうな態度であれ、無抵抗な相手を撃ち殺すことは井筒の矜きよう持じが許さない。そういうところまで彼らが計算していたかどうかは、わからないにしても。

「……そうだ。そういうわけには、いかない」

　続く言葉と共に、百も舌ずが遅れて現れた。

　彼は右手に乱暴に包帯を巻き付けて止血し、夢遊病者のような足取りで艦橋の硬かたい椅い子すに腰こしを下ろした。そいつにも見覚えのある井筒は、じりじりとした焦あせりに押され、かねてから胸の内にあった大きな疑問を問い質ただしていた。

「ふ……っざけンじゃねェぞクソジジイ共！　バカげた仕し掛かけでどいつもこいつも巻き込みやがって！　テメェら一体、どういうつもりでこんなマネしてやがる!?」
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　ここにいる全ての男達は、一人残らず過去に取り憑つかれた幽ゆう鬼きの集団だ。

　蘇よみがえった自分さえそうであることを、井筒は深く自覚している。

　鬼き虫ちゆうの開発班のことはよく知っているつもりだし、彼らの心情を斟しん酌しやくしない気も無いわけではなかった。だが井筒からしてみれば、今も後ろにいる叶葉や鴇子らのような非ひ戦せん闘とう員いんを巻き込んでまで推おし進める計画というものがどうしても承服しかねる。胸むな倉ぐらを掴つかんででも腹の底にあるものを引きずり出してやりたいと思うのは、ここまで来た大きな動機の一つだった。

　井筒の怒ど声せいが艦橋に響き渡る。沈ちん黙もくは幾らもなかった。

「我々は、負けてばかりだった」

　椅子に深く腰掛けたままの百舌が、モニターを見上げながらそう言った。

「……戦争に、ですか？」

　叶かな葉はが歩み出て、慎重に日ひ足あしを下ろす。街から連れ去られ、そのままここまで着て来た愛用の割かつ烹ぽう着ぎはすっかり薄汚れてしまっていた。割烹着と上着を脱ぎ、床に敷しいてその上に日足を横たえる。

「それだけじゃない。全てだ。何もかもに負け続けてきた」

「……ンだそりゃァ」

「片かた霧ぎり博士だよ」

　──片霧？

　叶葉達はその名に覚えがない。鴇とき子こも久く留る守すも、それが誰なのかわからないようで首を傾かしげていた。鴇子の傷を気き遣づかう鵠こう子こにはわかっていて、重々しくその名を告つげる百も舌ずを複雑な表情で見た。

「そこの君達は『弐に番式の巴ともえ』という名で知っているだろう。鬼き虫ちゆうの開発を牽けん引いんした、私達が知る限り最高の天才だ。彼女の理論と、それを実現する手腕は、誰の眼めから見てもあらゆる意味で常じよう軌きを逸いつしていた。圧倒的だったと言ってもいい」

　片霧巴は月づきについて語る時、彼らの声色は熱を帯びる。

　彗すい星せいのように現れた才さい媛えんは、同じ道を往ゆく技術者達にとってみれば神のような存在だったと言って過言ではない。

「だが彼女は純粋すぎた。常人離れした頭脳を持つ才さい媛えんであれ、精神の方はほとんど少女に近い。前だけを見て自みずからの研究を愛し、誰も追いつけない速度で進み続ける彼女は道の脇わきや後ろに転がる石ころには目もくれなかったし、石ころが何を思うかも気付かなかった」

「小しよう人じんの妬と心しんか……」

　呟つぶやく鵠こう子こに、否定の声を被かぶせるものは誰もいない。事実まったくその通りだからだ。彼らは心中にどうしようもない嫉しつ妬とを飼い続けていたことも、自分達が彼女には遠く及ばぬ小人であることも深く承知していた。

「我々は彼女に憧あこがれたし、それ以上に嫉妬したよ。ところがな、駄目なんだ。どうしたって彼女に追い付くことができない。やることは全て模も倣ほうに過ぎなかった。片かた霧ぎり巴は月づきが二十年以上前に辿たどり着いていたものを、私達はこんなにも時間を使ってようやく再現に至った。そして、そこでも負けた」

　三号丸・蛍ホタルの撃げき墜つい。

　四号丸・天テン道トウの撃げき破はと鹵ろ獲かく。

　度たび重かさなる量産型の撃破。

　そしてつい今しがた訪れた、二号丸・金亀コガネの敗北と、烏え帽ぼ子しの死亡。

　彼らが言うところの「敗北者」である久く留る守すは、日ひ足あしの傍そばにしゃがみ込んでぐっと拳こぶしを握にぎり締しめた。男達の中にある尋じん常じようならざる妄もう執しゆうには久留守とて気付かないではなかった。だが妄執を抱いていたというならば、あの頃の復ふく讐しゆう者しやたらんとする自分だってそうだったのだ。

「蛍も天道も、金亀も、これ以上は無いという傑けつ作さくだと私は信じている。事実、彼らは良く戦ってくれた。それでも、彼らでは届かなかった」

　乗員の一人が、久留守と日足の傍に寄ってその脇わきにしゃがみ込んだ。久留守は一いつ瞬しゆんびくりと身を竦すくませたが、彼はただ日足を見下ろし、首にケーブルを繋つないで主脳の計測を始めた。

　そして、小さく首を振ふった。

　久留守は愕がく然ぜんとして、叶かな葉はも下した唇くちびるを噛かみ締しめる。井い筒づつはそんな様さまを一いち瞥べつし、苦にが々にがしげに顔をしかめた。

「……じゃ何か。姐あね御ごを負かしたいが為ために甲こう虫ちゆうだとかいうモンを造ったってのかよ」

「少し違うな。それもあるが、それだけじゃない」

　静かに首を振ふる百も舌ずは、井筒をひたと見み据すえて逆に質問した。

「四番式の井筒、君は自分のやっていることが正しいと信じているか？」

「あァ……？」

　突然の問いに、井筒はすぐには返答できない。真意を測りかねる井筒の返答を待つことなく百舌は続けた。

「私たちは信じている。信じていなければならないんだ。我々はどこにいたのか？　どこにいて、何を成なしたのか？　片霧巴月の陰かげに隠かくれたただの技術者ではなく、我々が我々の手で何を残したかだ。それがたとえ罪を伴ともなうことであっても構わなかった。つまりこれは──」

　一人がモニターを切り替えた。

　ようやく外から映像情報を受け取ることができたのだ。

「私達という人間の、存在の証明なんだ。──見ろ」

　音声の無い粗あらい映像が映し出され、全員が咄とつ嗟さにそれを見た。

　監かん視し用の高こう精せい度ど光学センサーを搭とう載さいした郭カツ公コウまでも今は撃げき墜ついされている為ため、このカメラは急きゆう遽きよ飛ばした無人偵察機ＵＡＶのそれだ。とはいえ風と磁じ気き嵐あらしと対象物の余りの速さに、映うつすべきものを完全に捉とらえることはできないようだった。

　映像を画像として切り取り解かい析せきすると、映ったものの輪りん郭かくがくっきりと浮き上がる。遠方から俯ふ瞰かんした一対一の戦いは、二者を点のようにしか捉えていないが、何があるのか識別するには十分だ。

「兄貴！」

　井い筒づつは呻うめいた。黒く鋭い機影は、壱いち番式の蜻蛉とんぼに間違いない。

　超高速で空を飛び渡る蜻蛉に追つい随ずいするもう一つの影は、蒼あおい蜃しん気き楼ろうを纏まとう甲こう虫ちゆうだ。全身を分厚い装そう甲こうで覆おおった兜カブトは、大樹を這はう虫そのもののように神しん鯨げいの表面を駆かけ回り、時に飛び、時に地形を利用して蜻蛉と渡り合っている。

　そしてもう一つ、眩まばゆい閃せん光こうと滲にじむ闇やみが点のようになって空にある映像がある。そちらを見た途と端たんに叶かな葉はが声を上げた。

「九く曜よう！　伍ご長ちよう……っ！」

「今なお空では二つの戦せん闘とうが続いている。一つの場には一号丸《兜》と、壱番式《蜻蛉》が。一つの場には五号丸《鍬クワ形ガタ》と、九番式《蜂はち》だ。戦闘時間は今の時点で両方とも三十分を過ぎている。渡り合っているのだ、鬼き虫ちゆうと甲虫が！」

　蜂と鍬形の戦い、蜻蛉と兜の戦い。この二つを確認できる情報はごく僅わずかであり、誰もそこに直接赴おもむくことはできない。

　自分自身の存在の証明だと、百も舌ずは言った。経へた年月の数だけ皺しわを刻きざんだ男達は、みな一様にそれだけを求めてきた。二十年もの間、ずっとだ。

「──そう、信じないわけにはいかない。絶対に諦あきらめるわけにはいかないんだ。我々の造った甲虫は……特に、あの二人は、鬼虫をすら超える最高傑けつ作さくなのだから！　彼らならこの戦いを制すことができる。そして新たな次の戦いも、次の次の戦いもだ……!!」

　男達が胸に燃やす執しゆう念ねんは、道理や理性からは遥はるかに離れた場所にある、いっそ稚ち気きじみた科学者の夢に過ぎない。だが、生涯をそれにのみ賭かけてきた人間達の、命をも賭として成なし遂とげんとする意地だ。

　彼らの「戦争」は、そこにこそあった。

　井筒は暫しばし沈ちん黙もくし、ややあって黙だまって両腕を下ろした。

「……耄もう碌ろくしたかよ。随ずい分ぶんとまァ分ぶの悪わりィ賭かけに出たじゃねェか」

　それだけ言い残し、床にどっかりあぐらをかいてモニターを見上げる。まだ指先に僅わずかに残していた戦意を完全に拭ぬぐい去り、体内の火器管かん制せい機構をすらオフにした。予想外の行動に驚いたのは男達よりもむしろ久く留る守す達だ。

「いづつ……？」

「なな、何やってんだいきなり！　何されるかわかんないぞ!?」

　声を上げる久留守と鴇とき子こを煩わずらわしげに振ふり返り、確信を持って答える。

「ちと黙だまってろ。こいつら、今いま更さらオレらをどうこうしようだなんて思っちゃいねェよ」

　正確には、しようと思ってもいないし、思ったところで実現できまい。今の井い筒づつでも、その気になればこの場の全員を一人きりで制せい圧あつできる程度の力はある。だが井筒もまた彼らを敢あえて撃うとうなどとは思わない。

　それでいて、井筒の蜈蚣むかでは大たい破はしている。彼が今更ここで何をどうやっても外での戦いには影響しないし、飛行が精一杯の久留守の蛍ホタルもまた同様だ。

「おい、一コ約束しとけ」

「何だね」

「テメェらが負けたら、大人おとなしく全部やめろ」

　かつてと一つも変わらぬ井筒の様よう子すに、百も舌ずは笑みさえ浮かべて頷うなずいた。

「わかっている。そうなった場合は、我々も全てを清算するつもりだ」

　その会話を聞きながら、とうとう意を決して歩き出す少女がいた。

　叶かな葉はである。

　モニターに映うつる虫の信号の推すい移いと、お世せ辞じにも綺き麗れいとは言えない映像や戦せん闘とう記録に人々が釘くぎ付づけになっており、叶葉が動き出したことにすぐ気付く者はいなかった。叶葉が向かうのは、設備の前に座る一人の乗員だった。

「お願いします。あたしに通信機を使わせてください」

　男はすぐ後ろに立っていた小さな少女に驚く。叶葉はもうこの場にいる誰も恐れない。彼らも自分の考えや家族を持つ人間なのだということがはっきりとわかったからだ。そして、自分にも意思はある。

「……どうするつもりだね？」

「クワガタ……伍ご長ちように、繋つないでください。お願いします。もう一度だけ話がしたいんです」

　井筒はそんな叶葉の行動に気付いてはいたものの、止めることはなかった。

　戦いを見守ると決めた井筒は、もうテコでもここを動かない構えでいる。そうして、強い声で宣言した。

「目に焼き付けろよジジイ共。兄貴とあのバカは、絶対に負けねェ」




　そして、彼らは一つ勘かん違ちがいをしていると井い筒づつは思った。

　確かに、鬼き虫ちゆうと甲こう虫ちゆうの戦いには片かた霧ぎり巴は月づきと黒くろ塚づか部ぶ隊たいの「作品」の勝負という側面もある。

　だがそれだけではない。開発者の技術力と発想からなる兵器の性能だけで、相あい戦たたかう二者の勝敗を決めるには到とう底てい至らない。戦場の最前線に立ち続けた井筒はそれを実感として理解しており、同じく自みずから戦いに出た巴ともえもわかっていることだろう。

　井筒は、決して百も舌ず達のことが嫌きらいではなかった。

　共に戦場に立つ戦友でこそないが、誰も欠けてはならない仲間だとすら思っていた。

　自分達の手で何かを遺のこしたい。そんな信念に従い進む先にあるのが、鬼虫の模も倣ほうあるいは進化型となる甲虫だというのは、この上もない皮肉ではないだろうか。彼らは鬼虫や片霧巴月から目を逸そらすことがどうしてもできなかったのだ。嫉しつ妬とという名の呪じゆ縛ばくに真まっ向こうから立ち向かわねば、前にも後ろにも一歩も進めはしないのだ。

　どこまで行っても、そういう男達なのだから。

　井筒は記憶よりもずっと年を取った百舌達を──かつて確かに自分達の仲間だった男達を見渡して、思う。

　──一人残らず、バカ野郎だ。













　　　六　─　鬼き哭こく







「静しず馬ま」

　過去。まだお互い人間だった頃の、だだっ広い阿あ達だち家の食卓にて兄はふと切り出した。

「はい」

「父上が、何と呼ばれているか知っているか？」

　知っている。人と機械の混合体となった二人の父は、勲くん章しようと共に最高の栄えい誉よを授かった。彼を表す名は掛かけ値ねなしの賛辞そのものだった。静馬は箸はしを止め、落ち着いた声で返した。

「軍ぐん神しんです」

「お前は、本心からそう思うか？」

「……」

　流石さすがに、すぐには返せない。答えを期待しての問いではなかったのかもしれない、夕ゆう馬まは十秒も待たずに、自分の手元を見下す。血と肉と骨で形成された人間の手を。

「俺はそうは思わない。父上は立派な軍人だったとは思っている。だが……」

　続く言葉は、やり場のない怒りを秘めていた。

「──あんなものがそうならば、この世に『神』などいないんだ」




　　　　[image: くぎり]




　壱いち番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜胆りんどうは、最初の鬼き虫ちゆうにして、最速であり、最強の鬼虫である。

　第一世代の空戦型として開発された蜻蛉は、前線における指揮官機という運用コンセプトのもとに設計された。蜻蛉が特別な専用武装を持つことはなく、直接戦せん闘とうは主として第一世代最後の個体・参さん番式と、それ以降の第二世代が担になうものと定められていた。

　蜻蛉に必要とされたものは高性能の電子系と、飛行速度。そして流動金属《水みず鉄かね》──幾いく兆ちようものナノマシンで構成された、鬼虫が有する自己再生装そう甲こう──の運用実験機としての側面を持っていた為ため、他の鬼虫より多量の水鉄を備えていた。

　四天の竜胆の特とつ攻こう術は《神タ経キ加オ速ン》。

　ただでさえ速い反応速度・思考速度・知覚能力を爆発的に増ぞう幅ふく・拡大させ、主観的に見える全てのものが奇き妙みようにゆっくり感じられるというものだった。戦局がハイペースで変わり続ける最前線にあって、敵味方一人一人の動きから銃じゆう弾だん一発の動きに至るまで絶対に見み逃のがさず判断を誤らぬように備わった能力である。

　蜻蛉はその神経加速を用い、己おのが有する多量の水鉄の完全制せい御ぎよに成功した。

　超加速の思考で水鉄を構成する一つ一つのナノマシンに干かん渉しようし、本来一定のルーチンで動くそれらを自由に流動・凝ぎよう固こさせ、時として盾たてに、時として剣になる変へん幻げん自じ在ざいの液体金属へと昇華させたのだ。

　神しん速そくの飛行と鉄てつ壁ぺきの盾、全てを断ち切る刃と、絶対的な反応速度による見切り。壱番式が指揮官と最高戦力の二つを両立させたのは、開発した者達でさえ想定していなかった竜胆自身の想像を絶する研けん鑽さんによる。

　対する甲こう虫ちゆう／特とつ機き一号丸《兜カブト》の虎杖いたどりは、「甲虫式」の全ての基き盤ばんである。

　これまでのデータを下した敷じきとし、量産を前提とする新たな理論で造り出された甲虫は、最初から一機一機が特注ワンオフの鬼虫とは似て非なる哲学を持つ。その一号機であるところの兜は、高い基本性能と拡かく張ちよう性を両立した理想的な隊長機と言える。

　彼の特攻術の名は《念動波アクシオン》。

　念じることにより自機全体を中心として「波」を放ち、その波によって対象に物理的に作用する。波は出力制御によって多様な用途を持ち、「強く、大規模な力」はそれ自体が破は壊かい力を持つ強力な《戦術波は動どう砲ほう》と化し、「弱く、精せい密みつな力」は不ふ可か視しの手によって掴つかむがごとく精妙みように操あやつる随ずい意いの波動として機能する。破壊力と汎はん用よう性を併あわせ持ったこの力を自在に操る兜は、間違いなく鍬クワ形ガタと並び立つ一つの完成形だった。

　更さらに虎杖いたどり本体の肉体には、鬼き虫ちゆう七番式《蟻あり》の親機の触角が埋め込まれていた。

　あらゆる媒ばい介かいを必要としない思念のネットワーク《知覚疑験シムステイム》、蟻の特とつ攻こう術たるそれを支配する為ために埋うめ込み、自みずからの主脳と適合させた虎杖は、念動波アクシオンとは別の新たな力を得ている。

　戦せん闘とうに特化させた知覚疑験──「受信」のみに絞しぼられたこれは、敵の思念を読み取ることにより、相手の動きの恐ろしく正確な先読みを可能とする。

　蟻と楓かえでが動きを止めた今でも、虎杖の制せい御ぎよによって機能するこの触角は、蟻からは切り離された兜カブトの一部として生きていた。

　竜胆りんどうと虎杖は、鬼き虫ちゆう側と甲こう虫ちゆう側それぞれの頭とう目もくである。

　その二機が、一対一で激突していた。

　その二人は、人であった頃の血を分けた兄弟だった。




　細く鋭い漆しつ黒こくの機影が、銀の光を纏まとって風と音を切り裂さいた。

　碧あおい複眼が遠とお間まの標ひよう的てきを照しよう準じゆんする。街のいかなる建物よりも遥はるかに巨大な神しん鯨げいは、今は接地したまま動くことがなく、まるで地面から隆起した鋼こう鉄てつの山に見えた。その表面を駆かけ回る大きな甲虫の、その瑠る璃り色の単眼もまたこちらを見ている。

　蜻蛉に命じる。流動装そう甲こう水みず鉄かね・攻勢展開。膨ぼう張ちようし弾はじけて指向性を持たされた液体装甲が光のように奔ほとばしった。

　単分子レベルの鋼こう線せん状に形成された水鉄の刃は、軌き道どう上に存在するあらゆるものを問題にもしなかった。無秩序のように見えて全ての軌道が計算され尽つくした斬ざん撃げきは神鯨の装甲に無音のままに滑すべり込む。爆発めいた破は壊かいが巻き起こり、その只ただ中なかにあって兜は疾しつ走そうを止めない。斬撃照準を読まれている、と竜胆は感じた。蜻蛉は翅はねを返し、艦体と平行に跳とんで兜に猛追した。

『▼告／敵機加速／捕ホ捉ソク困難／敵情報未知数／如イ何カニ』

　蜻蛉の副脳から告つげられる言葉は、極めて端たん的てきにして簡潔だ。他の鬼虫より思考速度が遥はるかに速い為ため、余よ計けいなことを一いつ切さい言おうとしない。

『……確認する』

　竜胆もまた同様だった。この目は自分がどれほど速く飛ぼうとも、相手がどれほど速く駆かけようとも敵を見失うことは一切ない。

　再び、蜻蛉の操あやつる水鉄が膨ふくれ上がり拡かく散さんした。

　全ての斬撃に意味と役割を持たせた。百を超える本命と千を超える牽けん制せい、目め晦くらましと足場の破壊。細さも厚さもそれぞれ全てが違い、ナノマシン一個単位の鋼線から、薄く広く引き伸ばした紙のような刃、まさしく刀と呼ぶべき片刃の鉄まで様々だ。

　兜の単眼が、ぎん、と発光するのを見た。

　兜が動いた。六ろく肢しを全く同時に動かして神鯨の艦体を蹴けり、渦うず巻まく波は動どうを纏まとって機体を急速回転させた。そのコンマ以下一秒後に兜の走っていた部位が切り刻きざまれる。虎杖は牽制の刃を見切り、光を反射する目め晦くらましの刃には目もくれず、本命の刃が差し込まれる角度を読み切って──驚くべきことに、全て回避した。

　注目するべきは、兜カブトが動き出したのが、水みず鉄かねの展開よりもほんの一瞬だけ速かったことだ。

『やはり、読まれている……か……！』

　それだけのことで、竜胆りんどうは三つの結論を出した。

　相手は、こちらの考えを読み取っている。

　その手段は恐らく、蟻ありの《知覚疑験シムステイム》の一種の変形だ。

　而しかして、楓かえでが完全停止した今でも、その力を完全に我が物として行使している。

　正確な手段はわからないが、蟻の親機のパーツを一部奪うばったと考えるのが自然だ。主要機関であった触角の片方だろう。異常なまでに深い読みはそれで説明がつく。

　知ったということを知り、兜が蜻蛉を照しよう準じゆん、波は動どうを充じゆう填てんした。

『吾わたしが、貴様の戦法に何の対策も持っていないと思ったか……！』

　放つ。

　ただの機動の予測ではない、心の内を読むことによる正確な偏へん差さ射しや撃げきだった。

　加速し続ける思考で直撃の危機を予測、照準を逆算して土ど壇たん場ばで軌き道どう修正を決断した。巻き取った水鉄を盾たてとして凝ぎよう固こさせ、右四十五度に瞬しゆん時じに機体を捻ひねる。兜を起点として円えん錐すい状に拡かく散さんする青黒い波動の一撃を掠かすめ、直撃を免まぬかれて機体を立て直す。

『！』

　波動に触れた部位、液体状の水鉄が沸ふつ騰とうするように泡あわ立だっていることに気付く。

　高熱の故ゆえではない。奴の放つの念動波アクシオンそのものが、水鉄を構成するナノマシン一つ一つに直接干かん渉しようしているのだ。こちらの意に反して動くナノマシンに再度干渉して制せい御ぎよを取り戻し、複眼の端はしに兜の姿を捉とらえて追う。

　そもそも虎杖いたどりは、大前提として全ての鬼き虫ちゆうの実戦データを知り尽つくしている。過去の戦争をどう戦い抜いたか、能力とコンセプトは何か、本体の得意とする戦法は何か。本体の性格や戦闘の傾向から細かな癖までも読み取り、それでいて一いつ切さいの油断は無い。

　殊ことに、蜻蛉とんぼへの対策は執しつ拗ようなほどに徹底的だった。

　神タ経キ加オ速ンの速度に追い付くことは不可能であるから、蟻の触角を埋め込み先読みを可能とした。完成した特とつ攻こう術の念動波は、その気になれば蜻蛉の水鉄そのものに干渉することができるだろう。

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいは先んじて蜻蛉を回収し、彼を支配下に置いて利用しようと企んでいた。だが隊を指揮する虎杖こそ、その実竜胆との直接対決を念頭に置いていたことを、兜の性能と特とく殊しゆ能力の全てが物語っていた。

　突とつ如じよ、兜が急停止した。

　六ろく肢しが艦体に食い込み、爪つめで引ひっ掻かいたような傷を刻きざんで慣性を殺す。

『《念動波アクシオン》、広こう域いき展開ッ！』

　虎杖いたどりが兜カブトに命じ、蜻蛉とんぼが竜胆りんどうに警けい告こく信号を発した。

『──【警告】動体反応確認／多数／多方面』

　竜胆は異常を察知し、高速飛行からびたりと空中に急停止した。

　加速した竜胆の感覚が、無数の影を知覚している。

　熱源反応は無い。なら何によって動いているのか、というのは考えるまでもなかった。

　兜の放つ波動の「精せい密みつな力」が、神しん鯨げいの表面を這はい回って膜まくのように覆おおい、多数のものを掴つかみ取って動かしているのだ。

　それらは、開いたドックから引っ張り出された、自律制せい御ぎよもままならない無人機の数々だった。或あるいは展開されたまま剥むき出しで、さりとて火器管かん制せいが不十分で動くこともできず、ただ空を睨にらんでばかりいた無数の対空機き銃じゆうだった。

『蜻蛉──』

『指示ヲ』

『迎げい撃げき態勢だ』

　蜻蛉は展開していた全ての水みず鉄かねを巻き取り、自機を囲う球状の盾たてとした。

　兜一機が操あやつる無数の軍勢が、鉄色の津波のように蜻蛉に襲おそい掛かかる。

　兜の思念がトリガーを引いた。ほぼ同時に発射された多角度からの砲ほう撃は大小合わせて秒間数十万発に及び、地じ震しんめいた轟ごう音おんが轟とどろいて兜も神鯨も平等に震ふるわせる。信じ難い密度で殺さつ到とうする弾たまの壁かべは四番式の蜈蚣むかでに勝るとも劣らないが、兜は最初から精せい密みつな照しよう準じゆんを放ほう棄きしていた。ただありったけを撃うち放って手数で圧殺する。蜻蛉の薄い装そう甲こうならば一撃だろうと直撃すれば大打撃となろう。

　蜻蛉を包む銀色の球体が、即応して動いた。

　一見して宙に浮く卵のようでもあったそれがたちまちのうちに流動し、全方位から蜻蛉を狙ねらう弾だん丸がんに平等に牙きばを剥むいた。

　制せい圧あつ射撃に覆い隠かくされ、蜻蛉の機影は視認もできなくなる。

　だが「音」が続いていた。何かが砕くだけ、弾はじかれる音。鉄を斬きる音。次々と轟く砲声と同じ数だけ甲かん高だかい金属音が響き渡り、辺あたりは耳を潰つぶさんばかりの音の洪こう水ずいに満たされる。

　砲撃の中で一ミリも動かず、的確に水鉄を操作し続ける蜻蛉は、弾幕の密度に関わらずまったくの無傷だった。竜胆の見切りは、全方位から止めどなく襲い掛かる砲撃の数・角度・威い力りよく・質量を一つ一つ完全に把は握あくし、それら全てを斬り、受け止め、いなし、弾き飛ばし続けていたのだ。

　──ぬるい弾幕だ。蜈蚣には遠く及ばん。

　こんなもので蜻蛉に傷一つ付けられるなどとまさか思っていまい、そんなことは百も承知だった。竜胆はあくまでも兜から注意を逸そらさない。

　──本命は、別にある！

　波は動どうが飛んできたのは、竜胆りんどうがその結論を出したのとまさに同時。

　ただ破は壊かいする為ためだけの戦術波動砲ほうではないことなど先せん刻こく承知済みである。あれは蜻蛉とんぼの水みず鉄かねに触れ、ナノマシンを分解する為の悪あく魔まの手だ。ぐるん、と蜻蛉がその場で回転し、躊ちゆう躇ちよなく弾だん幕まくの穴に飛び込む。無人戦せん闘とうヘリが即応して機き銃じゆうを放つ前に、右下から斜めに斬きり上げる水鉄の刃で機体ごと両断していた。波動は蜻蛉を外はずれ、軌き道どう上に飛んでいた無人戦闘機を呑のみ込んで粉々に引き裂さいた。

『小こ賢ざかしい……。最強の鬼き虫ちゆうの名は伊だ達てではないか、静しず馬ま』

『それは捨てた名と言った筈はずだ』

　阿あ達だち静馬という名とその過去を、竜胆は今やかなり深くまで思い出している。虎杖いたどりがそうさせたのだ。

　兜カブトの単眼が鈍く獰どう猛もうに光り続け、蜻蛉を見ている。

　心を読むということは、相手の思考や知覚をトレースするということだ。

　普通ならば、読みは完かん璧ぺきなものとなり得る。虎杖は先の蜈蚣むかでとの戦闘で井い筒づつの思考を読み、発動からは相手を事実上完かん封ぷうしていた。だがその完璧さを実現できるのは、双方の思考の時間が同じ速度で流れていればの話だ。

　竜胆は違う。絶え間なく流れ続ける加速知覚は膨ぼう大だいな情報量となり、神タ経キ加オ速ンの能力を持たぬ虎杖の脳を埋め尽つくすほどの情報量を叩たたき込んでくる。

　虎杖は、最初からその全てを追っているわけではなかった。要所要所で得るべき情報を極きわめて正確に取捨選択し、己おのれの戦術観を加味して「次に起こること」を予測しているのだ。弛ゆるまぬ集中と極めて論理的に構築された戦闘機動だ。

　それでも、思考速度の絶対的な違いは生じる。数え切れぬほどの砲の操作に意識を持っていかれた虎杖は、突とつ如じよとして放たれた蜻蛉の反撃に即応できなかった。

　兜の右側面に、無数の礫つぶてのようなものが食い込んでいた。

　被弾。副脳にノイズが生じる。大したダメージではないが装そう甲こうが抉えぐれ、直撃部位から火花が生じる。照しよう準じゆんは無かった。自分の誤射ではないし蜻蛉は火器など持っていない──すぐに気付く、これは、投とう擲てきだ。

　たっぷり間合いを外はずした遠距離の蜻蛉が銀の光を翻ひるがえらせている。

　奴はあの水鉄にたっぷりの銃弾を受け止め、そいつを振ふって、こちらに投げ返したのだ。

『あそこから狙ねらい、あまつさえ当ててくるか……！』

　読み切れなかった。まだ集中が足りないようだと虎杖は思う。

『くくっ──』

　ふと、虎杖は自分のやったことに強きよう烈れつな違和感を抱いた。

　今、自分は笑ったのか？

　上うわっ面つらだけの笑顔ならば、これまでに何百何千と形作ってきた。虎杖いたどりにとってみれば笑みなどというのは、心中を見せるにも値あたいしない愚ぐ昧まいの老人どもに向ける世渡りの面であり、利用価値のある者達を引き入れる為ために使う餌えさでしかなかった。理由のない笑いなど封ふうじて久しく、今無意識に漏もれ出した笑みにどういう感情が乗っているのか虎杖にもわからない。

　兜カブトが無人の軍勢を引きつれて疾しつ走そうする。蜻蛉とんぼが応じ、影も音も残さぬ速さで飛ぶ。砲ほう撃げきと斬ざん撃と波は動どうが空くう域いきを埋め尽つくす中、竜胆りんどうは虎杖の動きを徹底的に分析して見切り、虎杖は竜胆の思考を追い続けて理解し先読みする。

『黒くろ塚づか夕せき馬ま──いや、黒塚部隊、特とつ機き一号丸の虎杖』

　いつしか、戦いの合間に対話が挟まっていた。

　戦わなければわからぬことがあるのと同じく、言葉でなくてはわからぬこともある。

　互いに決定的に道を違たがえた二人の男は、かつて共にいた時期が確かにあった。

『貴様がどのような経路を辿たどり一連に凶きよう行こうの至ったのかは、もはや問わん。だが己おれには己なりの責任がある。その虫だけは、何があろうと必ず止める』

『どのような経路？　どのような、だと？』

　激戦の中で思考が熱を持ち、仮面は徐々に剥はがれてゆく。

　怒りも苛いら立だちも細かな感情だ。今必要なのはそんなものではない。双そう方ほう、敵の思考や動きから神しん鯨げいの形と状態や周辺の気流までも計算しながら、なおも言葉を交かわす。

　その時虎杖は、具体的に、あの日あの時の食事の席を思い出したわけではなかった。

　自然に頭に浮かんだ問いがある。今になって再び問おうとしたのは、結局のところ、それが虎杖の根幹に坐ざする原点だからだろう。

『──使途の無くなった傷しよう痍い軍人を、何と呼ぶか知っているか？』

　父が生きていた頃に、一度だけ交わした会話だった。

　二人は二人とも、ほぼ無意識のうちにそれを再現していた。竜胆は答える。

『軍か神み、と』

　過去と違うのは、あの時のように腹の底を覆おおい隠かくすつもりが虎杖には無かったことだ。

『そうだ。だがな、それは美化された呼び名であるに過ぎない。父上は要いらなかった。もう、誰にも必要とされていなかったんだ』

　あの日握にぎった銃じゆう把はの硬かたさを覚えている。

　引き金を引いた時の衝しよう撃げきと、血や硝しよう煙えんのにおいを覚えている。

　忘れたことなど、まして忘れようとしたことなど、一度として無いのだ。

『何を行い、何を為なしたかなど結果でしかない。結果とはただの過去だ。人々は過去のことなどすぐに忘れ去り、かつて存在した英雄だの軍神だのは記憶の彼方かなたに捨て去られる。重要なのはな、有用であるか、そうでないかなんだよ』

『だから戦い続けんとするのか？　誰も望まぬ破は滅めつの決着をつけようというのか？　今いま更さらになって尚なお、八や洲しまに対して必要な存在であろうというつもりか』

　虎杖いたどりの心を覆おおう仮面は、激げき甚じんな戦いの中でとっくに捨て去ってしまっている。

　思念が無数のトリガーを引き、ほぼ全方位から蜻蛉とんぼを狙ねらった砲ほうが発射される。弾だん道どうを見切った蜻蛉が細長い機体を高速回転させ、水みず鉄かねで斬ざん撃げきの螺ら旋せんを描いた。火花と金属音が何千何万と重なり発生して空くう域いきに飛び散り、一発残らず両断された砲弾が鉛なまり色の雨となって神しん鯨げいを叩たたく。

　虎杖は竜胆りんどうの思考をトレースし、加熱した思考の狭はざ間まから本当の言葉を搾しぼり出す。お題目で飾り立てることもない虎杖の、黒くろ塚づか──あるいは阿あ達だち夕せき馬まの言葉を。

『──国のことなど、最初から、どうだっていい』

『なに……？』

　竜胆の声に僅わずかに困こん惑わくの色が混じる。

　鬼き虫ちゆうは──次々と生み出された数限りない兵器や武器は、当然ながらその全てが「戦いに勝利する為ための存在」という絶対的な意義を持っている。それらを操あやつる兵士も技術開発を進める研究者もまた同様で、いわば彼らには勝利という語るに及ばぬ大前提があるのだ。全ては自分達が生きて、歴史を紡つむぎゆく国の為。家族や友や恋人や、同じ国に生きる人々の為だ。

　だが虎杖は、最初から持つ前提そのものが決定的に違った。

　鬼虫の発展形である甲こう虫ちゆうの長は、愛国心など最初から持ち合わせてはいなかった。

『戦い続けることこそ我が望みだ。人が甲虫を造り、吾わたし達が操り戦う。このような国に固こ執しつするつもりなど最初からありはしない。戦いの果てに今度こそ滅ほろぶなら滅びればいい、そうなれば飾りの皇こう女じよなども不要、ただ別の場所へ向かって新たな戦いに向かうのみだ』

　兜カブトが布ふ石せきとして展開させていた波は動どうの先せん端たんが、水鉄に触れた。

　ぼごり、と泡あわ立だつ銀の鋼はがねに、竜胆は水鉄の異常を察さつ知ちして即応した。触れた部位のナノマシンが意に沿わぬ運動を始めて散り散りになろうと拡かく散さんする。原理としては念動波アクシオンの応用、機械の細かい部品にまで作用して行う「分解」──その、何億分の一ほどにも精せい密みつな干かん渉しようだ。

　加速した知覚で水鉄を操作し、念動波が触れた部位をすかさず引き戻す。干渉を受けたナノマシンを統合して再結合させ、飛散する前に全てを繋つなぎ止めた。竜胆は言葉を返す。

『別の場所など。もう、何もかも全て終わった』

『戦いが起こらないとでも言うつもりか？　違うな。人は滅ほろびていない。滅びていなければ、変わることも無い。変わるのは手段と規模だ。戦争は細分化され、各地の紛ふん争そうという形となって世界中あらゆる場所で火の手を上げるだろう。そう遠くない未来にな』

　そのような可能性を、竜胆自身考えないでもなかった。だが、それはあくまでも未来の可能性に過ぎない。その頃にはもう、役目を終えた鬼き虫ちゆう達はみな死に絶えていると思っていた。

『意思などというものはただの一機能だ。それよりも深い本能というものがある。抗あらがいがたい闘とう争そう本能を持つのは戦闘兵器だけではない、兵器の思考をそのように造った人間こそ持ち合わせているものだ。人間はな、闘争しないと、狂うんだよ』

　沈ちん黙もく──ほんの一秒半の、しかし彼らにとっては長すぎる時間。

　続く竜胆りんどうの問いは、強固な意思の下に仄ほの見える哀あい切せつがあった。

『──父上も、そうだったと言うのか？』

　虎杖いたどりはすぐさま答えた。

『そうだ。父上はその果てに有用性を失い、だから使い潰つぶされた。時代も人間もあの頃から何一つ変わってなどいないし、変わることも無い』

　父は、あまり多くを語らぬ男だった。

　あのような姿になる前も、寡か黙もくな誠実さを貫つらぬき、その背を息子に見せてきた。

　晩年の父に対する兄の解釈を、弟はこの時初めて聞いた。そして彼の語り口から、あの日の父の死の真相を直感した。その上で虎杖の言葉を否定した。

『違う。己おれはそう信じる』

『……なんだと？』

『父上が何を為なしたのか。戦いの場で何を思ったか、己は、この目で見たかったんだ。──答えはもう持っている。父上は間違いなく人の為ために戦っていた。己達兄弟の為に、友や上司や部下の為に、顔も知らぬ同じ国の人々の為に。次に、繋つなぐ為に』

　竜胆はいついかなる時も最前線で戦い続けていた男だ。いつだって、そのようにして地を駆かけて戦う者達を見ていた。戦争に携たずさわるあらゆる者達を見ていた。そうした人々の眼めの中に、竜胆は無意識のうちに、父が宿していたものと同じ光を認めていた。

　どこまでも「次」へ。繋いで生き抜き、託たくして死ぬ。

　それが、人々の姿から見出した、四し天てんの竜胆の答えである。

『過あやまちがあってもいい。あらゆる過去を踏み越えてこそ未来がある。それが人々の意思により紡つむがれてゆく歴史である限り、己は、その全てを肯定する』

　二秒半の沈黙。長い長い空白。

　半なかば反射的に行われていた戦せん闘とう機き動どうが、その時鈍った。絶え間なく続く虎杖の攻せめ手がふっと緩ゆるみ、兜がたっぷり距離を隔てて空中の蜻蛉を見上げる。

　虎杖は、耐え切れなくなって笑い出した。

　後から後から、喉のどの奥からくつくつ漏もれる笑い声はやはり本心からのものだった。

『やはりな。やはりそうだ』

　表情に狂的な熱気を帯びる虎杖は、確信を得て呟つぶやく。

　この期ごに及んで、そんなことを。

　竜胆とて数え切れぬほど汚いものを見てきた筈はずだ。浅ましく生きる人の業ごうを、破は滅めつへ進む時代を、虎杖が見てきたものと同じものを最前線で見てきた筈だ。今いま更さら何を信じるつもりでいるというのか。救い難がたいこの世の有あり様さまを何度となく目まの当たりにしてきて尚、そのような世よ迷まい言ごとを嘯うそぶくことこそ狂気の沙さ汰たではないか。

『歪ゆがんでいるのは貴様だ、静しず馬ま……！』

　この男は、自分自身に一いつ切さいの価値を見出していないのだ。

　これほどの力を持ちながら、自らの身を立てようとは毛ほども思っていない。託たくすに値あたいする相手があれば、その命を捧ささげることにいささかの迷いもない。奴の心の中には尊重するべき自分という存在が無いに等しく、虎杖いたどりはその理念におぞましさすら覚える。

　数多あまたの人や機械を利用し、時には利用され、あらゆるものを踏み台にしながらその胸中に強きよう烈れつな自我を飼い続けた虎杖にとって、そんなものは逃げ以外の何ものでもなかった。

『──かも知れん。それでも構わない。己おれは、強き者達を導くことができた』

　静かに返す竜胆りんどうの思考には、これまで目にした数々の顔がある。

　それは、戦友として共に歩んだ鬼き虫ちゆうの面々だった。

　あるいは戦後の夏に出会った、叶かな葉はという名の少女の強い眼まな差ざしだった。

　そして、同じ夏の夕暮れに、初めて自分を超えた強く赤く光る少年の瞳ひとみだった。

　決して孤独ではなかった。辿たどる道の全てに意味があった。

『いいだろう。何をどうしても、結局貴様とは見ている場所が違う』

　虎杖の表情にはもう一片の笑いも残っていない。

　あるのは、血を分けた弟に対する絶対的な拒絶であり、不ふ退たい転てんの戦意のみ。

『誰が何と言おうと、我々は現い在まに存り続ける。あらゆる戦を経由し、どんな障害をも叩たたき潰つぶし、人の造りし暴力として吾わたしの有用性を証明し続ける！　父上のようには──ならん!!』

　来る。

　──蜻蛉とんぼよ。

　通信ではなく、竜胆は自己と繋つながった鬼虫の副脳に告つげる。

　──これで最後だ。己おれと兄の我わが侭ままに、もう少しだけ付き合ってくれ。

『▼了解』

　最速の反応で、蜻蛉は二十年前と一つも変わらぬ迷いのない返事をした。

　鋼はがねのごとく強固な戦せん闘とう意思を、蜻蛉と共にする。
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　彼らの会話は、艦かん橋きようにまで届いていた。

　通信波の音声を傍ぼう受じゆすることは問題なくできた。高速でやり取りされる膨ぼう大だいな信号、または搭とう乗じよう者しや達の声を聞き出せれば、戦闘の推すい移いを把は握あくする大きな助けとなる。

「あの男……」

　虎杖の言葉、彼が初めて露あらわにした熱を前にして、鵠こう子こは半なかば呆ぼう然ぜんとしている。彼女に寄り添そう鴇とき子こも、通信機を前にする叶葉も、床にあぐらをかく井い筒づつも聞いていた。井筒は百も舌ずを横目に睨にらんだ。

「知ってたのかよ、テメェらは」

「……知っていたさ」

　全てを薙なぎ倒し、暴力装置そのものとして前へ進まんとする狂きよう奔ほんこそ虎杖いたどりの本質だった。

　いずれ兵器が必要でない世界が来るかもしれない。近いか遠いかは定かではないが、どうあっても、そのような時代に自分達の居る場所は無い。彼らはそれを知ればこそ、虎杖の下についた。彼らの知識と技術が必要とされないのならば必要な場所へ行く。そんな場所が一つ残らず消しよう滅めつしてしまったら、必要とされる状況を作るまでだ。

「『外の国』は次々と再興しつつある。いくらなんでも八や洲しまほどの大打撃を受けた国はそう多くはない、大陸に出れば数多あまたの国があり、数え切れぬほどの人や機械が息づいている。この戦いは、そうした連中の眼めに我々の力を知らしめることでもある」

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいの最終的な目標は八洲に留とどまることでなく、ある時には傭よう兵へいとして、ある時には死の商人として各地を渡り歩く戦いの申し子であり続けることだ。

　どんな手を使ってでも、彼らがみな死に果てるまで。

　井い筒づつは腹の中で虎杖の言葉を反はん芻すうし、忌いま々いましげに眉まゆ根ねを寄せた。そうしたがる気持ちというものに、一つも共感できないではなかったからだ。居場所が無くなるなどというのは、どいつもお互い様だ。

「…………ざまァ見やがれ。企たくらみはご破わ算さんだぜ、バカ共が」




　同じく艦かん橋きようにいる日ひ足あしも、竜胆りんどうと虎杖の会話を聞いていた。

　激戦の中で曝さらけ出された「隊長」の腹の底にあったものを、今いま更さらになって初めて知った。日足はそんなものを知らないままでいた。隊長は隊長で、自分を必要としてくれる相手で、やるべきことを示して行くべき場所へ導いてくれる神のような存在だった。

　──ああ、そうか。

　横たわったままろくに動けず、大たい儀ぎそうに首をもたげる日足を久く留る守すが気き遣づかわしげに覗のぞき込んでいる。

　四し天てんの竜胆の戦いも、虎杖の叫びも、遥はるか遠い場所で行われていることに過ぎない。

　そこに自分はいない。あの二人の眼に、最初から自分など映うつってはいなかったのだ。




　黒塚部隊に志願したのは、自分の意思だ。

　登と坂さか研けん究きゆう所じよに時とき折おり現れる黒塚夕せき馬まという男に、日足はいつからか気付いていた。

　両親が抱かかえているような、他人への妬と心しんや研究への執しゆう着ちやくを感じさせなかった。彼の孤独な眼は、もっと果てなく遠い何かを見み据すえているような気がしたのだ。

　──君は、君の有用性をどう証明するつもりだ？

　わからない。けどやれと言われたことなら何でもやる。日ひ足あしはそう答えた。

　二十年前の戦争末期の混乱のさなかに、日足は彼を見つけて追いかけた。自分に「不適格者」という烙らく印いんを押した登と坂さかに用などない、間違っているのはあちらだ。

　──いいだろう。我々は君を使う。……ごく僅わずかだが適正があるらしい、多少の無理を呑のんで貰もらうが、三号丸の席をくれてやろう。

　適性という点で言うなら、日足のそれは劣れつ悪あくと言うべきものだった。既すでに第三世代の本格調整に入っていた鬼き虫ちゆうの座に、自分の席などありはしなかった。

　彼の下についたのは、自分がそうしたいと思ったからだ。誰が何と言おうと他に道は無かった。雌し伏ふくの時間はたまらなく退屈だったが、必要とされていることがわかれば嬉うれしかったし、戦いは愉たのしかった。結果を出せば、今度こそ本当の意味で虎杖いたどり達に認められると信じて疑わなかった。

　その考え自体がそもそもおかしかったのだ。使われているだけだった日足は、最初から「認める」だの「認めない」だのといった場所にすら立てていなかったのだから。

　何もかもが遅すぎた。

　戦い続けるあの二人には、何をどうやっても追いけない。

　鬼虫の席に達することもなく、両親からも見放された孤独な少年の自我は、どこかに拠より所どころを探さがしていた。こんな自分でも届くものを、あらゆる障害を三段飛ばしで飛び越えた先にある自分だけの「居場所」を探していた。

　一人でもいい、力を示した日足の姿を正面から見てくれる誰かが欲しかったのだ。

　そうやって跳はね回ってきた今ここで、ちっぽけな手に残るものは一つとして無かった。

　──ボクは結局、何にも届かなかったんだ。

　透すけた右腕が上がり、久く留る守すの服の裾すそを掴つかんでいた。無意識だった。

「ひあし……？」

　そちらを見下ろす久留守の表情が不意に強こわ張ばる。

　薄く開いた日足の両目から、大粒の涙が零こぼれている。

　自分でもどういう涙なのかわからなかった。悔くやしいとか悲しいとか、辛つらいとか死にたくないとか、そういうことを考える前にとめどなく涙が溢あふれていた。口を固く閉じて声を上げず、言葉もなかった。

　久留守は涙を流す彼を見下ろし、何も言わず手を差し出した。日足の右手が服の裾から離れて虚こ空くうを泳ぎ、同じほどに小さい少女の手を探さぐり当てて強く握にぎった。久留守もそうした。手を握っていなければ、彼が今にも完全に消えてしまいそうだった。

　戦いは続く。二人の甲こう虫ちゆうは、そこから動くこともない。
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　白はく銀ぎんの竜たつ巻まきが縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐり、鉄の波を巻き上げてばらばらに引き裂さいた。

　兜カブトが操あやつる無人の軍勢の最後の一機が、水みず鉄かねの刃により真まっ二ぷたつに両断された。

　吹き荒すさぶ巨おおきな風に撹かく拌はんされて残ざん骸がいが散り散りになっていく。兜はその中を疾しつ走そうし、全身に途と轍てつもない力を溜ためながら、リミッターとして機能する神経プロテクトの全てを切る。知覚が暴力的なまでに拡かく張ちようされ、開いた背はい部ぶ装そう甲こうに青黒い波は動どうが充じゆう填てんされていく。

　最速の蜻蛉とんぼと重装甲で固めた兜は、スピードの面で大きな開きがある。

　手て数かずと破は壊かい力でその差を埋めんとしても、必殺の広こう域いき斬ざん撃げきを繰くり出し続ける蜻蛉を圧殺するには至らない。全ての刃を先せん端たんまで支配する蜻蛉の飛行は、「移動する斬撃の結けつ界かい」と称すに相応ふさわしかった。

　蜻蛉が、仕し掛かけた。

　水鉄が条理を離れた驚異の動きを見せる。激流よりも速い液体装甲が瀑ばく布ふよりも激しく広がり、無数の飛ひ沫まつをそのまま固体へ凝ぎよう固こさせて攻勢へ転じる。

　幾千幾万の極細の針が、兜の疾走するポイントを埋め尽つくした。

　先端が毛先ほどしかないこれらの針は、全てが流動性を持って繋つながった一ひと塊かたまりの鋼こう鉄てつだ。このうち一本でも兜に触れて食い込めば、竜胆はただちに他の針を全てその一本に集結させて内部から機関部を食い破やぶるだろう。奴にはそれができる。

『兜、最終戦せん闘とう態勢……！』

『▽諒リヨウ解カイ／《念動波アクシオン》最大展開』

『特とつ攻こう術出力禁制完全解かい除じよ──この身を、操る!!』

　銀の針の豪ごう雨うが兜を捉とらえる瞬しゆん間かん、虎杖は我が半身に厳おごそかに命じた。竜胆の思考を追い続けているせいで戦闘演算が通常の何倍もの稼か働どう効率を見せ、軋きしむ全ての電脳はしかし限界には遥はるか遠い。弛ゆるまぬ集中に闇やみ色の瞳ひとみを細め、虎杖は奥の手を見せる。

　兜の姿が突とつ如じよとして膨ぼう張ちようし、機体の奥から膨ふくれ上がる莫ばく大だいなエネルギーによって爆発した。

　竜胆には、そう見えた。

『……！』

　自爆ではない。念動波を制せい御ぎよしきれなくなって暴走したわけでもない。

　串くし刺ざしになった兜の、その表面装甲だけが、兜の形を保って取り残されていた。

　水鉄に貫つらぬかれてぼろ屑くずのようになった装甲の「中」に、兜の姿は無い。外がい殻かくだけを置き去りにした格かつ好こうとなるその姿はまるで、昆こん虫ちゆうの脱皮の様よう相そうを呈ていして──

『敵機確認／十時方向／仰ギヨウ角カク四十八度上方／飛行中──敵速度ノ爆発的上昇ヲ確認』

　蜻蛉の複眼がそちらを視認し、青黒い彗すい星せいを認めた。

　敵機は今の一いつ瞬しゆんで既すでに水みず鉄かねの射しや程てい外にあった。

　迫はく撃げき砲ほうのような爆発的な運動エネルギーを乗せ、夜の闇やみ空ぞらに躍おどり上がる兜カブトの姿は、その全身を自みずからの波は動どうで完全に覆おおい尽つくしていた。

　主要な装そう甲こうを全て脱ぎ捨てて、兜の機体は鈍い銀の内部フレームを剥むき出しにしている。骨のみとなったような兜に先せん刻こくまでの重厚感は無く、だが全身から放つ殺意という名の威い圧あつ感は何倍にもなって蜻蛉とんぼに向けられている。

　念動波アクシオン──その波動をもって、兜は自機の駆く動どう機関全てに干かん渉しようしていた。

　機体自体の限界を超え、自分自身を操あやつっているのだ。

　加速し続ける思考に追い付くよう、装そう甲こうを脱ぎ捨て、更さらに速く、暴力的なまでに鋭く。濃い蜃しん気き楼ろうにも似た波動は、今やあの機体を端はしから端まで支配する血肉であり神経で、装甲であり刃だ。円えん錐すい状の波動の軌き跡せきを描き、全ての力を束たばねる兜の角つのがこちらを照しよう準じゆんしている。

　全てを貫つらぬき粉ふん砕さいして喰くらい尽つくす、灰ぎん銀かい色しよくの鬼おにがそこにいた。

　蜻蛉は応じる。凛りんと揺ゆれる白はく銀ぎんの反はん重じゆう翅しが、細かな光の粒りゆう子しを散らした。急速に巻き戻る水みず鉄かねが漆しつ黒こくの蜻蛉の周囲を流動し続け、最強の鬼き虫ちゆうが最後の戦いに臨む。

『どうあっても負けられんのは、己おれとて同じだ。──四し天てんの竜胆りんどう、仕つかまつる！』

　正面から迎え撃うつように、蜻蛉は兜目掛けて飛んだ。
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　二匹の虫が距離を隔へだて、対面軌道ヘツドオンで互いの頭部を直線に結ぶ。桁けた違いの相対速度で急速接近し、互いが互いを射しや程ていに収おさめるまでには一秒とかからなかった。その一秒を何千倍もの密度で知覚しながら、竜胆りんどうは水みず鉄かねの運動と斬ざん撃げき軌き道どうと敵座ざ標ひようを計算し尽つくした。虎杖いたどりが思考を読んでいることを知りながら。氷の刃にも似た怜れい悧りな青の複眼と、火を噴ふくように凶きよう暴ぼうに光る群ぐん青じよう色の単眼が片かた時ときも互いを外はずれず睨にらみ合う。

　銀刃、

　波は動どう。

　刹せつ那なの差で蜻蛉とんぼが速かった。

　衝しよう突とつ寸前で二者が僅わずかに機体をずらし、刹那の交差で必殺の攻撃をやり取りした。薄く広げた水鉄の刃と角から放たれた高密度の波動砲ほうは、どちらかを落とすには至らない。交差した座標に火花と閃せん光こうが散り、二機は恐ろしいほどの速度で離れていく。

『……！』

　竜胆は自機に伝わる衝撃に驚きよう愕がくを覚えた。

　兜カブトは、飛行そのものに破は壊かい力を残している。

　兜が飛ぶ軌道には、ゆらめく波動が残されているのだ。螺ら旋せんを描くこの軌道があくまでも兜の残した「ついで」に過ぎないとしても、軌道に重なって波動に触れればそれだけで損害を被こうむるに相違ない。

　直後、空気を揺ゆるがす轟ごう音おんと共に空に巨大な波紋が穿うがたれた。

　兜の方向転換だ。減速による回頭だとかいった常識的な手段はこの戦せん闘とうにおいて鈍間にも程があり、虎杖はそんな手は使わない。自身の鼻先に大出力の波動砲アクシオンをぶち込み弾はじけさせ、その反動でもって跳はね返るように飛行軌道を一八〇度転換させたのだ。軋きしむ兜はしかし慣性の暴力に屈さず、ただまっすぐに蜻蛉とんぼを狙ねらう。

　無む論ろん、蜻蛉も似たような方向転換を見せた。龍りゆうのごとく細長い機体をしならせ、銀に輝く翅はねで空を打つ。虫の翅として視覚化された反重力／慣性無視フィールドがフルに稼か働どうし、蜻蛉が運動力を保ったままの真ま逆ぎやくへの方向転換を可能とした。大気の爆発的な流動で衝撃が生まれ、暴風が二者の全身を洗う。

　無数の刃が展開される。斬撃軌道に真空が生まれて水蒸気が飛び散る。左右より放たれた二に閃せんが更さらに二つに分かれて倍加を繰り返し、一秒足らずで少なく見積もっても同時二千撃の必殺の斬幕となった。

『──戦術波動砲ッ!!』

　血けつ塊かいを吐はくが如ごとき虎杖の叫びには、滾たぎる戦意がありありと現れていた。

　放たれた波動砲は、その叫びと熱を具現化しているかのような破は壊かい力を持って迫った。竜たつ巻まき状に渦うずを巻く蜃しん気き楼ろうの砲撃は、あくまでも直線。真正面から水鉄ごと蜻蛉を捻ねじ伏せるに足る圧倒的な一撃を読み取り、竜胆はすかさず蜻蛉に命じる。

『斬撃軌道修正……！　包囲陣を展開する！』

『▼了解／水ミズ鉄カネ精セイ密ミツ操ソウ作サ』

　自機前方を半球状に埋め尽つくす軌き道どうにあった二千の斬ざん撃げきが、生き物のように動きを変えた。

　振ふり抜かれたと思われた全ての刃が動きを変え、波は動どうを回り込むようにとぐろを巻いてその先の兜カブトを狙ねらう。全て自動的ではなく、相手の攻撃軌道とこちらの手て数かずを把は握あくし切った上での自身による操作だった。波動砲ほうを回避、攻撃の隙すきを突いて逆に斬撃を浴びせんと刃の多元照しよう準じゆんを兜一機に束たばねる。

『ちぃっ!!』

　竜胆りんどうの思考を読んだ虎杖いたどりが弾はじき上げられるように直角に上昇し、刃を振ふり切る為ために波動を噴ふん射しやした。戦術波動砲、第二射、第三射と立て続けに撃発。今度は指向性を持たせず、自機を中心に放射状に撃うった。撃ち上がる兜の飛行軌道に、等とう間かん隔かくに青い蜃しん気き楼ろうの花が咲いた。

　波動の放射に何条かの水鉄の刃がまともに晒さらされ、竜胆は知覚の先せん端たんに分解の感覚を味わった。蜻蛉とんぼが告つげる、

『▼告／水鉄構成物質ニ異常発生／分解開始／回収不可』

　波動に触れた水鉄の部位が、それだけでばらばらに分解されている。

　再結合の暇いとますらない。攻勢転移された波動砲は水鉄の結合そのものを完全破は壊かいすることが可能であり、高出力のそれに触れてしまえば刃が届く前に形を失うだろう。恐らく、兜が機体に纏まとう波動の鎧よろいにも同様の効果があると思われた。

　だが攻撃の瞬しゆん間かん、兜が自機に纏う波動は僅わずかに薄れる。それを突けば斬きることは可能だ。恐らく射しや程てい距離ではこちらが僅かに劣る。今や蜻蛉に勝るとも劣らぬ速度と神タ経キ加オ速ンに猛追する読みを実現している兜を相手に、空戦最強の虫は焦あせりも恐れも知らず全てを見切らんと複眼を光らす。

　同時に兜もまた、極限を超えた集中で蜻蛉の機影を追っている。

　ナノ単位の正確無む比ひな刃に、装そう甲こうなど意味を成さないことは百も承知だ。蜻蛉と戦うにあっての忽ゆるがせにできぬ大前提は、「回避不能な速度で」「空中から全方位を埋め尽つくす」「防ぼう御ぎよ不能の斬ざん撃げきにどう対処するか」という一点に尽きる。

　兜は、念動波アクシオンと裏うらの知覚疑験シムステイムという二つの特とつ攻こう術でそれを実現していた。ありとあらゆる攻撃を凌しのぎ、豪ごう速そくの戦せん闘とうの中で包囲の手を狭せばめ、全ての行動をあの漆しつ黒こくの鬼き虫ちゆうを掴つかまえる布ふ石せきとしなくてはならない。その為ためには読みを緩ゆるめず、攻撃という名の絶対防御を何があっても崩くずしてはならない。

　さあ、次はどう動く、貴様の思考を吾わたしに見せるがいい──体内で疼うずき続ける蟻ありの触角は、もはやそれ自体が焼けるほどの熱を持っていた。




　二人が互いに見切り、互いに読んでいるのは、今ここにいる二匹の虫では既すでになかった。

　戦闘は、状況把は握あくと判断の絶たえ間ない繰くり返しだ。殊ことにそれが決闘の様よう相そうを呈ていする一対一の戦いであるなら、敵の能力や癖くせや性格までも読み取り、常に相手の一手先を読み続けることが肝かん要ようとなる──が。

　たったの一手先などという生温い次元の論理は、遥はるか遠くに置き去りにしている。

　竜胆りんどうと虎杖いたどりが行っているのはそういう戦いだった。ことによると、二人は間合いの中を恐るべき速度で飛び回る敵の実像にすら興味が無いのかもしれない。問題はあくまでその先、次の次までの読みではまるで話にならない、次の次の次でもまだまだ遅い、四手先や五手先などでさえすぐに捕まる、十や二十も先手を見越した読みでなければ次の一いつ瞬しゆんで命を落とすだろう。

　竜胆りんどうの神タ経キ加オ速ンによる思考と知覚は、およそこの世に存在するあらゆる生物や機械を遥かに超ちよう越えつしていた。敵反応と動きと戦術、気流と音と反響から僅わずかな気配や影や光の動きに至るまで、戦場を包むあらゆる全ての要素を徹底的に分析し、何百何千パターンもの「次に起こりうること」を即座に試算して答えを選び取る。分厚い経験則と卓たく越した戦せん闘とう勘かんによって最適解を選び続ける様さまは、もう速さなどというものではなく予知にすら迫っている。

　虎杖も、加速した竜胆の思考に追つい随ずいしていた。知覚速度という大きな開きを埋めるのは、蟻ありの触角を使った能力であり、これまで呑のみ込んだ鬼き虫ちゆうの膨ぼう大だいな戦闘データであり、知り尽つくした蜻蛉とんぼと竜胆という男への知識だった。

　四し天てんの竜胆ならどう動くか。

　兜カブトの虎杖ならどう動くか。

　夕せき馬まなら何と考えるか。

　静しず馬まならどう判断するか。

　二人の思考は、結局のところそこに根差している。

　声ならぬ声、言葉ならぬ言葉、全ては激烈な速さで回転する電脳の濁だく流りゆうに溶けて混ざり、戦闘という唯ゆい一いつ無む二にの手段でもって兄弟の思想が浮き彫りになっていく。




　阿あ達だち夕馬は思う。

　この世に神はいない。

　人間と機械の混合物が軍か神みと称されるなら、そんなものはただの言葉だ。

　ならばこの世に存在するのは、生き物と機械そうでないもの、使う者と使われる者だけだ。そのような機械的で論理的に組み上げられた世界の中にあって、自みずからの存在意義は自らで決定付けなくてはならないのだ。

　その為ために、全てを踏み台にし、全てを破は壊かいしながらも進み続けなくてはならない。

　父を殺したあの日に引いた引ひき鉄がねの感触を、覚えている。

　あの時を境に全てが変わった。立派だった筈はずの父は、機械化しながらもその後は何にもなりはしなかった。

　自分は、違う。父と同じくこの身を機械とし、父では辿たどり着けなかった境地まで至ってみせる。その為ために取り返しのつかないところまで手を汚した。兵器として発展していった機械化技術の有用性を示すには、そうなった者達が戦い続ける他に無い。父は軍か神みなどではないと断じる虎杖いたどりはその実、自みずからが手にかけた父の死に誰よりも囚とらわれ続けていたのだ。

　その為に竜胆りんどうをまず叩たたき落とす。かつて最も近くにあり、今や最も離れた場所にいる実弟を御ぎよしたその先に、血と硝しよう煙えんと炎ほのおに彩いろどられた道があるのだから。

　阿あ達だち静しず馬まは思う。

　自らの命は、あの尽じん天てんの海で終わった筈はずだ。悔くいは無かった。役目を全て果たしたのだ。

　これから新たに紡つむがれる時代には、その先を生きていくべき者達がいる。

　彼らが進めてゆく時間を、先の時代の亡ぼう霊れいが止めることは許されない。過去に囚われた者達が続けようとする戦争は、今度こそ本当の破は滅めつしかもたらさないだろう。ならば図はからずも再び拾い上げたこの命を、奴らの思うままに使わせてやるわけにはいかない。

　この命、自らの意思にて今一度使う。

　魂たましいごと浴びせるが如ごとき兄の戦意と執しゆう念ねんと信念をこの手で砕くだき、奴の歩みを完全に止めなくてはならない。人の身を捨てた破は壊かいの権ごん化げとして、同じ地じ獄ごくに墜おちるとも。

　今や思い出された阿達静馬の記憶が、弛ゆるまぬ集中の中でふと蘇よみがえった。

　思えば、兄弟は喧けん嘩かというものをしたことがない。

　夕せき馬まも静馬も幼少のころから聡そう明めいで、互いの性格がぶつかり合うこともなかった。父に似た厳格さを持ちながら、強い責任感と父への誇ほこりを抱き続けた兄は、誰かを叱しかることはあっても感情に任せて怒ることはなかった。一方で常に全体を見渡し、一歩引いて自己主張をすることがない弟の性格は、母に似ていると聞かされた。

　弟は兄を尊敬していた。厳格なる父の面おも影かげを色濃く受け継ついだ兄とは、いずれ道が分かれるとも一ひと廉かどの人物となることを確信してもいた。いつまでも兄弟の行く道が同じだとはまさか思わないが、自分と性格の違う兄は自分にはできないことをやるのだろうと思っていた。

　が、今ここに至ってようやく気付いたことがある。表面上の性格よりも、もっと深い部分で二人の男は共通している。

　自分がこうと決めたことに関しては、絶対に譲ゆずらない頑がん固こ者ものであるということだ。

　恐らくそれは、阿達家の男の本質なのだろう。そうした本質を持つ両者ならば、こんな形ではなくとも、時代がどう動いて二人の人生がどう進もうとも、どこかで決定的な対立が起こる運命だったのかもしれない。名と身分を変えようと、阿達夕馬が阿達夕馬であり、阿達静馬が阿達静馬である限り。

　──そうか、

　今や互いに戦場の亡ぼう霊れい。変わり果てた兄弟を俯ふ瞰かん的に思い、竜胆りんどうは僅わずかに苦笑する。

　──ならば、これが初めての喧嘩になるわけだな。




　竜胆りんどうの思考は虎杖いたどりにも届いていた。

『下らん……ッ』

　兄は弟を信頼していた。殊こと更さらに意識することはないにせよ、陰かげに日向ひなたに父と兄を支える彼の姿はなるほど母に似ていたのかもしれない。一を聞いて十を知り、全て語らずとも兄の言わんとすることを理解する弟は、時を経へても自分を支えてくれるのだろうと思っていた。

　それも遥はるか遠い過去の話だ。かつて信頼した弟は、考えうる最悪の形で虎杖の前に立ち塞ふさがった。今いるのは倒すべき敵だ。虎杖は兜カブトが飛び回る空くう域いき全体を認識して、吼ほえた。

『《念動波アクシオン》、最大出力!!』

　振ふり上げられた兜の長大な角つのに、想像もつかないほどのエネルギーが漲みなぎる。

　直後、周囲の空間ごと捩ねじり上げられるような力の流れを知覚した。

『【警ケイ告コク】空間歪ワイ曲キヨク／敵特トツ攻コウ術ニ依ヨルモノト思ワレル』

『これは──』

　動き出したのは、周囲を貫つらぬく何本もの蜃しん気き楼ろうの柱。

　それ自体が破は壊かい力を持った、兜の飛行軌き道どう。そこに残留してゆらめく波は動どうだ。

　飛行機雲を思わせるそれらは、力を弱めつつも消えてはいなかった。一いつ瞬しゆんたりとも動きを緩ゆるめるわけにはいかない蜻蛉とんぼは、こうした残留波動の座ざ標ひようを逐ちく一いち確認して避け続けていたが、数が増えるにつれて空を狭せまく感じていたのだ。

　それらが、兜の操そう作さを受けて一いつ斉せいに動き出した。

　激しすぎるほど縦じゆう横おう無む尽じんに飛ぶ兜の狙ねらいは、これだったのだ。

『空くう域いきごと、捻じ伏ふせてくれる……！』

　速すぎる蜻蛉とんぼをピンポイントで捉とらえるのは、いかな兵器であっても不可能に近い。

　過去の戦せん闘とうデータ、あるいは幾度となく繰くり返された交こう錯さくの中での兜の答えがそれだ。ならばどうすればいいのかは決まっている。飛ぶ場所ごと制せい圧あつしてしまえばいい。

　今、蜻蛉の全方位には兜の波動があった。

　それを圧あつ縮しゆくし、いわば巨大な掌てのひらで握にぎり潰つぶすのだ。激しい戦闘機き動どうと特とつ攻こう術の操作による過か負ふ荷かで虎杖いたどりの目め尻じりからは血が流れ出した。しかし「勝ち」が見えた。これ以上ない、これ以外にはない最終手段だ。

『──戦術波は動どう砲ほう、収しゆう束そく!!　圧あつ壊かいせよッ!!』

　どの角度へも飛べない蜻蛉は、ピンで縫ぬい止められた標本の虫だ。

　触れるだけで全てを破壊し分解する波動が迫る。一秒後の未来は、兜の攻こう撃げきにまともに晒さらされて潰つぶされ、水みず鉄かねの防ぼう御ぎよごと原型を失う蜻蛉の姿だ。

『神タ経キ加オ速ン──』

　だが、竜胆りんどうは諦あきらめてはいなかった。

　水鉄を束たばね、蜻蛉にそれを命じた。

『──解かい除じよ』




　──!!




　時間が、戻る。

　思考に、無が生じた。

　竜胆りんどうの思考を追い続けていた虎杖いたどりは、突然の劇的な変化に困こん惑わくした。

　一いつ瞬しゆん何が起こったのかわからず、波は動どうの制せい御ぎよが致命的に緩ゆるむ。一つの巨大な掌てのひらとして機能していた広こう域いき波動がゆらいで立ち消えた。竜胆が神経加速を解かい除じよし、通常の戦せん闘とう演算に戻ったのだと気付いたのは数秒遅れてからだった。

　余りにも極端な、百が瞬時にゼロになるような、情け容よう赦しやのない緩かん急きゆう。虎杖は、その影響をまともに喰くらった。いわばそれは、高速で回転し続ける車輪が、何の予備制動もなく急停止したようなものだ。車輪にまとわりつくものは、その停止に対応できない。「思考の遠心力」に放り出され、立て直しが、間に合わない。

　──逃がした!?

　手て応ごたえがない。見失ったのは一瞬だがその一瞬が大きすぎる。

　兜カブトは必死にセンサーを振ふり回して、銀の中に確実にいる筈はずの黒を探さがす。

　銀の雨が降っていた。

　蜻蛉とんぼが切り離した水みず鉄かねが、雫しずくとなって空くう域いきにばらばらに飛び散っているのだ。神タ経キ加オ速ンを切った蜻蛉は水鉄のナノマシンを操そう作さできず、制せい御ぎよをカットして切り離したのだ。こんなものは愚ぐにもつかない目め晦くらましだ。しかし加速の反動で異常を来きたした知覚には、月光を反射する水鉄の雫が鬱うつ陶とうしいほどに目に焼き付く。どこだ、どこにいる──

　果たして、蜻蛉は真下にいた。

　兜の約一〇〇メートル直下を飛び渡り、攻こう撃げきするでもなく複眼でこちらを見続けている。やはり神経加速を切った以上は攻撃手段が無いのだ。こちらの絶手への対応は驚きよう嘆たんの一ひと言ことに尽つきたが、後に繋つながらないことには意味が無い。

　虎杖いたどりは兜の機首を直下に向け、最後の波動砲アクシオンを放った。

『終わりだッ!!』

　思考の振ふり戻しが強きよう烈れつに後を引き、虎杖は戦意に任せて反射的に攻撃するしかない。

　それは確かに、装そう甲こうの薄い蜻蛉を破は壊かいするには十分な一撃だったと言える。

　下方で蜻蛉が波動砲に呑のみ込まれる。ただでさえ薄い装甲がひとたまりもなく剥はがれてひしゃげ、細長い機体がよじれて曲がり、美しさすら漂ただよわせる姿は見る影も無く歪ゆがんだ。これで戦せん闘とう不能だ。だが中にいる奴も含めて完全破壊にはまだ足りない、次の一発で今度こそばらばらに引き裂さいてやる、虎杖は焼け付く頭で波動砲の再発射を決断し、寸前、蜻蛉がやっていることに気付く。

　下を飛び、攻こう撃げきをまともに受けた蜻蛉とんぼは、攻撃も防ぼう御ぎよも回避もする気配がなかった。

　ただ兜カブトをつぶさに観察し、誰かに何かの合図を送り続けている──かのように見えた。

　気付くのが遅れた。

　蜻蛉が示しているのは、兜の位置。

　伝える相手は他でもない、今は胸中にいない蜻蛉の本体だ。

　竜胆りんどうの姿は空中にあった。

　蜻蛉を飛び出し、放物線軌き道どうを描いて、兜の上に回っていたのだ。狙ねらうは攻撃の直後、機体に纏まとう波は動どうそのものが弱まった瞬しゆん間かんだった。

　そして重力に任せ落ちる先は、あらかじめ計算していた座ざ標ひよう──蜻蛉が伝え続けていた、兜の飛行軌道に重なるポイントだ。豪ごう風ふうによる揺ゆれすら計算に入れて、白い軍服に銀の髪をたなびかせ、双そう眸ぼうは兜の背から離れない。

　落ちる竜胆は右腕に銀の鎧よろいを纏っている。

　蜻蛉から引き剥はがした、今自分が操作できるありったけの水みず鉄かねである。

　──再加速。

『静しず馬まァアアアアアアッ!!』

　狂乱する虎杖いたどりの絶ぜつ叫きようを頭に響かせながら、竜胆は自由落下して兜の背に取り付いた。

　必然、今なお兜の全身に漲みなぎる波は動どうの奔ほん流りゆうに、体全体がまともに晒さらされることになる。全身を傷付けて鮮血を噴ふき出させるだけでは飽き足らず、波動は竜胆の体内にまで喰くらい付いて人工骨格及び臓器にまで捩ねじり上げるような破は壊かいをもたらした。口から塊かたまりのような血が吐と瀉しやされ、全身の傷から流れ出た血と共に白い軍服を赤黒く染め上げた。

　だが竜胆の動きには、指先一本に至るまで震ふるえ一つ起こらない。

　確かなことは二つ。

　一つ。捕つかまえたのは、竜胆の方だということ。

　一つ。こと「思考速度」という一点において、壱いち番式を超える者など存在しないこと。

　水鉄を操そう作さした。右腕に形成されるのは細長い一本の杭くいだった。狙ねらうは内部機関を露出させた兜の骨組みの隙すき間ま、副脳を格かく納のうする頭部だ。

　突き刺す──




【神タ経キ加オ速ン・稼カ働ドウ率十割】【最大加速】【水鉄分裂操作／鋼コウ線セン状ニテ敵神経ニ接触／干カン渉シヨウ／電子介入】【敵第一カラ第五副脳解カイ析セキ開始】【──浸シン食シヨク開始】【電子防ボウ壁ヘキ遮シヤ断ダン／無効化／敵戦セン闘トウ演算無効化／特トツ攻コウ術解析】【特攻術──《蟻アリノ触角》無効化】【同ジク特攻術《念動波アクシオン》支配権掌シヨウ握アク完了】【背部波ハ動ドウ消失】【肢シ部無力化】【角部無力化】【視覚情報遮断】【光学探知遮断】【熱源感知遮断】【波動充ジユウ填テン中止】【敵本体トノ情報結合遮断】【敵電脳掌握完了】【敵機無力化】──

【──遅い。】




　ぎりぎりのラインで形を保っていた兜カブトが、瞬しゆん間かん、原型を失ってばらばらに飛び散った。

　物理的に針を差し込んでからの電脳浸しん食しよくにより、兜の支配権を奪うばい取ったのだ。そして虎杖いたどりの操作を無効化し、兜を端はし々ばしまで管かん制せいする波は動どうの制せい御ぎよから解き放った。

　もとより機体の限界を超えて起動していた兜が、それに耐えられる筈はずはなかった。

　弾はじけ飛んだ兜の胸部から、虫との情報結合を切り離された虎杖の本体が露あらわになる。

　二人の男が、上空に放り出される。

「────馬鹿な……ッ」

　至近距離で血まみれの竜胆りんどうを見上げ、虎杖は呻うめいた。

　ここで負けるのか。

　こんなところで。

　まだ、何も始まってすらいないのに。

　歪ゆがむ表情に刻きざまれたのは深い絶望だった。真っ黒な彼の瞳ひとみいっぱいに映うつるのは月光を背負う竜胆の姿。虎杖が竜胆に向ける感情は、最後まで燃え尽つきるような憎ぞう悪おと闘とう争そう心だった。

「これでは、何にもならないではないか……!!」

「……然しかり。我々は、何にもなりはしません」

　血の深しん紅くに彩いろどられた銀ぎん髪ぱつの奥に、水面のように揺ゆるがぬ碧へき眼がんが光る。静せい謐ひつさすら湛たたえた竜胆の口調は、かつての兄へ向けるそれへと逆戻りしている。

　役目を終えた兵士は、ただ過去に消えるのみ。後を託たくす者がいればこれ以上のことはない。

　だがこの男だけは地じ獄ごくへ案内せねばなるまい。然る後に自分がまた死に損そこなうかどうかは、天意に任せてみるとしよう。

　竜胆の右腕の水みず鉄かねがもう一度だけ形を変えた。落下しながら左半身を引き、右手を左腰こしに、左手を右手に沿えて疑ぎ似じ的な抜ばつ刀とうの構えを取る。そこに形成されるのは、柄つか尻じりから切きつっ先さきまで銀一色の一ひと振ふりの刀だ。

「御お然さらばです、阿あ達だち夕せき馬ま」

　最後の一ひと言ことと共に、銀の刀を振ふり抜いた。

　冷え冷えと冴さえる薄氷の如ごとき刃は、一刀のもと虎杖を真まっ二ぷたつに切断していた。




　意識が混こん濁だくする。視界がぼやけ、死にゆく虎杖の脳のう裏りにあらゆるものがよぎった。

　故郷、父と兄、士官学校、島しま田だ先生、空く閑が透とおる。

　あの男なら。

　最さい期ごの瞬しゆん間かん、虎杖はそう思った。空閑透──朧おぼろなら。あらゆるものを失いつつも全てを呑のみ込んで愚ぐ直ちよくに進み、自みずからの有用性を示し続けるあの男は、虎杖の理想形だった。虎杖が思う「意思を持つ兵器」の完成系だとすら考えていた。

『──　空く閑が　……　!!』

　自分以外のあらゆるものを利用し、踏みつけにして進み続けた男は、力尽つきるその寸前に唯ゆい一いつ彼らしくないことを行う。

　後を託したのだ。最初の部下にして最強の甲こう虫ちゆうに、黒くろ塚づか部ぶ隊たいの往ゆく先を、彼らの行うべきことを。鍬クワ形ガタにノイズ交まじりの通信を投げかけ、黒塚部隊の隊長にして甲虫式／特とつ機き一号丸《兜カブト》の虎杖いたどりは、死んだ。




　竜胆りんどうが傍ぼう受じゆしたノイズ交じりの通信は、即ち虎杖の遺ゆい言ごんだった。それを最後に、虎杖と兜の生体反応がふっつりと途と絶だえた。

　敵首しゆ魁かいの無力化を確認。

　頭の中で呟つぶやき、竜胆は水みず鉄かねの形成を解く。銀の雫しずくになった水鉄が雨のように落ち、それに合わせて竜胆自身の体も重力に導かれる。

　高速飛行により神しん鯨げいからも離れ、地上は遥はるか遠い。このまま落ちたら竜胆でも助からないに違いない。生まれてこの方二度目の墜つい落らくは、記憶に夏の尽じん天てんを蘇よみがえらせた。

　だが、竜胆に焦あせりはなかった。元に戻るだけの話だ。今二度目の死を迎えることに、恐怖も悔くいもありはしない。静かに目を閉じる──

　と。

　竜胆の体が宙にぴたりと留まり、落下を止めていた。

　死ぬつもりでいた竜胆は、何が起こったか一いつ瞬しゆんよくわからない。宙ぶらりんになったまま自分を掴つかむ何者かを見上げ、僅わずかに目を見開いた。

　半はん壊かい状じよう態たいの蜻蛉とんぼが、肢あしで竜胆を掴み取っていた。

　こちらの遠隔操そう作さによるものではない。蜻蛉はもう墜おちたとさえ思っていた。

　であれば、これは蜻蛉の自律判断による行動だ。飛ぶことさえ思うようにはいくまいに、流りゆう麗れいな機体が見るも無残に歪ゆがんでいるのに、酷こく使しされ続けて休みくらいは欲しかろうに。竜胆は最後まで自分に付き合い続けた相あい棒ぼうを見上げ、呆あきれたように告つげる。

『……墜ちても構わなかったぞ』

『▼否イナ／本体ノ保護／最優先事項／例外・無シ』

『そうか』

　自分は、二度目の死を死に損そこなったというわけだ。

　他ならぬ蜻蛉の手によって。

　竜胆と蜻蛉以外の全てが落ちていく様さまを見下ろしながら、ゆっくりと降下していく。

　父と兄のことを一いつ瞬しゆんだけ考える。彼らの最さい期ごは決して満足のいくものではなかった筈はずだ。父殺しの兄を殺した弟は、自分一人だけ後を追い損なった形になる。

　そして戦局のことを考える。隊長は下した。だがあと一人、黒くろ塚づか部ぶ隊たいの最高戦力が残っている。いずれにせよ竜胆りんどうにそいつを止める力は残されていない。たとえ万ばん全ぜんであったとしても、自分では特とつ機き五号丸・鍬クワ形ガタの朧おぼろには勝てまい。蟻あり塚づかに操あやつられていた時に見た戦せん闘とうなどの僅わずかな記録に鑑かんがみるに、それは確信と言っても良かった。

　問題ない。

　あの男を止められる者は、いる。













　　　七　─　脱出







　誰かの声を聞いた気がする。

　熾し烈れつを極きわめる空中戦の只ただ中なかにあって、その声の多くはただの気のせいだった。

　超音速の空戦にあって、確実な好機と脅きよう威いと敵の姿以外は些さ事じに過ぎない。少なくとも、そのように構えていなければ次の一秒後にはばらばらになって空に散ることは必ひつ定じようだ。

　五号丸・鍬クワ形ガタの朧おぼろとは、それほどの相手だった。

　九番式・金きん翅しの九く曜ようは、全力で蜂はちを操あやつり戦い続けた。

　高速の思考と演算の中で記憶領りよう域いきが刺激され、声が走そう馬ま灯とうのように生まれては消えた。蟻あり塚づかが完全停止した瞬しゆん間かんの思念の共鳴がまだ響いているのだろうか。

　多くの、本当に多くの人々の言葉が、加速する脳の中で光を放った。

　それは、無む明みようの柊ひいらぎの別れの言葉だった。

　鉤こう行ぎようの庵いおりとの最後の対話だった。霖りん鬼きの楓かえでの停止間ま際ぎわの言葉ならぬ言葉だった。

　あるいは、巌いわおのように揺ゆるがず、幽ゆう鬼きのように不ぶ気き味みな朧の言葉だった。自みずからの背を押す剣けん菱びしと井い筒づつの言葉だった。真実を探さぐる巴ともえの言葉だった。蜂はちが受け取った菘すずなの言葉だった。腹の内を隠かくす烏え帽ぼ子しの言葉だった。強がり続ける日ひ足あしの言葉だった。恨うらみと悲しみを宿した久く留る守すの言葉だった。記憶に蘇よみがえる万まん字じの言葉だった。狂気の野望を告つげる虎杖いたどりの言葉だった。鬼き虫ちゆうとその開発陣じんに憧あこがれる百も舌ずの言葉だった。帝てい都とで再会した可か児にの言葉だった。虚きよ勢せいの裏うらに弱さを抱かかえた鴇とき子この言葉だった。主あるじに従う菊きく丸まるの強い意思を込めた無言だった。こちらを見送る綱つな島じまの言葉だった。九く曜ようの問いに飄ひよう々ひようと返す安あん東どう老ろうの言葉だった。尽じん天てんで目覚めた自分に立ちはだかる凶まがらの言葉だった。

　あの夏、朱しゆ色の海に落ちゆく竜胆りんどうの言葉だった。

　目覚めてからずっと傍そばにいた、叶かな葉はの言葉だった。

　全て、九曜と蜂はちが受け取った言葉だ。

　すぐ隣となりに死を予感していればこその閃ひらめきであったのかもしれず、ありのままに感じる脅きよう威いと痛みの中で、戦いの決着はまだまだ遠いように思う。そんな中で、大きな変化が九曜と朧おぼろの戦せん闘とう演算に一いつ石せきを投じる。

　間違いではなく、本物の声を聞いた。




　びたり、と二匹の虫が空に留まった。

　地上から高度約四百メートル程度の中空。追い追われ、雪解け水に浸ひたされた廃はい墟きよ群ぐんを幾つも通り過ぎては何度も周回し、その度に機体に傷を刻きざみながら続いた戦いに束つかの間の静せい寂じやくが生まれた。

　先に止まったのは鍬クワ形ガタで、蜂もそれにつられる形で戦闘機き動どうを中止した。機体表面に偏へん向こう重力防ぼう壁へきを纏まとう鍬形が、黒い壁かべの向こうに光る紅あかい単眼を瞬またたかせる。

　都市区画を四ブロックほど離れた位置に対空する鍬形には僅わずかな戸と惑まどいがある。

　彼が受け取ったのは、虎杖の断だん末まつ魔まの通信だ。

「あれは──？」

　呟つぶやく九曜。二人は、ほぼ同時に神しん鯨げいの方角を見る。

　離れた位置からでもよく見える、夜の中に聳そびえる神鯨の巨体。その周辺は今、静せい寂じやくに包まれていた。あちらでも戦闘が行われていた筈はずなのに、音も光も全く届いてこない。

『……隊長？　爺じいさん？』

　夢から醒さめたばかりの少年のように、朧は味方信号を探さがす。蜂もほぼ無意識のうちに全センサーを神鯨の方角へ向け、味方の信号あるいはそれ以外の熱源反応を追跡し始めた。

　全てを振ふり切る戦闘の集中に押し流されていた意識が、束つかの間の静止を機に戻る。

　そこにようやく隙すき間まが生まれて、「ぷつっ」と繋つながる感触と共に声が割り込む。同時に二機に向けられた、ある周波数からの通信だった。九曜にとっては覚えのない、朧にとってはよく知る場所からの声──神しん鯨げいの艦かん橋きようからの通信だ。




『──九く曜よう！　伍ご長ちようっ！』




　九曜は目を見開いた。

　懐なつかしい声に、思考の空白が一いつ瞬しゆんで埋め尽つくされる。

『叶かな葉は……叶葉なのか!?　今どこにいる!?　怪け我がは無いのか!?』

　紛まぎれも無く、黒くろ塚づか部ぶ隊たいに拉ら致ちされた叶葉の声だった。最優先で双方向通信に切り替えて相手の応答し、まずは安否を確認する。

　叶葉の返答ははっきりしていた。

『ああ、やっと繋つながった……！　こっちは無事です！　今、神しん……鯨げい？　っていう、大きな船の中にいます！　鴇とき子こさまも鵠こう子こさまも、井い筒づつさんも久く留る守すさんも日ひ足あしさんもいます！』

　その声を聞くや否いなや、蜂はちは最速で神鯨目め掛がけて飛んだ。

　鍬クワ形ガタもそれに続いた。追つい撃げきの気配は無かった。彼もまた、まずは状況を確認したいと思っていたのだろうか。

　神鯨が急速に近付く。一応の安全を確認し、九曜は安あん堵どした。だが何な故ぜ、と思う気持ちも同時に生まれた。神鯨は敵の母艦だ。何故そんな場所の艦橋から叶葉が通信を入れることができるのか。井筒らが制せい圧あつしたのだろうか。

　他の敵はどうしたのか。

　続く質問がまとまらないまま、叶葉が今度は朧おぼろに声をかけた。

『伍長、こんなこともうやめてください！　お願いです！』

『……また君か。安全なところにいればいいと言っただろう』

　叶葉に対する朧の返答は、これまでと全く変わらぬ平へい坦たんな調子だった。その会話を傍ぼう受じゆして九曜は重大なことに気付く。

　──伍長？

　目の前にいる五号丸の朧に対し、叶葉は妙みような呼び方をする。

　それも、口ぶりを見るにどうやら知り合いのようだ。

　尽じん天てんやこれまでの旅や帝てい都との生活での節ふし々ぶしで、叶葉は自分の過去をほんのちらりと語ることがあった。

　確か。あまり自分から話すことはなかったが、そんな中で、彼女は世話になった恩おん人じんがいると言わなかったか。冷凍睡眠に入る前のほんの一年だったが、その一年が無ければ今の彼女はなかったというほどの相手が。

『……確認する、叶葉。彼は君の知り合いなのか』

　叶葉は逡しゆん巡じゆんし、

『あ──はい。昔お世話になった方です。あたしが、伍長って呼んでる……鍬形のそのひとが、そうです』

　今ようやく戦う相手の正体を知り、九く曜ようは改めて鍬クワ形ガタを見返した。

　鍬形は黙だまっている。今いま更さら叶かな葉は一人の言葉で揺ゆらぐ腹ではないのか、それとも人間だった頃のことを忘れてしまっているのだろうか。

『この男が……!?』

　朧おぼろはやはり、答えることはなかった。神しん鯨げいの輪りん郭かくが肉眼でもはっきりと確認できる距離まで近付いた時、二匹の虫はそこに激しい戦せん闘とうの名残なごりを見た。

　空からでは地上の様子を細かく分ぶん析せきすることはできないが、冠かん水すいした地面に散らばる何かの残ざん骸がいは辛かろうじて見て取れた。静せい寂じやくに支配された戦いくさの跡あとだ。もう何も動いてはおらず、光を放つのは滞空する二匹の虫だけだった。

　まるで、いつの間にか終わっていた祭りの後のようだった。

　残されたのは、たった二匹の虫だけか。

『……もう一つ、聞きたい。他の鬼き虫ちゆうや甲こう虫ちゆうの特とつ機きはどうしている？　こちらからでは信号が確認できない。戦局はどうなった？』

『──えと、』

　どう説明したものかと詰まる叶葉。その横から誰かがマイクをひったくり代わりに答えた。

『今、兜カブトのヤロウが死んだ。完全にだ。兄貴に負けた。金亀コガネのジジイも量産型もみんなくたばっちまったよ。兄貴や剣けん菱びしが今どうなってるかはわからねェが、鬼虫も動いてねェ』

　井い筒づつだ。

　こちらの戦闘と並行して行われていた全てのことに、決着が付いたのだ。通信機越しに伝わる無数の人の気配がある。彼らはこちらの様子を窺うかがっているようだった。

『──投降しろ』

　数秒の間を置いて、九曜が朧に告つげていた。

　兜が撃げき墜ついされ、金亀が撃破はされ、多数の量産型甲虫も全ぜん滅めつさせられた。

　それと引き換えにほぼ相あい討うちの形で多くの鬼虫も行動不能となったが、大局は既すでに決したようなものだ。艦かん橋きようの人間達にも井筒が目を光らせており、黒くろ塚づか部ぶ隊たいが今後も活動を続けることはもうこの時点で不可能だ。

『頭とう目もくと主戦力の大部分を失い、黒塚部隊はもう崩ほう壊かいしたも同然だ。……貴き官かんの作戦目的は、果たされることもない』

『きっとまだ間に合います！　あたしのことを思い出してほしいなんて言いません、でもどうか、戦わないでそれから降りてください！』

　黒こく翅しを広げた鍬形は、無言のまま滞空していた。

　たった一機で。

　深しん紅くの単眼は、距離を隔てて向き合う蜂はちを見てはいないように思われた。この戦場のどこかに散った仲間の残ざん骸がいを探さがしているのだろうか。

『そうか』

　表情を持たぬ虫の顔によぎったものが何か、九く曜ようにはわからない。

　これもまた九曜は知らぬことだが、朧おぼろは先さき程ほど、虎杖いたどりの断だん末まつ魔まの声を受け取っていた。

『おれは、また失ったのか』

　呟つぶやく朧に、九曜は無意識のうちに自分を重ねて見た。

　戦って戦って、戦い続けているうちに大きな何かが終わっていた。結局何もできないまま置いていかれたその身を包むのは、光も差さない無む窮きゆうの孤独だ。それから目を逸そらすにはやはり戦いしか無かった。九曜はその感覚をよく知っている。今は、違う。

　鍬クワ形ガタは黒こく翅しの出力を弱め、ゆっくりと真下に降下していく。

　蜂はちも鍬形の動向を警けい戒かいしながらそれに続いた。二機は距離を隔てたまま、地上にずらりと並ぶ、大きな格かく納のう庫この屋根の端はしと端に降り立つ。

『これで終わりではない。貴き官かんや黒くろ塚づか部ぶ隊たいの人間達は、中央に拘こう束そくされて相応の処罰を受けることとなろう。……だがそれで終わるのなら、もう誰も傷付くことはない』

『……』

『伍ご長ちよう、八や洲しまはちゃんと復興してます。尽じん天てんだってそうだし、国中いろんなところで生きてる人たちがいるんです。だからもう、帰りましょう……！』

『……』

『我々は、兵器だ。しかし思考する脳がある。戦いの果てに散る以外にも道はある筈はずだ。この戦いを、もう全て終わらせよう』

『……おれが、』

　六ろく肢しを屋根に喰くい込ませ、鍬形の朧はぼそりと、こう返した。

『言葉で止まると思ったのか？』




　ず。




　異常なことが起こった。

　蜂の足元が、一度縦たてに大きく揺ゆれたのだ。

『っ!?』

　咄とつ嗟さの判断ですぐさま飛び出し足場を離れる。何が起こったのか一見してはわからず、しかし朧の仕し業わざであることは間違いないと見て、眼下の地面と鍬形を見下ろした。

　そして九曜は瞠どう目もくした。

　足元だけではない。地面全体が、はっきりそれとわかるほどに震しん動どうしているのだ。

　揺れの中心にいるのは、黒く沈む重力の渦うずの中で目を光らす鍬形。甚じん大だいな揺れに格かく納のう庫こがひとたまりもなく崩くずれ去り、濛もう々もうと立ち込めるセメントダストに包まれながら鍬クワ形ガタは重力の闇やみをより濃く滲にじませる。

『……これは……！』

　地面に被かぶさる水が揺ゆれで大きく波打ち、大おお時し化けの海原のように乱れた。

　アスファルトに深い亀き裂れつが幾いく筋すじも刻きざまれる。そこらに転がっていた装そう甲こう車両の残ざん骸がいが揺れと波に押されて二転三転し、辛かろうじて形を保っていた廃はい墟きよが次々と崩くずれて形を失っていく。

『▼告／敵特トツ攻コウ術出力増大／重力偏ヘン向コウ装甲密度増加』

　力の源みなもとは間違いなく鍬形だ。

　この現象は誰もがよく知っている。それ自体は決して超常的なものではなく、人の手で起こしたり止めたりできるものでもない。山に包まれ、数々の断層の上に成り立つこの国ならば日常的に起こりうる──しかし規模によっては大災害を引き起こす、自然現象だ。

　蜂はちが短く警けい告こくを発する。

『【警告】大規模地ジ震シン発生』

　ずん、とまた地面が縦たてに揺れた。

　然しかり、地上で起こっていることは間違いなく大地震だった。

『単機でそれをやっているというのか……!?』

　重力制御グラビトン、最大出力──いいや、想定された上限を超えてすらいるかもしれない。

　時として重力の力場を作り、圧あつ縮しゆく・反射を思いのままにする彼の特攻術を、朧おぼろは地中深くにまで及ぼしたのだ。信じ難いほどの力で正気を疑う深さにまで干かん渉しようし、ついには地ち殻かくそのものに触れて大きく揺らし、自分の意思で地震を引き起こした。

　少なくとも、そうだとしか思えなかった。

　これが他の鬼き虫ちゆうあるいは甲こう虫ちゆうならば、とっくに臨りん界かい突とつ破ぱ現象を起こしてもおかしくないほどの常識外はずれの出力だった。今の朧は、巨大な移動要よう塞さいごと超長距離転てん移いした日ひ足あしや、核かく爆発を丸ごと凍とう結けつさせて炎ほのおや汚染を押し留とどめた柊ひいらぎと同程度のレベルまで重力制御を発揮しているに違いない。

　だが、朧と鍬形が崩ほう壊かいする気配は一いつ切さいない。

　その事実こそ、朧という男の桁けた外れの潜在能力を示していた。

『ご、伍長っ!?　何を……っ!?』

　通信機の向こうから叶葉の悲鳴が届いた。

　反射的に神しん鯨げいを見ると、ただでさえ不安定な状態にあった艦体が、地震の影響を受けて傾き始めていた。難攻不落の移動要塞というのはフル稼か働どう時の話で、接地したまま揺れをもろに受けていてはひとたまりもない。

　九曜は歯は噛がみし、地上に留まる鍬形を睨にらんだ。

　今すぐ止めなくてはならない。

『くそ……っ！　《光エ子ー制テ御ル》、充じゆう填てん開始！』

　だが、照しよう準じゆん精せい度どがまだ甘かった。

　射しや出しゆつされた細長い光線を、地上の鍬クワ形ガタは難なく回避した。そして自みずからが起こす地じ震しんの只ただ中なかにありながら、空中の蜂はちを正確に照準し、

『──反射砲ほう』

　蜂の胸部に、小規模な反射重力の塊かたまりが発生した。

『ぐぅっ!?』

　爆発的な力に襲おそわれ、機体が吹き飛ばされる。意に沿わぬ方向へと弾はじかれ、反はん重じゆう翅しの立て直しが遅れた。機体を翻ひるがえして制せい御ぎよを取り戻した頃には、蜂は自機の射しや程てい外にまで押し飛ばされてしまっていた。

　照準の甘さは、九く曜ようの無意識な緩ゆるみに起因していた。朧おぼろこそ叶かな葉はの恩おん人じんである伍ご長ちようだったということ、彼の孤独に共鳴する自分がいたことが原因だった。ここに至り、朧を撃げき破はせんとする九曜の決意がほんの僅わずかに鈍ってしまっていたのだ。

　加えて連戦に次ぐ連戦による、決して無視できぬ消しよう耗もう。帝てい都とを飛び出し、一度も補給を受けぬまま戦い続けてきた。今となっては針しん弾だんも電でん磁じ投射砲の残弾数も底を突き、疲労のせいで最大出力で光子制御を行使できるかも怪あやしい。

　それでも奴が止まらぬ以上、戦わなければならない。

　今の状態で、果たして勝ち目はあるか。

『▼告／優先目標ヲ切リ替エル必要アリ』

『なに……!?』

　思考に割り込みをかけた蜂はちに、九曜は戸と惑まどった。鍬形以外の何に優先するべきものがあるのかわからず質問しようとしたところ、蜂が鍬形とは反対方向に何かの反応を捉とらえていることに気付く。それが何かわかった時、九曜も蜂の言うことを理解した。

『これは……っ。蜂よ、最優先でこの方角へ！　時間が無い、急ぐぞ！』

『▼了解』

　即断し、蜂は翅はねを広げてそちらへ向かう。

　向かう先、基地施設内の開けた空間は恐らく演習場か何かだ。その真ん中、量産型甲こう虫ちゆうや機械兵達の死し骸がいを通り過ぎた向こうに、あるコンテナが一つぽつんと取り残されていた。

　コンテナの中にあるのは、菊きく丸まるらがここまで持ってきた九番式の《繭まゆ》。鬼き虫ちゆうの補給および回復目的で造られ、専用装備の予備弾薬や修復補助プログラムを格かく納のうした、彼らの家とも言うべきものだ。




　蜂を弾き飛ばし、地震の中心に鍬形は立っている。

　連れん鎖さ的な破は壊かいが次々と巻き起こり、辛かろうじて形を保っていた落地おろちが早回しのように崩壊していく。無む明みようの柊ひいらぎが作った氷の街は融とけることで水の廃はい墟きよとなり、今朧おぼろの手によって瓦が礫れきと水が混ざり合う混こん沌とんに包まれつつある。

　その中、神しん鯨げいもただでは済まなかった。

　もとより急造であり、鬼き虫ちゆう達の繰くり広げる激戦のあおりを受けて着実にダメージを受けていた艦体だ。中心部はまだ無事であるにしても、各部末まつ端たんが過か負ふ荷かに耐え切れず、地じ震しんに押されて歪ゆがみ崩くずれつつあった。

　朧の狙ねらいは、蜂はちを引き剥はがすのに加えて、そこにあった。

　全体で見れば軍艦を更さらに巨大にして、言うなれば鉄色の鯨くじらとも形容するべき形状の神しん鯨げいは、艦体の最上部にあるものを搭とう載さいしている。まだ未調整であり危険ゆえ、ハッチを固く閉ざしてロックをかけているものだ。

　そのハッチが軋きしみ、物理的な力を加えればあともう一いち撃げきで弾はじき飛びそうなところまで来ている。鍬クワ形ガタが告つげる。

『▽告／目標物ノ座ザ標ヒヨウヲ確認／回収可能』

『ああ』

　地表から、鍬形はそちらを見る。角度のせいで直接視認することはできないが、鍬形はセンサーでそこに鎮ちん座ざする目標物の形まで正確に把は握あくした。




　　　　[image: くぎり]




　神鯨の艦かん橋きようも地震の影響を強きよう烈れつに受けていた。蟻あり塚づかが停止してからぎりぎりの一線で保たれていた艦体は、最後のダメ押しで自重を支えきれるか怪あやしいところまで追いつめられた。

「九く曜よう!?　大丈夫ですか!?」

『問題ない。小しよう生せいは奴を止める、君はすぐに安全なところへ退避せよ！』

　ノイズ混じりであれ、通信はどうにか繋つながり、九曜の無事を確認できて叶かな葉ははほっと一息ついた。続いて、鍬形に通信を入れた。

「伍ご長ちよう！　これは、あなたがやっているんですか!?」

『……まだ逃げてなかったのか。いつまでもそんなところにいないで、とっととそこから出たらどうだ。神鯨なら逃げる時間くらいは持ち堪こたえるだろう』

　通信機に取りすがり、叶葉は必死に朧に言葉を投げ続ける。

　叶葉にできることは、それしかなかった。

「やめてください、伍長!!　こんなことして何になるっていうんですか!?　もう終わったのに、なんでまだ戦おうなんて!!」

『たった一機でも、おれがまだ残っているからだ』

　揺ゆらぎを知らない朧おぼろの声は、己おのれがやるべきことを淡々と告つげる。

『おれが残った連中を全部叩たたき潰つぶして制せい圧あつすれば、まだ勝ちの目はある。鍬クワ形ガタの一機だけでも戦い続けることはできる。違うかい』

「そんな……でも、こんなことって……！」

　尚なおも食い下がろうとする叶かな葉はを、朧はあくまでも冷たく突き放す。

『……お前は完全な部外者だ。この戦いに一つも関係がない。逃げていれば死ぬこともない、首を突っ込むな』

　それを最後に、通信が一方的に切断された。

　繋つなぎ直そうとしても無理だった。だが叶葉の胸中に去きよ来らいするのは絶望ではなく、何か懐なつかしさを伴ともなう違和感だった。

　──今。

　朧の口調に、異物感ではなく、叶葉がよく知るものを感じ取った──気がした。

「叶葉っ！」

　その時、叶葉の手が強く引かれた。その感触に我に返ったように振ふり返り、すぐ傍そばに鴇とき子こが駆かけ寄ってきていたことを知る。

「鴇子さま……」

「まずいぞ、ここだってもう危ないかもしれん……！　どっか安全なところまで行かなきゃ、わたし達もろともぺしゃんこだ！　姉上、どこかに出口はないですか!?」

　鵠こう子こが追いつき、難しい顔で答える。

「……非常用の脱出経路が、あるにはある。だが小型の脱出艇ていに乗る必要があるんだ。それが動くかどうかにもよるが……」

「なんだっていいです！　早く出口に、ほらっ叶葉もっ！」

　手を引かれる叶葉の足は重かった。脱出より他のことで頭がいっぱいになっていたのだ。どうしたのかと訝いぶかしげな目を向ける鴇子に、叶葉は、頭に浮かんだそのままのことを言った。

「違ったんです。伍ご長ちようが……あたしのことを、君じゃなくて、お前って」

　自分があの男に女中として仕えた一年、彼は叶葉を妹のように可愛かわいがり、あくまでも気さくな態度で接した。あの時の呼び方であり、あの時の喋しやべり方に近いような気がした。

　些さ細さいだが大きな変化に、叶葉は一つの可能性を見ていた。




　同じく艦かん橋きようにいる井い筒づつは、ここからではどうにもできないもどかしさを抱かかえながら、自分なりに状況を整理していた。

「クソがッ！　どうしていきなりこんなバカでけェ地じ震しんが起きンだよ!?」

「──重力制御グラビトンだ。五号がやったんだ。理論上不可能なことではないが、まさかあの場でやってのけるとは……！」

　驚きよう嘆たんする乗員達の表情は異様なほどに落ち着き払っている。こうなってしまえば艦かん橋きようでさえ安全ではあるまいに、彼らは自分の身より鍬クワ形ガタの方を気にかけているように思われた。

「とっとと脱出しねェとマズいな……おいガキ！　姐あね御ごと連絡取れっか!?」

「いまやってる……！」

　仰ぎよう臥がする日ひ足あしの体を起こしながら、久く留る守すは巴ともえと通信を試みていた。

　幸い、神しん鯨げいが機能不全となった今では蟻あり塚づかや妨害電波による通信障害は皆かい無むだ。移動要よう塞さいの分厚い鉄の肌越しであるから電波状態は悪いが、繋つなげることは無理ではなさそうだ。井い筒づつもすぐさま巴に連絡を入れて無事を確認したいが、久留守に任せたのはある理由からだった。

　こちらもこちらで、よく知る周波数からの通信を受け取っていたからだ。

『──井筒か？』

　四番式の周波数を知る男の声は、井筒の脳にひどく懐なつかしく響いた。

『兄貴……っ！　ご無事でしたか!!』

『生憎あいにくな。こちらは低空から様子を窺うかがってるが、状況がわからん。今どこにいる？　合流はできそうか？』

『デカブツの艦かん橋きようッス。ちっとここもヤベェんで出なきゃならねェかもですが……』

『他の者達がどうしているのかはわかるか？』

『姐あね御ごと剣けん菱びしが、外にいやす。オレは艦橋で……死んじまった万まん字じの忘れ形がた見みのガキと、天テン道トウのガキと、それから人間と一いつ緒しよッス』

『そうか。……確認するが、庵いおりと楓かえでと柊ひいらぎは、停止したんだな？』

『……ウス』

　竜胆りんどうも、状況判断から三人の鬼き虫ちゆうの完全停止を理解していた。重々しく頷うなずく井筒にまた「そうか」と返し、もう一つ確認する。

『──では、今戦っているのは、蜂はちと鍬形の二機だけだな？』

『ッス。……情けねェ話なんですが、オレの蜈蚣むかではやられちまってて加勢ができやせん。蟷螂かまきりも蜘く蛛もも、他の連中ももう戦えなさそうッス。兄貴は？』

『蜻蛉とんぼも似たようなものだ。……少し、兄弟喧げん嘩かに手こずってな』

　兄弟──虎杖いたどりが。あの時奴から聞かされたことは、本当だったのだ。

　驚きこそあれ、井筒はその事実をあまり追求しようとはしなかった。決着は彼自身の手で付けたのだ。竜胆の声は、どこか重い荷物を下ろしたような調子だった。

『了解ッス。とにかくオレらは虫をどうにか回収して脱出しやす。兄貴もご無事で』

『ああ』

　通信を切り、自分の両りよお頬ほおをぱんと張って気合いを入れ直す井筒。一方で久留守もまた、巴との通信に成功していた。

『ともえ！』

『あーよかった無事みたいね。反応追ってみたけど、キミ今艦かん橋きようでしょ？　どうなってんのこの地じ震しん、なんかわかる？』

『おぼろが、やったんだとおもう……たぶん。こっちは、みんないる。そっちは？』

『剣けん菱びしくんの修復はどうにか終わったけど、蟷螂かまきりはまだ完全じゃないってとこ。でも修理ばっかやってる場合じゃなさそうね』

『ん……』

『蛍ホタルで入れたってことは、ドックみたいな場所あるんでしょ？　とにかくそこまで行って。見た感じそのデカいのもいい加か減げんヤバそうだからすぐ出なさいな。アタシも蜘く蛛もで回収に行くから。井い筒づつくんや叶かな葉はちゃんや鴇とき子こちゃんは？』

『みんなだいじょうぶ。……それに、ひあしや、おじいさんたちもいる』

『……』

　束つかの間の沈ちん黙もくの後、巴ともえは短く要求した。

『繋つないで』

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいの老人達は、巴とは旧知の仲でもある。久く留る守すは特に疑問を差し挟はさまず従った。艦橋の通信機に干かん渉しようし、自分に届く巴の声をそのまま中ちゆう継けいする。

『──あーあー、本日は晴天なり。お久しぶり。弐に番式の巴よ』

　突とつ如じよとして艦橋に響いた幼い声に、誰もが一時硬こう直ちよくした。

「巴さん……？」

　叶葉も鴇子も、もう随ずい分ぶん久しぶりに聞いたような気がする童女の声に一時動きを止めて聞き入った。巴は少し早口で矢や継つぎぎ早ばやに続ける。

『言いたいことは……まあ、そこそこあるけど、長話はしてらんないわ。とにかくみんな今すぐそこ出なさい。勝手なことしたオジサマ達はただじゃ済まさないけど死なれても困るの。久留守ちゃんに続いて、蛍のあるドックのゲートを開いて。そうすれば蜘蛛のワイヤーで回収したげるから』

　無論、黒塚部隊の構成員達は、巴が直接手を下さずともただでは済むまい。

　法整備さえ完全ではない今の帝てい都とだが、彼らはれっきとした確信犯だ。この場に己おのれの罪を自覚していない者など一人もおらず、その後の覚かく悟ごなどとっくに済んでいるだろう。それが早いか遅いかの違いだけで。

　ただ、その覚悟の形は、巴や井筒が思うものとは少し違っていた。

「……いや。我々はここに残る」

『……なんですって？』

「大人数がぞろぞろと移動していたのでは小回りが利きかないだろう。我々が足を引っ張ってしまうだけだ。ここから出るのは、四番式と三号丸と少女が二人、そして鵠こう子こ様で十分だ。私達は、ここで九番式と五号丸の戦いを最後まで見届けたい」

『……へえ、つまりこう？　色々限界のデカいのの中に残って、最後の戦いを見られれば、もろとも潰つぶれちゃってもいいって？』

「そういうことになる」

「そんなっ……！」

　叶かな葉はが思わず声を上げた。

　乗員はその場から一歩も動こうとしなかった。百も舌ずが通信機に向かって告つげる。

「隊長が死亡した時点で、部隊はもう終わったようなものだ。敗者たる我々に、今いま更さら帝てい都との土を踏む資格も意味も無い。……これが清算だよ。あとは鍬クワ形ガタの戦いさえ見ることができれば、この世に未み練れんなどありはしない」

『キミ達ねぇ──』

「それより急いだ方がいい。艦内の経路図ならここからデータとして四番式か三号に送信できる、最短ルートで出るべきだ」

　百舌達は、完全に神しん鯨げいと運命を共にするつもりだ。

　全て出し尽つくしたとでも言わんばかりの老人たちの表情は、不ふ思し議ぎと透すき通って見えた。敗北したとて、口くち惜おしいだとかいった領りよう域いきには既すでにいないようだ。完全燃焼した男達の頭にあるのは、今なお続く甲こう虫ちゆうの夢を最さい期ごまで見ていたいという想いだけで、

　いきなり銃じゆう声せいが轟とどろいた。

　全員が反射的に身を竦すくませた。鴇とき子こはひっくり返りそうになって鵠こう子こに受け止められ、叶葉も咄とつ嗟さに伏ふせようとして中ちゆう腰ごしのまま目をぱちくりさせた。耳が「きーん」と鳴っている。

　井い筒づつだった。井筒が右手を真上に上げ、誰を狙ねらうでもない銃弾だんを放っていたのだ。

「四番式……!?」

「……この、」

　銃声で無理やり意識を自分に集中させた井筒が、最も手近な場所にいる百舌にずんずん大おお股またで歩み寄った。そして拳こぶしを握にぎり締しめ、硬こう直ちよくする相手の顔面に鉄てつ拳けんを見舞う。

「スカタン共がッ!!」

　寸止めだった。

　いくらなんでも兵器の本気で老人の顔をぶん殴なぐったら大おお怪け我がでは済まない。分厚い風圧が生まれて、百舌の白髪をぶわっと浮かせた。

　鳶とび色の三さん白ぱく眼がんに怒りを漲みなぎらせながら、井筒は男達を見回して馬鹿でかい声で怒ど鳴なり付けた。

「どいつもこいつも黙だまって聞いてりゃフザけてンじゃねェぞッ!!　なーにが見届けて死にてェだこのダボ！　テメェらがどう思おうがな、やったことのケジメ付けねェとなんにもなりゃしねェんだよ!!　勝手に諦あきらめてンじゃねェ!!」

　乗員は圧倒されている。

　百舌が辛かろうじてといった塩梅あんばいで、

「……しかし、」

「しかしもへったくれもあるかァッ!!　いいか、全部ケリ付けた後でそれでも死にてェならそン時ぁオレが幾らでも殺してやる!!　死ぬだけならバカでもできるがただ死ぬなんざオレが許さねェぞ!!　ンな半はん端ぱなとこで、清算だのと酔よっ払ぱらったみてェな御ご託たく並べて逃げようとしてんじゃねェッ!!」

　そうだ。

　緊急事態の連続で伝える暇ひまもなかったことを、叶かな葉はは思い出す。井い筒づつがこじ開けた隙すきに続くように百も舌ずに声をかけた。

「あの、百舌十じゆう蔵ぞうさん」

　元はと言えばこの場にいること自体が想定外だと言えなくもない、ただの人間の少女を、百舌は不ふ思し議ぎそうな顔で見返した。叶葉は彼らの理屈や意地や信念などというものを完全には理解しきれなかったし、ましてや共感などできるわけもなかった。だから、百舌という男に対して、叶葉が言えることはたった一つだ。

「百舌喜き久く乃のさん、ってご存知ですよね？」

「……！」

「やっぱり。……あなたの娘さんです。今も帝てい都とにいて、お父さんと同じ登と坂さかの研究所で働いてますし、今でもずっと心配してる筈はずです。他の方々だってそうです。あなた達にはあなた達の考えてることがあるかもしれないっていうことはわかります。ただ……帰る資格がないなんて、噓うそでも言わないで」

　その時少しだけ見せた百舌の表情は、これまでとは全く異なるものだった。

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいという反動勢力の一員としても、技術者としての顔でもなかった。これまで全身に漲みなぎっていた意地と緊張が一いつ瞬しゆんだけ緩ゆるみ、百舌は嬉うれしそうな、しかしそれと同じだけ切せつなそうな複雑な表情を見せた。

「──こんなことまで、父の背を追うものでもあるまいに……」

　ぽそりと漏もらす声が僅わずかに震ふるえていることに、叶葉は気付いていた。

　彼らも人間で、家族がいる筈だ。自分だってそうだった。その「家族」と呼ぶべき相手が、今も戦っているのだ。

『……言いたいことは井筒くんが全部言っちゃったわ。急いで。全員どんだけ白髪しらが増えてんのか見てあげるから』

　巴の軽かる口くちに、百舌が苦笑して返す。

「負け逃げさえ許さないわけか。つくづく、容よう赦しやのない……」

『ふふん。生憎あいにく、積もる話もあることだしね』

　叶葉が先を促うながした。時間がない。蜂はちと鍬クワ形ガタが再び会敵したら、恐らく間に合わない。

「急ぎましょう。あたしも……外に出なきゃ」

　通信が拒否された以上、朧おぼろには直接当たる他に手は無かった。今も危険に身を晒さらす九く曜ようの為ためにも、自分の為にも叶かな葉はが諦あきらめるわけにはいかない。

「行くぞオラッ！　全員ケツ蹴けっ飛ばしてでも連れてってやるから急げ!!」

　井い筒づつはがなり立てながらどたどた駆かけ回り、足に根が生えたような乗員達を追い回すように出口へ導いた。牛追いの犬のような動きである。誰かが歩き出さないようなら本当に尻しりを蹴飛ばしていたかもしれない。

　久く留る守すが、叶葉の手を借りて日ひ足あしを支えた。

「いこう。いま、とんじゃだめだから。もどれなくなる」

「……」

　涙の痕あとを頬ほおに濃く残しながら、日足はうんともすんとも言わない。

　もう意識を失っているのだ。久留守は彼の顔を見下ろして唇くちびるを噛かみ締しめ、小さな体でうんしょと背負った。

「……そうだな。けじめを付ける……か」

　鴇とき子こを伴ともない早足に歩き出す鵠こう子こが、妹にだけ聞こえる声量で呟つぶやく。姉を見返し、鴇子はにっと笑って頷うなずいた。

「あのトサカ頭、あんなだけどたまにはいいこと言うんです。いきましょう。話はそれからだ」
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　揺ゆれ続ける神しん鯨げいは、艦そのものが今や右に一〇度ほど傾いていた。

　地じ震しんは続く。広いとは言えない通路を、二十人からの人間達が列を成なして進んでいる。目的の第二ドックまでは距離があり、元来た道を戻るにしても楽にはいかなかった。既すでに幾つもの支道が歪ゆがみ、崩くずれた壁かべや天てん井じように阻はばまれて通れない地点も幾つかあった。

　問題は、ドックまであと数分というところで起こった。

　艦内エレベーターを使うことはできない。通れそうな支道の非常階段を幾つも上り下りし、多少の遠回りを余よ儀ぎなくされながら移動していたところ、また大きな揺れがあった。

　自重を支えきれなくなりつつある神鯨が、更さらに傾いたのだ。

「うわっ……!?」

　咄とつ嗟さに手すりを掴つかみ損そこねた鴇子が、大きくバランスを崩くずした。

　崩れかかった階段から完全に足を踏み外はずし、彼女の体が宙を泳ぐ。

「鴇子!!」

　一番近くにいた鵠子が、考える前に動いていた。鴇子を抱き留め、しかし咄嗟のことでバランスを立て直すこともできず、互いを庇かばい合いながら階段を転げ落ちていく。

「鴇とき子こさま！　鵠子さまっ！」

　手すりから手を離し、階段下の二人に叶かな葉はが駆かけ寄ろうとしたところで更さらに揺ゆれが起こる。

　もう何度目かになる倒とう壊かいが巻き起こった。

　階段が歪ゆがみ、天てん井じようが崩ほう落らくした。

「バカ、飛び出すな！」

　駆け降りようとした叶葉の襟えり首くびを井い筒づつが引っ掴つかんで止める。その鼻先に大きな鉄柱が落ち、階段の上と下を完全に分断してしまう。

　下に、鴇子と鵠こう子この二人が取り残されたのだ。

「ちィ、マズったか……！」

　虫があればこんなものは問題にもならないのだが、今の井筒と久く留る守すでは瓦が礫れきを破は壊かいできるかどうか怪あやしい。そもそも、こんなところで更なる破壊を起こせば、それが引き金となって辺あたり一帯もろとも崩くずれてしまいかねない。

　叶葉は井筒に掴まれながら、ほとんど恐きよう慌こう状態で叫んだ。

「そんな……！　鴇子さまぁっ!!」

　瓦礫の向こうからの返答は、しかし、気丈なものだった。

「わたし達は大丈夫だっ！　どっかに別の出口を探さがす！」

「でも!!」

「ここで止まっちゃ共倒れだぞ！　いいから急げっ!!」

　敢あえて突き放すように言って、鴇子は迷わず足を動かした。

　足音が遠ざかり、やがて聞こえなくなる。叶葉は行き場を無くした手をぎゅっと握にぎった。その手を引き、久留守が言い放つ。

「いこう」

　叶葉は瓦礫の向こうを未み練れんがましく見ていることを止めた。あの二人も動き出したのだ。いつまでもぐずぐずしてはいられない。

「…………はい」

　重々しく頷うなずき、二人が欠けた集団がドックへ急ぐ。




「──ごめんなさい、姉上。わたしのせいで」

　もはやここがどこだかもわからない通路を、姉妹が歩いている。

　鴇子は、鵠こう子こに肩を貸していた。

　階段から落ちかけた鴇子を庇かばった時、姉は足を挫くじいている。出血は無い。診る知識も余裕もないが、せめて折れていなければいいと鴇子は祈った。鵠子の顔は僅わずかに青く、額ひたいにじんわり脂あぶら汗あせが滲にじんでいる。

「……いいさ。おまえの手の傷の方が、もっと深い」

　また、どこかで何かの崩くずれる音がした。

　こうなると、鵠こう子こが先さき程ほど言っていた非常用の脱出路を使うしかなかった。使える経路を選び取って崩れる前に通り抜け、鵠子の教えるままに必死に足を進めているが、そう簡単に着くわけはなかった。ただでさえ歩みが遅いのに、最短ルートを通れないのだから当たり前だ。

　鵠子の表情にゆっくり絶望が深まっていく。彼女は目を伏ふせ、妹にこう切り出した。

「なあ鴇子」

「なんですか？」

「…………この先の順路は教える。だからわたしを置いて、」

「やです」

「だが」

「そんなの無理に決まってるでしょう。一いつ緒しよに帰るんだ。こんなとこで諦あきらめてたまるかっ。二度と言わないでくださいそんなことは！」

　ふんっ、と鼻息を吹いて気合いを入れ直す。

　そこから更さらに、幾つもの分ぶん岐き路ろを経へて、何本もの通路を通り抜けた。

　もう無駄口を叩たたくことはなかった。鵠子も諦めを口にすることはなく、痛む足を引きずるようにして必死に歩を進める。鴇子も一歩一歩を踏みしめるように歩き続ける。

　また、どこかで何かが崩れた。

　それは、今から向かう先の通路なのかもしれなかった。

　短い振しん動どうと破は壊かい音が断続的に響き、それを聞きながら鴇子は、ふと口火を切った。

「……覚えていますか、姉上」

「──？」

　鵠子が見下ろす鴇子の横顔は、強い瞳ひとみで前だけを睨にらんでいる。

「わたしは、よく家の周りの森でこっそり遊んでた。鶫とう子こ姉上も引っ張って。それで姉上がわたしを見つけて、叱しかられたりもしたけど、揃そろって迷まい子ごになったことも何回かありましたね」

「……ああ、そうだな。でもどうして今そんな話を」

　御ご所しよの森は広い。幼少時の鴇子と鶫子は、そこに潜もぐり込むのが好きだった。

　鵠子も勝手に森に入る二人の妹を探しては叱ったが、今にして思えば、三人でかくれんぼを楽しんでいたという部分もあるかもしれない。

　しかし、ミイラ取りがミイラになるとはよく言ったもので、二人を探さがす為ために森に深入りした鵠子も帰り道を見失ってしまうことがあった。

「家の敷しき地ちの中なのに、何やってんだって思います。でも、怖こわくなかった。姉上達がいたし、それに、わたし達が帰れなくなったって大丈夫だった。だって──」

　質問にも答えず、鴇子は続ける。

　もしかしたらもう忘ぼう我がの状態にあるのかもしれない。鵠子は訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

　だが鴇とき子この瞳ひとみはしっかりと焦しよう点てんを結んだまま前を向き、何かを待つように、何かを信じているように光を失わない。




「そんな時は、あいつが必ず迎えに来たんだ」




　直後、十メートル先の通路の圧力扉が蹴けり砕くだかれた。

　馬鹿正直に開けて通るということなどする暇ひまは最初からなかったのだろう。

　そこからひょっこり顔を出す、よく知る護ご衛えい兵へいの顔を、鴇子と鵠こう子こは見た。

　倒とう壊かいとは違う破壊音と振しん動どうは即すなわち、爆走する菊きく丸まるの足音だった。鴇子は直感でそれに気付いていた。二人がまさに探さがしていた脱出路から突入し、逆に辿たどってここまで来たのだ。

「──き、菊丸？」

　目を点にして、呆ぼう然ぜんとする鵠子。彼女からしてみれば久しぶりどころの騒ぎではない。

　鴇子はといえば、驚きはあまり無かった。

　菊丸はいつも、危ない時には必ず来てくれた。鴇子がどんな状況に置かれていようがそれは変わらず、今回にしても、いつか必ず来るだろうと心の中で信じていたからだ。とはいえ今日ばかりは文句の一つも出るというもので、鴇子はわざとつっけんどんに言い放つ。

「遅いぞ、ばか」

　まことにもって申し訳ない。

　というように菊丸がしょげ返る。

　彼は戦いを切り抜けてきたようで、ぼろぼろだった。ここまで痛めつけられた菊丸を見たのは初めてかもしれない。だが傷だらけでも、菊丸の佇たたずまいは力強かった。

　更さらに、

「……な、なに？　ここどこ？　着いたの？」

　菊丸の肩からひょっこり顔を出した少女に、鴇子は今度こそ魂たましいを抜かれた。

　菘すずなである。

　菊丸の背中に、抱っこちゃん人形みたいにしがみついていたのだ。

　ばっと全身の毛が逆さか立だった。「はぁ!?」と思わず口に出した鴇子に気付いて菘もまた大口を開けて「あっ!!」と叫ぶ。

「おま、おまえ何やってるこんなとこでっ！　なんでだ!?　意味がわからんぞ!?」

「やかましいわっ！　私だってあんたらが心配だったに決まってんでしょ！　カナは!?」

「あっ、あいつは別のところから逃げてるっ！　ていうかっ！　おまえわざわざ菊丸にくっついてこんなとこまで来たとかなんなんだ!?　アホだアホだと思ってたけどさては本当にアホなんだな!?　アホーっ!!」

「なんですってこのっ！　さんざっぱら心配かけさせて今度はアホ呼ばわりっ!?　あんたこそねえ！　あんたこそっ！　よく生きてたわねこのあんぽんたん!!」

　ぎゃんぎゃん喚わめき合う二人に挟はさまれ、菊きく丸まるはかなり困った。

「……し、知り合いか？」

　完全に置いてけぼりな姉が、菊丸と鴇とき子こと菘すずなを見比べながら聞いた。

「友達です！」

「そうよ！　てかあんた誰よ！」

　仮にも本物の第一皇こう女じよにとんでもない物言いだが、とにかく今はああだこうだと言い合っている暇ひまは無い。菊丸は努つとめて紳士的に先を促うながすジェスチャーを見せ、なんとか二人の仲を仲ちゆう裁さいして、改めて鵠こう子こに恭うやうやしく頭を垂れた。

「あ……ああ。ひ、久しぶりだな。その……」

　話は後で、と菊丸は姉妹の体を支えた。

　さて。

　ここで菊丸は少し迷った。連れ出す相手は三人。あくまで生なま身みの彼女らは菊丸の走りについては来られまいし、抱かかえて走る他に手はないと思う。問題はその形だ。背中に菘で、鴇子と鵠子はどうしよう。

　即決した。有う無むを言わさず二人を抱え上げ、鴇子を左に鵠子を右に、両方の小こ脇わきに抱えてがっちりホールドしたのだ。指が吹き飛んでいるから、肘ひじ関節と腰こしに挟はさんできゅっと締しめる感じだった。腕にしっかり掴つかまっていて欲しいと菊丸は目線で告つげた。

「…………あ」

　何が起こるか理解したのは鴇子だけだった。こういう経験が前にもあったからだ。

　鴇子は小脇に抱えられた猫のような姿勢のまま、ぎゅっと身を縮めて備えた。

「あ、姉上……お覚かく悟ごをっ。菘もしっかり掴まってろよ！」

「な、なんだ？　どうした？　何が起こるんだ？」

「え、ちょ、覚悟って何よ？　この後は逃げるだけなんじゃ──」

　菊丸が、ぐっと両脚に力を溜ためた。

　圧あつ縮しゆく空気を充じゆう填てん。脚部に集中。この通路を潜くぐり抜けた先にある出口をイメージする。

　そして、

「ぬわ────────────────────────────っ!!」

「おあ────────────────────────────っ!?」

「ひえ────────────────────────────っ!?」

　爆発的な速さで、走り出した。

　これまでの歩みが何だったのかまったくわからないほどの速さだった。

　三人を抱え、菊丸は矢のように通路を突き抜ける。
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「ぬわぁあああああっ、あっ、あああああっ、ははっ、わははははははははははははっ!!」

　物もの凄すごい風圧を顔面に受けながら、鴇とき子こはいつの間にかハイになって爆笑していた。

　他の二人はというとそんな余裕は全くない。倒とう壊かい音おん、地じ震しんをものともしない菊きく丸まるの足音、それから呵か々か大笑する鴇子の声が残響となり、怖こわすぎるせいか笑いすぎたせいかわからない涙が散って艦内に取り残され、それら全てを振ふり切って菊丸は激走する。




　薄うす闇やみの向こうに、夜の闇と星の光が見えた。













　　　八　─　星せい芒ぼう







　地震がようやく静まったのは、鍬クワ形ガタが地表を離れてすぐのことだった。

　それとほぼ同時に、急ピッチの補給を終えた蜂はちが飛び出していた。

　飛び上がる鍬形を、叶かな葉はは確かに肉眼で見た。

　この時、神しん鯨げいの中にいた一同は既すでに地上に降り立っていた。久く留る守すの信号で第二ドックのハッチを開き、艦体に取り付いた蜘く蛛もが無数のワイヤーを伸ばして人間達を回収し地上に下ろした。副脳の部位だけ辛かろうじて残った蜈蚣むかでは、蛍ホタルが引きずって飛び出し、炎ほのおの逆ぎやく噴ふん射しやでどうにか軟着陸した。

　ちなみに──別角度の脱出経路から、鴇とき子こと鵠こう子こと菘すずなを抱かかえた菊丸が芸術的な跳ちよう躍やくを見せたのは、それから数分遅れてのことだ。

「……待って！」

　上空に飛び上がろうとしている虫を追って叶葉が走り出す。

　別の角度から、空を一直線に貫つらぬいて鍬形に高速接近する光があった。

　光の色は金。蜂はちだ。
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『▼告／敵機飛ヒ翔シヨウ確認／上昇中──此方コチラニ反応セズ』

『奴の狙ねらいは何かわかるか？』

『飛行軌キ道ドウ解カイ析セキ中／──敵母艦最上部カト思ワレル』

　そこに何かあるということか。それも、恐らくは追う蜂はちを無視してでも最優先で回収すべきものが。

　行かせるわけにはいかない。

『《電磁制御エレキテル》、針しん弾だん加速！』

　翅はねを最大展開し、蜂は最高速に至った。鋭角的な頭部を空に向け、機首のランチャーから電でん磁じ加か速そく針弾を一いつ斉せい発射した。蜂を中心に放たれる針の弾幕まくが電磁の軌き跡せきを放射状に描き、鍬クワ形ガタに迫る。

『──ち』

　照しよう準じゆんを先読みして鍬形が応じる。

　八本の黒こく牙がを弾幕に合わせて、《電磁制御・深しん》発動。直撃軌道にある針弾を正確に見切り、電流を纏まとわせた八つの牙きばを刀のように自在に振ふって弾はじき飛ばす。これが本命でないことも、次なる照準も朧おぼろは既すでに見抜いていた。

　急速接近する蜂の翅はねから光点が生まれる。

　光速の砲ほう撃げきを見てから回避することはできない。鍬形は自みずからの飛行軌道と速度を計算に入れた上で相手の狙ねらいを先読みし、黒い軌跡を描いて複雑な回避機き動どうを見せた。機体表面の偏へん向こう重力装そう甲こうで可能な限り光弾を弱めて逸そらし、掠かすり傷に留とどめる。

『流石さすがに、まるきり無視ってわけにはいかんか』

『逃がさん……！　貴き官かんが何を思おうと、これ以上の戦せん闘とうを許すわけにはいかぬ！』

　二匹の虫が互いを完全に射しや程てい距離内に納め、もう何度目になるかもわからぬ会敵を果たす。

　その時ふと、流れ弾だまをまともに受けた神しん鯨げいの表面装そう甲こうが一部剥はがれた。

　光こう弾だんの爆発と中空の風に巻かれ、ほんの小さな装甲片へんは吹き飛んで宙に投げ出された。

　放物線軌道を描くそれを気に留めることなど、二人は一いつ瞬しゆんもなかった。

　地上に一つの熱源反応を確認するまでは。

　──あれは、

　反射的に蜂が複眼の端はしでその姿を捉とらえる。眼下の地表、一キロほど先に、神鯨から脱出した人間達の姿が小さく見える。蜘く蛛もや蛍ホタルの姿もある、ぼろぼろになった蟷螂かまきりや蜈蚣むかでらしきものも僅わずかに。

　その集団から更さらに半キロばかりこちらに近い地点に、小さな人影が一つあった。

『!!』

　蜂はちと鍬クワ形ガタが、同時にそれに気付く。

　叶かな葉はがこちらに駆かけ寄ってきている。

　吹き飛んだ装そう甲こう片へんやそれに伴ともなう小さな瓦が礫れきは、彼女の頭上に落ちようとしていた。虫であれば直ちよく撃げきしたところでものの数ではないものが、無力な生なま身みの人間には致命傷たりうる。

「あ──」

　走るのに必死でいた叶葉は、頭上から落ちてくるものに気付くのが遅れた。

『蜂!!』

『▼了解／飛行軌キ道ドウ修正／最高速デ降下』

　直後起こったことは、九く曜ようにとっては予想だにせぬことだった。

　蜂と鍬形の二機が二機とも、全ての行動を中断して叶葉目め掛がけて飛んだのだ。

　蜂は当然、最優先目標を叶葉にスイッチしていた。それにより生まれる隙すきさえ気にする暇ひまもなかった。多少のダメージは覚かく悟ごの上でやったことなのに、鍬形は攻撃をしないばかりか、迷うことなく蜂に続いたのだ。

　戸と惑まどいの時間すら惜おしい。

　蜂は狙ねらいを定めた加速針を五発同時に発射し、叶葉の真上まで迫った瓦礫を粉々に破は壊かい。

　続いて朧おぼろが叶葉の頭上に反重力フィールドを発生させ、砕くだけた瓦礫を彼方かなたに吹き飛ばして叶葉には埃ほこり一つ落とさない。

『貴き官かん……!?』

『……』

　朧は何も返さない。

　二機はほぼ同時に叶葉の傍そばに着地し、九曜が蜂から飛び出して叫んだ。

「叶葉！　無事か!?」

「九曜っ！」

　水を蹴け散ちらして走ってきた叶葉の下半身はびしょびしょに濡ぬれそぼっている。しかも真上で炸さく裂れつした破壊に半なかば腰こしを抜かして、その場にへたりこんでいた。

　九曜は即座に外がい套とうを脱ぎ去り、叶葉に着せた。危険なのにどうしてわざわざ近寄ってきたのか、今すぐ叱しかりつけたい気持ちに駆られたが、無事な姿をこの目で見られたことで頭がいっぱいになってしまう。

「ごめんなさい、でもどうしても気になることがあって……！」

「気になること、だと？」

　九曜はとにかく叶葉の手を引いて立たせた。濡れた服が重く、ここまで走り詰めだったこともあって少しよろけた叶葉は、しかし気き丈じように立ち上がって九曜を見返す。

　言いたいことは沢たく山さんあった。

　だが、今はその時ではない。

「……事が落ち着くまでは、とりあえず皇こう女じよ様の傍そばにいれば危険は無いと思ったんだがな」

　肉声が叶かな葉はの背後から届いて、九く曜ようは顔を上げる。

　叶葉を挟はさんだその向こうに、鍬クワ形ガタを一時降りた朧おぼろが立っている。

　蜂はちと同じく主あるじの背後に控ひかえた鍬形は、いつでも動けるよう待機状態にありながら戦せん闘とう態勢には移行していなかった。叶葉と九曜を見比べる朧の表情には、一種の諦あきらめがあった。

　その諦めは、最後の最後で叶葉に対する態度を徹底できなかった自分に向けられたものだ。

　叶葉の「気になること」とは、つまりそこにあった。

「──伍ご長ちよう」

　朧の反射的な行動は、叶葉の中の疑問を確信に変えるに足るものだ。改めて朧に向き直り、叶葉は問うた。




「本当は、全部、覚えてたんですね？」




　九曜は朧の動向を警けい戒かいしながら、今が緊急時でないことを直感している。目の前に立つ朧には、先さき程ほどまであった戦意が抜け落ちている──今だけは。

　朧は少し黙だまっていたが、笑うでも怒るでもなく目を伏ふせ、静かに返す。

「……いつまでも、しらばっくれているわけにはいかないか」

　朧は──伍長は、空く閑が透とおるは、最初から記憶など失っていなかった。

　他の甲こう虫ちゆうと何ら変わるところがない。だから叶葉のことも、覚えているに決まっていた。

　してみると、朧のこれまでの態度は敢えてやっていたということになる。少なくとも叶葉のことに関して言えば、覚えていないという素そ振ぶりも、彼女を一いつ顧こだにしないことも、ただの無関係な人間と断じて徹底して蚊か帳やの外に置こうとしていたことも。

「叶葉は聡さといな。いや、結局おれが下へ手たなだけか」

「……どうして！　どうして、何も言ってくれなかったんですか!?」

「言ったところで、おれのすることは変わらんからさ。……お前がこれほど諦あきらめの悪い奴だとは思わなかったのが、こっちの誤算だな」

　五号丸の朧として語る言葉は、その実、叶葉がよく知る伍長のそれだ。その時、朧は僅わずかに苦笑してさえいた。そこには彼の感情の色が確かにあった。

　彼は叶葉が帝てい都とにいて、これほど深く鬼き虫ちゆうを巡めぐる出来事に関わっていたなどと本当に長いこと知らないままでいたに違いない。初めて知った際の朧の心中は想像するほかないが、その上で「五号丸の朧」として在あり続けたこと自体が、彼の答えなのかもしれない。

　九曜が一歩踏み出し、硬い声で切り出す。

「……一つだけ問う」

「何だい」

「なぜ、なおも戦う。もう全て終わったのだ。貴き官かんが戦う意味など、どこにも無い！」

　朧おぼろの回答は素す早ばやかった。

「意味のある戦いってのは、何だ？」

　それは九く曜ようが、かつて縋すがっていた考えに似ていた。

　だが朧の答えは、かつての九曜のそれより確固たるものだった。

「何の為ためにとか、どうしてとか、誰かの為にとか……そういう理由を決めなくちゃ、前にも後ろにも進んじゃいけないのか？　違うだろう、おれ達は。この命があり、この力があるということそれ自体が、君の云いう意味だ」

「違う！　貴官には、意味も理由も十分にあった筈はずだ！　貴官は……あなたは！」

　朧の強さが九曜には理解できない。彼には逃避する必要など無かった筈はずだ。

「なぜ、叶葉の傍そばにいてやらなかった!!」

　二十年前の戦争末期、伍ご長ちようは叶葉の前から消えた。

　それはもちろん、歴史の影に隠かくれ、人としての死を超える為に必要な決別だった。

　だが、その後の叶葉の様子を九曜は知っていた。天てん涯がい孤独の少女は唯一の身内にさえ置いて行かれて、かつて仕えた主あるじの影を追い、内心はたった一人で孤独に怯おびえ続けていた。

　朧も生きていたのなら、叶葉を探さがして会うこともできた筈だ。

　細かな都つ合ごうなどどうでもいい。どうして、叶葉と一いつ緒しよにいられなかったのか。

　朧はしかし、静かに首を振ふった。

「──おれがこうなることは決まっていた。あの時には、とっくにな」

　正確に言えば、朧が意味を求める家族はかつて一人だけいた。

　その妹が死んだ時、彼は自みずからのブレーキを破は壊かいしたのだ。

　妹に似ている叶葉を救い上げた時も、それが変わることはなかった。「伍長」の手は汚れすぎていた。偶然が生んだ短い一年は、ただの気き慰なぐさみであったかもしれない。或あるいは死した妹への無意識の贖しよく罪ざいであったかもしれない。それは朧自身にもわからないことだ。

　確かなのは、あの時には朧はもう、後戻りができない列車に乗っていたということ。

　そして、何も知らぬ少女を連れて行くわけにはいかなかったことだ。血みどろの鬼おにに現世と繋つながる縁えにしは一いつ切さい無用だった。

「この、分からず屋が……っ！」

　九曜は拳こぶしを握にぎり締め、声を搾しぼった。

　叶葉は朧に正対し、恐れることなく確かめる。

「なら、伍長は。あなたは……自分が選んで、ここまで来たって仰おつしやいましたね。それは、ずっと……あたしと一緒にいてくれた日からずっと、変わりないんですか」

「そうだ。おれは、自分がここまで来たのを何かのせいにするつもりはない。自分の足で歩いてきたんだ。時代がどれだけ違おうが、周りの状況がどう動こうが、きっと行く道は変わらない。これが、おれなんだ。だからこそ、伍ご長ちようという男は必然として死んだ」

　言って、朧おぼろは不意に口の端はしを少しだけ緩ゆるめる。

　道連れにできる現世の縁えにしは存在しない。共に行けるのは、同じ地じ獄ごくの亡もう霊じや共だけだ。

「それにな。隊長が死ぬ時、おれの名を呼んだんだ。後半はよく聞こえなかったが、頼む──って言ったように聞こえた。頼む、と、あの黒くろ塚づか夕せき馬まがだぜ？　烏え帽ぼ子しの爺じいさんも先に地獄に行ったらしい。おれ達は最さい期ごまで共犯者だ。土産みやげくらいは用意しておかんとな」

　朧は一いつ旦たん言葉を切り、寄り添そって立つ九く曜ようと叶かな葉はを目を細めて見た。それからゆっくり右手を挙あげて空を指差す。

　指の向く場所は、神しん鯨げいの最上部だ。

「最後に一つ教えておく。おれが回収しに向かっていたのは、未調整だった神鯨の《主しゆ砲ほう》だ。鍬クワ形ガタの技術を応用した《重力圧あつ縮しゆく砲》だ。そいつを、帝てい都とに撃うつ。蜂はちを墜おとして、使い物にならなくなった他の虫を残らず始末した後でな。それが黒くろ塚づか部ぶ隊たいの五号丸の朧の、任務だ」

「……!!」

　九曜も聞いたことのない、全く新しい砲の名だ。

　砲と名付けられてはいるものの、その広こう域いき制せい圧あつ兵器の性質は爆弾に近い。着ちやく弾だん点てんに極小の超重力圧縮領域を形成し、その点を中心として、範囲内に存在する全てのものを呑のみ込み捻ひねり潰つぶす。本来は調整後に独立して使用するべきものだったが、鍬形と接続して無理やり制せい御ぎよすれば発射は可能となる。

　朧は、決定的な挑戦を告つげる。

「止めてみろ。できるものなら」

　朧は一歩真後ろに下がった。背後に控ひかえるは最強の甲こう虫ちゆうで、朧は後ろ手にそいつの光沢を持たぬ黒い装そう甲こうを撫なでた。

「本当に……本当の本当に、もう、止まることができないんですか？」

「ああ。おれがおれである為ために。お前はお前である為に、お前の道を行けばいい」

　──。

　叶葉は、すぅ、と息を吸った。それが彼自身の揺ゆるぎない意思であるならば、もう何を言おうが絶対に立ち止まることなどないことを理解したのだ。叶葉はそれを知りながら、仕えた主あるじを前にして、

　それでも何かを言おうとして、

「叶葉」

　九曜の静かな声に制された。

「行かせてくれ。彼がそうなら、小しよう生せいにも最後にやるべきことがあるから。どうかもう止めずに……最後まで、見届けてほしい」

「九く曜よう……」

「大丈夫だ。絶対に君を置いていきはしない」

　その様さまを見守りながら、朧おぼろは独白のように告つげた。

「……本音を言うとな。九番式がどうして変わったのか、おれはずっと気になっていたんだ。けど今やっとわかった」

　これまで幾度か投げかけられた、九曜を試すかのような朧の言葉と態度。

　かつて意味を求めず戦い続けた少年の変化と強さの源みなもとを、朧は知りたかったのだろう。

「いい娘こだろう、叶葉そいつは」

「……ああ」

　朧は、もう一度自分の軍ぐん帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶった。昔から愛用していた、黒くろ塚づか部ぶ隊たいとしての自分を象徴する軍帽だった。二人には彼がほんの一いつ瞬しゆんだけ笑んだかのように見えたが、帽子のつばが作る陰かげに隠かくれ、表情はよく見えなかった。
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　同時に、二人の後ろに控ひかえる二匹の虫の目が輝き出した。

　互いに面と向かって交かわす最後の言葉は、れっきとした宣戦布告だった。




「道は分かたれた。おれ達は、お前達の、敵だ。おれはこの足で歩むままに、おれの前に立つお前を殺そうと思う」

「いいだろう。ぼくはぼくの意思で、貴き様さまを撃げき滅めつする。──あなたを超えて、その先へ進む」




　ここから先に言葉は無用。迷いも優しさも決意も覚かく悟ごも呑のみ込んだ「意思」があるのみ。

　朧おぼろが鍬クワ形ガタに乗る。黒い機体が黒い翅はねを音も無く広げ、ゆっくりと上昇していく。叶かな葉ははそれを為なす術すべも無く見上げていた。

　もちろん、言葉だけで彼の凶きよう行こうを止めることはできないだろう。

　だが、叶葉には何もできないわけではなかった。

　運命などというものは存在しない。

　あるのはただ、原因と結果によって紡つむがれゆく必然の帰結だ。

　結果の末まつ端たんが繋つながり続け、ここまで来た。奪うばい続けて失い続けてきた人生の中、ただ一つ残った朧にとっての「縁えにし」。その叶葉が戦後も生き、九く曜ようと出会い、尽じん天てんで過ごし、帝てい都とで鴇とき子こや菊きく丸まると出会い、鬼き虫ちゆうと甲こう虫ちゆうの織おり成なす戦いの中を通り抜け、あらゆるものを繋いでここまで来た。金きん翅しの九曜と共にありながら。

　その九曜が朧と戦う。叶葉が九曜にできることは、ある。

「あの言葉を言ってくれないか」

　朧に続いて蜂はちに搭とう乗じようする寸前、九曜が叶葉にそう要求した。

　何のことか──などとは、考える必要もなかった。

「──いってらっしゃい、九曜」

　声は震ふるえなかった。九曜の返事も、静かで落ち着いていた。

「必ず帰る」

　言葉には力がある。誓ちかいは力になる。

　九曜は最後まで叶葉から目を逸そらさぬまま、再び蜂はちに搭とう乗じようした。




『おーい九曜くんやーい』

　戦せん闘とう前に生まれたほんの少しの時間で、仲間からの通信を受け取る余裕ができた。最初に受け取ったのは弐に番式の信号だ。

『巴ともえか。無事で良かった』

『あら優しいこと言うのね、ありがと♪　それはともかく、アタシらも加勢はちょっとできそうにないわ。なんとか巻き添ぞえは喰くらわないようにするから、気にしないでやっちゃってねー』

　続いて、連戦に次ぐ連戦で流石さすがに大たい儀ぎそうな剣けん菱びしの声が届く。

『──おう九曜、お互い生きてるらしいな。俺の仕事は終わったよ、もう剣の一本も振ふれやしねえ。後は任せていいな？』

『ああ。元より、奴とは一対一で決着をつけるつもりだ』

『あいよ』

　剣けん菱びしとの会話の途と切ぎれ目に、いきなり四の回線から井い筒づつが割り込んできた。

『オラァ!!』

『非常にうるさい』

『気合い入れてやったんだろが！　まァいいや、テメェはやるっつったらやる男だ。バカ野郎を最後に一発ブン殴なぐって終しまいだ、行ってきやがれ！』

　鬼き虫ちゆうにとっては覚えのない回線からも入電。

『……くよう』

『久く留る守すか』

『……いろいろかんがえたの。あたしは、しにたくない。いきてみたい。でも、あいつはとめられないから……だから、たすけてほしいの。……おねがい』

『了解した。あの男は、蜂はちで止めてみせる』

　そして、もう一つ。

　巴ともえ達のいる場所より少し離れた地点から、通信が届く。

『──やれるのか？』

　その声を聞いて、九く曜ようはわかってはいても少し目を見開いた。

　二度と受け取ることもあるまいと思っていた、壱いち番式の周波数だ。

　余よ計けいなことは一いつ切さい言わず、その一ひと言ことだけだった。九曜は頷うなずき、強い声で応こたえる。

『やれる。やってみせる。ぼくは、鬼虫の九番式だ』

『了解した。──金きん翅しの九曜、武ぶ運うんを祈る』

　束つかの間の時の、数秒にも満たぬ通信のやりとりが終わる。

　鍬クワ形ガタは──朧おぼろは、誰の言葉も受け取らぬままに、ただ強きよう靭じんな魂たましいを秘めて空に在あった。

　加速する。

　対話は終わり、その先にあるべき決着へと至る飛行だ。他の全てを意識から追い出し、倒すべき相手だけを認識し、二人はほぼ無意識のままに敵の名を呼んだ。

『……九曜』

『朧……ッ!!』

　共に、その名でしか互いを知らず──

　その名でしか、己おのれを語れぬ二人だった。
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　遥はるか上方には、星を抱いて燃える宇宙の夜がある。

　前後左右に下まで真っ暗な世界の中で、天てん蓋がいの光を貫つらぬかんとするが如ごとく駆かけ抜ける、機械仕じ掛かけの虫の姿があった。




　武む者しや震ぶるいが走る。迷いも恐れもない。蜂はちは誰よりも速く飛べる。

『弾たまは惜おしまぬ！　制せい圧あつ射しや撃げきに移行する!!』

『▼了解』

《電磁制御エレキテル》起動、全ランチャーに針しん弾だんを装そう填てん、敵機照しよう準じゆん。

　一いつ瞬しゆん、蜂の機体前面を銀色の霞かすみが覆おおった。霞はすなわち電光の青を漲みなぎらせる数千発の針の弾丸だ。一発一発の間かん隔かくが小指一本ほどもない、超高密度の加速針弾の制圧射撃だった。

　鍬クワ形ガタはそれを物ともしなかった。《電磁制御・深しん》発動、黒こく牙がを中ちゆう継けいして機体全面に磁じ界かいを形成、音速を超えて飛来する無数の鉄針にこちらから干かん渉しようして軌き道どうを逸そらし、さしたる大きな動作もなく弾幕まくを弾はじき飛ばしてのけた。

　上昇する。

　二十四本の黒牙が最大展開し、鍬形の肢あしとして自じ在ざいに駆かけ巡めぐった。鋭利な牙きばはそれ自体が貫通力を持っており、生なま半はん可かな装そう甲こうはそのまま切り裂さくほどに鋭い「飛行する刃」だ。磁じ力りよくと重力によって操あやつられる漆しつ黒こくの刃が鍬形本機に迫る速度で舞い、蜂に襲おそい掛かる。

『電磁防ぼう壁へき展開、迎撃！』

　思考の声で蜂にコマンドを飲ませ、蜂は上昇しながら身を捩よじった。

　回転しながら射しや出しゆつされる針弾が莫ばく大だいな手て数かずで黒牙を迎え撃うつも、質量の差で次々と弾はじき返される。蜂はその隙すきに特とつ攻こう術を操そう作さし、来きたる無数の刺し突とつに備そなえた。

『光こう子し充じゆう填てん、剣を形成……！』

『▼了解／圧アツ縮シユク開始』

　蜂の後部、本物で言うところの針に位置する部分には多関節の可か動どう肢しが存在する。それが一直線に伸び、端はしから端に至るまで、超高熱の光の剣を形作った。

　敵照準予測、斬ざん撃げき軌き道どう演算開始、斬る。

　瞬しゆん間かん、蜂は光剣を機体ごと振ふり回し、逆さか上あがりに縦たて回転していた。

　秒間数十回に蜂の光剣が、舞い上がる真円の軌道を幾つも描いた。全身で放つ連続の斬撃である。一本の長大な可動肢と何本もの短い黒牙が何度もかち合い、電でん磁じと光こう子しと激しい火花を散らした。形こそ人の手にて振るわれるものと大きく離れていても、それは確かに刃と刃が撃ち合う鍔つば迫ぜりの連続だった。

　更さらに上昇する。

　空に被かぶさる雲の一つに突入した。突然の気流の変化はしかし二人の飛行を何ら阻そ害がいするものでなく、暗い灰色に閉ざされた空間を虫は逆に支配する。

　当然、朧おぼろが黒牙を操あやつるのみで終わる筈はずはなく、そこに生まれる隙すきを狙ねらっていた。

『鍬形──近接戦せん闘とう、突き殺せ』

『▽諒リヨウ解カイ／自機前方ニ圧アツ縮シユク重力展開』

　突然、鍬クワ形ガタの顎あごが先せん端たんに闇やみを圧縮した。

　突撃体勢だった。黒こく翅しを真後ろに倒して全身を槍やりの穂ほ先さきと変じ、蜂はちの横腹目め掛がけて体全体の突とつ撃げきを仕掛けたのだ。錐きり揉もみ回転して威い力りよくを倍加する。それは奇くしくも、装そう甲こう解かい除じよして波は動どうを纏まとった兜カブトの突撃に似ていた。

『!!』

　風の動きが雲の動きで視覚にもわかった。九く曜ようが敵の突撃に気付く。

　ゼロの時間差で、蜂が爆発的な閃せん光こうを放射した。

　それ自体は威い力りよくを持たない、しかし周囲数キロ範囲を丸ごと照らし出すかのような強きよう烈れつな光だ。閃光は雲の中でもなお鮮烈に輝き、外から見ればその雲だけが真っ白に発光したかのように見えただろう。

『……く、』

　蜂自身を源みなもととした巨大な閃光弾だんに視界を焼かれ、鍬形の動きが一いつ瞬しゆん鈍って直撃コースを外はずれる。

　近接の交こう錯さくが行われた。先手はこちらが奪うばい返した。蜂は翅はねを返して飛び上がり、鍬形の直上を取らんと半円軌き道どうを描いて照しよう準じゆん。零ゼロ距離から針しん弾だんと電でん磁じ投射砲ほうのありったけをぶち込もうとして、誘さそい込まれたことに気付く。

　並へい行こうして飛んでいた黒こく牙がが、八方から蜂を取り囲んでいた。

　こちらに向けられた先端には、高出力の電流が漲みなぎっている。

『速い!?』

　九曜は思考で呻うめいた。

　攻こう撃げきを中断。翅はねで空を打ち、最優先で上方に緊急退避する。

　黒牙の組んだ円えん陣じんが、蜂のいた座ざ標ひようを直射電撃で呑のみ込んでいた。直撃は避けたが機体後部の装そう甲こうが焼かれ、後ろ一いつ対ついの肢あしを中心とする部位の制せい御ぎよが乱れる。エラーを押し殺しながら、九曜は真下の鍬形が単眼でこちらを睨にらみ上げているのを見た。

　更さらに、更に上昇する。

　二機が突き抜けた雲は、空戦の余よ波はで散り散りに消失してしまっていた。

　雲が物理的に晴れ、鍬形の視界に星の夜が剥むき出しになる頃には──蜂の機影は、どこにも存在しなかった。

　後に残るは疾しつ風ぷうに巻き取られた雲の白い残ざん滓しのみで、蜂だけがどこにもいない。

　光学迷めい彩さいだ。

　朧おぼろは夜に溶けて消えた蜂の反応を探さがしながら上昇を続ける。真っ暗な夜の空中にあって、光を歪ゆがめて疑ぎ似じ的な透とう明めい状態にある蜂を目視することは、鍬形であっても難しい。朧は展開した黒牙を自機周辺に滞空させ、自分からは仕し掛かけずに集中した。

　被ひ照しよう準じゆん。

　電でん磁じ投とう射しや砲ほう。六時方向上方から、狙ねらいは頭だ。

　朧おぼろはほんの僅わずかに見えた電光と照準角度から砲撃軌き道どうを逆算し、偏へん向こう重力装そう甲こうを頭部に集中展開した。だが射しや出しゆつを見てからでの対応では完全な防備には至らず、弾速を減げん衰すいさせられた砲弾だんはしかし止まることなく、鍬形の側頭部を抉えぐって彼方かなたへ飛んでいった。

『▽告／被弾／第三副脳ニ僅ワズカナ損ソン傷シヨウ発生──被害軽微』

『──その辺りか』

　この程度は予測範囲内。朧は、敵位置を見切る為ために砲撃を敢あえて受けたのだ。

　鍬クワ形ガタは、予想だにしなかった行動を取った。

　蜂はちが狙ねらう前で、黒こく翅しを畳たたみ落ち始めたのだ。

『なに……!?』

　敵の様さまを目まの当たりにし、光学迷めい彩さいの膜まくに隠かくれた九く曜ようは敵の狙ねらいを図りかねた。

　驚く間もなく蜂の警けい告こくが脳のう裏りを叩たたく。

『【警告】敵形態変化／超高電力反応感知』

　瞬しゆん間かんの変形。鍬形は驚く程ほどの速さと正確さで機体を操そう作さし、高速飛ひ翔しよう形態から地上形態に移行させて体勢を整え、二本の角つのを蜂のいると思おぼしき方角へ向けていたのだ。

　──荷電粒りゆう子し砲!!

　宙の一点に生じた雷光が、耳をつんざく轟ごう音おんと共に空を貫つらぬく。

　薙なぎ払ったのだ。

　軌き道どう上にも破は壊かい力を有する荷電粒子砲は、さながら何百メートルにも及ぶ巨大な雷の剣だった。扇おうぎ状に薙なぎ払われた荷電粒子砲は直ちよく撃げきならずとも空くう域いきを電でん磁じ波はで喰くらい尽つくし、辛かろうじて避けた蜂の演算を阻そ害がいして光学迷彩を解かい除じよさせた。

　全身に纏まとった迷彩を脱ぎ去り、蜂が忽こつ然ぜんと現れる。

『見つけたぞ。──今度は逃がさない』

『それは、こちらの台詞せりふだ……！』

　高速で飛行する機体同士の空戦、あらゆる目め晦くらましを見切り、敵を見み逃のがさず精せい確かく無む比ひな思考を続ける技を朧は持っていた。九曜も奴が行うことなど知り尽くしている。

《電磁制御エレキテル》及び《電磁制御・深しん》が発動したのは同時、であればその力の行く先が己おのれの電脳に向かうのも同じ、ある鬼き虫ちゆうを模も倣ほうしたその技のトリガーが引かれるのも、九曜と朧が叫ぶのもまた、同時だった。

『疑似タキオン──』

『──神経加速エミユレートッ!!』

　神経は灼しやく熱ねつする。思考は加速する。時計の針が歩みを遅めて全天が粘ねん性せいを持った海になる。

　超音速の虫同士の飛行すらつぶさに視認できる時の中で、蜂は電磁投射砲を発射した。照しよう準じゆん精度と速度が瞬しゆん時じに跳はね上がり、本来連射に適さぬ狙そ撃げき用途の電でん磁じ砲ほうが、立て続けに十二発連続で射しや出しゆつされた。砲弾だんが空を穿うがつコーン状の歪ゆがみと電光の瞬またたきまでもが見え、鍬クワ形ガタも無む論ろん同じ速度でその狙ねらいを完全把は握あくし、同じ速度と精度で黒こく牙がの直射電撃を放った。雷光が閃ひらめいて蜂はちの未来位置を舐なめ尽つくし、蜂はそれを読んで軌き道どう修正し、鍬形はそれを読んで照しよう準じゆん補正し蜂もそれに応じて電磁砲を更さらに五連射してみせた。奇き妙みようにゆっくりとした光景の中で二人の思考速度だけが対等だったが、しかし、それでも、決定打には至らず──

　恐ろしく濃厚な、それでいて対等な数秒が、過ぎ去った。

　二機は打ち合う独こ楽まのようにばちんと弾はじき合って距離を取った。

　地上も遥はるか遠く、街の姿すら見下ろせないほどの高空は、驚くべきことに無風だった。少なくとも九く曜ようにはそう思われた。

　いいや、そんな筈はずはない。きっと錯さつ覚かくなのだろう。高空で暴れ狂う乱気流など路ろ傍ぼうの石ほどにもならぬ些さ事じに過ぎないのだ。重力と慣性を無視した飛行は風より速く、刃より鋭く、今いま更さら風ごときを気にしている暇ひまなど一片たりともありはしないのだろう。空くう域いきを丸ごと支配して行われる戦いとは、それほどのものだった。

　弾幕まくも狙撃も電撃も、光学迷めい彩さいも、電子の大砲も思考の加速も、二人の決着を付けるには至らない。まだ届かない。もっと強く、もっと鋭く、もっと速くもっと深くもっと精せい確かくに。

　鬼き虫ちゆうと甲こう虫ちゆう、両シリーズで最後の番号を冠かんした虫達の実力は、完全に拮きつ抗こうしていた。

『朧おぼろ──』

　──「伍ご長ちよう」。

　九曜は、彼のことを話の上でしか知らなかった。死んだと聞かされていたし、それを信じていた。今ここで、叶かな葉はの語る恩おん人じんと向き合うことになるとは思わなかった。

　こんな形でこうなるとは、思わなかったものの。

『どうした』

　電波に乗った朧の声が、不ふ思し議ぎに穏おだやかに聞こえる。

　錯覚なのかもしれない。

　それが証しよう拠こに、続いて放つ彼の宣言は、黒くろ塚づか部ぶ隊たいの最高戦力を象徴する鍬形の言葉だ。

『おれを、止めてみせろ』

　──わかっているさ。

『《光エ子ー制テ御ル》最大充じゆう填てんッ!!』

『《重力操作グラビトン》広域掌しよう握あく……!!』

　同じ特とつ攻こう術が行き着く、別種の極致が萼がくを開いた。

　二機が飛ぶ高度は地上一万メートルを超えつつある。三六〇度全方位に他の物体は何も存在せず、つまり余波によって破は壊かいされるものは何もなく、九曜と朧は敵以外を見る必要も気にかける必要も絶ぜつ無むだった。

　空には、最大出力、最高速度、最速演算の戦略兵器の「戦争」があるのみだ。

　蜂はちを中心として、無む慮りよ数百に上る数の光線が拡かく散さんして空を染め上げた。

　それらは全て、光エ子ー制テ御ルによって形成した光速にして必中の光こう弾だんだ。

　全ての光線が渦うずを絞しぼるような螺ら旋せん軌き道どうで鍬クワ形ガタに殺さつ到とうするも、鍬形の発動する技も同じほどに常じよう軌きを逸いつしている。光沢のない黒が纏まとうものは闇やみより黒い重力の奔ほん流りゆうで、波は蜂の飛行を乱し、空全体に重くのしかかる。

　ぎゅん、と空間に幾つもの真っ黒い「球」が生まれるのを九く曜ようは見た。

　あれは、鍬形が造り出した極小の圧あつ縮しゆく重力だ。

　重力球がぞっとするほどのペースで次々と生み出された。それはあたかも、吹き飛ばすのでなく圧おし潰つぶす為ための空中機き雷らいだ。当たれば呑のみ込まれる。そうでなくとも飛行制せい御ぎよを乱され、その隙すきに致命の一いち撃げきを叩たたき込まれて終わりだ。

　ず、と宙に生まれた無数の渦が、蜂を呼び寄せた。

『まだだッ！』

　蜂の姿が、光の歪わい曲きよくにより一いつ瞬しゆんで何十機にも分身した。

　一機だけの本体以外は全て虚像に過ぎず、それでいて分身の全ては内部に電磁制御エレキテルによる小さなジャミングの嵐を孕はらみ、敵の索さく敵てきを攪かく乱らんする。全方位全角度に撒まき散らす針しん弾だんの弾幕は鋼こう鉄てつ色の雲と見み紛まがうばかりで、ピンポイントに放たれる電でん磁じ投とう射しや砲ほうの狙そ撃げきは流星に似ていた。

　全てを──全ての弾たまを、全ての技能を、全ての知覚を、全ての経験を、全ての熱量を振ふり絞しぼる戦いだった。

　全身の細胞が燃焼する音が聞こえる。

　光速の神経が時の歩みより速くスパークする。

　人の身体からだと虫の機体は一体となり、金きん翅しと黒こく翅しが螺ら旋せんを描き、

　声ならぬ声、言葉ならぬ言葉が、膨ぼう大だいな密度にて二人の間でやり取りされていた。




　──来る!!




　九曜の直感が告つげた。

　機械の装は甲だが粟あわ立だつような威い圧あつ感。何度もの交こう錯さくを経へてその時その時の最強の攻こう撃げきを駆く使しし続けた果てになお、底知れぬほどの強力な切り札。九曜はそれを知っており、故ゆえに応じて機体全てに力を溜めた。

　光子制御、機体全身に充じゆう填てん、後部可か動どう肢しに収しゆう束そく、出力増大、増大、増大──

　同じように、蜂の直下に回った鍬形も超重力を一ヶ所に束たばねていた。頭部、水平になるほど大きく開かれた、見るだに凶きよう悪あくな顎あごへだ。

　鋭く、厳然と、朧おぼろは吼ほえた。

『──鬼おに鋏ばさみッ!!』

　鍬クワ形ガタの巨大な顎あごによって閉じられる、偏へん向こう重力の結けつ界かいが生まれた。

　地を抉えぐって海を割り、あらゆるものを空間ごと捩ねじ切る鍬形最強の攻こう撃げきだった。

　鬼鋏が生み出す重力の奔ほん流りゆうは、帝てい都と海上でのそれより遥はるかに巨大だった。真っ黒な、あらゆる全てを呑のみ込み星の光を丸ごと覆おおい尽つくすほどに真っ黒な、扇おうぎ状の闇やみが顎の動きに合わせて金の光ごと夜を閉じんとする。

『──はぁぁぁああああああああぁあああッ!!』

　鬼鋏と同時に、九く曜ようもまた最後の光を圧あつ縮しゆくしていた。

　左右いっぱいに広げた金きん翅しは、通常時の何倍もの大きさに膨ふくれ上がり、その翅はねの端はしから端まで光こう子しを充填していた。

　刹せつ那な、光はある一点に収束する。

　ぴんと一直線に伸び、鍬形に向けられた可か動どう肢しだ。

　光速の直線。この世の何物をも上回る神速の砲ほう撃。

　鍬形を呑み込む、極太の光線砲レーザーが撃うち下ろされる。




　光の白と重力の黒が、融とけ混ざって炸さく裂れつする。

　双そう方ほうの絶手は、半なかば相あい討うちという形で炸裂した。

　互いの攻撃は威い力りよくすらも拮きつ抗こうし、互いに打ち消し合い、それでも残った破は壊かい力が双そう方ほうに間違いなく届いていた。

　鍬形の顎が二本とも消しよう滅めつし、頭部から最後部にかけての装そう甲こうが溶解し形を失っている。黒こく牙がも全てが撃うち落とされ、地面に向かって真まっ逆さかさまに落ちている。

　蜂はちは反動で可動肢が跡あと形かたもなく吹き飛び、重力の奔ほん流りゆうを受けて装そう甲こうが抉えぐれて歪ゆがみ、肢あしもランチャーも千ち切ぎれ飛んで宙に放り出された。

　──まだだ。

　鬼鋏によって捩ねじり切られた空間の引き戻しが起こる。裂さけた空間は真空となって、辺あたりの全てを呑み込んでその傷を塞ふさがんとするだろう。

　──まだだ!!

　それを振ふり切るように、蜂が鍬形の間合いに飛び込んでいた。

　傷付いてなお突撃する蜂は、ほとんど丸まる裸はだかと言っても良かった。火器は残らず失い、攻撃手段は何もないように思われた。

　しかし今この時、残った武器は一つだけあった。

　蜂は、顎がく部ぶの拘こう束そく具ぐを外はずす。

　その時、蜂は一つの大きな光の塊かたまりのようになっていた。

　本来、蜂はちのコンセプトにはそぐわぬものであり、武装と呼ぶほどのものでもなかった。だがそれは全ての火器を失い、敵機に最接近した時のいわば「最後の最後に使う手段」として残されていたものだ。大きく開かれた一いつ対ついの「それ」は、昆こん虫ちゆうにとっては当たり前の──蜂の大きな、牙きばのような顎あごだった。

『喰くらい付けッ!!』

　蜂の顎は、鍬形の頭部と胸部の境さかい目め──頸くびとも言うべき場所に、確かに喰い込んでいた。

『………………ッッ!!』

　全ての集中を飛行に向ける。万まん力りきのように締しめ付ける牙は溶けかけた装そう甲こうを捉とらえて離さず、朧おぼろの思考が手に取るように伝わり、九く曜ようは力を緩ゆるめない。二匹の虫がもつれあって落下していく。それを後押しするかのように金の翅はねが羽は撃ばたき続ける。鍬クワ形ガタに深々と喰らい付いた顎を、蜂は外はずさない。絶対に離さない。

　蜂はとうとう、重力の圧あつ縮しゆくを振ふり切った。

　その先に起こるのは、落下などというものではない急速の降下だ。

　軌き跡せきは地上からでも見えた。二機は、金の眩まばゆい光こう芒ぼうを縦たて一いち文もん字じに引いて──墜つい落らくした。
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「ああ……っ！」

　叶かな葉はは、戦いを光点で確かめることしかできなかった。

　遥はるか遠く離れ、それでも強く瞬またたく閃せん光こうは、二人の戦いの激しさを如によ実じつに物語っている。

　その光が墜おちた。二匹の虫はもつれ合うように急降下し、自由落下を遥かに上回る速さで地面にぶち当たったのだ。ずしん、と思い出したように生じた小さな振しん動どうが、足元の水面に波紋を作った。誰もが見て、揺ゆれを感じた。

「あの位置は……街まち外はずれだな。細々した廃はい墟きよ以外には軍道しかねえ場所だ」

　傷付いた蟷螂かまきりの上に座ったまま身を乗り出し、剣けん菱びしが呟つぶやく。

「ざっと見積もっても二十キロってとこね……。蜘く蛛も、反応は？」

『▼告／九番式・五号丸共ニ反応消失／戦セン闘トウ不能ニ陥オチイッタモノト思ワレマス』

「ちッ、あのヤロウ、まさか刺し違えたってンじゃあ……！」

　──！

　叶葉はいてもたってもいられなくなった。ここからでは遠すぎる、だがこのままここで手をこまねいて待っているわけにもいかない。また衝しよう動どう的に走り出そうとして、

「──あのさ」

　背後から、ある少年の声を聞いた。

「え……？」

　今までずっと意識を失っていた彼の目覚めに、叶かな葉はは驚いて振ふり返る。

　日ひ足あしが、そこに立っていた。

　消えかけた少年は、不ふ思し議ぎに落ち着いた、透とう明めいな声でこう問うた。

「オマエ、あそこに行きたい？」

　空間転移ジヨウント。

　四号丸・天テン道トウの日足の、距離を無視する超常の特とつ攻こう術だ。

　意識を取り戻した後も、日足は自分一人では立っていられないようだった。彼の横には久く留る守すが寄り添い、肩を貸す形で支えている。久留守は、沈ちん痛つうな表情のまま押し黙だまっていた。

　確かに日足の力を借りれば、時間差もなく現場に行くことができるだろう。だが叶葉とてその意味を理解していないではなかった。これ以上力を使えば、今度こそ本当に、日足は消えてなくなってしまうのだ。

「……行きたそうじゃん。ほら、掴つかまれよ。……ボクが連れてってやるから」

「なっ……だ、駄目です！　そんなことしたら日足さんが！」

　日足はしかめっ面つらのまま叶葉を見上げ、会話をするのも辛つらそうな重い声で告つげる。

「……あのな。ボクはな、誰かに借りとか作るの、ヤなんだ。だからこれも、オマエの為ためじゃない……自分が、満足したいから、することだ」

「借りって、そんな……！」

　背負って連れてきたことだろうか。叶かな葉はは断固拒否しようとして、

「やらせてあげて」

　久留守に制された。

「久留守さん！」

「……おねがい。ひあしが、どうしてもって」

　久留守も、日足がもう手遅れだなどとはよく知っていたのかもしれない。

　時間の問題なのだと。ここまで連れてきたとしても、もう助かりはしないのだ、と。

　見れば、鬼き虫ちゆう達の視線もそちらに集中していた。日足は居い心ごこ地ちが悪そうに身をよじり、精一杯強気な表情を見せた。

「……行きたいんだろ。……あいつらが、きっとあそこにいるんだぞ」

　日足を見下ろす巴ともえは、もう蜘く蛛もに搭とう乗じようしていた。

「ほんと言うとアタシを連れてけって言いたいとこなんだけど……ね。流石さすがにそこまで、力は残ってないみたい。アタシはアタシで追うから、あとは叶葉ちゃん次第じゃないかしら」

　剣けん菱びしと井い筒づつは、敢あえて何も言わなかった。こういう時の一人の男に、男からかけるべき言葉など無いとでもいうように。

　──でも。

　そう言おうとした時、叶葉は服の裾すそを掴む日足の手に気付いた。

　消えかけた彼の手はまさかと思うほどに力強く、もう絶対に離さないという決意を秘めているように思われた。

「────なあ、頼むよ。最後の最後までカッコ悪いのってさ、ボクは……ごめんなんだよ」

　ただ消えたくはない。

　最後に、何かを残したい。

　日ひ足あしが言っているのは、とどのつまりはそういうことだ。

　自分が座る席が無かった少年の、勝つことができなかった甲こう虫ちゆうの、終わり際ぎわに見せる精一杯の意地だった。強がりの少年の、せめてもの侠きよう気きだった。

　嫌いやだ、と突っぱねることの方が、今の彼にとってはきっとずっと残ざん酷こくなのだと叶かな葉はは気付いてしまった。

「……いって、おねえさん。ておくれになっちゃうから」

　日足は久く留る守すを肩越しに振ふり返り、わざと思いっきり顔を顰しかめてみせた。

「…………なんだよ。何泣いてんだ、気ッ持ち悪いヤツ……」

「うるさい」

　どすん。

　むすっとしたまま、久留守は拳こぶしで軽く日足の背を突いた。俯うつむいたままの彼女の顔は、帽ぼう子しと前髪に隠かくれてよく見えない。だが近い位置に立つ叶葉は、その頬ほおにある雫しずくを確かに見た。そうして久留守は、日足と叶葉にしか聞こえない小さな声で言った。

「……これまで、ひどいこといって、ごめんね」

「ちぇっ……オマエらしくもねー。……ふん、いいさ……許してやる。ボクは、心が広いんだからな」

　言って、日足は視線を叶葉に戻し、

「……飛ぶぞ。いいな？」

　叶葉は、どうしようもない痛みに胸を抉えぐられるような感覚を味わう。

　しかし迷わず、日足の手を、強く強く握にぎり返した。

　この感触を生しよう涯がい忘れぬように。

「──お願いします」

「──ん」

　頷うなずいた時、少年は、救われたような表情を見せた。

　二人の実像が薄れ、その場から粒りゆう子し状に分解され、消えていく。

「……ホント言うとさ。オマエに作った借り……ああやって、おんぶされたことだけじゃ、ないんだ」

　奇き妙みようにゆっくりと感じられる転てん移いのプロセスの途中、日足はぶっきらぼうな口調で叶葉にだけ告つげる。

「もう、食べたの、だいぶ前みたいな感じする。……あのカレー、悪くなかったよ」




　転てん移いが完了した。

　叶かな葉はが目的の場所に辿たどり着いた時、日ひ足あしの姿はもう、どこにもなかった。




「──あ」

　叶葉の手は、何とも繋つながっていない。

　一秒前までは間違いなくあった少年の手のぬくもりを感じながら、叶葉は指が白くなるほど手を握にぎり締しめた。

「あ……。あっ、あぁ……っ！」

　両足から力が抜け、その場にへたり込む叶葉の目頭がどうしようもなく熱くなった。

　だが、そこで踏み止まった。

　こんなところで泣いている暇ひまなど無い。日足が最後の力を使って転移させてくれたのは、わざわざ一人で泣く場所を用意する為ためではないのだ。

　頬ほおに熱い風の流れを感じる。

　叶葉が立つのは、地面に穿うがたれた巨大なクレーターの縁ふちだった。

　いかなる力の擾じよう乱らんか、落下した二匹の虫は墜つい落らく点のあらゆるものを破は壊かいして地面を砕くだき、辺あたり一帯に熱と砂すな煙けむりを巻き上げて大穴を作っていた。

　前がよく見えない。叶葉はどうにか顔を上げ、煙る視界の向こうに二つの人影を見た。




　そこから先の数分は、どこのどの記録にも残っていない。

　戦いの顛てん末まつを知るのは、肉眼で目もく撃げきした叶葉ただ一人だ。
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『▼────機　＊害／九　％過／』

『▽戦闘§∵──／　　／不＊　　』

　地の大穴から生じた熱風が、渦うずを巻いて空に散っている。

　クレーターの中心点、つまりは墜落地点に、もつれあったままの虫の残ざん骸がいが転がっている。

　蜂はちと鍬クワ形ガタである。虫達は激しい戦せん闘とうの末に大たい破はしており、見る影もなく破壊された機体には一片の戦闘能力も残ってはいない。鮮やかな赤の複眼と深い紅くれないの単眼が消えかけの蝋ろう燭そくのように明めい滅めつし、活動不能の旨むねを雑音だらけの声で伝えた。

　そこから少し離れた場所、熱風の只ただ中なかで、二人の男が向かい合っていた。

　二人とも既すでにぼろ屑くずのような有あり様さまだ。一人は、黒い詰つめ襟えりを着込んだ年若い少年。もう一人は軍ぐん帽ぼうを被かぶり厚い外がい被ひを羽は織おった背の高い青年。今にも倒れ伏ふしてもおかしくないほどの傷付きようなのに、赫かつ々かくと輝く赤の瞳ひとみには一片の曇りもない。

　九く曜ようと朧おぼろは、既すでに互いを間合いに納めていた。

　二人とも腰こしの刀に手をかけている。

　まだ、終わりではない。

　抜ばつ刀とう。

　続けざまに、二人の間の空間を埋め尽つくす電でん磁じ加か速そく針しんと銃じゆう剣けんの弾だん幕まくが展開された。

　両者が格かく納のうした針弾と銃剣を、空からになるまで吐はき出す密度だった。

　だが今は特とつ攻こう術の制せい御ぎよすら覚おぼ束つかない。ニードルランチャーの電磁加速も銃剣投とう擲てきの磁気誘ゆう導どうも大きく精せい彩さいを欠き、飛び道具はほぼ用を為なさず、ひたすらに当てずっぽうの目め晦くらまし以上の意味を持たない。当たり前だ。そんなもので朧を倒せるわけがない。針と銃剣がぶつかり合って金属音を奏でる中で、九曜は身を沈めて左から入り、軍刀拵ごしらえの流りゆう星せい刀とう・紫し電でんを振ふり抜いていた。

　朧は逆さか手てに握にぎった刃でそれを受けた。太た刀ち筋すじの生む風が軍帽のつばを押し上げて飛ばし、朧の素顔が露あらわになる。

　朧の佩はい刀とう、サーベル拵えの長大な同どう田た貫ぬき・無む銘めいが、紫電を受け流して翻ひるがえる。

　特とつ攻こう術による威い力りよくの増ぞう幅ふくを行わずとも、朧の豪ごう剣けんは絶大な破は壊かい力を持って走った。九曜は上段の剣けん筋すじを見切って左に抜け、髪先数本を散らしつつ回避して間合いを取る。朧が追う。踏み込み一発で剥むき出しの土を砕くだき、地面の反動から体内に力を吸い上げて刃の切きっ先さきに込める。

　九曜はぎゅんと間合いを詰めて無銘の内側に入り、左手で紫電の鉄てつ鞘ざやを振ふり上げて斬ざん撃げきを受けた。強度では決して劣らぬ筈はずの鉄鞘が一刀のもとに斬きられて砕くだけ、紫電の納おさまる場所を失うのと引き換えに九曜は朧の懐ふところに入った。

　突きはしかし朧が隠かくし持っていた銃剣の最後の一本に阻はばまれる。甲かん高だかい金属音が響いて銃剣が折れ、一歩大きく後退した朧が無銘を構え直して尚なおも追う。

　紫電の猛もう攻こうに無銘の鉄てつ壁ぺきが返し、高速と剛ごう腕わんがやり取りされ、余よ人じんの介かい入にゆうを許さぬ剣けん戟げきが繰り返される。幾つもの、幾つもの火花が、刃と刃の狭はざ間まに散っては消えて、地上に生まれては消える星のように瞬またたき続ける。

　やがて隙すきを突いた朧の上段が迫り、九曜はそれを辛かろうじて受けた。

　鍔つば迫ぜりが始まる。

　刃と刃が競せり合い、刃は毀こぼれした微細な破は片へんと共に火花が散って二人の顔を照らした。

「……ッ！」

　みり、と九曜の身体からだが軋きしむ。体格と腕力に劣る九曜は、朧の鍔迫りに徐々に押され始める。

　九曜より頭一つも大きい朧が全体重を剣に乗せてのしかかり、そのまま圧おし斬きるべく左手で無銘の峰をぐいと押した。

　しかし切っ先が頭に触れる一歩手前で、九く曜ようは敢あえて体をずらした。

　受け太だ刀ちを唐とう突とつに寝かせ、半なかば這はいつくばる形で無む銘めいをいなしたのだ。力の行き場を地面に流された朧おぼろは急激によろけ、先んじて体勢を立て直した九曜が軋む紫電を振り上げた。

「──はァッ!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に放つ斬ざん撃げきを、辛かろうじて朧は防いだが、代償は大きかった。

　朧の無銘が弾はじき飛ばされ、半なかばから断たち折れて宙を舞う。

　敵の両手が開いた。隙すきを見せたその頭に、九曜は情け容よう赦しやのない二の太た刀ちを見舞う。淀よどみを知らぬ剣けん閃せんが芸術的な半円を描き、そのまま朧の命に届く──寸前で、止まった。

　見れば、朧の大きな両手が、紫し電でんの上段を白しら刃は取りで受けていたのだ。

　朧の両腕の筋肉が巌いわおのように盛り上がった。合がつ掌しようを作る手が紫電の刀身を掴つかみ、掴んだ部位から先を小枝のようにぶち折った。

　紫電の黒い刀身もまた中心から先を失う。九曜はしかし諦あきらめず、半分残った刃で朧を斬るべく刃を操あやつり、

　視界いっぱいに広がる、朧の右手を見た。




　──拳こぶし？




　鼻はなっ面つらに隕いん石せきでもぶち当たったかのように思われた。

　顔面に朧の鉄てつ拳けんが弾はじけ、九曜は大きくのけぞってたまらず上体を泳がせる。衝しよう撃げきで手から紫電が離れ、放物線を描いてどこかへ投げ出された。視界がくらくらする、次が来る、

　九曜はよろけたまま右足を軸じくに半回転し、反射的に朧の横面へ左足刀をぶち込んでいた。

　朧の体が真横に吹き飛んだ。

　朧は地面で二転三転して素す早ばやく受け身を取り、それを九曜が追う。

　固い籠こ手てを纏まとった左手が拳を作り、矢のように鋭く飛んで朧をぶん殴なぐった。

　二発、三発、四発五発と炸さく裂れつさせたところで視界がぐるんと回転した。九曜の手を掴つかみ取った朧が存分に怪かい力りきを振ふるい、布を振り回すような動作で九曜をぶん回して地面に叩たたき付けていたのだ。

　土に亀き裂れつが走る。

　悶もん絶ぜつする余裕は無い。

　エラーに赤く染まった頭を無理やり動かして振り払おうとするが万まん力りきのような力は緩ゆるまず、朧はもう一度九曜を振り回し、二度目の叩き付けを行った。今度は同時に手を離し、人型の物体にするものとは思えぬ動きで斜め下に投げ飛ばしていた。

　九曜は、水切りの石めいて地を何回転も転げて砂さ塵じんに塗まみれた。

　立つ。追う朧が目の前に立っている。拳を受ける。骨が軋きしむ。

　水すい月げつに左の手刀を突き込む。鋼こう鉄てつの籠こ手てを纏まとった指先は筋肉の間を縫ぬって人工臓器に届き、朧おぼろは喀かつ血けつして数歩たたらを踏んだ。そのまま追つい撃げきに移るところで、朧の右手が九く曜ようの左腕の肘ひじ部分を掴つかみ取っていた。

　握あく撃げきだ。

　べきべきべき、という音が骨こつ伝でん導どうで聞こえて脳内に跳はね回る。

　常じよう軌きを逸いつした握力は、九曜の左の肘関節を籠手ごと容た易やすく砕くだく。片腕になった九曜は苦く悶もんの声を上げる暇ひまさえなく、人工骨格を締しめ付け続ける朧の右腕に下から膝ひざ蹴げりをぶち込んでお返しに叩たたき折った。

　力が緩んだ瞬しゆん間かんに拘こう束そくを振り払い、九曜は獣けものじみた動きで跳ちよう躍やくして前のめりに一回転。狙ねらいは、頭だ。

　朧の脳天に、体の回転ごと乗せた強きよう烈れつな頭突きが爆はぜた。

　衝撃で体をくの字に折った朧の顎あごに、着地した九曜が残った右手によるアッパーをお見舞いした。赤い飛沫しぶきが散る。のけぞる朧に更さらなる追撃をかけようとしたところで相手の右足が浮いたのに気付いたが対応が遅れた。

　どてっ腹に朧の前蹴りを喰くらった。足の裏うら全体をぶち込むような、ぶっきらぼうに過ぎる蹴りだった。衝撃が腹中で炸さく裂れつして幾つかの人工臓器がお釈迦しやかになった。両足を踏ん張って耐えた九曜はそのまま五メートル以上後退し、地面に二本の轍わだちを刻きざんで止まる。

　踏み込む。まだ終わらない。




「────っ」

　風に巻かれ、砂すな煙けむりが晴れて、夜の底に二人の姿が露あらわになる。

　叶かな葉ははクレーターの縁ふちから一歩も踏み出さず、彼らの姿を見守っていた。

　動けないのではない。心で体を無理やりに押し留とどめ、何がなんでも動かないのだ。

　両りよう拳こぶしは感覚を失くすほどに強く握にぎられ、噛かみ締しめた唇くちびるから一ひと筋すじの血が垂れ、口中に鉄の味が広がった。

　九曜は言った。止めずに、最後まで見届けて欲しいと。

　朧は言った。自分の足で歩いてきたと。

　その歩みの果てが、見届けるべき最後があれだ。全てを出し尽つくし、虫の体と全ての武器を使い果たし、ありとあらゆるものを失ってなお、灼しやく熱ねつする戦意のもとに戦う彼らを止めることなど誰ができよう。終わる時、どちらかの命が尽きるとしても。

　叶葉はその目で、全て見届けようと目を見開いていた。そんな中、頭の隅すみで、九曜が言ったもう一つのことを思い出してた。

　必ず帰る、と。




「──そんなものか」

　熾し烈れつを極める肉にく弾だん戦せんの最さ中なか、うわ言のように朧おぼろが言う。

　炎ほのおの息と鮮血と、地の底から響く声が同時に喉のどから搾しぼり出された。

「その程度じゃあ、おれはまだ、止まらないぞ……!!」

　二人は十メートル程度間合いを取り、体の中に残った最後の力を振ふり絞しぼった。主脳に納められた星ほし鉄がねの素そ子しがスパークする。特とつ攻こう術が発動する。

《光エ子ー制テ御ル》集しゆう束そく。

《重力制御グラビトン》圧あつ縮しゆく。

　それは、先さき程ほどの空戦と比べれば哀あわれなほどに小さな、なけなしの力だった。だが、全てを決するには十分な出力でもあった。

　九く曜ようの右手に眩まばゆい光点が束たばねられ、朧の左手に真っ黒な重力場が形成される。赤と紅くれないの瞳ひとみがぎょろりと蠢うごめき、闇やみの向こうに立つ互いを照しよう準じゆんし合う。特とく別べつ攻こう撃げき術発動／精せい密みつ操そう作さ／敵機照準／軌き道どう演算開始──

　止まるのは、どちらか。

　終わるのはどちらか。

　光線と重力が渦うず巻まき、ほぼ同時に発射された。

　とうに光源が絶たえたクレーターの中心に、もう一度だけ超ちよう常じようの力がぶつかり合った。

　風が生まれ、再度の砂さ塵じんが巻き上がり、二人の男と二匹の虫の残ざん骸がいが一いつ瞬しゆん長い影を引く。

　双そう方ほうの光線と重力衝しよう撃げき波はは、出力の点では拮きつ抗こうしていた。

　差が生まれるとすれば、単純なものだった。殴なぐりに殴られ、蹴けりに蹴られてこれでもかと積み重ねられたダメージも同等、だが単純に、朧自身の肉体の耐久力の方が勝っていた。そこに指先一つ程度の力の差が生まれ、最後の一押しは、朧が押した。

　九曜の体が真後ろに吹き飛ぶ。

　光線を放った九曜の右腕は、肘ひじから先が重力の奔ほん流りゆうに呑のまれてぐしゃぐしゃに潰つぶれていた。

　朧が踏み込み、少年の矮わい躯くを更さらに追う。重力波を放った彼の左手はやはり光線を受けて真っ黒に焼け焦こげ、分厚い外がい被ひもぼろ屑くずになり、上体を露出させた朧が焦げた左ひだり拳こぶしを握にぎり締しめる。

　それこそ、来たるべきとどめの一撃だった。

　体が泳いだ九曜は朧の拳を受け止める術すべを持たず、妙みようにゆっくりと朧の動きが見える。このままだと、全体重を乗せた拳で殴り潰されて終わりだ。

　──終わるものか。

　そこにまた、最後の差が生まれたとすれば。

　位置関係から生まれた運の差ではなかったか。

　あるいは限界を遥はるかに超えた者の、魂たましいの最さい奥おうにある熱量の差か。

　九く曜ようの足が地面を捉とらえた。吹き飛んだ先に何があるかをほぼ無我のままに察さつ知ちして、体が勝手に動いた。踏ん張る。朧おぼろが目を見開く。九く曜ようは両腕が利きかなくなった体を稲いな妻づまのように翻ひるがえして半回転した。

　頭の中で、もう一人の自分が言う。それが熱量となる。意地が最後の背を押した。




　全てが終わったら、今度こそ、自分の為ためだけに生きよう。

　ぼくと、ぼくが愛する人達だけの為に生きてみよう。




　──終わるものかよ……ッ!!

　両の足で地を踏み締しめ、胴体を迅じん速そくに捻ひねり、双そう眼がんから赤い残光を引いて頭を振ふり回す。

　その時九曜は、何かを咥くわえていた。

　口を大きく開き、左右の奥歯でがっちりと保持する。柄つかが軋きしみ、柄巻を噛かみ千ち切ぎり、目め釘くぎを砕くだくほどに強く強く噛み締めたそれは、中心から先が折れて弾はじけ飛んだ、紫し電でんだ。

　黒い刀身が星光を反射して白く光り、刃の軌き道どうを閃ひらめかせた──。
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　クレーターの中心に、静せい寂じやくが戻った。

　朧は、短い間意識を失っていた。

　ただでさえ消え去る寸前の意識だ。このまま永久に目覚めることがなければ、それはそれで良かったのかもしれないが、よくよくこの身はしぶといらしい。

　目を開いた。

　仰あお向むけに横たわる彼の視界には、満天の星が見えていた。

　それと、上から自分を見下ろす、かつて女中として雇やとった少女の顔。

「……叶かな葉はか」

　こんなところまで来ていたのか──と思う。どういう手を使ったのかは知らないが、あれほど諦あきらめの悪い叶葉のことだから、ここにいても別におかしいとは感じなかった。

　仰ぎよう臥がする朧は、叶葉に膝ひざ枕まくらされたまま動けない。

　その体は、胸の辺あたりから下が切断されて無くなっていた。




「──これで、良かったのか？」

　叶葉の傍そばに立つ九曜が、目覚めた朧に声をかけた。

　満まん身しん創そう痍いなのは九曜も同じことだ。両腕はすっかり動かず、今こうして立っていられるのが自分でも不ふ思し議ぎで仕方ない。最後の一いち撃げきに使った紫電は足元に転がったままで、戦いを見届けた叶かな葉はが現れた時には驚くどころの話ではなかった。

　だが、九く曜ようは生きている。傷を癒いやせば生きていける。

　戦いを制したのは、九曜だ。

　それを誰よりよく知っている朧おぼろの表情からは、完全に戦意が抜け落ちている。限界を超えた先にはもう一片の力も残っていない。致命傷を受け、あとはゆっくり機能を停止するまでのことだった。

「良かったとは思わない。結局、任務を完かん遂すいすることはできなかったわけだからな。ただ……こうあるべきだったような気は、している」

「──どういうことですか？」

　叶葉が問う。その声は必要以上に抑おさえられ、しかし朧を責めるでもなく先を促うながす。

「……空く閑が透とおるはいない。五号丸の朧は……戦いくさに魅み入いられた、ただの狂人だ。頭のおかしい人食い鬼おにが一匹、足あ掻がいて死ぬだけの顛てん末まつだ」

　朧は訥とつ々とつと語る。

　止まることを選ばず、愚ぐ直ちよくなまでに前に進み続けた男の述じゆつ懐かいに後悔の色は無い。

「鬼は、憎まれて、無ぶ様ざまにもがいて、みっともなく死ななきゃならない。……だからな」

　そこで、朧は少し笑った。

　ついに抑おさえきれなくなった雫しずくが、頬ほおに二・三滴ばかり落ちてきたからだ。

「鬼の為ために泣いちゃ駄目だろう、叶かな葉は」

　朧を膝ひざに抱き、叶葉は大粒の涙をぼろぼろ零こぼしていた。

　戦い続ける狂った兵士であろうと、帝てい都との敵であろうと、血ち塗まみれの人食い鬼であろうとも、泣くなというのは無理な相談だった。

「……って。だって、だって……っ」

「よせよ。おれは、それなりに満足してはいるんだ」

「伍ご長ちよう……っ！」

　涙を拭ぬぐおうにも、片方は折れて片方は焼け焦こげているからどうにもならない。朧はふと、叶葉に寄り添そう九曜に視線を転じて質問した。

「この先は、どうなると思う？」

「戦いくさが終わる。我々も、事後処理に追われるだろう。少なくとも向こう数か月は落ち着く暇ひまもあるまい」

「──そうか。ならな、」

「わかっている。叶葉の傍そばには、小しよう生せいがいる」

「────ああ」

　朧の体から急速に命が失われていくのに、九曜は気付いていた。機械としての完全停止。再生する手段も理由もなく、彼が目覚めることはもう二度とないのだろう。破は壊かいを振ふりまく鬼の死を、誰より強く望んでいるのは朧自身なのだから。

「おれのことは、忘れろ。こんな奴をいつまでも覚えてるもんじゃない。この先を生きるなら尚なお更さらだ」

「断ことわる」

「なんだそりゃあ」

「あなたの思い通りには、絶対ならないと決めている。忘れろと言うなら死ぬまで覚えていてやる。いつまでも記憶に留とどめる。それが、叶かな葉はを捨てたあなたへの復ふく讐しゆうで……手た向むけだ」

「は──」

　朧おぼろは、困ったように苦笑した。

「伍ご長ちよう。……あたしも、前に進みます。あなたと決別して生きていきます。けどそれは、忘れるってことじゃありません。あたしも九く曜ようと同じで、伍長のことを、生しよう涯がい忘れません」

　涙を流しながらも、叶葉の声は強く芯しんが通っている。

「なら……勝手にすればいい」

「伍長」

　叶葉の声が降りかかり、朧は「ああ」と返す。

「あたしね。おはぎ、まだ作ってるんです」

「……そうか」

「前より上手じようずになりました。──それでね、伍長、ほんとは甘いものそんなに好きじゃなかったでしょう？」

「……うん、そうだな」

　朧が──伍長がお萩はぎを好んで食べていたのは、妹の譲ゆず葉はが好きだったからだ。叶葉は雇やとわれていた頃から、なんとなく彼自身がお萩を好きなわけじゃないだろうことを察さつしていた。甘いものを頬ほお張ばる彼の表情は嬉うれしそうだったが、同時になんだか少しだけ無理をしているようだったから。

「だから……今は色々研究して、甘さを控ひかえたおはぎも作れるようになったんです。だから、……だからね、いつか。……いつか……」

「ああ。──ゆっくり待って、楽しみにしておくよ」

　言って、朧は透すき通った表情のまま目を閉じた。




　こうして、鬼おには死んでいくのだろう。

　とはいえ、完かん璧ぺきには程ほど遠とおいように朧は思う。死に際ぎわにほんの僅わずかでも「満足」を感じてしまったのだから、自分はきっと、鬼にすらなりきれずにいたのだ。

　だが、悪い気はしなかった。

「生きろよ」

　少しの間を置いて、唐とう突とつにそう言った。

　九く曜ようと叶かな葉はに向けたものだということは間違いない。だが次から次へと湧わき出る言葉はまるで独どく白はくのようでいて、この場にはいない誰かに向けたものであるような気もした。

「……逃げることはな、弱さなんかじゃあ、ないんだ。その足があるのなら、どこまでも行ってしまえるんだ。命が惜おしければ逃げたらいい。どうしても納得できないことに、立ち向かうのならそれもいい。ただ……生きてさえいれば、それで……」

　ゆっくりと意識が暗くら闇やみに沈んでいく。その闇は夜に似ている。ならばぽつぽつと浮かんで消える記憶は星か。

　寒くはない。

　──なあ、譲ゆず葉は。

　朧おぼろは、もう二度と動くことはなかった。目を閉じた最強の甲こう虫ちゆうは、妹によく似た少女に抱かれたまま、眠りについた。
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　街の方角から近付いてくる反応を感知した。とはいえ今ではセンサーの感度も鈍りに鈍っていて、九曜も誰が何人来るのか正確にはわからない。

　だが、のしのし近付いてくる弐に番式の信号はわかった。

　それと、空に星ではない光が見える。色は銀。かつての姿を知ればその遅さは違和感を通り越して笑える域いきにあるが、あの光源が壱いち番式だということは九曜の脳が告つげている。

「九く曜よう」

　朧おぼろをゆっくり地に横たえて、叶かな葉ははすっくと立ち上がった。

「これを、ちょっと貸してください」

　涙の痕あとを残した叶葉は、大きな瞳ひとみに決意を宿している。

　九曜の傍そばに立ってしゃがみ込んだ叶葉は、あるものを拾い上げた。ぽっきりと折れてしまった上に、柄つかの部分が妙みように歪ゆがんだ紫し電でんだ。

「……構わぬが、どうするのだ？」

「ん……一つね、区切りを付けようかなって思って」

　腕が動かない九曜は、紫電を振ふることも握にぎることもできない。折れていても歪んでいても、叶葉の小さな手には軍刀がどうしようもなく不ふ釣つり合いに思えた。

　最初どうするのかわからなかったが、叶葉は軍刀の刃を確かめて意外な動きを見せた。

「！　叶葉」

「はい」

「……いいのか？」

「いいんです。あたしの、最後のお別れですから」

　右手に紫電を持つ叶葉が左手に束たばねるのは、後ろで一本にまとめた三つ編みだ。

　かつて伍ご長ちようが一目見て、「妹に似ている」と言ってくれた髪だ。

　九曜は一いつ瞬しゆん止めようと思ったが、叶葉の穏おだやかな瞳ひとみに制された。九曜の見ている前で、叶葉は三つ編みを前に回し、慣れない手つきで紫電の刃を宛あてがい、

　引いた。

　三つ編みが、大した抵抗もなくばっさりと切り離される。

「……ふう。なんだか、すっきりしました」

　九曜は無言で叶葉を見守っている。叶葉は紫電を置き、左手の髪に目を落としてしばらく見つめる。そうして尻尾しつぽのようなお下げをぎゅっと握り締しめ、花が咲くように笑んだ。

「叶葉──」

「さ、帰りましょう！　これからきっと大変ですから！　九曜だって早く治なおさないと、」

「叶葉！」

　少し大きな声で呼ばれ、叶葉の肩がびくっと跳はねた。

　自分のことなど今はいい。九曜は叶葉を見つめたまま、一歩歩み寄った。腕が動かないのはどうしようもないが、身を寄せることならできる。

「耐えなくてもいい」

「……!!」

「まだ時間はある。君が落ち着くまで、こうしているから」

　一度は止まった涙が、また溢あふれ出る。

　叶かな葉はは反射的に、九く曜ようの体にぎゅっと抱きついていた。

　手を離れたお下げが風に巻かれ、散り散りになって空へ飛んでいく。

　鬼き虫ちゆう達が合流するまで、叶葉は九曜に抱きついたまま、大声で泣いた。

　長く長く、これまでの感情の全てを吐はき出すように、泣き続けた。













　　　九　─　未来







　黒くろ塚づか部ぶ隊たいとの戦いから、一ヶ月と少しが過ぎた。




　そこから先もまた大変と言えば大変ではあったが、何者からの妨害も無かったことを思えば全体的にすこぶる順調に事が運んだと言える。

　戦いの後にやるべきことはいつだって同じだ。

　戦士達の補給と修復と休息、戦場の検分と必要なものの回収・管理、生き残った人間達の保護、そして──

　当然として行われるべき、協定の締てい結けつ。
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　集中的に修復が行われた鬼虫達が、やっとこさ本調子を取り戻すのは、予想以上に遅くなってからだった。

　いつもの登と坂さか研けん究きゆう所じよの地下にある鬼き虫ちゆうのドックは、長いこと閉ざされたままでいた。

　本当は叶かな葉はも手伝いの一つくらいしたかったのだが、かえって邪じや魔まになるのも申し訳なかったから待つしかなかった。百も舌ず喜き久く乃のをはじめとする登坂の若い研究員達に菘すずな、更さらに暫しばらく帝てい都とに逗とう留りゆうしていた安あん東どう老ろう以下尽じん天てんの整備班が道具と食しよく糧りようと栄養ドリンクを持ち込み、最後の戦いくさとばかりに作業に没ぼつ頭とうする日々が続いた。

　叶葉はといえば、帝都に帰ったあとは身の回りのあれやこれやを片付けながら、扉の前を右往左往するばかりだった。鴇とき子こはいない。彼女も菊きく丸まるが心配で仕方ないようだが、今は鵠こう子こと御ご所しよに帰って色々整理することがあるようなのだ。

　ともあれついに、全ての作業が終わった。

「九く曜よう……！　皆さん！」

　叶葉は、勢い込んでドックの中に飛び込んだ。

「お久しぶりでぇーすぅっ！」

「うわぁーっ!?」

　口から心臓が出るほど驚いた。

　扉を開けたすぐそこに、目の覚めるような絶世の美女がいたのだ。

　年齢は二十の半なかばくらいだろうか。粉雪のように白くきめ細やかな肌は見るだけで目を奪うばわれ、手足もすらっと長く、女性らしく丸みを帯びた豊満な肢し体たいが目に焼き付く。聡そう明めいさと童心を同居させる切れ長の眼めには、女さえ惑まどわされそうな色いろ香かと奇き妙みような稚ち気きが同居している。

「どっどどど、どちらさまですか!?」

「あらやだそーゆーこと言う？　お姉さん傷付くわぁ。あんなに濃厚なすきんしっぷを交かわした仲だっていうのにぃ」

　女は腕を組んでくねくねシナを作った。

　──あっ。

　変化が大きすぎて最初全く気付かなかったが、面おも影かげや髪や眼の色、声や口調はよく知っている相手のそれだ。露ろ骨こつに胡う散さん臭くさい笑顔と台詞せりふのせいで、黙だまっていれば最高の美女なのが台無しなところまで同じだ。女が抱かかえていた菫すみれ色の振ふり袖そでを羽は織おると、完全に誰だかわかった。

「とっ……巴ともえさん!?」

「そうそう巴ちゃんですよー。ほんとはこういう姿なのよアタシ、どうどう？」

　まとまった時間、弐に番式の繭まゆやら登坂中からかき集めた予備部品、それから腕利ききの整備士達がようやく揃そろった結果だった。特に時間は、これまでろくに取れなかったから、じっくりみっちり整備に修理をすることができたのは巴にとって待ちに待ったことに違いない。

　叶葉は呆ぼう然ぜんとしながら、もはや自分より背の高い巴の顔を見上げ、

「大きくなってる……」

　それから無駄に露出した胸元を見つめて、

「お、大きくなってる……っ」

　巴ともえはにたりと笑い、楓かえでや菘すずなに次ぐくらいに豊かな胸をぎゅっと寄せて上げた。叶かな葉はの目の前に白く眩まぶしい谷間が突き出される。悪あく魔まの所業である。

「んふふ。触ってみる？　ご利り益やくあるかもよ？」

「ないですよそんなのっ」

「大したことないってぇただのゲン担ぎだしぃ。ねー竜胆りんどうくーん？」

「……」

　つい先日までは埃ほこりを被かぶっていた《壱いち》の繭まゆから、難しい顔をした男が出てくる。

　彼こそは鬼き虫ちゆう壱番式《蜻蛉とんぼ》・四し天てんの竜胆。尽じん天てんの夏から想像を絶する紆う余よ曲きよく折せつを経へて、ついに戦後の帝てい都と・登と坂さかへと芸術的な着地を見せた最強の鬼虫だ。

「……お前は己おれがいない間もそうだったのか」

「え？　そうだけど？」

「ずっとか」

「あっ、さてはアレね？　長いこと会ってなかったから、アタシがどっか変わったりしてないか不安だったんでしょ？　かわいいんだからぁ、もう！」

　竜胆は巴をじっとりした目で睨にらみ、重い重い溜ため息いきをついた。

　念願かなって元の姿を取り戻した巴のテンションはいつにも増して高い。帰ってくるなりその洗礼を受けた竜胆は、問題を片付けたばかりなのにさっそく疲れて見えた。

「あっ……蜻蛉様！　ごっ、ご無事で！　あとその節はお世話になりまして！」

「いえ。自分こそ、身内の面めん倒どうに巻き込んでしまい、申し開きのしようもございません」

　巴が横から叶葉の頭を抱いて、

「そうそう、困ったもんよねー。でももう大丈夫よ！　全部片付いたからねっ！」

「……己は今のお前の狼ろう藉ぜきのことを言っているのだ」

　ふと視線をドックの中に転じれば、工具を握にぎったままの人間達がぐったりしている。

　意識を保っている者の方が珍しい有あり様さまだった。叶葉はその中に菘すずなの姿を探さがしたが、彼女は隅すみっこの方で仰あお向むけになったまま爆ばく睡すいしているから起こすのも気が引けた。

　その間をぺたぺた歩き回り、寝ている人間に毛布をかけて回っている少女がいる。

「久く留る守すさん！」

　声をかけると、久留守は叶葉に気付いて控ひかえめに手を振ふった。

　結局、甲こう虫ちゆうの陣じん営えいで最後まで残ったのは、彼女一人だ。

　久留守も自分が行ったことに責任を感じ、黒くろ塚づか部ぶ隊たいの面々──特に日ひ足あし──にも思うところはあるようだが、それほど重く引きずってはいないようで叶葉は安心した。久留守に手を振り返し、叶葉はその掌てのひらに自分が握にぎっていた少年の手の感触を思い出した。

「姐あね御ごォオオオオオオオッ!!　兄あに貴きィィイイイイイイイァアアアアッ!!」

「ぃへっ!?」

　いきなり横からものすごいドラ声が割り込んできた。

　井い筒づつである。本体の方はそれほどダメージを受けていなかった為ため、彼はずっと蜈蚣むかでの副脳の再調整に尽じん力りよくしていたのだ。

「騒がしいぞ、井筒。諸しよ兄けいの休息の妨さまたげになる」

「しかし兄貴ッ！　またこうやって兄貴と姐御のお姿を見られるなんてオレぁ……オレぁもう何と言っていいか……！　ズビッ！」

　叶かな葉ははこんな井筒を初めて見た。滂ぼう沱だの涙を流してついでに鼻水も垂れ流す井筒はすっかり感極まっていて、叶葉の手前で気を張ることも忘れているらしい。

「それなのにあン時ぁ全然お役に立てねェで！　オレって奴ぁ……ンゴッ！　オブフゥウウゥングヌゥウウウ……ッグックックゥ……！　ボフシュッ！」

「構わん。それより、見苦しいからいい大人おとなが泣……それは泣いているのか？」

「いやー懐なつかしいわねぇ。井筒くんのオモシロい泣き方見るの久しぶりだわ。あっ」

　巴がふと別の場所に目をやると、そちらからだらだら歩み寄ってくる男がいる。剣けん菱びしだ。

　彼も大たい概がいな満まん身しん創そう痍いで、修復作業が終わるのは竜胆とどちらが早いかという程ほどだった。しかしいざ治なおってみるとけろっとしたもので、合流するなり昼寝から目覚めたばかりのプータローのような大あくびを見せた。

「よう」

「ああ」

　竜胆と剣菱が一いち瞥べつし合い、拍ひよう子し抜ぬけするほどに軽い挨あい拶さつを交かわし合う。特段何か改まった会話をすることもなく、会えば会ったで、それくらいで十分な二人だ。

　叶葉はというと、図らずも彼らの中心に立ってしまいなんだか落ち着かない。つい意味もなく全員の顔をきょろきょろ見渡してしまうが、その視線に「ん」と気付いた剣菱が親指である方向を指した。

「心配しねえでも、あいつもちゃんと起きたらしいぜ」

　剣菱が言うのと、九の繭まゆが開いたのはほぼ同時だった。

　そこから歩み出た少年は、床を踏むなり少しよろけた。あっ、と叶葉は思わず声を上げるも、横から歩み出た巨体がそれを受け止める。先に修復を終えていた菊きく丸まるだ。

「む……すまぬ」

　九曜は菊丸の太い腕に支えられながら、どうにか持ち直した。

　身体からだの方はなんとなかったものの、頭の方がまだ尾を引いているらしい。落地おろちで行われた一連の戦いはそれほどのものだった。菊丸に肩を借りながら、一歩一歩確実に歩を進めて、九曜はどうにか叶葉の前に立った。

「叶かな葉は」

　叶葉は、うんと頷うなずいた。

　言っていなかったことを、今改めて言おうと思った。

「おかえりなさい、九く曜よう」

「──ああ。ただいま」

　続いて、竜胆りんどうが九曜に声をかけた。

「もう良いのか？」

「問題ない」

「そうか。……」

　赤目と青目がお互いに合わさったのは束つかの間で、竜胆は数秒の間を置いて不意に踵きびすを返す。

「行くぞ」

「あいよ」

　背せ筋すじの伸びた竜胆に猫ねこ背ぜの剣けん菱びしが続いて、まだずびずび鼻を啜すすっている井い筒づつと足取りの軽い巴ともえが更さらに追う。

「うぐぅぅぅぅ……ズズッ。兄貴ィ……姐あね御ごォ……」

「はいはーい。さてアタシも色々整理付けとかなくちゃ」

　最後まで九曜の体を支えていた菊きく丸まるが慎重に手を離すと、九曜も自分の足で体重を支えてしっかり自立する。菊丸は九曜と叶葉の顔を見比べ、それ以上何をするでもなく、静かに離れて鬼き虫ちゆうの面々に続いた。

　九曜は、しばらく言葉もなく叶葉を見み据すえている。

　その手がすいと上がり、叶葉の首の横に回った。

「……これで、良かったんだな？」

　指先が触れるのは、肩口のところで切り揃そろえられた柔らかな髪だ。

　自分がやったことではないにせよ、自分の佩はい刀とうで切り落とすことになった叶葉の髪のことを九曜は今でも気にしていた。叶葉はもう、トレードマークとも言える三つ編みを失っている。

　叶葉は穏おだやかに笑み、九曜の指に自みずからの手を重ねた。

「いいんです。──伍ご長ちようは、最後まで迷わなかったんだと思います。だからあたしも迷ってないし、後悔もありません」

「──そうか」

　そこで九曜が斜め後ろに目をやると、物もの陰かげから巴が爛らん々らんと光る眼めで見守っている。「いけっ！　ちゅーよ！　そこでちゅーよ！」とジェスチャーで必死に伝えているところを竜胆に捻ねじ伏ふせられて連れて行かれた。軽く溜ため息いきをついて、九曜は叶葉に向き直る。

　巴も、何もちゅーをしろとだけ伝えるつもりで見ていたわけではない筈はずだ。

「今夜、日付が変わる頃にここにまた来られるか？」

「え？」

　きょとんとする叶かな葉は。九く曜ようはあくまで真ま面じ目めな顔で言う。

「巴ともえから、皆に大事な話があるらしいのだ」
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　夜が来た。

　ほんの少し前までとは違う、ゆったりした夜だった。秋はもう暮れかかり、本物の冬が近付いている。室内を出ると夜風は冷たく、上着を羽は織おった鴇とき子こは掌てのひらを軽くこすり合わせる。

「──本当にいいのか？」

　御ご所しよを出る際、鵠こう子こは鴇子にもう一度だけ確認した。

　それというのも、鴇子の決意についてだ。

　鴇子は結局、第三皇こう女じよとして家に戻るという選択は取らなかった。

「はい。わたしなりに、ちゃんと考えて出した結論です」

　鴇子は、複製人間だ。本物ではない。

　本当の第三皇女は逝せい去きよして久しい。

　だが、いつまでも本物の代わりとして在あり続けるつもりはない。自分は自分だ。色々ありはしたものの、こうやって今の八や洲しまに立ち、良い経験も悪い経験も積み重ねて交友を育はぐくんだ鴇子はここにしかいないたった一人の自分なのだ。

　もちろん鵠子も、今いま更さらこの鴇子を妹の代だい替たいとして扱あつかうつもりはなかった。とはいえ鴇子に身寄りがないのは事実で、純粋に彼女を一人の人間として扱い、本人さえ望むなら改めて家族として迎え入れるつもりでいた。

　それを重々承知の上での結論ならば、鵠子が無理に止める権利もなかった。

「この後はどうするんだ？　出る分にはいいが、どこにも身寄りがないのは……」

「心配無用です。わたしは南の……えーとなんだったかな……そうだ、尽じん天てんってところに移ることにしたんです。菘すずなの奴がじいさまと一いつ緒しよに帰るっていうから、それにくっついてきます。安あん東どうじいさまも良いぞって」

　鴇子は尽天に下り、安東家の世話になることに決まった。

　菊きく丸まるもそれに従いついていく。安東老ろうは最後の大作業で決定的に腰こしをアレしたらしく、これから暮らしていく上で菊丸のような力持ちは役に立つ筈はずだ。

「そうか。……寂さびしくなるな」

「姉上はどうされるんですか？」

　この後のことが気がかりなのは、むしろ鵠子の方だ。

　黒くろ塚づか部ぶ隊たいに所属していた人間達は保護され、相応の罰を受ける運びだ。当然その中の一人だった鵠こう子こも、何の罰も受けずにいるのは他ならぬ本人が望まない。責任は、重い。

　とはいえ、中央政府の再編にはまだもう少し時間がかかるのが実情だった。

　協定の締てい結けつの件もあり、鵠子が表に立つ必要がある。本当に忙しいのはこれから先なのだ。

「……父上ほど上う手まくはいかないかもしれないが、自分なりにやってみるよ。取るべき責任も沢山ある。ただ母上と鶫とう子こは、もう少しだけ眠らせておこうと思う」

「やっぱり、国とか帝てい都とをもうちょっとしっかり立て直してから……ですか？」

「いや……それより先に、まずこの家をちゃんと整理してから迎えないと、と思ってな」

　振ふり返ると、森が風に吹かれてさわさわと鳴った。

　梢こずえの匂においを乗せた風に吹かれ、鵠子は目を細める。予想していたのと違った形での帰宅は、彼女の心に何をもたらしただろう。確実に重ねてきた鵠子自身の記憶は彼女だけのものだ。鴇とき子こは「姉」の横顔を見上げ、彼女の未来に悪いことがないようにと祈る。

「さ、あまり立ち話をしているのもなんだ。おまえも呼ばれてるんだろう？　待たせても悪いからそろそろ行きなさい。──任せるぞ、菊きく丸まる」

　道の向こうに立つ巨体に向けて、鴇子の背をとんと押す鵠子。

　迎えに来ていた菊丸は、鵠子に向かって深々と頭を下げた。

「うむ菊丸、出迎えご苦労！」

　ふんぞり返って鋼こう鉄てつの肌をぺちぺち叩たたく鴇子を促うながす菊丸。その二人に、鵠子は目を細めた。

　彼らの姿は、過去そのままだ。

　だが同じなのは姿だけで、彼らにも積み重ねたものがあり、今そこにある時間をこれからも繋つないでいくのだろう。それはもう、姉の手を離れた先でのことだ。

　鴇子はのっしのっし歩を進める──かと思わせて、いつまでもぐずぐずとその場に留とどまっていた。鵠子は首を傾かしげる。かねてから頭の中にあったことを引っ張り出し、もじもじしながら鴇子は切り出した。

「……あのう」

「？　どうした？」

「じ──実は。一個だけ、お願いがありまして」

　どうしたのだろう。不ふ思し議ぎそうな顔をする鵠子に、鴇子はとうとう言った。

「わたしの、友達になって欲しいんです」

　妹として、ではなく。

　一人の対等な人間として。

　自分からこういうことを要求するのは生まれて初めてだったようだ。思い切って言い終えてしまった後で、鴇子は言われた方が恥ずかしくなるくらい真っ赤になってしまう。そんな妹に──ではなく、妹とよく似た少女に吹き出しそうになりながら、鵠子は快かい諾だくした。

「ああ。もちろんだ」

　色よい返事を受けて、鴇とき子こはぱっと明るい笑みを見せた。

「は、はい！　今度また遊びに来ます、菊きく丸まると一いつ緒しよに！　姉上……いや、鵠こう子こさま！」

　鵠子も柔らかく笑み、菊丸に目め配くばせをする。

　──その子を頼むぞ。

　しっかり頷うなずいた菊丸に満足し、鵠子は手を振ふった。鴇子も手をぶんぶん振りながら、意気揚よう々ようと歩み去っていく。菊丸と共に。




　柔らかい夜の向こうに二人の姿が消えた後も、鵠子はいつまでもそこに立っていた。

　これから残った問題が全て片付いて、新たに噴ふん出しゆつするだろう問題にも対処して、鵠子個人が友達として鴇子と会えるのはいつになるのか。正直なところ、鵠子にはわからない。だが鴇子との再会のことを思えば、この先何が起こるにせよ至上の励みになるだろう。

　不意に個人用の通信端末──強引に持たされた、中央直通のやたらごつい急造品──が鳴り、操そう作さに少し戸と惑まどいながらも回線を開く。

「わたしだ」

『陛へい下か、可か児にです。この後の件ですが──』

　四十がらみの中年の声が届く。何かを吹っ切ったようで何やら不自然なくらいに溌はつ剌らつとした声色である。というか、徹夜しているのかもしれない。

　この可児という男、帝てい都とに帰るまで存在自体知らなかったが、随ずい分ぶんな苦労人らしく鬼き虫ちゆうや甲こう虫ちゆうの件で四六時中頭を悩ませ、おまけに島しま田だ宗そう吾ごの迷めい惑わくも被こうむっていたらしい。それでも心が折れないのだから見上げた男だ。

「ああ。──うん。わかってる、今からそっちに行く」

　可児の通信に答えながら鵠子は踵きびすを返し、自みずからのやるべきことに、日常に戻っていく。

　許されるとは、欠片かけらも考えていない。

　自らのやってきたことを思えば当然のことだ。鵠子もそうだったし、黒くろ塚づか部ぶ隊たいの者達もそうだった。

　鴇子の言った通り、確かに鵠子は今を生きる人々の強さを信じていなかったのだ。何でも自分で抱かかえて、勝手に未来を憂うれいて、最悪の道へ進もうとしていた。この目で帝都を見た時、鵠子は鴇子の言うことがわかった。彼らは逞たくましい。信じるに値あたいする。やがて来るべき贖しよく罪ざいの時を待ちながら、鵠子も一人の人間として彼らの手助けをできればと思う。

　記憶に蘇よみがえるのは、最初から最後まで心を通じ合わせることのなかった黒塚部隊の男達。

　互いに利用し合う存在だというのは暗黙の了解だった。黒塚夕せき馬ま、島田宗吾、空く閑が透とおる、隊の中心だったあの三人の男達の心の内を、鵠子はほとんど知ることがなかった。

　憎しみは無い。ただ今にして思えば、彼らもまた、彼らが信じる道を歩み、愚ぐ直ちよくに前だけを見続けていたのだと思う。同じ間違いの中にいた鵠子にはわかる。たとえ過あやまちであっても、彼らは鵠こう子こと違い、最さい期ごの瞬しゆん間かんまで自分自身の正しさを信じ続けていた。

「……せめてもと、その死を悼いたむのは勝手だろうか。けれど──」

　鵠子は静かな夜の中を歩みながら、今はもういない彼らに、束つかの間の黙もく禱とうを捧ささげた。
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　登と坂さかの鬼き虫ちゆうのドックに集まったのは、十名だった。

　九く曜よう、叶かな葉は、鴇とき子こ、菊きく丸まる、菘すずな、竜胆りんどう、巴ともえ、剣けん菱びし、井い筒づつ、久く留る守すだ。

「それで、話とは何だ？」

　九曜が巴に切り出した。今ドックにはこの十名以外誰もいない。大きな一仕事を終えた職員達はみな帰宅し、今頃は家でぐっすり寝ていることだろう。

「うん。──先に、久留守ちゃんには教えてたことなんだけどね」

　車くるま座ざに座る一同の周囲には、鬼き虫ちゆうの繭まゆがある。

　壱いち、弐に、参さん、四、伍ご、六、七、八、九──この場にいない者の分まで全てだ。「中身入り」なのは実質その半分程度で、蟋蟀こおろぎと蟻あり、そして蜉蝣かげろうの回収作業はまだ続いている。蛍ホタル以外の甲こう虫ちゆうの特とつ機きも同様だった。

　蟻あり塚づかから柊ひいらぎや楓かえでだけを発掘するのは至難の業だった。圧あつ縮しゆくした凍結結界ゼロの氷ひよう塊かいを崩くずすことはどうしてもできず、結局蟻塚のブロックごと切り離して別所に保管してある。

　繭の中に納まった壱、弐、参、四、九の鬼虫達は、辛かろうじて副脳を回復させることはできたが、完全復活とはいかなかった。

　消しよう耗もうが激し過ぎるし、失ったパーツも多すぎる。傷付いた虫は可能な限り修理されたとはいえ、戦うことは、もうできないだろう。

　というより、戦う必要がもう無い、と言った方がいいかもしれない。

「今から伝える番号を、それぞれ副脳に呑のませて欲しいの」

　──番号？

　意味を問い質ただすより前に、秘ひ匿とく通信で九曜の頭に二十桁けた以上の番号が飛び込んできた。

　表情の変化を見るに、竜胆、剣菱、井筒にも回ってきたようだ。彼らも何も知らないようで、竜胆でさえ訝いぶかしげな表情を見せた。

「あのう、どうなるんですか……？」

　人間の叶葉と菘と鴇子、それに鬼虫ではない菊丸には何がなんだかわからない。ところで他の鬼虫や人間達はともかく、菊丸と竜胆は全く面識がない。見覚えがなく型式も知らない巨漢の機械兵を竜胆が思わずちらっと見ると、菊丸は「お気になさらず」というように小さく手を振ふった。集合して間もなくのことである。閑かん話わ休きゆう題だい。

「あー簡単な話。最後にやっとかなきゃいけないことでね。借りてたものを返すのよ」

「変なことじゃねえだろうな」

「姐あね御ごを疑うわけじゃねェッスが、こんなのは聞いたこともねェ。どういうことなんスか？」

「やればわかるよ」

　唯ゆい一いつその意味を知る久く留る守すが、先を促うながす。

　実際久留守の言う通りで、それぞれの鬼き虫ちゆうに合わせた番号だということは、それぞれの存在に関わる何かなのだろう。

　九く曜ようは傷付いた蜂はちに向き合った。

　蜂はあれほど激しく瞬またたいた翅はねを畳たたみ、今は複眼から光も失せて、ゆっくり眠っている。

　竜胆りんどうも剣けん菱びしも井い筒づつも、それぞれの鬼虫に向かった。

『──蜂よ、起きてくれ』

『【起動】──了解／入力待機』

　そして、九曜は番号を入力した。

　それは、鬼虫が起動した瞬しゆん間かんからプログラムされていたある行動の解かい除じよキーだった。

　これまで巴ともえ以外の鬼虫でさえも知らなかった鍵かぎが差し込まれ、蜂が、告つげた。




『【番号受理】【主脳／副脳情報結合解除】──全記憶情報開示／本体主脳ニ返送開始』




　全てが返ってきた。




　膨ぼう大だいな情報は、ものの数秒で本体の頭に戻ってくる。

　それは、記憶だった。本体に関する全ての──つまりはこれまでの全活動記録より前の、鬼虫の本体が人であった頃の記憶と、名前の、全てだ。

『▼情報転送完了／本体主脳ノ《主要行動概ガイ念ネン》解除／全自律判断返ヘン却キヤク／独立化──完了』

　続いて起こったのは、情報結合していた主脳と副脳との完全な分断だった。

　虫がその最深部に残していた「人としての記憶」の一いつ切さいを返却すると同時に行われた。もはや鬼虫の本体達に、副脳は必要ではなかった。全ての判断能力を完全に返し、本体は単独で思考し行動することが可能となる。それはすなわち、主要行動概念──鬼虫の本体を規律する、兵器としての闘とう争そう本能の解除を意味している。

　元々が人間だった者達の、人間としての自意識が全て復活してこそ行われる処理だった。

　九曜は言葉を失った。

　断片的に蘇よみがえるばかりだった少年の記憶がそこにあった。

　この場にいる鬼虫の全員がそうだった。

「──なるほど、そういうことだったのか」

　元々ある程度は知っていた竜胆が、最初に我に返る。

　彼は皆を振ふり返り、全員を順番に見渡して、まず剣けん菱びしに目を留とめた。

「己おれの本当の名は、阿あ達だち静しず馬まだ。お前は朽くち木き才さい蔵ぞうだな？」

「……ああ……ああ？　なんつーか……どうもそうらしいな。変な感じだなこりゃ。流石さすがにこう来るとは思わなかったぜ」

　剣菱──朽木才蔵はこめかみを軽く押さえ、ぐるんと目を回して天てん井じようを仰あおいだ。竜胆りんどうは続いて巴ともえに目をやり、呆あきれたように、

「こんなものを仕込んでいるとは思わなかったぞ、片かた霧ぎり巴は月づき」

「後のことも考えたらあった方がいいと思ってたわけよ。いやーそれにしても長い道のりだったこと。ね、仁じんくん」

　鬼き虫ちゆう四番式《蜈蚣むかで》・弩ど将しようの井い筒づつ。人としての本名は兵ひよう頭どう仁。

　彼は機体の大部分を失った蜈蚣に触れたまま、胸の中でぐるぐる巡めぐる記憶に感情が乱され、感極きわまったように巴を見返す。

「は……巴月の姐あね御ご……！　静しず馬ま兄貴ィ！　それにスネ毛！」

「おい今スネ毛関係ねーだろ」

　九く曜ようは彼らの様子を見るともなく見ながら、やはり言葉を失ったままでいる。

　自身のこととは別に、九曜らはある情報を併あわせて受け取っていた。巴と蜘く蛛ものデータから皆に送信された、鬼虫の他の三人の情報だ。

　鬼き虫ちゆう六番式《蟋蟀こおろぎ》・鉤こう行ぎようの庵いおり──有あり坂さか清せい次じのこと。

　鬼虫七番式《蟻あり》・霖りん鬼きの楓かえで──白しら幡はた霞かすみのこと。

　そして、

　──そうか。それが君の、本当の名前だったのか。

　鬼虫八番式《蜉蝣かげろう》・無む明みようの柊ひいらぎ──幸ゆき村むら陽ひ緒おのこと。

「九く曜よう！」

　鬼虫らが受け取った情報が何なのか、ここに至って叶かな葉は達も察さつしたようだ。不意に我に返ると、叶葉が目を零こぼれ落ちそうなほど大きく見開いて九曜を覗のぞき込んでいる。その左右からずずいっと迫るのは鴇とき子こと菘すずなで、菊きく丸まるも後ろから見ている。気になって仕方ないという有あり様さまだ。

「ああ。……わかったよ。今、ようやくわかった」

　九曜は答える。




「ぼくの、本当の名前は、宿やどり真しん一いちだ」




　鬼虫は、かつて人間だった。

　そのことを知っていた叶葉は、九曜の本当の名を聞いて、泣き笑いのような顔を見せた。

　どう表現していいのかわからない感情が顔にまで表れていた。もちろん、名前を知れて嬉うれしいに決まっていた。そこまで辿たどり着いたことに対する感かん慨がいもあったし、同じ場に居合わせることができた叶かな葉はは半開きの口からよくわからない泣き声を漏もらした。

「…………ふぇぐ」

「むっ」

「ああっカナ!?」

「どどどどうした急に!?」

　鴇とき子こと菘すずなが大慌てで叶葉を慰なぐさめようとしたが、慰めるもなにも嬉うれし泣きなのだ。叶葉は両手で必死に涙を拭ぬぐって「大丈夫ですだいじょうぶです」と繰り返した。

「──ん」

　と、剣けん菱びしがあることに気付く。

　同じことを井い筒づつも思ったようで、巴ともえと久く留る守すを見比べて、

「あれ？　そういえばよォ、じゃあ万まん字じのこと知ってんのはそいつってことになるんスか？」

　黙だまって一連の様子を見守っていた久留守の肩が軽く跳はねた。

　全員の視線が集中する。

　もちろん久留守は知っている。万字の人だった頃のことも本名も。彼が最さい期ごに残した遺ゆい言ごんと共に、奔ほん翅しで飛んでいる最中に全て受け継ついだのだ。今まで黙っていたのは別に言いたくなかったからというわけではなく、落ち着いた後に改めて話そうと思っていたからだ。

　久留守は巴に促うながされ、もじもじしながら口を開く。

「…………ごしょ、」

　それから、喋しやべるのが得意でない久留守にとって、万字の本名そのものが発声しづらくて二の足を踏んでいた、という理由もあった。

「ごしょがわらりゅうのすけ」

　五所川原龍之介である。

　そういう本名である。

「……五所川原龍之介」

「五所川原龍之介……」

　沈ちん黙もくが降りた。全員、難しい顔をしていた。

「ブフォッ」

　最初に鴇子が限界を迎えた。

「とっ鴇子さま！　わ、笑っちゃまずいですよ！　人様の名前をっ」

「ぶふっ……ふぐっ……だ、だっておま、ごしょ、五所川原……なんだそのっ……物もの凄すごい名前は……っ!!」

「テメェこらァ！　オレのダチの名前を笑うたァいい度胸だなガキがくるァ！　そりゃあ確かによォ！　そういう名前は、なんつーかよォ……！」

「まあ文ぶん豪ごうみてえだよな」

「ぶはァッ!!」

　剣けん菱びしのダメ押しのせいで井い筒づつも限界を迎えた。

　気が付けば菘すずなも腹を押さえてうずくまっている。巴ともえは最初から最後までにやにやしっぱなしだし、剣菱は気の抜けたような笑いを漏もらすし、竜胆りんどうもよくよく見れば表情筋が強こわ張ばっている気がする。叶かな葉はも釣つられて笑ってしまい、九く曜ようは「五ご所しよ川原がわら……五所川原……」と言い慣れぬ言葉を必死に反はん芻すうしている。まったく調子が変わらないのは菊きく丸まるくらいのものだった。

「あと、なんか、ええっと、いろいろわかった。しょうせつのこととか」

「小説のこと？　ああそういや万まん字じの奴そういうの書いてたな。なんだ、ネタか？　それも頭ん中に入ってんのか？」

「うん。だいたいぜんぶ」

　大体全部ときた。ボツになったネタが山ほどあることだろう。

　今となってはそんなことまで全部久く留る守すが知っているのだ。草くさ葉ばの陰かげで万字が七しち転てん八ばつ倒とうしている姿が、九曜にはありありと想像できた。




「…………はぁ、とんだドッキリだったわ」

　菘が締しめくくった。

「話っていうのは、これだったんですね……」

「んー？　うん、まぁねえ」

　記憶の返へん却きやくは、鬼き虫ちゆうと本体の情報結合の完全解かい除じよを意味している。

　それも巴が仕組んだことだった。兵器としての「作戦目的」を志向するプログラムは虫の副脳との深い結合によって機能するものであり、全ての記憶を返した後、例のキーによってそれももう無い。

　今や彼らは半永久的に、本体のみで活動することができる──人と同じように。

　もちろん、今後のことを見み据すえた上での最後の布ふ石せきだった。

　巴は自分の髪先を弄いじりながら、続けた。

「あのね、もう一つあるんだわ」

　これは、長く活動を共にしていた剣菱のみが知っていることだ。剣菱は口を挟はさまない。

　弐に番式と参さん番式は、事実上、帝てい國こくの使いとして生き永らえてここまで来た。八や洲しまの実情を監かん視しし、折を見て停戦協定を提案し、全て片付けて鬼き虫ちゆうを回収する。

　その為ために──つまりは巴と剣菱が活動を再開し、海を越えて八洲に渡り、活動を始める上で結んだ条件というものがある。最初から織おり込み済みのことで、だから巴も全て落ち着いた後ではっきりと言った。




「アタシらは……鬼き虫ちゆうと甲こう虫ちゆうは、本体ごとみんな、帝てい國こくに行くことになってんのよ」




　巴ともえは単独で帝國と接触し、取り引きを交かわした。蜘く蛛もと蟷螂かまきりの生存と八や洲しまへの一時帰国を引き換えに、八洲の内情捜そう査さと可能ならば問題への対処、政府機関への協定の持ちかけを行うこと。

　これは、巴と剣けん菱びしがあくまで帝國の「紐ひも付つき」の存在であることを意味している。

　向こう側の望みは、内情を知れずにいた八洲の調査と、停戦協定の締てい結けつ。

　そしてもう一つ、鬼虫という兵器の接収と解析および有効利用だ。

　後者は、巴と剣菱の生存と限定的な自由行動にかかる条件だった。相手からすれば喉のどから手が出るほど欲しいに違いない、一いつ騎き当とう千せんの兵器《鬼虫》の価値は計り知れなかった。

　協定の締結を済ませた後、鬼虫達はその場で帝國に身柄を預けられることとなる。

　全てを終わらせ、そして鬼虫を全て回収しての、それが最後の仕上げだった。
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　その後のことは、叶かな葉はもあまり覚えてはいない。

　だけど取り乱すことはなかったと思う。

　当たり前のことなのだ。起こるべきことで、つけるべき決着なのだから。

　せめて、泣かないようにしよう──ここ数日は、そればかりを考えていた。




　出発する日の朝、叶葉にしては珍しく寝ね坊ぼうした。

「──カナーっ！　もうすぐ時間だよー！　輸送機もう出ちゃうよー!?」

　玄関先から慌あわてた菘すずなの声が聞こえても、叶葉はぐずぐずしたまま踏ん切りがつかない。昨夜まではどうにかいつも通りに振ふる舞えたのに、当日になってしまうとこうなのだからつくづく情けないと自分でも思う。

　えいやっ、と気合を入れた。布団ふとんを跳はね除のけて、枕元に置いてあった服に素す早ばやく着替える。

　どこかよそよそしい朝日が窓から差し込んでいた。もともと持っていくような荷物自体がそう無いから、要よう塞さいアパートの部屋の中はいつもと全く変わるところがない。だがいつもは起こされる側の鴇とき子こももう寝室を出ているし、菊きく丸まるもいない。

　九く曜ようもいない。

　諸もろ々もろの手続きが順調に進み、あちらからの使者がやってくるにつれて徐々に現実味を帯びてきて、とうとう今日が鬼き虫ちゆう達の出発の日だ。

　それを見送らねばならない。

「叶葉っ」

　待ちかねた鴇子が、ひょこっと顔を出した。いつもの服に着替えた彼女は、いつもよりしゃきしゃきして見えた。

「行こう。あいつらに挨あい拶さつしないと」

「……はい」




　帝てい都と下した街まちは突然の状況の変化に上を下への大騒ぎで、モグリの記者がばら撒まく号外のビラが花はな吹雪ふぶきのように飛び交かっている。

　かたこと揺ゆれる路面電車に乗りながら、叶かな葉はは窓の外をじっと見ていた。

　叶葉が働いていた捨すて家やは開店休業状態で、今頃店の裏うらで店主の捨すて三ぞうが不ふ機き嫌げんそうに煙草たばこをふかしていることだろう。諸般の事情で辞やめることを伝えた時も、彼は「そうか」とだけ言って止めることもなくただ頷うなずいた。

　天気がいい。冬に近付く朝の街で、ああだこうだと言い合う住民が窓の外を過ぎていく。八や洲しまの今後についてか、登と坂さか研けん究きゆう所じよ近くの飛行場に降り立ったとかいう帝てい國こくの大型輸送機についてか、今日の仕事か今夜のおかずかは人によって違う。交差点の向こうの空き地では、何も知らない子供達が無む邪じや気きに遊び回っている。

「──あのさ、カナ」

　隣となりに座る菘すずなが、ぼんやりする叶葉を気き遣づかうように切り出した。

「終わったら、尽じん天てんのウチに来ない？　とっこと菊きく丸まるもそうするしさ。おじいちゃんや綱つな島じまさんだって喜ぶと思うんだよね」

　菘を見返し、叶葉は曖あい昧まいに微笑ほほえんで頷うなずいた。

「はい」

　菘の申し出は純粋にありがたい。是非そうしたいと思う。尽天は、叶葉にとっても戦後の故郷なのだから。だがこの後のことを思うと、叶葉はなんだか現実感のない遠い気持ちになるのだった。

　どこに帰っても、九く曜ようがいないのだから。




　登坂に着くと、これまでがらんとしていた飛行場がいっぱいに埋まっていた。もともと兵器や機材の輸送機を着陸させる為ためにあったものではあるが、戦後の物資不足ではフルに使うということもなかったのだ。

　それが全面積の大部分を埋められているのだから、なんだか壮観だった。

　八洲と帝國の装備のデザインラインの違いなどというのは、叶葉には全くわからない。

　それでも、ずぶの素人しろうとでも一目見て違いがわかった。でかいのだ。明らかに。露ろ骨こつに。一機一機のペイロードが既すでに八洲製の輸送機の倍以上あって、これらが編隊飛行している様を想像するだけで気が遠くなりそうだった。

「おねえさん」

　ぼさっとしていると、後ろから声をかけられた。

　振ふり向けばそこには久く留る守すがいて、更さらに視線を上げると、生き残った鬼き虫ちゆうの面々がいた。

「道の真ン中で突っ立ってンじゃねェよ、邪じや魔まだ邪魔」

　井い筒づつが露骨に顔を顰しかめながらしっしと手を払い、それを制して巴ともえ（大）が顔を出す。

「どーやらギリギリ間に合ったみたいねぇ。もう詰み込みとか全部終わっちゃったからさ、路電が一本遅ければアタシら行っちゃってたかもよ？」

「あ──」

　剣けん菱びしが右足の踵かかとで左足のスネを掻かきながら、

「お前さんが寝ね坊ぼうするなんざ珍しいな。──おい巴ともえ、待たせてんだろ？　連中おかんむりなんじゃねえのか？」

「わったた、そうだった」

　巴が振ふり袖そでを翻ひるがえし、一番大きな先頭の輸送機にぱたぱた駆かけ寄って行った。

　各機を守るように立っているのは、あちらの自律機械歩兵マシンナリー・ソルジヤーだ。ご丁てい寧ねいなことに八や洲しまの機械兵より更さらに頭一つでかい。巴はその一体の胸から通信機を引っ張り出して、流りゆう暢ちような発音で何やらわからない言語を捲まくし立てた。まったく聞き取れない。

「まあそういうわけで、俺らはここでおさらばってことになるな。三人娘の嬢ちゃん方も、それから菊きく丸まるの兄さんも達者でな」

「ちょっと」

　むすっとした菘すずなに口を挟はさまれ、剣菱は「おっと」と目を丸くし、

「そういやそうだったな。嬢ちゃんじゃなくて菘だ。ま、風か邪ぜとか引くなよ」

「……ふんっ。うむ、苦しゅうないわよ」

　子供扱あつかいした呼び方に不満のあった菘は、剣菱とそういう約束を取り付けていたようだ。胸を張って精一杯居い丈たけ高だかに振ふる舞う菘──の、胸を見上げる久留守は、南国のフルーツでも見ているような顔をしていた。

「いろいろ、ありがとう。めいわくかけてごめんなさい。あたしたちはだいじょうぶだから」

　久留守は改めてそう言い、九十度の角度でぺこりと頭を下げた。

　鴇とき子こが腰こしに手を当て、ぐるっと首を回して輸送機群を見渡した。菊丸もそれに続いて、同じように首を回した。

「荷物はもうみんな中か？　敵も、味方もか？」

　井筒が答える。

「あァ。落地おろちと神しん鯨げいンとこにあった残ざん骸がいもあらかた回収してンよ。死んだ甲こう虫ちゆうの奴らも……それから、庵いおりと楓かえでと柊ひいらぎもな」

　わざわざ何機も大型の輸送機を出してきたのはそれが理由で、鬼虫のみならず、戦いの果てに停止した甲こう虫ちゆう特とつ機きの残骸もそれぞれ格かく納のうしているのだ。

　無む論ろん、蟋蟀こおろぎと庵いおり、移し替えた蟻あり塚づかの一部もだ。

　柊ひいらぎが造った氷を除くことはついに叶かなわなかったが、蟻塚の中心そのものはさほど大きくなかったのが功を奏した。彼女達の氷像は、分厚いコンテナで厳重に封ふう印いんされ、一ひと際きわ大きな輸送機に詰め込まれている。

　──それにしても。

　叶かな葉はは思い、同じことを考えていた鴇とき子こがそれを代弁した。

「おまえら、案外あっさり従うんだな。トサカ頭なんて、敵のとこに行くのなんか真まっ平ぴらだって暴れ回るんじゃないかと思ってたぞ」

「あァ？　ナメたクチ利きいてっとテメェ相手に暴れんぞクソガキ。……いンだよ、オレは兄貴と姐あね御ごの行くとこにご一いつ緒しよするだけだ。お二人が納得してンなら別に構やしねェよ」

「俺は巴ともえと同じで、最初からそのつもりだったからな。……なぁに、なんとかなるさ」

　剣けん菱びしも、今から国境を越えて八や洲しまとおさらばするという状況にも関わらず、今から散歩にでも出るような調子でいる。ここまでくると、最後の挨あい拶さつだとかちょっと湿しめっぽいことを考えていた少女たちの方が空から回まわりしている気分だ。

「──然しかり。どの道、生き残ったのならこうなるのは必然だったということだ」

　横合いから、竜胆りんどうの声。叶葉はそちらを見て、わかってはいても目を見開いた。

　九く曜ようと竜胆が連れ立って歩いてくる光景は、何か見ていておかしな感じがする。

「九曜。……あの」

　いつもの服装、いつもの調子の九曜は、日常とほとんど何も変わるところがない。

　だから、今が別れの時だということも叶葉は実感が湧わかなかった。

　竜胆は叶葉達を見渡し、丁てい寧ねいに一礼した。

「自分達はこれにて。結局、言葉でしかお詫わび申し上げられなかった無礼をお許し下さい。今後、貴女あなた方がこの国で平和に過ごせることをせめてお祈り致します」

「あっ、う、うん。はい。こっちこそお世話に……なんか、色々」

「う、うむ。別に気にしてないしな。なあ菊きく丸まる？」

　菊丸はこくこく頷うなずく。面と向かって会話したことが初めてに近い鴇とき子こと菘すずなは、鬼き虫ちゆうを束たばねる隊長格でありながら異様に腰こしの低い竜胆に逆に圧倒されているようだ。そんな光景を横に、叶葉は九曜と向き合って、何と言えばいいのか迷い続けていた。

「叶葉。もう安全だ。敵はいない。君達も、もう危険な目に遭あうことは二度とないだろう」

「はい、あの……九曜も無事で、じゃなくて、」

　ありがとう、とでも言えばいいのか。

　さようなら、でいいのか。

　またいつか、の方がいいのだろうか。

　本当は──行かないで、とでも言えば良かったのだ。

　そのくらいの我わが侭ままを、しかし叶かな葉はは通せない。本当の本当に、他のことを全く考えず自分だけの気持ちに素す直なおになるのなら、今すぐここで九く曜ようの手を掴つかんで二度と離さないというのが一番しっくりくる。だが、鬼き虫ちゆうのことや国家間のあれやこれやをどうしても考えてしまい、結局そこまで踏み込めないのが叶葉だった。

　叶葉はぐるぐる考えて、辛かろうじて頭の中に浮かんだ言葉を口に出そうとした。

「──いって、らっしゃ、」

　言い切れない。

　日常的に口にする「いってらっしゃい」という挨あい拶さつは、「おかえりなさい」と対ついになる。

　帰ってくるかどうかわからない相手には言えない。

　九曜はこれまで必ず帰ってきた。だが今回に限っては事態がどう転ぶかもわからず、もしかしたら二度とこの国に戻ってこないかもしれない。不意に叶葉の脳のう裏りに蘇よみがえるものは、かつて同じく「いってらっしゃい」と言えなかった日──出しゆつ立たつする空く閑が透とおるを送り出した二十年前の朝の出来事だった。

　泣かないようにしよう、とずっと思っていた。

　なのに、限界が来た。

「──うっ」

　このところ泣いてばかりいる気がする。目頭が熱くなり、それに気付いた鴇とき子こと菘すずなが慌あわてるのも待たず、とうとう決けつ壊かいしてしまいそうになる──が。

　涙が零こぼれる寸前で、九曜が止めていた。

「叶葉」

　治なおった指先が目め許もとに触れて、指の背で涙を受け止めている。大きく見開いた叶葉の眼を見返し、九曜は奇き妙みように落ち着いた、強い意思を感じさせる表情でいる。

「必ず戻る。約束する。どれほど時間がかかろうが、ぼくは必ず君のもとへ戻ってくる」

「……本当ですか？　本当に、本当の本当に、戻ってきてくれるんですか？　……また、会えますか？」

「当然だ。絶対に君に噓うそはつかない。だから──」

　ふっと表情を和やわらげる。

　そして九曜は、はっきりとこう言った。




「だから今は、行ってきます」




　　　　[image: くぎり]




　飛び出した輸送機は、帝てい都との街並みをあっという間に遥はるか下方に見下ろし、真っ青な海の上を渡っていく。

　複数の輸送機は、先頭の母機を中心として自動操そう縦じゆうで編隊を組んでいる。最重要護ご送そう目標である「生きた鬼き虫ちゆうの本体たち」は母機に乗り込んでおり、見張りの帝てい國こく機械兵や、管かん制せいシステムにかかる複数名の人間の乗員と共にある。

　といっても、その待遇はあくまでも護送というよりは輸送だ。

　機体の後部の格かく納のうスペースには、わざわざ造り付けたと思おぼしき檻おりが中心にでんと鎮ちん座ざしている。縮しゆく尺しやくがおかしいのではないかと思われるほどに太い鉄てつ格ごう子しはちょっとやそっとで破は壊かいできるものではなさそうだが、別にそこまでしなくたって今の鬼虫達には普通の鉄格子で十分な筈はずではある。

「この後どうなるんスかねェ、オレら」

　監かん視しカメラと帝國機械兵に囲まれながら、檻に押し込められた井い筒づつが呟つぶやく。

「んーまあそうねぇ、鬼虫と甲こう虫ちゆうの方はとにかく徹底的に解かい析せきされるんじゃないかしら。パーツ単位で分解されて副脳まで取り出されて……解かい剖ぼう実験みたいな感じで。アタシら本体も同じようになるかもねー」

「げ、マジすか……っ!?」

「そういう感じで条件付けたからねぇ。こればっかりはどーにも」

　剣けん菱びしは隅すみっこで横になって話を聞くともなしに聞いており、久く留る守すもちょこんと座ったまま何も言わない。九く曜ようは鉄格子に背を預け、さっきから飽くことなく機内の様子を窺うかがっている。

　けろっとした調子でとんでもないことを言い出す巴ともえに、小声で竜胆りんどうが質問した。

「それで？」

「えあ？」

「えあ、じゃない。聞けば聞くほど、お前がこの条件をただ呑のんだということが信じられん。何を企たくらんでいる」

　巴はあからさまに顔を顰しかめ、誰かに聞かれたらまずいというようにわざとらしく声を抑おさえ、

「ちょっとぉ人聞きの悪いこと言わないでよぉ。アタシだって交こう渉しようくらいきっちりやるわよ？　先方の出した条件だってなんの文句も言わず受けたんだからっ。それにぃ──」

　言って、巴は自分の首に指を這はわせた。

　そこにあるのは機械仕じ掛かけの鉄の首輪だ。鬼虫本体の戦せん闘とう演算を阻そ害がいし、特とつ攻こう術の発動を不可能とさせ、ただの人間と大して変わらぬまでにリミッターをかける代しろ物ものだ。首輪は輸送機に搭とう乗じようする際、この場の全員にかけられていた。

「こんなもの嵌はめられてるんだからどうにもならないわよ？　いくら天下の鬼虫でもこうばっちり対策取られるとねぇ」

「ふむ」

「それにここもう海の上じゃない。八や洲しまの領りよう空くうもとっくの昔に離れちゃってるしさ。逃げ場ないのよ物理的に、この下となると深い深い海よ？」

「ほう」

「だから、もーお手上げ。打つ手ないのよー」

「いいからそろそろ本題に入れ」

　竜胆りんどうはといえば、巴ともえの言うことを頭から全く信じていない。

　よりにもよって巴が、危険なほどに鬼き虫ちゆうを愛するこの女が、むざむざ本体ごと鬼虫をそっくり帝てい國こくに明け渡すものかと思っているのだ。

　巴はしばらく黙だまった。竜胆は至近距離から巴を見み据すえたまま次の言葉をじっと待つ。

　妙みように長い沈ちん黙もくが降りた。やがて巴は周囲を見渡し、檻おりの中の仲間を見渡し、細い指で竜胆の首を撫なでた。固い鉄の首輪が触れて、巴はそれを指先でいじいじしながら、にたぁと笑った。

「──ま、そもそもこれ、アタシが作ったんだけどね」

　条件はもちろん、二つ返事で呑んだ。

　ただし、守るとは一ひと言ことも言っていないのだ。

　何かしら怪あやしげなものを感じ取り、竜胆は眉まゆをひそめる。

「……続けろ」

「大体もーアタシらのやること終わってんだから。八や洲しまのごたごたまで鎮ちん圧あつしたのよ？　そんで戦争も経験してるんだからもうお腹いっぱいって奴じゃない？」

「つまり……その後行われるあれやこれやに、今いま更さら己おれ達がいちいち付き合ってやる義理もないと、お前はそう言うわけか」

「さっすが竜胆くんは察さつしがいいねぇ。愛してるよぉ♥」

「やめろ」

　竜胆は露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。

　ここまでくると、竜胆も話の全容を掴つかみつつある。剣けん菱びしがそれを理解した上で、ごろんと寝返りを打ち竜胆に問いかけてみる。

「……で、お前はそのことにどう思うわけよ？　真ま面じ目めなお前のこったから、最後まで責任を果たせくらいは言わねえのかい？」

　竜胆は、ほんの少し考える素そ振ぶりを見せた。

　事態の呑のみ込みが早ければ、出す結論も早かった。戦せん闘とう機き動どうでなくとも特とつ攻こう術を使わなくとも竜胆はそういう男で、会話の中で答えに窮きゆうしたことなどほとんどない。

　今この時でもそれは同じで、竜胆はまず、順を追って自みずからの心情を説明した。

「──己は、役目を終えたのなら、いつどこで死んでもいいと思っていた。尽じん天てんの海で己の命は元々終わったようなものだ。……だが、どうもすっきり清算というわけにはいかんらしい。幸か不幸かは知らんが、また死に損ぞこなってしまった」

「ほぉ。それで？」

　剣けん菱びしが先を促うながす。井い筒づつも久く留る守すも何やら雲行きが妙みような方向に進んでいることに気付いたようで、身を乗り出して竜胆りんどうの顔を覗のぞき込んでいた。

「ならば、今の己にあるものはおまけの命だ。この先はもう少し不真面目に生きてみるさ」

　言って、竜胆はよく見なければわからないほどに小さく、口元を緩ゆるめた。

　それもほんの一いつ瞬しゆんで、切れ長の目で改めて巴ともえを見み据すえた。

「巴。やれ」

「はぁーいっ」

　もちろん巴は、最初からそのつもりでいた。

　鬼き虫ちゆうの電脳の活動を抑よく制せいし、その力を封ふう印いんする首輪を造れるのは、鬼虫開発を牽けん引いんした巴くらいのものだ。であれば当然、それを自分にかけられた場合の対応策を用意していないわけはなかったのだ。

　脳から発せられる、巴以外誰も知らない秘密の信号で首輪に仕込まれたチップへと解かい除じよコードを打ち込む。手品かと思うほどあっさりと首輪が外はずれ、巴はそれから四つん這ばいでかさかさかさと檻おりの全員に這い寄り、全員の首輪を奇術のように外してのけた。

　それを見張りが見み咎とがめない筈はずはなかった。が、もう遅い。

　九く曜ようがゆっくり立ち上がる。それを見上げて巴は親指を立て──

「九曜くん、オッケーよ！」

　思いっきり下に突き下ろした。

　九曜は、その合図を待っていた。

　本来、鬼虫の接せつ収しゆうと帝てい國こくへの移送について一番抵抗を示しそうなのは、九曜だった。実際それは間違っていなかったが、今まで粛しゆく々しゆくと従っていたのは、あらかたのことを巴から事前に聞かされていたからだ。

　人間の記憶が戻ったあの夜。最後の重大発表があった後で、九曜は秘ひ匿とく通信で巴に食ってかかっていた。叶かな葉はの手前表立って取り乱すわけにもいかなかったが、あの時の九曜の剣けん幕まくは巴をして「やだ怖こわい」と思わしめるほどで、事と次第によっては実力行使に出かねない危あやうさまであった。

　可能な限りリスクを下げるため、ぎりぎりまで剣菱以外に伝えずにおいた巴もこれには参って、先に教えてしまったのだ。鬼虫と甲こう虫ちゆうを輸送機に積み込み、完全に八や洲しまの領りよう空くうを離れ、一行が太平洋のど真ん中に差し掛かった後で何が起こるのか。




《電磁制御エレキテル》発動。まず一手、周囲の機械兵の頭と監かん視しカメラに放射電でん磁じ波はをぶち込む。




　そこから先は、大だい惨さん事じだった。

　檻おりの鍵かぎを超振動ジエツトでぱぱっと破は壊かいした剣菱に続き、神しん速そくで飛び出した竜胆が見張りの帝てい國こく機械兵を無力化した。素す手でで十分である。内部で突然電でん磁じパルスが爆発した輸送機はひとたまりもなくバランスを崩くずし、操そう縦じゆう席せきにももう何が起こっているか伝わったに違いない。先頭を竜胆りんどう、続いて剣けん菱びし、巴ともえときて九く曜ようが無駄の一いつ切さいない動きで檻おりから出て機首を目指す。

「…………マジかよ」

　井い筒づつと久く留る守すはというと、状況にまったくついていけてない。

　ぽかんとしたまま思わず呟つぶやく井筒につられ、口をあんぐり開けた久留守も思わず、

「まじかよ」

「どうした、急ぐぞ。時間がない」

　振ふり向きざまに短く告つげる竜胆の声で、どうにか状況を理解したようだ。

「……ええいままよッ！　兄貴！　姐あね御ごォ！　一生付いていきやすッ!!」

「わ、わ、わ」

　少し遅れて立ち上がる井筒が、鉄の拳こぶしを握にぎり締しめて駆かけ出した。それから更さらに遅れて久留守がもつれるように駆け出し、すっ転びかけたところで井筒に首根っこを引っ掴つかまれた。

　輸送機が丸ごとひっくり返るような非常事態が起こる。

　機体後部の格かく納のう庫こで発生した騒ぎは、物もの凄すごい勢いで全てを呑のみ込んで機首へと駆け抜けた。

　操縦席に行く道を阻はばむものは、本体のみといえど鬼き虫ちゆうを前にしては無いようなものだ。




　人間達は巴が制せい圧あつした。

　緊急事態に備そなえ付けの小しよう銃じゆうを取り出しかけた帝てい國こく軍人は、彼女らに指一本触れられぬままにその場に昏こん倒とうしてしまっている。

　体には傷一つない。が、頭の方はどうやらおかしなことになっていた。

　彼らは床に倒れ伏ふし、ふぁーっくふぁーっくとかおーまいがーとかえねみーとかごーすととかざうぃんどうざうぃんどうとか、何かよくわからないうわ言を口走っているのだ。まるきり悪夢にうなされる子供のようだった。そんな様子を見下ろしながら、肌を露ろ出しゆつさせた巴が悪あつ鬼きのように毒どく々どくしく笑っていた。

　剣菱が呆あきれ顔で、

「……こりゃ何をどうしてんだ？」

「幻覚作用の毒。あ、後こう遺い症しようとかは残らないように調整してあるから。今どんな怖こわい夢見てるかわかんないけど、まあこうまでラリルレロだったらロクな証言もできないでしょ」

「今、初めてお前をおっかねえと思ったぜ……」

　トチ狂う乗組員達を小型脱出艇ていに次々と蹴けり込み、情け容よう赦しやないペースでどんどん発進させていく巴。脳内がえらいことになっている人間達は、自動操縦で一足先にしゅぽーんと帰国していった。着水すれば自動的に翼つばさをパージし、浮き袋を展開する機能があるからまあ問題はないだろう。あとはせいぜいマシントラブルがないことを祈るだけだ。

「──つまりこうだ」

　先頭の自動操そう縦じゆうシステムに手を触れ、九く曜ようが呟つぶやく。

「鬼き虫ちゆうは全て帝てい國こく側に譲じよう渡と済み。輸送機団は八や洲しまを完全に離れるも、洋上で異変発生。乗組員は脱出に成功したが、搭とう載さいした積荷の多さはいかんともしがたく、運び出すこともできず輸送機ごと海中に没ぼつし──我々は、行方ゆくえ不ふ明めいとなる」

　最後の作業も九曜が担当する。

　電磁制御エレキテルで管かん制せいシステムに直接干かん渉しようし、飛行記録を改かい竄ざん。ついでに脱出艇ていの保有記録も弄いじって一隻せき失敬しておく。その上で、随ずい伴はんする輸送機の飛行制せい御ぎよを丸ごと狂わせて一機残らず墜つい落らくさせるのだ。人間らは脱出艇にぶち込んだが、母機以外の機内にいる帝國機械兵達は残念だが道連れになって貰もらう。

「ぼくらは、逃げる。今後は自分勝手にやらせて貰う」

　鬼虫も甲こう虫ちゆうも、これで一人残らず、どの国の領りよう域いきでもない公海の底に沈んで行方不明ということになる。

　帝國は血ち眼まなこになってサルベージ作業を行うだろうが、四方何千キロも海しかない場所でそんなことができるものならやってみるがいい。これは不幸な事故だ。

「帝國側がこの件について八洲に追及する可能性は？」

　竜胆りんどうが問い、巴ともえが答える。

「ゼロとは言い切れないわよね、まあ。でもこっちができる限りの後始末は済ませたし。輸送機が国を出てからは八洲はなーんにも関わってないし、飛び立つ前に鬼虫の管理権は完全に渡しちゃった後だしぃ。人事を尽つくして天命を待つってカンジ？」

「姐あね御ご……それ使い方微び妙みように違わねッスか」

　ともかく鬼虫達は八洲で身み柄がらを明け渡したが、いざ八洲を出た後どうなるか、という件について巴は巧たくみに誘ゆう導どうして誤ご魔ま化かした。書面もきっちり用意した。しかるに、これはあくまでも不幸な事故に過ぎないわけだ。全員が共犯の、最後のわがままだった。

　輸送機が揺ゆれている。残った脱出艇ていを確かめながらふと、久く留る守すが口を開いた。

「でも」

　窓の外を見る久留守の藍あいの眼めには、拭ぬぐい去れない寂せき寥りよう感がある。

「みんなとは、これでほんとうに、おわかれ」

　もちろん──

　脱出艇の制せい御ぎよなどお手の物だし、彼らなら何ヶ月漂ひよう流りゆうしても別に平気で、先さき程ほど巴が言った「どこにも逃げ場がない」なんていうのは真っ赤な噓うそである。

　ただし逃げられるのは、この場にいる生き残りの本体だけだ。

「……わかっている」

　九曜は呟つぶやく。それは半身を永久に失うということで、仲間の遺い体たいを沈めるということだ。

　織おり込み済みのことではあった。帝てい國こくに言われるまま持ち込んで、徹底的に解かい剖ぼうされて分ぶん析せきされるよりは何万倍もマシだろう。輸送機ごとここで墜おとし、太平洋のど真ん中の深海へ彼らを封ふう印いんする。

　もう誰にも届かず、誰も手が出せない、この世で一番静かな場所で。

　巴ともえは先さき程ほどまでの悪あく魔まのような笑顔を引っ込め、神しん妙みような、不ふ思し議ぎと穏おだやかな顔でいる。

　剣けん菱びしはいつも通りだが、蟷螂かまきりが収おさまっているであろう輸送機の方角を目を細めて見ている。

　井い筒づつは腕組みをして、ふと相あい棒ぼうが気に入っていた軍歌のワンフレーズを小さく口ずさんだ。

　久く留る守すは壁に背を預け、時を待ちながら、小さな親指で目め許もとをぐいっと拭ぬぐった。

　九く曜ようは両手でコンソールに触れたまま、ほんの少し戸と惑まどうように動きを止めた。

「やれ、九曜」

　竜胆りんどうが、そんな九曜の最後の背を押した。

「彼らを眠らせて、己おれ達は先へ行こう」

　すぅ──

　九曜は深呼吸をする。迷う理由はもう、無い。

「──了解」
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　電磁制御エレキテル、精せい密みつ操そう作さ。

　輸送機が、がたんと大きく揺ゆれた。崩ほう壊かいの始まりだった。




　蜻蛉とんぼも、蜘く蛛もも、蟷螂かまきりも、蜈蚣むかでも、蛾がも、蟋蟀こおろぎも、蟻ありも、蜉蝣かげろうも、蜂はちも、

　兜カブトも、金亀コガネも、蛍ホタルも、天テン道トウも、鍬クワ形ガタも、

　虎杖いたどりも、烏え帽ぼ子しも、朧おぼろも、

　庵いおりも、楓かえでも、柊ひいらぎも──




　最後の瞬しゆん間かん、伝わるかどうかもわからぬまま、九く曜ようは蜂へと通信を飛ばした。

　繋つながった。ほんの数秒だった。

『蜂よ。ぼくは、先に行く。……お前は、今度こそゆっくり眠ってくれ』

　僅わずかな沈ちん黙もく。返事が欲しかったわけではない。海中に没ぼつする輸送機の中にありながら、蜂はしかし、一ひと言ことだけ確かに応こたえた。

『▼了解／然サラバ、宿ヤドリ真シン一イチ。幸運ヲ』

『ああ。──ずっと一いつ緒しよにいてくれて、ありがとう』
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　以後、彼らの行方ゆくえは杳ようとして知れない。













　　　終　─　その先へ







　それからまた数カ月が経過した。

　年が明け、八や洲しまをゆったりとした春が包んでいる。

　叶かな葉ははというと、尽じん天てんの安あん東どう家に身を寄せていた。いつも通りの日常を過ごし、今度こそ本当の戦後となった八洲の中で、彼女なりの人生を歩んでいた。




「……ん」

　ある日の朝、まだ外が暗いうちに叶葉は起きた。

　安東家の和室は、三人娘の寝室として使われている。左右を見るともう二つの布団ふとんが敷しかれていて、菘すずなと鴇とき子こが熟睡していた。すっかり安東家の一員となった鴇子は我が物顔で家中を闊かつ歩ぽし、菊きく丸まるを連れて連日うれしそうに尽じん天てんを散策している。先日などは綱つな島じま夫妻が畑で採とった野菜をお裾すそ分わけに貰もらい、大収穫だと大喜びしていたものだ。

　菘も、整備士の勉強をしながら腕を磨き続けている。今でも帝てい都との登と坂さかと繋つながりがあるようで、百も舌ずと連絡を取り合っていることもしばしばだ。百舌喜き久く乃のは今でも登と坂さかで働いており、帰ってきた父の所にも足あし繁しげく通っているらしい──百舌十じゆう蔵ぞうをはじめとした黒くろ塚づか部ぶ隊たいの構成員は、急造の刑務所にいるのだ。父娘は互いに少しぎこちないが、それでも長い時を経へて開いた距離をゆっくり縮めつつあるようだ。

　近頃は主要都市間に鉄道が敷しかれ、尽じん天てんもゆくゆくは帝てい都とと繋つながる計画らしい。

　和室の隅すみには休眠状態の菊きく丸まるがいた。尽天の復興作業で随ずい分ぶん力仕事を任されたようだが、年が明けて春が来て、今は落ち着いたもので子供とよく遊んでいる姿を見かける。

　叶かな葉ははというと、そんな日常の中で、自分にできることを精一杯やっている。

　いつも頭の中で、どこかへ消えた少年のことを思いながら。




「んー……」

　基本的に夜が明ければすぐに起きるのだが、今朝は早すぎたような気がする。まだニワトリも鳴いていないのだ。とはいえ、目が冴さえてしまったのだから仕方がない。

　表に出れば、尽天の朝が叶葉を包んだ。

　この街もかなりの復興を遂とげていた。もともと昭和一〇一年の夏の終わりから順調に進んでいたようだが、諸もろ々もろの厄やつ介かい事ごとが済んでからはとんとん拍びよう子しだった。冷凍睡眠に入った人々は全員目覚め、瓦が礫れきがのけられ、無人となったシェルターや各所にあった工こう廠しようは閉へい鎖さされた。

　今は、尽天を中心として周囲の小さな街々にまで復興の手が伸びている。

　一民間人としての叶葉から見れば、八や洲しまは急速に蘇よみがえり、色を取り戻しつつある。

　もちろん、それでも問題はまだまだ山積みだろう。これから新たな問題が噴ふん出しゆつしないとも限らない。だが、あらゆる出来事はその時その時の人々で解決していくものだ。それこそ、時代が前に進んでいることの証しよう拠こだ。

　叶葉ももちろん、ただの人間としてこの国で生きていくのだろう。

　ん、と玄関先で大きく伸びをした。

　少し散歩をしてみると、整理された尽天の街並みが視界を埋める。港も元通りだし、あの軍道九十九号線も補修されて物資輸送用の大型車が何度も行き来している。

　あの夏から、まだ一年も経っていないのだ。

　あと数カ月もすればもう一度この街に夏が来るだろう。そうなった時、自分はあの夏に出会った少年と、その出会いを機に起こったあらゆることを思い出さずにいられるだろうか。

　家から少し歩いた土ど手て際ぎわの遊歩道には、ずらりと連なる桜さくら並なみ木きがある。

　この時期は八分咲きといったところで、それでもやはり壮観だ。

　こういう光景を「彼」と見られれば良かったのに──叶葉は頭の隅すみで思いながら、機械的に両足を動かしててくてく歩いた。

　ふと。

「……あれ？」

　桜さくら並なみ木きの向こうに、誰か立っていることに気付いた。

　背せ格かつ好こうは年若い少年で、自分とあまり違いがないか、ほんの少し上といった程度か。

　彼は言った。




「やっと見つけた」




　夢ではない。

　誰なのかなど、考えるまでもなかった。

「九よ──」

「違う。金きん翅しの九く曜ようは、もういない。あの日、蜂はちと一いつ緒しよに海に沈んだんだ。──ぼくの名前は宿やどり真しん一いちだ。そう呼んで欲しい」

　叶かな葉はの前に現れたその少年は、服装からして違っていた。

　あの肩口に「九」と記された詰つめ襟えりは無く、人目を忍んだ目立たない服装の上に大きな外がい套とうを羽は織おり、更さらにフードを目ま深ぶかに被かぶっている。だがそこからちらりと見える眼めは鮮やかに赤く、ひたすらいつものように叶葉を見つめていた。

「あ、……あ……!!」

　帰ってきたのだ。

　約束を守って。

　叶葉の視界が涙に歪ゆがんだ。待ちかねた、言いたくて仕方ないのに今の今まで言えなかった言葉が浮かび上がり、喉から勝手に搾しぼり出された。

「──おか、!!」

「ただいまは言わない。ぼくは帰ってきたわけじゃない」

「えっ……」

「すぐ出発する。今日は君を攫さらいに来たのだ」

「……えっ」

　ぽかんとした。

　外套のフードを少し上げ、大おお股またで叶葉に歩み寄りながら彼は続ける。

「ある程度自由に動けるようになるまで、これでも結構待った。帝てい都とにいるか尽じん天てんにいるかは半分は賭かけだった。だが海が近かったから、とりあえず先にこっちへ来てみたら当たりだ。才さい蔵ぞうほどじゃないが、ぼくの勘かんも捨てたものじゃないな」

「えっ、あれっ？　いや、その、えと、九よ……じゃなくて、真一……さん？」

「さんは要らない。さあ、急ごう。必要な荷物をまとめてくれ」

　完全にフードを払う真一の顔は、叶葉が見慣れた少年のそれと何ら変わりはない。

　ただ、あの時よりも表情が柔らかくなっているように思われた。

　彼に、これまでのような肩ひじを張った様子はない。大きな責任感も、戦いへの志向も拭ぬぐい去り、代わりにただ自分のやりたいことだけをやり抜く強固な決意があった。全てが終わった後で、なおその足で歩いていくことを決めた者の貌かおだった。

　他のことなんて知ったことじゃない。

　ただ絶対に、何がなんでも、目の前の少女だけは連れて行く。

　彼は全身でそう言っている。

「……どこに行くんですか？」

「わからない。ただ、この国にはいられない。大陸へ渡ることになると思う」

「どうしても、連れていきますか？」

「今いま更さら嫌いやとは言わせない。──今度は、ぼくが君の手を引く番だ」

「──そうですか」

　叶かな葉はは、それ以上は何も言わなかった。

　語るべきことなど、ないのだ。自分はずっとこれを待っていたのかもしれない。

「わかりました。行きましょう、真しん一いち。──あ、でもその前に」




　朝日がゆっくり昇っていく。

　完全に明るくなって、皆が起き出す前に動く必要があった。

「……んが」

「あう？」

　安あん東どう家、鴇とき子こと菘すずながようやく目覚める。両方とも寝ね相ぞうが悪すぎて夜のうちに布団ふとんを蹴け散ちらしていたのだが、起きてみるとしっかり布団が掛けられている。のっそり上体を起こして伸びをした後、あることに気付いた。

「……ねえ」

「ん、ああ……」

　変化が三つある。

　幾つかの私物と共に、叶葉が消えていること。

　菊きく丸まるが窓の傍そばに立ち、じっと海の方角を眺ながめていること。

　それから、居間のちゃぶ台の上に一枚の書き置きがあること。別々の筆ひつ跡せきで二ふた言ことあった。お世せ辞じにも綺き麗れいと言えない殴なぐり書きの文字と、菘と鴇子も良く知る丸みを帯びた文字が隣となり合って曰いわく──




　頂いていく。

　いってきます。
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　尽じん天てんの港には、まだまだ現役の通信塔とう乙おつ号が誇らしげに天を衝ついていた。

「この先に船がある。心の準備はいいな？」

「だだ、大丈夫です！　たぶん……！」

　ポンチョを羽は織おった上にリュックを背負い、叶かな葉はは真しん一いちに手を引かれるまま走り続ける。

　夜が明けていく。尽天の海は西向きだから朝日は見えないが、背中からこちらを照らし出す陽光が二つの長い影を刻きざんだ。真一はずんずん歩を進めながら、

「急ごう。みんなを待たせてる」

「は、はい……っ」

　──って。

　反射的に頷うなずいたはいいものの、叶葉は目を剥むいて、

「…………みんな!?　みんなってあの皆さんですか!?　全員いるんですか!?」

「うん」

　真一は事もなげに頷いた。

　ここで彼が言うみんなとはつまり、輸送機を叩たたき落として一いつ緒しよに逃げた五人の共犯者だ。虫としての半身と名を捨て、代わりに人としての名前を持って全ての記憶と共に進む者達だ。

「彼らと一緒に行く。どこまでも逃げる。暫しばらくは旅の空になると思うけど、どこかで腰こしを落ち着けるかもしれないし、いっそ世界を一周してしまうのもありかもしれない」

「おおぉぅ……」

「君が良いって言ったんだからな」

　ぐい、とまた真一は叶葉の手を強く引いた。

　その顔を見て、叶葉はあることに気付いた。

「真一、いま笑いましたよ？」

「そうか？」

「そうです」

「そうか」

　少しの間。

　足を止めぬまま、肩越しに振ふり返って、宿やどり真一は照れくさそうに聞いてみる。

「……ぼくは、うまく笑えたかな」

　緩ゆるんだ表情の彼に合わせ、叶葉はとびっきりの笑顔を見せた。

「ええ、とっても」
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　あとがき





　書くことが

　びっくりするほど

　浮かばない　　　　　～九く岡おか望のぞむ　心の一句～






　しかしまあ、書くこと何にも無いっていうのはいくらなんでもあんまりなので。

　蛇だ足そくかもですが、ちょっと本作のメインタイトルについてお話ししたいと思います。

　まず僕はカタカナ英語って奴が好きです。

　横文字だと少し気取ったような感じがするところに、カタカナだと響きが頭にスッと入ってきます。どことなく一昔前の映画のタイトルっぽくて素敵じゃありませんか。例えば、Commandoってのとコマンドーってのだともう言葉のパワフルさが段違いじゃありませんか。だいたいそんな感じです。だいたいね。例えが極端だったかもしれないけど。

　そこに昭和のレトロな感じを足せると更によろしい、ということでエスケヱプ・スピヰド。

　字面のカッコ良さ以外にもそれなりの意味はあります。そもそもエスケープ・スピード（またはエスケープ・ヴェロシティ）っていうのは「第二宇宙速度」を意味する力学用語で、「物体が地球の重力圏けんから脱出するのに必要な速度」のことを指します。

　既き刊かんのあとがきでもちょろっと触れたテーマですが、この物語は「終わらせる為ための話」です。

　過去の大きな出来事とその中を生きてきた人達がいて、でも過去に囚とらわれた奴らがいるからスッキリと前には進めない。九曜や叶葉をはじめとした作中の人物達にはもちろん過去があって、必然的な因縁があって、それに応じた「やらなければならないこと」があったわけです。

　そんな色々なしがらみに決着を付けて清算して、まっさらな「その先」へ行く。本タイトルはこれを重力脱出速度になぞらえて、「振ふり切ること」をイメージして付けたものなのです。

　なら、片付いた後は「やらなければならないこと」でなく彼らの「やりたいこと」に驀ばく進しんしていいんじゃないか。それくらいはやったっていいじゃないか。この作品における脱出エスケヱプとは、そういう意味です。「ものすごい速さでめちゃくちゃ逃げる」的な意味とはちょっと違います。

　……いや、最後の最後でそれもちょっと合ってるかもしれない。

　むむ。なんだかんだ結構語ってしまった。更にもう一つ、表紙についてお話しします。

　表紙にいる九く曜ようと叶かな葉はの立ち位置は、ちょうど壱いつ巻のそれと逆の構図になっています。なおかつ、九曜が叶葉の手を引いています。これはイラストだけでなく壱巻のラストの構図とも真逆で、つまり叶葉について行くため旅に出た九曜が、今度は叶葉を引っ張って旅立つことになっているわけですな。




　さて、そんなわけでこのシリーズは完結となります。

　担当の荒あら木きさん、並びにイラストレーターの吟ぎんさんには感謝してもしきれません。とにかく僕が書きたいこと先行しまくりで、色々ご迷めい惑わくをおかけすることもあったかと思います。この作品が無事完走できたのもお二人のご尽じん力りよくあってこそです。

　もちろん完結まで見守って下さった読者の方々にも、最大限の感謝を。しっかり最後までやりたいことをやってシリーズを畳たためるということがどれほどありがたいかは、自分なりに理解しているつもりです。頂いたお手紙などは大切に保管して、度たび々たび読み返しております。本当にありがとうございました。

　なんか、一番やりたいことをやり尽つくしたのは作者自身なのかもしれぬ。

　この作品を読んでくれた方々に、再びどこかでお会いできたらとても嬉うれしいです。色んなアプローチで書きたいネタはとにかくもう山ほどありますんで、ご縁があればまた。

　それでは新作とか諸もろ々もろ用意しに、いってきます。





　二〇一四年（平成二十六年／昭和八十九年）吉日　九岡望
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九く岡おか 望のぞむ

昭和の人間かもしれない。好きなジャンルはＳＦとメカとアクション。

まあ、でも、当分メカバトルはお腹一杯かな!!
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イラスト／吟ぎん

描かせていただいたのが本当に幸せな作品でした!!

すべてが魅力的で、すごく楽しかったです!!!!







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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「九岡 望先生」係

「吟先生」係











本書は書き下ろしです。
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